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　透とう明めいな硝子壁シヨーケースに、鮮せん血けつがぶちまけられる。


　遅おくれて少女の身体からだが叩たたきつけられた。


　少女は重力に従ってずり落ちて、血液と、肉だか脂し肪ぼうだかわからぬものをぬるぬると垂らしながら床ゆかに膝ひざをつく。けれど完全に倒たおれることを潔いさぎよしとせずに、やたら革帯ベルトを巻きつけた右手を床につくと、歯を食いしばって気絶ダウンを防いだ。


　やたらとかぶいた風ふう貌ぼうの少女である。


　はっとするほど色いろ鮮あざやかな桜色の長ちよう髪はつ。『大奥』の制服は露ろ出しゆつが少なく改造され、太ふと股ももから足首、腕うでから首に至るまで何かの執しゆう念ねんでぐるぐると革帯ベルトを巻きつけてある。その革帯ベルトには硝子壁シヨーケースと同じ素材でつくられた試験管や小薬箱ピルケースが配置され、左右の腰こしに二本ずつ、合計で四本の日本刀が差されている。


　つんと澄すました育ちのいい子こ猫ねこのような無表情は、痛みも衝しよう撃げきも呑のみこんで揺ゆるがない。


　だが激痛がないわけがなく、その膝は震ふるえ、羽根をもがれた蝶ちよう々ちようみたいだ。


「──危ない!!」


　思わず硝子壁シヨーケースに手をついて、彼は声を限りに叫さけんだ。だがこの硝子壁シヨーケースはあらゆる干かん渉しようをゆるさない絶対的な壁かべであり、防音にも優すぐれている。それに、周りで囃はやしたてる無数の男、男、男たちの喚かん声せいに遮さえぎられ、どれだけ叫んでも押し潰つぶされる。


　痛めつけられる少女は拍はく手しゆされ、野や次じを飛ばされ、観賞されていた。


　それを恥はじるように、少女の視線がこちらを向く。


「問題ありません」


　その声こわ色いろにも、瞳ひとみにも、憎ぞう悪おしかなかった。


「勝ちますから」


　自分に言い聞かせるように告げると、少女は太股に差した試験管のひとつをその場にぶちまけた。一見、意味不明な行こう為いだが──。


　少女の身体が滑すべる。


　高速で、真横に移動したのだ。


　遅れて、数瞬しゆん前まで彼女のいた位置に無数の弾だん丸がんが突つき刺ささる。容よう赦しやのない蹂じゆう躙りん。その弾だん道どうの向こうに立っている人物は、硝しよう煙えんでぼやけて見えない。


　銃火マズルクラツシユが閃ひらめき、執しつ拗ように少女を襲おそう。


　敵は重火器。対して、少女の武器は刀のみ。


　かなうはずがない。


　恐きよう怖ふと絶望から、銃じゆう弾だんと血ち煙けむりのなか、霞かすんでいく彼女の名を叫んだ。


「さくらちゃん!!」


　叫ぶ声は届かずに。


　少女が四本の刀を同時に抜ばつ刀とう──彼女の周囲に大量の花々が、樹木が、苔こけが繁はん茂もしていき、葉っぱと花びらを舞まい散らした。


　幻げん想そう的な光景のなか、彼女は絶対勝てない相手に立ち向かっていく。





　ここは大奥女学院。


　美少女たちが常に殺しあいをしている、四百年の歴史が生んだ血ちまみれの虫かごハーレム。




　第一幕　血塗処女対盤　ちまみれおとめたいばん
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「兄者上、兄者上」


　ひよこがピヨピヨ鳴くような、可愛かわいらしくも喧かまびすしい声に起こされた。


「あ☆に☆じゃ☆うえぇえええ☆☆☆」


　薄うすく瞼まぶたを開くと、無む邪じや気きにこちらに馬乗りになった妹の姿を発見する。


「えへっ、起きたか兄者上」


　まだ十歳になるかならないかの、いたいけな風貌。漆しつ黒こくの髪かみの毛は頭の左右で垂らされており、堕だ天てん使しの翼つばさみたいだ。服装は最高級の金刺し繡しゆうが麗うるわしい水兵セーラー服で、その両りよう腕うでから指先まで、なぜか振ふり袖そでが隠かくしている。


　その袖の先は縫ぬわれていて、えらく不便そう。


　そんな両手でこちらの胸むな板いたを「ばしばし」と叩き、彼女は得意げな表情だ。


　目覚めたばかりの億おつ劫くうさで、妹の笑え顔がおを眺ながめつつ──彼女に比べるといささか特とく徴ちように欠ける青年、豊とよ臣とみ秀ひで影かげは溜ため息いきをつく。大層な名前のわりに気力や厳おごそかさがなく、どこの無気力な若隠いん居きよかという、ふわふわした存在感である。


　今年で二十歳はたちになったばかりだというのに、枯かれた老人みたいだった。


「いったい朝から何事なんだい……」


「もちろん、兄者上の寝ね込みを襲っておるのじゃ♪」


　袖に隠れた両手を頰ほおに添そえて「いやんいやん」と、妹──豊臣黒くろ姫ひめは身をくねらせた。


「俗ぞくに言う、夜よ這ばいというやつじゃな。もう昼前じゃけど」


「意味がわからないうえ、だいぶ迷めい惑わくなんだけど……。あとその『兄者上』という呼びかたをやめてくれないかい、何だか頭がくらくらする……」


　間ま違ちがった日本語な気がするし。


　ちなみに、ふたりはその苗みよう字じが示すとおりにとある高貴な家いえ柄がらである。黒姫も『大奥』と呼ばれる禁処──部外者立ち入り禁止の安全な建物のなかで蝶ちようよ花よと育てられているはずなのだが、ちょこまか脱ぬけだしてきてはこうして兄の暮らす慎つつましい貸家に押しかけては騒そう動どうを振りまいてくる。


　兄きよう妹だいとはいえ、事情があって立場がちがう。ふたりは腹はら違ちがいであり、現在、この国を支配する将軍の御台所正妻が産んだ黒姫と、今は亡なきそれも身分が低い女を母とする秀影では、扱あつかいに如によ実じつに差がでる。本来、こうして触ふれあうこともできない間あいだ柄がらなのだ。


　けれど、秀影はまるでふつうの仲のいい兄妹みたいに。


「お願いだから、寝かせてくれ……」


　頼たのむと、手を伸のばして黒姫の頭を「ぽんぽん」と叩たたいた。黒姫はぎょっとして、頰を染めるとやや乱れた黒くろ髪かみをととのえる。彼女の全身から漂ただよう、焚たきしめられた香こうの匂においが濃こくなった。


「あ、兄者上」


　もじもじとして、黒姫は秀影の首から鎖さ骨こつのあたりをそっと柔やわらかな袖で撫なでた。


「けども、すでに昼前なのじゃぞ。若者はみんな働いておる、外にもでずに眠ねむりこけるなどだめ人間のすることじゃ。兄者上は、いずれこの国を支配するもの──民たみに規き範はんを示すために、切せつ磋さ琢たく磨ませねばならぬであろ？」


「俺は吉よし刳くる様に疎うとまれてるしなあ。次期将軍はおまえか、おまえが選んだ旦だん那なだよ」


　豊臣吉刳はふたりの父であり、現在の征せい夷い大たい将しよう軍ぐんだ。病弱のためあまり表にでてこないが、その合理性と残ざん酷こく性、たびたび発ほつ作さのように大量の人死にをだすことから『魔ま王おう』などと渾名あだなされる。


　当然、父親だからと「お父さん」などと気軽に呼んでいい相手ではない。


　簡素な部屋のなか。硝子ガラスすら嵌はまっていない吹ふきさらしの窓の向こうには、豪ごう奢しやな大おお阪さか城が鎮ちん座ざしている。派手派手しく色を塗ぬりたくられたそれは見事に周囲の景観を邪じや魔ましているが、ともあれ父はあの不気味な建物の奥に引きこもっていてでてこない。秀影すら、父の顔を見た回数は両手の指に収まる程度だ。


　期待されてなどいない。親子の愛情もない。悔くやしくすらない。


「あるいは、御台所様が新しく男子でももうければ、そいつが跡あと継つぎになるさ」


「あの女は──」


　黒姫は一いつ瞬しゆんだけ険しい表情になってから、「お母まあさまは」と言い直した。


「子供など、つくる気はないじゃろ。黒も、まちがいで産まれたのじゃ」


　自分のことを黒と呼ぶ妹は、暗い表情を一瞬で消すと、兄の胸板をばんばん叩いた。


「安心するがよかろ、兄者上。黒が、兄者上を立派なお殿との様さまにしてやる。兄者上はやればできるひとなのじゃから、簡単なことじゃ。ちょっとやる気をだせばよいのじゃ」


「何でそんなに買いかぶられてるのか、わからないけど……」


　身を起こすと、あまりにも軽い黒姫を抱だきあげ、横に座らせる。


　こんな自分にかまって、期待してくれる妹に、応こたえるみたいに──あるいは逆に、ごまかすみたいに頭を撫でて。


「まぁ、ぼちぼちやるよ」


「兄者上は覇は気きがないのう」


　呆あきれてから、黒姫はぎゅっと抱きついてきて。


「黒が気合を注入してやろう──んーっ♪」


「間にあってるよ……」


　接吻キスをかまそうとする妹を腕わん力りよくでのけると、寝ね床どこから立ちあがり、肩かたをとんとん叩きながら秀影は仕事の制服に着き替がえる。


　今さら二度寝はできないし、妹にあんまり心配をかけるのもあれだ──せっかくだから出しゆつ勤きんしようと思ったのだ。無気力だが、秀影は律りち儀ぎな男であった。


　乱らつ破ぱじみた動きやすそうな黒装束のうえから、蒸むし暑い時節だというのに黒い外套マントを羽織る。鴉からすの羽根で飾かざられたその衣装は、珍ちん奇きだ。


「あれ？」


　目当てのものが見つからず、すこし探してから、寝床で転がって「兄者上はいつも素そっ気けないのう……黒はこんなに好き♪好き★なのに」とぶつくさ言っていた黒姫に。


「姫様、俺の仮面知らない？」


「これじゃろ、兄者上」


　素す早ばやく、黒姫はそのへんに転がっていた、禍まが々まがしい仮面を拾いあげる。


　巨きよ大だいなくちばしと、目元の黄色い硝子の双そう眸ぼう。おおきな鴉の生首みたいだ。


　妹が背せ伸のびして、その仮面をかぶせてくれる。首元の紐ひもで固定し、ずれて動かないよう確かめてから、秀影はぼんやりとつぶやいた。
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「さぁ、今日も他人に嫌きらわれる、すてきな仕事の始まりだぞう」


「兄者上」


　何の縁えん起ぎ担かつぎか、十字を切ってからお祈いのりの姿勢になって、黒姫が言った。


「誰だれが兄者上をどれだけ嫌っても、黒は、黒だけは兄者上が大好きじゃからの？」


　その言葉に、ひらひらと手をふって応え、豊臣秀影──またの名を、豊臣幕府内務監かん察さつ局通つう称しよう『腐肉食堂ハゲタカ』二級職員、識別名コードネーム『鴉からす』は炎えん天てんのもと歩き始めた。
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　兄が出勤していく。


　黒姫は窓まど枠わくに片かた肘ひじをつき、足をぱたぱた動かして、彼の背中が遠ざかっていくのをずっと眺ながめていた。大阪城城下町。繁はん栄えいと歪ゆがみが満ちあふれた四百年の歴史をもつ聖せい都と。木造平屋づくりの、昔ながらの建物が多いが、近年に下賜された鉄筋コンクリートなどの素材をもとに、いわゆる近代風の一いつ軒けん家ややさほど背が高くないビルなどもちらほら。


　大阪城の周囲数キロ圏けん内ないまでは電信柱が立ち、電線がとおり、電力が供給されている。夜中になるとそのあたりだけ電灯で明るく、その外側は薄うす暗ぐらいので不思議な景色になる。


「歪んでおるの……」


　ぽつりと独りごちて、黒姫は行き交かう様々な衣装をまとった人々のなか、歩いていく兄の姿をずっと眺める。彼の務める『腐肉食堂ハゲタカ』は他人の粗あらを暴あばき、痛い腹を探さぐり、ときには罪を晒さらして騒さわぎたてる不ふ埒らちな輩やからだ。そう思われているから、町の住民からの、珍奇な衣装をまとった秀影への視線は厳しい。


　気にせずに、兄はよろよろと、酔よっぱらったような足取りで歩いていく。


　昼ひる行灯あんどん。


　そんな言葉が思い浮うかぶ。


「兄者上は、まこと、へたれじゃのう」


　ぼやくと、黒姫は腰こしにさげた小こ袋ぶくろから、可愛かわいらしい携けい帯たい電でん話わを取りだした。頑がん丈じような陶とう器きでつくられ、向日葵ひまわりの花の絵え柄がらで装そう飾しよくされている。色はもちろん、黒だ。


　大阪城は大規模な電波塔とうでもある。日本列島の周囲を覆おおう凍てついた霧インセクト・ケージによって諸外国までは電波が届かないが、日本国内においては携帯電話は有用である。もっとも、高価なうえ大阪城から離はなれると受信感度がさがるので、あまり普ふ及きゆうしていない。


　ぴこぴこと携帯電話をいじりながら。


「あの調子では、心配することなかったかのう。下手へたにこちらから情報を与あたえても元も子もないし、だが兄者上があんな仕事をしているかぎり、いつかは気づくやも──まったく、どぶさらいなどせずとも、兄者上にはもっと相応ふさわしい仕事があるのに」


　苛いら立だたしげに『送信』を押してから、黒姫はむっつりと押し黙だまる。


　その数秒後だった。


　天てん井じよう板いたが突つき破られた。


　砂すな煙けむりがぶちあがり、だいぶ派手にふたりの人物が登場していた。


「きたか紅白」


　黒姫が呼びかけると、その二名はおおきく頷うなずき、得体の知れない姿勢ポーズをとった。


　向かって後ろのほうにいるのは、全身を純白の衣装で包んだ、ずんぐりむっくりした筋肉男。前のほうには、白いのと同じような衣装の、ただし色は真っ赤な小こ柄がらな少年。


　ふたりとも両手を広げ、奇きっ怪かいにひび割れた声を放った。


「白しろ影かげ、見参」「紅あか影かげ、見参～♪」


「けほっ、けほっ」


　振ふり袖そでで口元を押さえ、朦もう々もうと舞まった埃ほこりに咳せきこむ黒姫。


「まともに登場できんのか、それにその姿勢ポーズは何じゃ」


　涙なみだ目めになってから、黒姫は偉えらそうに胸を張って端たん的てきに述べる。


　彼らは将軍の娘むすめである黒姫に直々に与えられた、鍛きたえ抜ぬかれた乱破──忍にん者じやである。忍者とは、特とく殊しゆな作業（暗殺、潜せん入にゆう、諜ちよう報ほう）に優すぐれた専門技能者だ。


「紅白よ、わざわざ呼び立ててすまぬが──兄者上の身辺調査を頼たのまれてはくれぬか」


　びしっ、びしぃっ、と無む駄だに姿勢ポーズを変えているふたりを、胡う乱ろんげに眺めながら。


「兄者上が、万が一にでも『百手むかで姫ひめ』と接せつ触しよくすることがないように。その情報が兄者上に届く前に遮しや断だんし、また兄者上が興味をもたぬよう誘ゆう導どうするのじゃ」


「はて、『百手姫』とは」「死んだはずでは？」


　まったく同時に首を傾かしげるふたりに、黒姫は苛いら々いらしながら。


「生きていたかもしれぬのじゃ。『大奥』で彼奴きやつを見かけたという情報が流れておる。単なる噂うわさかもしれぬが、事実としたらまことにやばい。よって──」


「でもぉ」「たかが『大奥』の小こ娘むすめひとり」


「なぜそこまで警けい戒かいを？」「よければ、事情を──」


　白影、紅影が交こう互ごにぴいちくぱあちくと、深い問題に首をつっこんできたので。


　黒姫はきれた。


「黒に口答えするのか。ええ、使い捨ての乱破ふぜいが」


　目を剝むいて、黒姫は全身を痙けい攣れんさせる。


　振り袖に隠かくれた右みぎ腕うでから、この世のものとは思えない、ばきぼきべきぼきという異音がかき鳴らされる。まるで、彼女の右腕に存在する骨という骨が、同時に粉々になったような……。


　悪あつ鬼きのごとき面相になり、伸しん縮しゆく自在な袖のなか、奇き妙みように膨ふくらんだ右腕を銃じゆう口こうのように紅白の忍者に向けて。


「ぶち殺されたいかえ」


　低い声で脅おどすと、鍛えられた戦士であるはずの紅白が震ふるえあがり、互たがいに寄り添そって。


「ええ、すぐに取りかからせていただきます！」「黒姫様、万歳！」


　などと騒ぎながら、ふたり同時に窓から跳とびだして消えた。つまり逃にげた。


　すっとぼけた連中だが、腕うではたしかだ。黒姫は溜ため息いきをつくと、また異音を響ひびかせて右腕を元通りにし──先ほど兄が撫なでたせいで、ちょこんと跳はねた黒髪の一筋を、つまむ。
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　白影と紅影は屋根のうえなどあらゆる他人の盲もう点てんのみを上手に選んで疾しつ走そうしながら、ゆったりした速度で歩く豊臣秀影の姿を目視する。


　ふたりでひとつの肉体であるみたいに、ぴったりと密着し、相手の耳に口を寄せて他ほかの誰だれにも聞こえない小声を。


「ア・ハ・ハ。黒姫、エラク焦あせッテタ。ヨッポド兄トさくらヲ会ワセタクナイラシイ・ネ。ウ・フ・フ、イジラシイ──可愛ラシイ、ジャナイ・ネェ？　姉様、アタシ・アノ子ノ気持チ、ワカルワ。応おう援えんシタイ・ワァ」


「ほんにね」


　密着しても足りない、というように、白影が紅影を抱だきよせる。


　そして先ほどとはまったく異なる、奇妙な抑よく揚ようの声こわ音ねで。


「けどォ、最終的に優先すべきはどうすれば面おも白しろくなるかやわ──黒姫には悪いけど、そこは譲ゆずれへん。退たい屈くつに沈ちん滞たいした『大奥』に、新しい風を吹ふきこんでくれるなら、むしろ積極的に場をかき乱すことを考えへんとォ」


「姉様、アタシ・うずうずシチャウ・ワァ」


「興奮すると体温があがるよォ。ていうか、あんまり大声ださんと。誰かに聞かれると困るやろォ。さっきも声こわ色いろをつかって二人一役したけど、大変やしな──あんたも早う、日本語ちゃんと発音できるようにならんとォ」


「姉様、アタシ・努力の子・ヨォ？」
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　城下町を秀影は歩いていく。活気に満ちていて、泰平の世の中、といった政府の公告があながち間ま違ちがいではないと思わされる。


　蒸気自転車に乗った物売りが魚や野菜からＴＶゲームや生理用品まで幅はば広ひろく投げ売り、あちこちの店からは陽気な歌や音楽が響く。


　嫌きらわれがちな職業のせいで商売人にすら目を向けられることもなく、すぐに『腐肉食堂ハゲタカ』の番所に辿たどりついてしまった。


　番所は現代でも珍めずらしい四階建てのビルである。灰色をしたその建物は墓石などと揶や揄ゆされ、周辺住民にやたら評判が悪い。自動ドア（木製）が開くに任せて、秀影はふらふらと踏ふみこんで、「どうも～」とてきとうに挨あい拶さつする。


　四階建てのビルにおいて、一階は『腐肉食堂ハゲタカ』職員の溜たまり場ばというか、これから仕事に赴おもむく連中が準備などをしている、この建物でいちばん雑然とした空間だ。それなりに広い空間のあちこちに畳たたみと机が置かれ、職員が何人かずつ集まっては不景気な話題をぶつぶつ囁ささやきあっている。


　なかには机のうえに分解した火ひ縄なわ銃じゆう（と呼こ称しようされるが、戦国時代に用いられたそれより遥かに高性能な代しろ物もので、名前だけ残っている）を整備していたり、きらりと輝かがやく小こ太刀だちにポンポンを当てていたりと、わりと物ぶつ騒そうな連中もいる。


　四百年前に伝説の太たい閤こう・豊臣秀ひで吉よしが発布した刀狩がり令は年代が進むごとに徹てつ底ていされ、現代では庶しよ民みんが武器となるものを所持することは禁じられている。農具や料理道具まで免めん許きよ制になり、厳しく使用制限があるのに、ここの連中はおおっぴらに光り物をぶらさげている。


　徹底的に、他人が戦力をもつことを恐おそれる豊臣家。


　太閤秀吉が築きあげた豊臣幕府は盤ばん石じやくな代物だったが、四百年の長きにわたって腐ふ敗はいも進み、それを正すため──いわゆる憲兵としての立場を与あたえられたのが、俗ぞく称しよう『腐肉食堂ハゲタカ』である。隠かくされた罪や不正を暴あばき、密告する下衆ども。


　その印象が強いため、正体を明かさぬよう『腐肉食堂ハゲタカ』の面々は奇き怪かいな衣装で素す顔がおを隠し、また武装して不測の事態に備えている。
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「おい、邪じや魔まだよ」「すいません、すいません」と通りがかる他の職員に難なん癖くせをつけられ、平謝りしながら、秀影は二階へとつづく階段のもとへと向かう。まずは二階にある自分の事務机で一息つきたい。


「お！　『鴉』ちゃん!!」


　ふらふら歩いていたら、元気いっぱいの声が届いた。


　だが、どこから聞こえたのかわからない。この仮面は見た目のわりに視界は広く確保されているが、それでも盲もう点てんは多い。あっち↑を見て、こっち↓を見て、やがて真上を見た。天てん井じようのすぐそば、ぶっとい梁はりに女が逆さまで立っていた。


「やっほう♪　やっほう♪」


　両手を愛あい嬌きよういっぱいに揺ゆらして、呼びかけてくる。


『鴉』よりも年上の女である。だが言動がおちゃらけているので、子供っぽい。背せ丈たけは『鴉』よりすこし低い程度で女性にしては長身。胸むな元もとのふくらみがやけに主張していて、顔の半面──目元を仮面で隠しているが、腕うでや太ふと股ももは大だい胆たんに露ろ出しゆつしている。


　手首や足首に数珠じゆずや石飾かざりをじゃらじゃら巻きつけていて、どこぞの部族の巫女シヤーマンみたいだ。ぷっくりしたくちびるをいつも尖とがらせたようにしている。仮面が笑っているような造形なせいか、いかにも道どう化けている。


『鴉』は自分の真上にいる奇き妙みような女に、さほど驚おどろきもせずに。


「『阿あ呆ほう鳥どり』、そんなところで何してるんだい」


「そっちは暑いの人口密度高すぎ。みんな暇ひまなの？　人間って熱いんだよ暖だん房ぼう器具かよ、ちょう鬱うつ陶とうしい……。でも天井付近もだめ、蒸むし焼きになりそう──『鴉』ちゃんはよくそんな真っ黒な格好で平気だよね～？」


　語りながら、彼女は梁から柱に移動すると、そこが床ゆかであるかのように歩いてくる。見ると彼女の足の裏に奇妙な液体が発生しており、天てん井じよう板いたに一時的に接着しているみたいだ。





　歴史の分ぶん岐き点となった四百年前の関ヶ原の合戦にて、豊臣軍が用いた最終兵器・時空間爆ばく弾だんによって敵対者は全ぜん滅めつした。だがその一いち撃げきは日本の国土に深刻な影えい響きようを与え、諸外国との交流を極度に難しくし、そこに生きる人々の身体からだにも変化をもたらした。


　砕くだけ散った時空間爆弾の破は片へんは各地の神社に分割管理されたが、そこから溢あふれていると推測される未知の病原体によって、その土地に住むとくに女性は特とく殊しゆな肉体的・能力的な改変を受けている。


　そんなものたちは進化した人類ミユータントと定義され、大切に保護されている。とくに強い能力をもつものたちは隔かく離りされ、能力者どうしでの婚こん姻いんを強制され、時空間爆弾に汚お染せんされた血液は純じゆん粋すいさを保たれ、現代にまで受け継つがれている。


　たいていの能力者は各地の権力者が囲い、利用しているが──なかには庶民のなかからも能力者がでてくることもあり、『阿呆鳥』もそのひとりらしい。さすがに純血の連中に比べたら、ちっぽけな能力しかないらしいが。





　ともあれ。


「よいしょっ、と」


『阿呆鳥』はかるく飛びおりて、こちらの間近に着地する。何やら片手に骨付き肉を握にぎりしめ、仮面で隠れていない口元に運びながら。


「むぐむぐ……今日も『鴉』ちゃんは元気ないよね、堂々と遅ち刻こくしてくるし──もうちょいやる気ださないと解雇クビにされちゃうぞ？」


「仕事はちゃんとやってるさ……。しかし、いいね『阿呆鳥』の仮面は。口元でてるし。俺のは顔をぜんぶ覆おおってるから食事のときとか不便なんだよ、息苦しいし」


「でも正体を隠すのには必要だからね、あたしはばれて困ることなんてないから、顔の半分だしてるだけで──」


　にんまりと笑って、『阿呆鳥』はこちらを見あげてくる。


　言動はお馬ば鹿かさんっぽいのだが、これで彼女は優ゆう秀しゆうな、『鴉』よりもずっと前から内務監かん察さつ局に勤めていた先せん輩ぱいである。相手の裏事情を探さぐる専門家だ、もしかしたらこっちの正体に気づいているのかもしれない、などと思う。


　将軍の一人息子むすこ。跡あと継つぎ──そんな素す性じようがばれたら、いろんなしがらみに縛しばられることになる。秀影は極力、無能を装いつつ目立たないように振ふる舞まおうとしていた。


「ともかく、待ってたんだよ『鴉』ちゃん。ちょっと相談したい案件があってさ」


　脂あぶらで濡ぬれたくちびるを舌でぬぐって、『阿呆鳥』は先導し歩いていく。階段をのぼり、二階の事務所まで移動しながら。


「二人一組で行動すんのが決まりだからさ、『鴉』ちゃんがきてくれないとお仕事始めらんないじゃない、困るんだからね」


「いつも『眠ねむい・面めん倒どうだ・サボりたい』って言うのは先輩のほうでは」


「今回はちがうんだよ、あたしやる気満々なんだから。えっと……」


　二階の部署ごとに仕切られた事務所にて、自分の事務机から火ひ縄なわ銃じゆうを取りだし、彼女はこちらを見る。


「さっそく出発したいんだけど、『鴉』ちゃんこないだの任務で刀折られちゃったじゃん──どうする？　あたしの火縄銃貸したげよっか？」


「火器はちょっとなぁ……」


　手荷物を事務机に起き、秀影はぼやく。


「苦手なんだよ、知ってるだろ」


「相変わらずだね、じゃあ──これで」


　刃は渡わたり二十センチほどの小刀を放ほうり投げられた。こんなもの相手が火器で武装していたら何の役にも立たないが、ないよりましだろう。


「でも武装するなんて、どこへ向かうつもりなんだい」


　刀狩がり令が徹てつ底ていされたこの町では、揉もめ事ごとに武器を持ちだす必要はあまりない。もちろん威い嚇かくなどには便利だが、どうも『阿呆鳥』が熱心に火縄銃の点検をしているところを見ると……。


「当然、武装は必要だよ。ある意味ではこの平和な時代において、最も危険な場所に、あたしらは向かうんだからね」


「危険な場所──って、どこ？」


「『大奥』」


『阿呆鳥』は端たん的てきに述べた。


　秀影はびっくりする。





『大奥』とはその名のとおり、この町のどこからでも見える大おお阪さか城の敷しき地ち、そのいちばん奥に位置する区域の通つう称しようである。そこは全国から集められた高貴なご身分で、かつ見み目め麗うるわしいお姫ひめ様たちが三千人も、お殿との様さま──現代では秀影の父、征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊臣吉刳に可愛がっていただくために飼われている、奇き妙みような女の園ハーレムである。


　初代秀吉から、代々──豊臣家の男は性せい欲よくが強い。それでも三千人の美少女を集めてなぶりものにするというのは常じよう軌きを逸いつしているが、現代の将軍にはそれが可能な権力があり、また地域大名も主君のために、または自分の娘むすめを次代の将軍の母に仕立てあげ権力を得るために、積極的に少女たちを送りこんでくる。





　子供のころは何となくエッチな場所なんだろう、と想像をふくらませ──幼い男の子だった秀影はどきどきしていたが、今はとくにそんなこともない。


　脳のう裏りに、ずっとひとりの少女の、寂さびしそうな笑え顔がおがある。


　──さくら。


「だいじょうぶ、ぼうっとしちゃって」


『阿呆鳥』が心配そうに、こちらの目の前で手をぴらぴら振った。


「とにかくさ、その『大奥』にきな臭くさい噂うわさがあるんだよ」


　声を低めて、まるで怪かい談だん話をするみたいに。


　実際、それは荒こう唐とう無む稽けいな話だった。


「お殿様の身体からだが弱いのは知ってるっしょ？　それが最近もっと酷ひどくなったみたいでさ、もう先が長くないとか何とか……」


　そのお殿様、豊臣吉刳がこちらの父親であることを、知ってか知らずか。


『阿呆鳥』はあっけらかんとした口調で。


「これも噂なんだけど、死ぬのを恐おそれたお殿様はさ、誰だれかにそそのかされて──寿じゆ命みようがのびる妙みよう薬やくとして、処女の生き血だの生き肝ぎもだのを啜すするようになったんだって……」


　ずっこけそうになった。


　二十一世紀になって、そんなアホみたいな怪談を真面目まじめに語られても。


　だが──そういえば、秀影は父・吉刳と会うたびに、彼が窶やつれていくのに気づいていた。病弱なせいだと思っていたが、城下町での噂では現在の御み台だい所どころに、精気だの生命力だのを吸われてるせいだとか……。


「んな馬ば鹿か話を信じてるのかい、先せん輩ぱいは」


「わきゃないじゃん、だけど『大奥』って秘密主義すぎてさ、いろいろ胡う散さん臭くさいこと隠かくしてそうだし──。怪談の調査を口実に、いっちょ踏ふみこんであれこれ暴あばいてやろうかなってさ。ど、楽しそうでしょ？」


「面倒くさそうだなあ」


『阿呆鳥』が仕事熱心なのは構わないが、それに付きあわされるのは大変である。


　何とかサボる口実はないかと、『鴉』は頭をひねって。


「そういえば、『大奥』は男子禁制なんじゃないの？　先輩はともかく、俺は入ろうとしても追い払はらわれるだけじゃないかい？」


「そうでもないんだなぁ──まぁ、任せておいて」


　くびれた腰こしに手を置いて、仮面の奥で彼女は片目を瞑つぶった。


「おねいさんが、大人の世界に案内したげる♪」
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　熱ねつ狂きよう的な群衆のなかで、三人の少女が身を寄せあっている。


　否いな、その場にいるものたちはすべて仮面や覆ふく面めんで素す顔がおを隠していたし、素す性じようを明らかにしないよう三人は男物の衣装をまとっていたから、「どうしてこんなところに子供が？」と思われている感じだろう。


　一人の少女が、左右から他ほかの二人に腕うでを抱ほう擁ようされている。


　真ん中の一人──三人のなかではいちばん年長らしき少女が、中心人物らしい。その愛情はあきらかに右みぎ腕うでに抱だきついたほう、男装しても可愛らしさが消えない小こ柄がらで華きや奢しやな少女に向いているらしく、もうひとりのほうは忘れられているみたいだ。


　可愛らしい少女が、くすんだ声でつぶやいた。


「はうう、『雀すずめ蜂ばち』さま、こあああい、ですう……」


「そう警けい戒かいしなくてもいいよ、『蜜みつ蜂ばち』。みんな僕らになんて興味ないはずさ──それより役目は覚えているかい？　万が一、『百手姫』のやつが勝利したら……」


　二人だけで喋しやべっているのに、もう一人が必死に口を挟はさんだ。


「ふん、起爆装置なんて悠ゆう長ちようなこと言ってないで、わたくしたち三人で『百手姫』に仕し掛かけましょうよ！　わたくしたちなら勝てますわ、ね、『雀蜂』さま！」


「そんな行動は許可されてないよ。妹が気になるのはわかるけどね、『熊くまん蜂ばち』──」


「危ないことは、その、してほしくないですう……」


「ほら、『蜜蜂』もこう言ってるだろう？　何を焦あせってるか知らないけど、僕らは『女じよ王おう蜂ばち』さまの命令をひたすら遂すい行こうすればいいのさ、余計なことをする必要はない」


「でもぉっ……」


　ないがしろにされている『熊蜂』という少女が身体を強こわばらせた、次の瞬しゆん間かん──姦かしましい弦げん楽がつ器きと太たい鼓この音が鳴り響ひびき、得体のしれない臨場感が渦うず巻まき始める。


「はうう」


『蜜蜂』と呼ばれた少女がびくっとして、真ん中の『雀蜂』というらしい少女にさらに強く抱きつく。当然、『熊蜂』はそちらを厳しく睨にらみつける……。


「始まるよ」


　そんな左右二人の確かく執しつに気づいているのか、いないのか、『雀蜂』は少年のような口調と声で囁ささやいた。


「さて『百手姫』──ほんとに地じ獄ごくの底から帰ってこれたのかな？」
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　あらゆる意味でこの国の中心である大おお阪さか城。


　禁地、つまり立ち入り禁止の神聖にして侵おかすべからず土地である。無論、何かこう魔ま法ほう的な結界やら、それこそ日本列島をぐるりと囲む凍てついた霧インセクト・ケージのような怪あやしげな代しろ物もので取り囲まれているわけではないが、堂々と徒歩で入ることはできない。大阪城の周囲は深く広い堀が刻まれており、専用の駕籠かごを用いなくては進入できないのだ。


　お金がなかったのか何なのか互たがいの足が絡からまるほど狭せまい駕籠のなか。正面から向かいあい、『鴉』こと豊臣秀影と『阿呆鳥』はぼんやりと揺ゆられていた。


　しばらく『鴉』の肩かたに足を置いたり、ほっぺたを太ふと股ももで挟んだりして遊んでいた『阿呆鳥』だが、相手が無反応なのに飽あきたのかすだれをかるく指で押しあげて。


「『鴉』ちゃん『鴉』ちゃん、……『香こう炉ろ峰ほうの雪は～』？」


「何で急に枕まくらの草そう子しなの。雪降ってないし」


「えー、何そのつまんない反応。そこは『下着をめくって見る』とかしたり顔で言ってみようよ、あたし学生時代に同じこと言ってどん引きされたよ～？」


「がんばって面おも白しろい性格を演じようとして大失敗したわけだね」


「うん。あたしは目立たなくちゃいけなかったから……」


　ちいさく囁いてから、『阿呆鳥』はいかにも成金趣しゆ味みな、大阪城のきんきんぎらぎらした有様に啞あ然ぜんとする。シャチホコは宝石を散らした純金、門には金きん箔ぱく、過か剰じようなほど溢あふれた花々の中央に鎮ちん座ざするのは、初代秀吉の黄金像。


「うわあ……豪ごう華かというか無む駄だというか、あらためて近くから見るとスゴい建物」


　大阪城は輪りん郭かくもおかしい。


　天をつくような巨きよ大だいな城──何の悪あく趣しゆ味みか真っ赤な瓦かわらが毒々しいその後ろ半分から背の高い塀へいと融ゆう合ごうしており、その向こうが見み渡わたせない。塀は文字どおりその奥にあるという、豊臣将軍の愛の巣ハーレムである『大奥』ごとぐるりと取り囲んでいる。


『大奥』へ踏ふみこむには、いちど大阪城の一階──関所エントランスを通過しなくてはいけない。


「『大奥』は正式名めい称しようを大奥女学院といってね、全国から集められた総勢三千名のお姫様たちの教育機関としての役割も担になってる」


『阿呆鳥』が調べてきたのだろう、『大奥』についての概がい要ようを語ってくれる。


「能力、品格、容姿、家いえ柄がら──すべてを取りそろえたお大名たちの肝きもいり娘むすめたちが、さらにこの学院で鎬しのぎを削けずって、いずれ将軍様に可愛かわいがっていただくために努力をつづけている」


「三千人もの女の子が生活してるなら、まぁこのぐらいの規模は必要だよね」


　将軍家の息子むすこである秀影も、さすがに『大奥』の内部まで踏みこんだことはない。だから『大奥』がどんな空間なのかは曖あい昧まいなのだが、そこをぐるりと取り囲む塀を見ただけでだだっ広いのがわかる。


「あ、到とう着ちやくしたみたい。降りるよ」


『阿呆鳥』に促うながされ、ふたりは駕籠から降りた。駕籠を肩に担かついだ人足たちは素す早ばやく去っていき、それを見送ってから、やや迂う回かいして塀沿いに歩いた。


　秀影は疑問を抱いだく。


「大阪城に入らないのかい？」


「入るけど、馬ば鹿かでかい正門から『たのもう』って物々しく踏みこむ必要はないんだよ。正面入り口は、参勤交代の大行列用だから」


　天下分け目の合戦を制した豊臣幕府は、各地の大名に参勤交代を強制し、その財力を──つまり戦争を起こす体力を奪うばうことに腐ふ心しんした。さらに大名たちがおおくの金をばらまくように、城下町には賭と博ばく場などが設けられている。


　この時代の大名──武士たち、つまり男は、牙きばを抜ぬかれている。


「だからこそ、気をつけるべきは『大奥』に入ってからだよ」


　さりげなく用意されている通用口に手をかけて、あっさりと開きながら、『阿呆鳥』が声を低めて忠告してきた。


「刀狩がりによってあらゆる武器は剝はく奪だつされ、あたしたちみたいな例外はあるけど、武士といえど帯刀することは法律違い反はんになった。だけど、『大奥』で暮らしている三千人の少女たちは、ひとり残らず武装している」


「どういうことだい？」


「大おお阪さか城では将軍様が暮らしてるからね、その警護を兼かねてるのさ。平和になったとはいえ、将軍様の命を狙ねらうものはたくさんいる……。『大奥』のお姫様たちはそれを迎むかえ撃うち、滅めつするために武装がゆるされている」


『阿呆鳥』は、神しん妙みような口調で。


「建前上は、『万が一、侵しん入にゆうした賊ぞくに辱はずかしめを受けそうになったとき、速すみやかに自分の命を絶って、将軍様の所有物である己おのれが穢けがされることのないように』──ってところみたいだね」


「だけど女の子がちょっと武器を持ったぐらいで、凶きよう悪あくな賊に対たい抗こうできるものかな」


「甘く見ないほうがいいよん。戦国が終わって腑ふ抜ぬけになった男どもなんかよりも、ずっと怖こわいよ──女の子は、夢と理想のためならどこまでも強くも残ざん酷こくにもなれるから」


「知ったようなことを言うよね」


「おぉう、あたしも女の子だぞう？」


「『子』っていう年ねん齢れいかなあ」


「何だとう!?」


　じゃれあいながら歩き、関所エントランスのなかで【此こ処こより『大奥』】と書かれた通路を進む。


　ふたりはその先で身体検査を受けた。執しつ拗ように、男女にわかれて念入りに、服のしたや口のなかまで手をつっこまれて。


　当然、せっかく用意した武器もここで没ぼつ収しゆうである。


　ついでに『腐肉食堂ハゲタカ』の人間は蛇だ蝎かつのごとく嫌きらわれているので、「何しにきやがったお喋りゴシツプ屋ども……」などと露ろ骨こつに眉まゆをひそめられたが、幸いに下したっ端ぱらしく、秀影の素す顔がおを見ても将軍の後こう継けい者しやだということには気づかれなかったようだった。


　検査が終しゆう了りようし、服の乱れを整えてから、『阿呆鳥』と合流──。


　ふたりは、大阪城の廊ろう下かを進み、巨大で厳いかめしい門をくぐって『大奥』へ。
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　細長い通路を延々と歩かされた。


　窓などがないから周りは素そっ気けない通路の壁かべがそびえているだけだが、位置的に考えて、すでに『大奥』の敷しき地ち内に踏みこんでいるはずである。


　壁の向こうや通路の奥からひとの気配はするが、今のところ何もないただの廊下だ。


　淫いん靡びで背徳的な女の園ハーレムを想像していた秀影にはすこし拍ひよう子し抜ぬけだが（風ふう俗ぞく店てんみたいな感じかと思っていたのだ）、考えてみれば『大奥』の少女たちは父──豊臣将軍の所有物、言うなれば宝だし、ただの客である自分らの手の触ふれる場所にいるはずがない。


　自分らの足音ばかり響ひびくのに耐たえられず、秀影は前を歩く『阿呆鳥』に語りかけた。


「ほんとに男でも入れるんだな」


「『鴉』ちゃん、これで喜んでちゃいけないよん──あたしらはまだ、『大奥』の入り口にすら立ってないんだから」


「どういうことだ？」


「すぐにわかるよ──おっと、ちょうどいいな」


　わからぬことを独りごちて、『阿呆鳥』は前方に見えたおおきな扉とびらに手をかけた。


　丈じよう夫ぶな鉄製の門が徐じよ々じよに開いていく。


　その奥に広がる光景を見て──秀影は絶句する。


「『大奥』……」


「そう、ここが豊臣幕府の抱かかえる最大の闇やみにして最強の戦力、血で彩いろどられた虫かごハーレム──『大奥』ってやつだよ、『鴉』ちゃん」


　道どう化けみたいに、『阿呆鳥』が口だけで笑った。
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　群衆である。


　ほとんど前が見えないほどに、数十人のむくつけき男どもが互たがいに押しあい、圧へしあい、乱暴な態度で蠢うごめいている。服装などから見て、かなり高貴な人々なのだろう──良家の子女、あるいは大名やその側近、大商人……。


　だが優ゆう雅がに振ふる舞まうべきそんなお大だい尽じんたちは、口こう角かく泡あわを飛ばし顔を真っ赤に染めて、まるで暴動でも起こしているみたいだ。一いつ瞬しゆん、戦争でも始まったのかと『鴉』は身構えたが、『阿呆鳥』がさりげなく動いてそれを制する。


　どうやら、これでいつもどおりらしい。


　秀影はそれなりの身長だが、人々が邪じや魔まで奥を見通せない。これだけの集団が何のために集まっているのか、どうしてこんなに興奮しているのか、気になって──秀影は『阿呆鳥』の手を摑つかむと、「すみません、すみません」とペコペコしながら群衆に分け入った。


「いったい何が起きてるのかわかる、『阿呆鳥』……？」


「さ、さぁてね」


　手のひらを握にぎられて、なぜか無言になっていた『阿呆鳥』が、慌あわてて応こたえた。


「おねいさんには何がなんだかわからないよ～、ほんとだよ？」


　どうも噓うそくさいが、追つい及きゆうするより自分で確かめたほうが早い。


　人々の間をきれいにすり抜ぬけて、秀影は最前列に顔をだした。


　同時だった。


　こちらの顔面に向けて、椅い子すが飛んできた。


「うおわ!?」


　思わず悲鳴をあげ、両手で顔をかばった秀影だが。


　椅子は恐おそるべき速度で飛来し、そのまま見えない壁に炸さく裂れつして砕くだけ散った。破は片へんがばらばらと散らばって、床ゆかに落ちる。


「な、何だこれ……？」


　秀影は恐る恐る手を伸のばして、確かめて、当とう惑わくする。


　透とう明めいな壁があるのだ。おそらく大おお阪さか城が独どく占せんしている新素材でできた、透明な障しよう壁へきが、床から天てん井じようまでのびている……。まるで噂うわさに聞く水族館のようだ。傷どころか汚よごれすらなく純じゆん粋すいに透明なので、そこに壁があるなど触さわってみないとわからない。


　だが、何で壁が……？


「驚おどろいた？」


『阿呆鳥』がこちらを見あげて、にんまり笑った。


「『大奥』はね、簡単に言うと『◎』みたいな構造になってて、あたしら一いつ般ぱん人が入れるのは外の○まで──それにしたって、あたしらみたいな特とく殊しゆな権利をもってるものや、大名とか偉えらいひとに限られるんだよ？　でもって、なかのちいさな○は、透明な隔かく壁へきで区切られていて、足を踏ふみいれることはできない」


　当たり前のように、歪ゆがんだ事実を。


「全国から集められた三千人のお姫ひめ様は、硝子壁シヨーケース越ごしに観賞され、愛めでられる。将軍の宝として、こうして公開はされてるけどね。まさに住んでる世界がちがうんだ」


　虫かごだ。秀影は思った。将軍というこの国でいちばんの腕わん白ぱく坊ぼう主ずが、全国から収集してきた珍めずらしい虫、きれいな虫を集めて並べて見せびらかす、展覧会。


「手続きをせずに、あたしらの権能だけで入れるのはここまで──でも、幸運だったね、『鴉』ちゃん。ちょうど始まるみたいだよ……」


『阿呆鳥』がこちらの手を握ったまま、正面を見み据すえる。秀影もその視線を追った。


　群衆が注視しているのは、透明な壁かべで隔へだてられた部屋である。それなりに広いが、走れば十数秒で端はしから端まで移動できるだろう。なぜか木製の机や椅子が並べられ、黒板や収納棚だな、掃そう除じ道具入れなどが無造作に並べられている。


　すぐに理解した。


　学校の教室だ……。


　そういえば、『大奥』は正式名めい称しようを大奥女学院というのだったか。学校なのである。だが、陳ちん腐ぷな風ふう刺し画みたいだ。硝子越ごしに観賞される教室──。


　その真ん中に、人ひと影かげがあった。


　少女である。


　年とし端はもいかぬ、まだ十代の少女。


　かなり野性味が強いが、美しい顔立ちをしている。


　ずいぶんと髪かみの毛が長く、ぼさぼさで、獣けものの毛皮みたいだ。


　彼女は知性を感じない粗あらっぽい態度で、手近にあった机を軽々と片手で持ちあげ、こちらに向けて投げつけてくる。小石でも放ほうるように。


　机は硝子壁シヨーケースにぶつかってばらばらになり、群衆は熱ねつ狂きようし両手をつきあげる。


　思わずびくっとして身を竦すくめた秀影のそばで、会話が交かわされる。


「君の妹、調子がよさそうじゃないか」


「ふぇっ、そそそ、そうかしら!?　やだ『雀蜂』さまに褒ほめられるなんて──そうですわ、うちの妹は情じよう緒ちよには欠けますが、殴なぐりあい潰つぶしあいならちょっとしたものですのよ!?　これなら、さしもの『百手姫』といえども……」


「はうう、あのひと──すこし怖こわいですう」


「あぁ、可哀かわい想そうにね『蜜蜂』。僕が抱だきしめていてあげる。ほら、これで何も見えないだろう？　恐れなくてもいいんだよ、僕がそばにいる……」


「はううっ」


「あーっ！　また『雀蜂』様ったら『蜜蜂』を甘やかして！　わ、わわ、わたくしも怖いなぁ──なぁんてね！　べ、べつに抱きしめてほしくなんてないですけどね!?」


「自分の妹が怖いのかい『熊蜂』、変な子だね……」


　熱狂している群衆のなか、やけに静かな会話だったから、耳に留とまったのだ。秀影はちらりと視線を向ける。素す性じようを隠かくすためか仮面や覆ふく面めんで顔を覆おおい、だぼっとした服を着て身体からだの線を隠している、老ろう若にやく男なん女によの区別すらつかない三人組だった。


　声からいって、子供のようだが──。


　秀影は気になって、すぐ横に立っていたひとりに尋たずねてみた。


「あの、これから何が始まるんだい？」


「あぁん!?」


　抱だきあってイチャイチャしている他ほかのふたりを、羨うらやましげに眺ながめていたその子供は、こちらを見もせずに。


「何って、殺しあいに決まってるじゃない──。最近の新人のなかじゃあ出世株で、瞬またたくうちに序列二十位まで躍やく進しんしたあの『熊くま女おんな』と……」


　指さされたのは、硝子壁シヨーケースの向こうで雄お叫たけびをあげ、人々の喝かつ采さいを受けている少女だ。


「その快かい進しん撃げきにはちょっとした事情もあるのですが──ともあれ、そんな『熊女』と、死んだはずの『百手姫』の対戦……。こりゃあ、久しぶりに盛りあがる一戦になりそうですわ。ま、どっちが勝とうとも、わたくしたちには──」


　そこまで語ってから、ぎろり、と睨にらみつけられた。


「ていうか、気安く喋しやべりかけないでよ！　男のくせに！　舌した嚙かんで死ね！」


　つんとそっぽを向かれたので、秀影は肩かたをすくめて、やや後じさった。その横ですこし呆あきれたふうに、『阿呆鳥』が囁ささやいてくる。


「ま、見てればわかるよ『鴉』ちゃん」


　独り言のように。


「みんなみんな戦国は終わって平和になったって思ってる、信じてる──たしかに、四百年前に刀や弓矢、鉄てつ砲ぽうで武装して男たちが土地を奪うばいあうような戦争は終わった。だけど、そんな平和な世の中のいちばん奥で、誰だれの目からも隠された暗くら闇やみの奥で、『大奥』で、女たちの戦国はつづいてたんだ」


　溢あふれる感情を隠そうとするような、嘲あざけるとも哀かなしむともつかない口調だった。


「戦国だから当然、ひとが死ぬよ。かなり血なまぐさいことになるかもしれないけど、動どう揺ようしたり、騒さわいだりしないでね──」


　その口元が笑えみに歪ゆがむと、硝子壁シヨーケースの向こうでも動きが生まれた。


　ひたすらに暴れていた怪かい物ぶつじみた少女──三人組の発言から推測するに『熊女』という名前、渾名あだな？──の視線が、扉とびらに向けられる。そう、障しよう壁へきに隔へだてられたこの教室には、ふたつの出入り口が用意されていたのだ。


　扉にはおおきな液えき晶しよう画面が取りつけられており、片方には【『熊女』／入室済】と表示されている。もうひとつ──『熊女』がいる位置とは真逆の、そして秀影の正面あたりの扉には【『百手姫』／未入室】とある。


　その画面が点てん滅めつし、銅ど鑼らの音が鳴り響ひびく。群衆が一いつ瞬しゆん、息を呑のんで──。


　静せい寂じやくのなか、すうっ、と自動で扉が開いた。


　そして、ちいさな人影が──教室に踏ふみこんでくる。


　急がず焦あせらず、怯ひるまず昂ぶらず、淡たん々たんと……。


【『百手姫』／入室済】となる。


　とすれば、その人物は『百手姫』という名前なのか。


　見たところ、こちらも少女だった。


　ただし、『熊女』と比べると可哀想なほど華きや奢しやだ。大人と子供──あるいは、野生の肉食熊と、平へい凡ぼんな村娘むすめほどの、肉量と威い圧あつ感かんの差だった。


　鮮せん烈れつな、桃ももとも桜ともつかぬ、花のような麗うるわしい髪かみだ。


　きれいな細工が施ほどこされた鞘さやが麗しい、四本の日本刀を腰こしに差している。


　まとっているのは『熊女』と同じ、どうやら大奥女学院の制服。ただし、肌はだの露ろ出しゆつが極きわめて少なくなるようきっちりと着こんでおり、露出した腕うで、足にはぐるぐると革帯ベルトが巻かれている。


　全身を緊きん縛ばくされた少女。


　大おお怪け我がをして包帯を巻かれているのにも似ていて、危あやうげというか──どこか痛々しい。実際、ふらついていて、一歩進むごとに倒たおれそうな様子だ。


　だが、見守る群衆は同時に轟ごう々ごうとどよめいた。


「むかでえええええええええええ!!」「待ってたぞ『百手姫』ええええええ!!」「生きてやがったか死にぞこないが!!」「地じ獄ごくの底から戻もどってきやがった!!」「おまえに賭かけたぞ、勝て、殺せ、千本刀ちがたなで挽ひき肉にくにしてやれ!!」「殺せ!!」「殺せええええ!!」「殺せ!!　殺せ!!　殺せ!!」


　最後は「殺せ!!」の唱和だった。誰もが足を踏み鳴らし、両手をつきあげて喚わめき散らしている。わけのわからない熱ねつ狂きよう。だが、秀影にはそれどころではなかった。


　見覚えがあったのだ、『百手姫』と呼ばれる少女に。


　頭のなかで、鮮烈な声が響いた。





　──秀影さま。


　──わたしは、孤こ独どくな岩でなく……。


　──たとえ儚はかなく散ろうとも、あなたの桜になりとうございます。





「さくらちゃん……？」


　呻うめくようにつぶやく秀影の声を聞いて、となりで『阿呆鳥』がぴくりと反応した。
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「さくらちゃん！　俺だ！　ひでか──」


　さすがに、その名前をだすのはまずい。豊臣幕府の次期後こう継けい者しやと素す性じようがばれたら、取りいろうと擦すり寄ってくるもの、あるいは暗殺しようとするもの、入り乱れて大おお騒さわぎになる。


　せっかく、彼女とまた巡めぐりあえたのに……。


　どこで誰が聞いてるかもわからないのだ、と寸前で理性が働いたが、叫さけぶのを我が慢まんはできない。わあわあと、まるで周りの連中と同じように熱狂してるみたいだ。


「さくらちゃん！　さくらちゃん！　さくらちゃん！」


『阿呆鳥』が戸と惑まどって、こちらの服の袖そでをつまんだ。


「無む駄だだってば、あっちに声は届かないんだよ」


　まるで、余計な発言はするな──と戒いましめるみたいに。


「っていうか、言ったでしょ？　◎の内円には、あたしらは干かん渉しようできないの。声も、指先も、何もかも、届かないよ。住んでる世界がちがうんだよ～」


　繰くりかえし、嚙かんで含ふくめるみたいに。


「この周りにいる連中だって、少なくない入場料を支し払はらってここまできている。むしろ、これを見るために、参勤交代を理由にして全国から集まってくる。ここでは公然と賭と博ばくが行われていて、おまけに今の時代には見られない殺さつ伐ばつとした戦いが観賞できる……ある意味、日本最大の娯ご楽らく施し設せつなんだ、ぶち壊こわすような発言や行動はやめといて」


「娯楽って、殺しあうって──」


　集められた情報が嚙みあわず、あるいは理解できずに、秀影は困こん惑わくする。


　昼ひる行灯あんどんの演技もできずに、ちいさな子供みたいに。


「何なんだ、それは!?　この『大奥』は──父さ、将軍は何でこんなこと……」


「豊臣吉刳将軍だけじゃない、ずうっと昔から代々の将軍が行ってきたことだよ、これは」


『阿呆鳥』は端たん的てきに述べた。


「戦国が終わって、刀狩がりが徹てつ底ていされ、男からは武器が──戦うちからが奪うばわれた。だけど、さっきも言ったけど『大奥』の女の子たちは武装している。彼女らは『大奥』で殺しあい、勝てば勝つほど、強ければ強いほど栄えい華がと権力を得られる」


　どこか、馬ば鹿かにするみたいに。


「その女の子個人の権力じゃないよ、『大奥』の女の子は全国の大名が育てあげ、派は遣けんしてきたいわば代表──勝利すれば、故郷に利益が還かん元げんされる。ふるさとが繁はん栄えいするんだ。戦争なんだよ、だからね……」


　戦争。この平和な時代に、似つかわしくないその単語。


　戦争は、四百年前に終わったのではなかったのだ。


「利益を奪いあう闘とう争そう──夢と理想と希望を叶かなえるために、血ちまみれになって争いあう戦場なんだよ、ここは。だから『大奥』の女の子たちは死しに物もの狂ぐるいだし、むしろ『殺しあいなんて野や蛮ばんだ！』とか止めたら『余計なことをするな！』って怒おこられるからね」


　銅ど鑼らが鳴り響ひびいている。木管楽器、弦げん楽がつ器きが耳みみ障ざわりで、けれど昂こう揚ようする旋せん律りつを奏かなで──群衆は足を踏ふみ鳴らし、手を叩たたいて囃はやしたてる。教室のなかでは威い嚇かくするように両手を振ふりまわしている『熊女』と、ぼんやりと欠伸あくびをしている『百手姫』が、向きあっている。


　床ゆかや天てん井じようや扉とびらに嵌はめこまれた液えき晶しよう画面に、簡素な文字が表示された。


【血ち塗まみれ処女おとめ対たい盤ばん順位戦】


【主賓チヤンピオン　序列二十位『熊女』】


【来賓チヤレンジヤー　序列三十位『百手姫』】


「『百手姫』が三十位？」


　秀影の横に立っている小こ柄がらな人物が、不思議そうにつぶやいた。


「この取り組みが決まったときから不思議でしたけど、彼女、そんなに序列が低かったかしら──千本刀の『百手姫』と言ったら、あの『銀ぎん狼ろう』の妹分としてぶいぶい言わせていた強者でしょ？　『赫あか竜とんぼ』と対戦して無事に生き延びたっていう、伝説の……」


「しばらく怪け我がで休場してたからね、そのぶん序列が落ちこんだのさ。彼女、運営に嫌きらわれてるし、隙すきを見せたらどんどん立場が悪くなるんだろうね。『銀狼』といい、『百手姫』といい、もっと賢かしこく立ち回ればいいのに──」


　三人組の、真ん中に立っている美青年然とした人物が、優やさしく語った。


「ちなみに、『大奥』での対戦は基本的に運営が勝手に内容や日時を決めるけど──自分の上下十位以内の相手とは、序列を賭かけて自由に争っていいんだよ。これを順位戦と呼ぶ。『百手姫』は三十位だから、十位上の『熊女』は自分から挑ちよう戦せんできるいちばん強い相手ってことになるね」


「べ、勉強になりますう、『雀蜂』さま」


　抱だきしめられたまま、やや遠えん慮りよがちに、秀影のいちばん遠くにいる人物がつぶやいた。


　満足そうに、というか感極きわまったように、『雀蜂』と呼ばれた人物は抱きよせた相手の頭に顎あごをのせて、ぐりぐり。


「たいていの勝負は生きるか死ぬかになるから、大おお怪け我がもするし、勝ちつづけるのは難しい。実際、どうだろうね──『百手姫』は。ちゃんと傷は癒いえたのかな、ふらふらしてるじゃないか。これは嬲なぶり殺しになるかもね」


　たしかに、『百手姫』と呼ばれた少女は、立っているのがやっとに見える。


　その澄すました猫ねこみたいな表情は、揺ゆるぎないが、どこか虚うつろである。


　一方、『熊女』は見るからに潑はつ剌らつとしていて──体格からいっても、どう考えても勝負になるわけがない。踏みつぶされてお終しまいだ。


　やめさせろ！


　こんな悪あく趣しゆ味みな催もよおしは、今すぐやめろ！


　俺は豊臣秀影だ、将軍の跡あと継つぎだ、その権力で──！


　何度叫さけぼうとしたか、わからない。


　偶ぐう然ぜんだろうが、不意に『百手姫』と呼ばれた少女がこちらを見て、一いつ瞬しゆんだけ目があった。


　当然、こちらは仮面をかぶっているのだ──誰だれだか、わかりはしなかっただろう。


　けれどその一瞬で、秀影には理解できた。


　酔よっぱらったように、よろめいている彼女の双そう眸ぼうに、宿った鮮せん烈れつな光。


　秀影は知っている。


　あの目をしたときの彼女は、何を言っても無む駄だである。


【開始】


　ひときわ高らかに銅鑼が鳴り響き、血まみれの殺しあいが始まる。
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　教室の内側で、首を鳴らして、『熊女』が動いた。のっそりと、肉食動物みたいに。名前のとおりに、熊みたいに。にやにや笑って、自分よりもはるかにちっぽけで、戦うちからもなさそうな『百手姫』を見下ろして。


「あんたさぁ、悪いけど──もう終わってんだよ」


　音おん響きよう装置が設定されているのだろう、硝子壁シヨーケースの向こうの声は、こちらに届くらしい。集音され、外部音響からこちらに伝わる。だが、こちらの声は一いつ切さい届かない。


　恐おそらく対戦しているふたりに、より純じゆん粋すいに実力を比べさせるために。こちらから野や次じを飛ばしたり、それこそ妨ぼう害がいしたり、手出しをすれば、公平ではなくなる。


　だがこんなの、生殺しだ。


　最悪の場合、秀影は目の前で少女が悲鳴をあげ、血だるまになって惨ざん殺さつされる場面を目もく撃げきすることになるのだ。否いな、それもひとつの娯ご楽らくなのだろう。それを見るために、周りのみんなは高い金を支し払はらっているのだ。


「どうせみんな、あんたを見にきてるんだろうね──あんたが勝つと信じてる、馬ば鹿かみたいに、そんなわけないのに。何ができる？　知ってんだよ、『女王蜂』に穴だらけにされてほぼ即そく死しだったんだろ？　何で生きてるのか、こうしてまた戦おうと思ったのか知らないけどさぁ……」


『熊女』は、完全に相手を侮あなどっている様子で。


「馬鹿だねぇ！　あんたはこの『熊女』さまの花道を飾かざるために、わざわざ地じ獄ごくの底から舞まい戻もどってきたのだ!!　あはははは!!」


　若々しく、可愛かわいらしいといってもいい声だった。


「あたしは自分が強いって勘かん違ちがいしてるやつが大だい嫌きらい！　そういうやつをねじ伏ふせて勝ちあがってきた！　あんたも同じだよ『百手姫ひめえ』ぇぇええ!!」


　突とつ進しん。


『熊女』が勢いよく、周りに並んだ教室や椅い子すを跳はねとばして直進する。恐ろしい速度だ。全身が筋肉なのだろう──人間の動きではなかった。野生動物の狩かりだ。『百手姫』は轢ひかれて磨すり潰つぶされて死ぬ。


　ぞっとして、秀影は硝子壁シヨーケースを何度も叩たたいた。


「さくらちゃん！　逃にげろ──!!」


　その瞬しゆん間かんだった。


『百手姫』が、億おつ劫くうそうに顔をあげた。


　桜色の髪かみの毛が、ふんわりと揺れる。


　彼女はそのまま、片手に握にぎっていた日本刀を、鞘さやに収めたままぞんざいに突つきだした。


　それだけで、じゅうぶんだった。


「………？」


『百手姫』が差しだした日本刀、その鞘の先せん端たんが、『熊女』の胸むな元もとにわずかに埋うまる。打だ撃げきですらない、ただ触ふれているだけだ。だが牽けん制せいしている。


　邪じや魔まだとばかりに、『熊女』は日本刀を両手で摑つかんで、奪うばいとろうとした。


　あるいは払はらい飛ばし、叩き落とし、目の前から取り除こうとしたのに。


「んぎぎぎぎ……」


『熊女』が唸うなって、両りよう腕うでに血管を浮うかせるほどちからをこめても、鞘は微び動どうだにしない。


　突進の勢いは完全に殺され、力比べが始まる。


　日本刀ごと押し潰そうと、『熊女』が全身で圧力をかける。だが『百手姫』はぼんやりしたまま──。


「どうかしましたか、『熊女』」


　はじめて声をあげた。


「馬鹿力が自慢なんでしょう？」


　その挑ちよう発はつ的な言葉に、ぴくぴくと顔面を痙けい攣れんさせて、『熊女』が日本刀から手を放し──両腕を豪ごう快かいに振ふりまわした。


「侮るな、ちびすけぇええ!!」


　だがその丸太をぶつけるような一いち撃げきが、空を切る。豪快に空から振ぶりし、『熊女』は蹈鞴たたらを踏ふんだ。目を丸くし、周囲を見回す。


「あれっ──ど、どこに消えた!?　卑ひ怯きようものめ!!」


　必死で探す彼女の真下──かぎりなく身を低くした『百手姫』がいる。完全な盲もう点てんで、自分の身体からだが邪魔になっている、『熊女』からは相手が見えないのだろう。


　そのまま、『百手姫』は名前のとおり、這はいずる虫のように地べたすれすれを、不自然な滑すべるような動きで移動して……。


「さすがに病やみあがりですので……」


　小声でつぶやき、ほとんど伏せているような低姿勢のまま日本刀の鯉こい口ぐちを切った。


　柄つかに手を置き、全身にちからを充じゆう満まんさせて。


「見せ場もなしで、ごめんなさいね」


　囁ささやくと、居い合あい抜ぬき。


　ほとんど、抜ぬく刃はを見せなかった。


　なぜか桜の花びらがひらひらと、どこからともなく現れて宙を舞った。


　直後──ふにゃりと、『熊女』の膝ひざが折れる。


　その首もと、鎖さ骨こつのあたりにちいさな傷口があった。流血している。『百手姫』の居合抜きで斬きりつけられた場所だろう。ちっぽけな傷だが、深そうで、出血も多い。


『熊女』の全身からちからが脱けて、膝をつき、頭から床ゆかに倒たおれて、動かなくなる。


　聞こえてくるのは、野太いいびき声。


　口元から涎よだれを垂らし、熟じゆく睡すいしている……？


「四の太刀たち、『霊れい夢む東とう照しよう大だい権ごん現げん』」


『百手姫』がつぶやいた。


「傷口から、刃に仕込んだ種子を侵しん入にゆうさせました──安心してください、命に別状はありません。筋弛し緩かん系の薬物を生産する植物を、あなたの身体に宿らせただけ……時間がたてば排はい泄せつされます」


　物もの憂うげに、溜ため息いきをついて。


「つまらないですからね、殺しあいなんて──」


　言い捨てて、『百手姫』は出入り口に向かう。


　その扉とびらに表示された液えき晶しよう画面には、【勝者　『百手姫』】と表示されていた。


「え？　お、終わったんですかあ……？」


　可愛かわいらしい声で、秀影の右横で──三人組のひとりが困ったようにつぶやいた。


　秀影も同じ気持ちである。


　呆あつ気けなさすぎる。


　どうやら殺しあいとは銘めい打うっても、相手が戦せん闘とう不能になればそれで勝敗は決するらしい。殺さず相手の戦闘力を奪うのは、よほど両者にちからの差がなければ難しい。格がちがったのだろう、


　何事もなかったのはよいが──。


「う、あ、あ」


　異様な声が響ひびいた。


　教室の扉に手をかけていた『百手姫』が、ぼんやりと振り向いた。その視線の先では、『熊女』が全身の筋肉を隆りゆう起きさせ、立ちあがっている。歯を嚙かみしめ、血がでるほどに自らの顔を抱かかえて、唸っている。


「待てぇええ、『百手姫』──勝負はついてない、戻もどれ！　あたしと戦え！」


「すごい根こん性じようだと思いますけど、寝ねてなさい。勝敗は決しました──これ以上は無意味です。あなたも、無む駄だに命を落としたくないでしょう」


『百手姫』の言葉に、『熊女』は騒さわいだ。


「あ、あたしは、……うっ!?」


　彼女が不意にこちらを見た。秀影はぎくりと背筋を強こわばらせる。だが、『熊女』の視線はびみょうにこちらを向いていない。


　その横を──。


　ふと秀影は、となりに並んだ三人組に視線を向けて。


　いちばん近くにいる人物が。


「何よ何を醜しゆう態たい晒さらしてるのよ馬ば鹿かばかばか……」


　懐ふところから、手のひらに握にぎられるぐらいの、ちいさな機械を取りだして。


　その先せん端たんに取りつけられた、おおきな釦ボタンをぐっと押しこんだ。


「死んじゃえ、役立たず」


「ひいいっ」


『熊女』が目を剝むいて、こちらに手を伸のばしてきた。崖がけっぷちから、今まさに突つき落とされたみたいに。絶望そのものの表情だった。


「お姉ぢゃん、どうじて、おでえちゃん……」


「………？」


　小首を傾かしげる『百手姫』。


　その視線の先で、『熊女』は荒あら々あらしく自らの衣装に爪つめを立てた。お腹なかのあたりから制服は引き裂さかれ、その肌はだと──。


　彼女の腹部に埋うめこまれた、不気味な機械を露ろ出しゆつさせた。
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「時限爆ばく弾だん──自じ爆ばく装置ですか」


『百手姫』が端たん的てきに述べて、やや慌あわてて扉に手をかけた。


　だが開かない。


「なぜ!?　勝負はついたはず!!」


　どんどんと扉を叩たたき、『百手姫』が吼ほえた。


「医務班を呼びなさい、いいえ爆弾処理班を──!!」


　だが何かの故障でも発生したのか、扉どころかそこに表示された液晶画面すら、何度か明めい滅めつすると動きを停止する。舌打ちし、『百手姫』は悲ひ愴そうな表情で振ふり向いた。見守る群衆はざわめき、呆ぼう然ぜんと座りこんだ『熊女』は頭を抱え、滂ぼう沱だと涙なみだを零こぼしている。


「勝たなくちゃいけなかったのに……勝たなくちゃあたしは──」


「『熊女』、しっかりしなさい！」


　駆かけ寄り、『百手姫』は相手の頰ほおをぶつと、精せい一いつ杯ぱいに叫さけんだ。


「どういうことですか、これは──いいえ、どうせくだらない陰いん謀ぼうなのでしょう。馬鹿げている。これだから『大奥』というのは……」


　ぶつくさ言いながら、『百手姫』は『熊女』の腹部に手を伸ばして、丹たん念ねんに調べる。よく見るとその時限爆弾には目盛りがあって、そこに表示された数字がゆっくりと少なくなっていく。秒読みだ、あと三十秒、二十九秒……。


「おまえ──」


　意外そうに、『熊女』が当とう惑わくした。


「あたしを助けようと……？」


　額に汗あせを浮うかべて、『百手姫』は慎しん重ちように日本刀を抜ぬくと、爆弾に繫つながったいくつかの配線を切った。だが秒読みは止まらない。あまりにも複雑に、入り組んだ構造。脂あぶらと、無理に埋めこまれた爆弾の周りから溢あふれた返り血が、『百手姫』の端たん正せいな顔を汚よごしていく。


「勘かん違ちがいしないでください、巻きこまれるのがいやなだけです。くそっ、腹部から無理に抉えぐりとって摘てき出しゆつしても『熊女』が死ぬだけで意味がない……。爆弾をとめるには──」


　しばし、無言で作業がつづけられた。


　騒いでいた群衆も、じっと静まりかえっている。


『熊女』が、こちらを──否いな、やはり秀影のとなりにいる人物を眺ながめて。


「お姉ちゃん、ごめん、ごめんねぇえ……。あだ、あだし──」


「いいの、いいのよ」


　お姉ちゃんと呼ばれた、ということは女性なのか──覆ふく面めんの人物は、何の感情もこめられていない声でぼやいた。


「最初から期待してなかったから、いいのよ」


　声は届いてないだろうが、気持ちは硝子壁シヨーケースの向こうまで伝わってしまったのか。


『熊女』はぜんぶを失った虚うつろな表情で天てん井じようを見あげ、その間近で奮戦していた『百手姫』も、項うな垂だれて──くちびるをきゅっと結ぶと。


「ごめんなさい」


　一いつ瞬しゆんだけ、壊こわれてしまいそうなほど儚はかない表情になると。


　見切りをつけたか──そこからの行動は早い。『熊女』から迅じん速そくに離はなれ、なるべく距きよ離りをとる。部屋の隅すみっこにしゃがみこみ、抜いたままの刀を地面に突き刺さした。


　すると地面から不自然に緑色の巨きよ大だいな葉っぱがそのまま生えてきて、『百手姫』の全身をすっぽりと覆おおい隠かくした。繭まゆかさなぎみたいに。あるいは果肉によろわれた種みたいに。葉っぱは幾いく重えにも重ねられ、さらに見る見る硬こう化かしていく。


　防ぼう壁へきだ。


『百手姫』が自閉し、丸い球体に変じた、ぎりぎりの刹せつ那なだった。


　鼻水に小便に涎よだれ、全身から体液を垂れ流して慟どう哭こくしていた『熊女』の真ん中で──爆ばく裂れつが花はな咲さいた。凶きよう悪あくで無む慈じ悲ひな炎ほのおが硝子壁シヨーケースのなかを埋め尽つくし、一いつ瞬しゆん遅おくれて大爆ばく音おんが『大奥』のすべてを震しん撼かんさせた。


　視界が白く塗ぬり潰つぶされ、確実に『熊女』と呼ばれた、もっと可か憐れんで人間らしい本名があったかもしれない──ひとりの少女の命がいともたやすく霧む消しようした。
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　大混乱が発生していた。


　爆ばく薬やくの量が思いの外に多かったのか、『熊女』の自爆は強度が保証された『大奥』の硝子壁シヨーケースに亀き裂れつをいれたのだ。硝子が散らばり、ひび割れの奥からぬるりと溢れた熱や爆ばく風ふうのいちぶが、呑のん気きに他人ひと事ごととして楽しんでいた観客たちの全身を打った。


　悲鳴が渦うず巻まき、風圧に薙なぎ倒たおされて流血するもの、逃にげようとして踏ふみつぶされるものが相次ぎ、悪態と金切り声が何もかもを塗り潰した。あの不思議な三人組はいつの間にか姿を消し、『阿呆鳥』は群衆に呑のみこまれて動くに動けず……。


　秀影は、迷いなく爆ばく発はつが過ぎ去った硝子壁シヨーケースの向こうに踏みこんだ。


「あぁん、馬ば鹿か！　そっちは立ち入り禁止──罰ばつ則そくが……!!」


『阿呆鳥』が喚わめいているが、知ったことではなかった。秀影は亀裂に全身を叩きつけ、穴をこじあけると苦労してなかに入った。むっとする黒ずんだ空気と、充じゆう満まんした煙けむりに迎むかえられる。仮面の奥で、噎むせて咳せきこんだ。


　周囲を見回し、やがて発見した。さすがに強きよう烈れつな爆発を浴びて無事では済まなかったらしい、黒こげの球体が転がっている。そちらに駆かけ寄り、手を伸のばして、玉たま葱ねぎを剝むくみたいに葉っぱをはがしていく。


　葉っぱはほとんど焼き尽くされていたので、難しい作業ではなかった。むしろ、なかに収納されている『百手姫』が心配だった。この葉っぱは頑がん丈じようそうだし、なかは衝しよう撃げき吸収素材なのか、かぎりなく衝撃を和やわらげるようだが、限界はあるだろう。


　あるいは高熱のせいで、蒸むし焼きになっている可能性もあった。


「くそっ──」


　邪じや魔まになって、『鴉』の仮面をかなぐり捨てた。暑苦しい黒い外套マントも、羽は根ね飾かざりも打ち捨てた。素す顔がおを晒さらして、懸けん命めいに、葉っぱを手でのける。どれだけつづけたか、やがて胎たい児じのように身を丸くし、目を閉じて失神している『百手姫』がでてきた。


　できるかぎり優やさしく、彼女を取りだした。得体のしれない粘ねん液えきと血が滴したたり落ちて、床ゆかに垂れる。構っていられなかった。胸むな元もとに頭を添そえると、鼓こ動どうがする。吐と息いきも感じる。生きている、生きていてくれたのだ……。


「さくらちゃん」


[image: ]


　朦もう々もうとけぶる黒こく煙えんのなか、呼びかけたその声に応こたえるみたいに。


『百手姫』──さくらは、うっすらと目を開いて。


　それから秀影の素顔を見つけると、手を差しだして、こちらの頰ほおに触ふれてきた。確かめるように、指を這はわせて。両目に涙なみだを浮うかべると、感極きわまったように。


「ひで、かげ……さ、ま」


　一言名前を呼ぶと、力ちから尽つきて、また意識を失ってしまった。





　──三年前、豊臣秀影は、ひとりの少女に恋こいをした。




　第二幕　大奥女学院　おおおくじょがくいん
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　夢を見ている。


　まだ豊臣秀影が与あたえられたものすべてを徒いたずらに受けいれ、流されるまま──動物のような脊せき髄ずい反射で、漫まん然ぜんと生きていたころ。かわいい子には旅をさせよが方針の父・吉刳の沙さ汰たに従い、秀影は各地を見聞していた。


　目的は、いずれ自分が支配するこの国の現状を目に焼きつけること──どのような人間が暮らしているか。気候は、風土は、どのように支配するか……。お供を鈴すずなりにずらずらと並べ、行く先々で『次期将軍様』『秀影殿でん下か万歳万歳』と歓かん待たいされながら、駕籠かごに乗って気楽に旅行して──。


　代わり映ばえのしない人々の態度に、美食と美景に、傲ごう慢まんにも秀影が飽あき飽きしていたころ。


　辿たどりついたは駿すん府ぷ──通つう称しよう『花の王国』だった。


　関ヶ原の合戦で炸さく裂れつした時空間爆ばく弾だん、その全国に飛び散った破は片へんの影えい響きようで、それぞれの土地とそこに暮らす人々には個性が上書きされている。


　ひとつひとつの土地が、異世界じみているのだ。


　見み渡わたすかぎり、花、花、花……。それも、樹木のように巨きよ大だいな花々が、互たがいにもつれあうようにして咲さき乱れている。異世界じみた光景だった。その生々しい命の奔ほん流りゆうに、秀影は感じるものがあって、「危険です」「お戻もどりください」と繰くりかえすお供の声を無視して、単身──物見遊山に繰りだした。


　どこの国へ行っても無反応な秀影に、お供のものどもはすっかり油断していたらしく、あっさりとまくことができた。運動不足だった秀影はぜえはあと息を乱しながら、やがて疲つかれきって足をとめる。


　いつしか周りに繚りよう乱らんしていた花々は姿を消し、樹じゆ齢れい何千年あるだろう立派な──けれど葉や花のひとつもつけていない枯かれ木と、その周りを取り囲むちいさな畑のなかに立っていた。ほほう、これが畑とかいう、庶しよ民みんが食べ物をつくるために耕す例のあれなのだな……と曖あい昧まいな知識のまま、うんうん頷うなずいていると。


「こらーっ!!」


　罵ば声せいが飛んできた。


「畑に入るな常識知らず！」


　つづいて、泥どろ団子まで飛んできた。


　他人の悪意に晒さらされたことのなかった秀影は、ぼんやりと突つっ立っていて、避よけもしなかった。顔面などを泥だらけにしながら「すまない、畑に入ってはいけないと知らなかったんだ」と謝った。


「はぁ……？」


　きょとんとして、そんな秀影を不ふ審しんげに眺ながめているのは、ひとりの少女だった。


　秀影よりも三つは年下だろう。泥だらけ継つぎ接はぎだらけの作業服をまとい、手には鍬くわと肥料の詰つまった麻あさ袋ぶくろをぶらさげている。頭はほっかむりをしていて、その隙すき間まから色いろ鮮あざやかな、桜色の髪かみの毛が零こぼれていた。


　そんな格好だったので、後に彼女がこの地域をおさめる領主の娘むすめ──つまりお姫さま！　だということを知って秀影は驚おどろくわけだが、ともあれ。


「よくわかりませんが、いいから出て出て──その格好はあなた、お侍さむらいさん？　あんたら作物育てる苦労なんてひとつも知らないんだから……」


　ぶつぶつ言っていた少女の表情が、すぐに強こわばった。


「秀影様！」「見つけましたぞ!!」「貴様、秀影様に何をしている!?」


　などと、今さら押っ取り刀で駆かけつけたお供の連中が、手に手に弓矢などを構えて茂しげみの向こうから現れたのである。威い嚇かくされ、武器を向けられて、けれど少女は呆あきれたように溜ため息いきをついただけ。


「やっぱり、噂うわさの全国を漫まん遊ゆうしてるっていう将軍の跡あと継つぎ坊ぼうやですか──うちの国を見て回りたいなら好きにすればいいですが、農作業の邪じや魔まはしないでほしいですね」


「貴様ぁ、何だその口の利ききかたは！」


　お供のひとりがいきりたって、足あし下もとに咲いた可か憐れんな花々を押し潰し前進する。


　少女の片眉まゆが跳はねあがった。


「何てことするの!?」


　血相を変えて、少女は怒ど鳴なった。


「動かないで、馬ば鹿か！　あんたらはいつもそう──足下のものを踏ふみつぶして、気づきもしないんです！　あんたらがどれだけ偉えらいっていうんですか！」


「口を慎つつしめ、端はした女め！」「こんなもの……！」


　少女の生意気な態度にかちんときたのか（子供のやることなのに！）、お供はむしろ逆上して、少女そのもののような、足下の花々に足を振ふりおろして──。


「よせ」


　ぼうっと成りゆきを見守っていた秀影が、ぽつりと制した。


　次期将軍の一言だ、権力構造に骨まで支配されたお供たちは、魔ま法ほうにかけられたように停止する。信じられない、という表情で秀影を見てきた。


　秀影は慎しん重ちように、畑を踏み荒あらさないようにあぜ道に入って、睨にらみあう少女とお供たちの間に我が身を滑すべりこませた。


　そして、少女を守るように。


「この美しいものに危害をくわえることは、俺がゆるさない」


「う、美しいだなんて……そんな、ちょっとは自信ありますけど。今はこんな小こ汚ぎたない身なりですし、真顔で言われると照れちゃいます……！」


　頰ほおを赤らめて、もじもじする少女の目の前で──。


　秀影はしゃがみこみ、踏みつぶされそうな花をそっと両手で包み守った。


「とても、美しい」


「あ、花そつちですか……」


　背後で少女が何やらもにゃもにゃと言っているが、秀影にはよくわからない。


「こんなに美しいものは、見たことがなかった。金銀財宝、着き飾かざった女たち、水すい墨ぼく画がに神像……すべて、よくわからなかった。これは、俺にもわかるぞ。とても美しい」


「あなた──」


　少女が呆れたように、秀影のそばで仁に王おう立だち。お供が「そこの女！　頭が高いぞ！　土下座せい！」と喚わめいているが、ふたりは無視した。


「もしかして、花を知らないんですか？　見たこともなかったんですか？」


「父の教えにはなかった」


　この国を支配するための、帝てい王おう学。人民を支配するための、花も咲さかない、冷血な統治のための──乾かわいた知識だけを、摂せつ取しゆして生きてきた。


　少女もそんな秀影の立場を察したのか、どこか同情したような表情になった。


　態度はつっけんどんだが、優やさしく、他人に共感できる女の子だった。


「花はね、美しいでしょう。その美しさに誘さそわれた虫や鳥に、受粉──えっと、子供をつくるお手伝いをしてもらって、それで増えるんです。けして、暴力で無理やり従わせたりせずに、繁はん栄えいする。すべての中心でありながら、誰だれも傷つけない、優しい統治者なんです」


「優しい統治者……」


　その言葉を嚙かみしめる秀影に、少女はほっかむりから零れた長い髪の毛を、揺ゆらして。


「あなたがもしも、そんな国をつくってくれたなら──わたしは、わたしらしく咲けるのに」


　その次の瞬しゆん間かんだった。


「こるぅあ！　馬ば鹿か娘むすめぇ──何しとる無礼もの！　控ひかえおろう!!」


　茂みを突き破り、けれど器用に花や畑は避けて、獰どう猛もうな筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男性が飛びだしてきた。こちらも少女と同じく農衣に身を包み、泥まみれになっているが、健康的で荒あら々あらしい。


　少女が健けな気げな一輪の花としたら、こちらは嵐あらしにも負けない巨きよ木ぼくといったところか。


「げ、父ちゃん……」


　びくっとした少女の頭を鷲わし摑づかみにして「申し訳──」男性は発言からいって自分の娘むすめなのだろう、少女の顔面をあぜ道に叩たたきつけ「ありませんでしたぁああ！」素すっ頓とん狂きような声をあげながら土下座したのだった。


　その人食い熊ぐまが暴れるような勢いに、お供たちは引け腰ごしになり、対応できない。


　男は滂ぼう沱だと涙なみだを零こぼし、娘の顔面を何度も叩きつけて無理やり平へい伏ふくさせる。


「うちの娘が失礼をばいたしましたぁあ！　見てのとおり物の道理も弁わきまえぬ幼い子供のやること、平に伏ふして謝罪いたしますからどうかご慈じ悲ひを、ご慈悲をぉおお!?」


「ちょ、ちょっと父ちゃ……げふっ!?」


「黙だまってろ、父ちゃんに任せとけ──父ちゃん頭をさげるの得意だからな、母ちゃんにも三年間毎日通って頭をさげつづけて嫁よめにきてもらったし！」


　小声でそんなことを言いながら、熊のような男は身み悶もだえしている。


「今日は偉えらぁい将軍の跡あと継つぎさまがくるかもしれんから気をつけとけって言っただろうが！　本来なら口を利くこともゆるされん御ご仁じんだぞ、それを何だおまえは上から目線で偉そうに！　父ちゃん失禁しそう！」


「でもでも、父ちゃん……こいつ図ずう体たいはデカいけど、何も知らないガキんちょみたいな──げぶうし!?」


「この馬鹿者！　どんな盆ぼん暗くらでも俺たちの百倍偉えらいんだよ！　てきとうに褒ほめときゃいいんだアホ！　申し訳ありませんどぅえしとぁあああああ!!」


　もはや謝ってるのか馬鹿にしてるのかわからない親子に、お供もどうしたらいいのかわからないのか「う、うむ……」「わかればよいのだ……」などとモゴモゴ言っていた。


　どうにも一風変わっている。土地も、そこで暮らす人々も。


　感心している秀影に、涙でぐちゃぐちゃになったツラをあげて、男が叫さけんだ。


「かくなるうえは、俺が腹をば切って責任を──」


「無用だ」


　秀影はあっさりと断言した。


「俺は花の美しさを知った。そして、花は踏ふみつぶしてはならぬ。それを学んだ──おまえをここで死なせては、その教えに反することになる。この国の民たみ草くさ、そのひとりひとりすら、たやすく失わせてはならぬのだ」


　あまり深く考えずに発言している秀影だったが、男は感無量、というように涙の量を増やして、娘の顔面をあげさせた。


「おぉ、ありがたいお言葉──ほれ、さくら！　おまえも感謝せい！　このかたがご慈悲をくださらなかったら、俺ら打ち首獄ごく門もんだったかもしれんぞ!?」


「…………」


　さくらと呼ばれた少女は、どこか驚おどろいたように瞬またたきをして、こちらを眺ながめると。


　莞爾につこりと笑った。


「ありがたき幸せにございます。……将軍の跡継ぎだか何だか知りませんが、偉そうに」


　小声のつぶやきを聞きとがめたのか、父親がまたさくらの顔面を地面に叩きつける。


　それが、豊臣秀影と──さくらの、さして浪漫ロマンちっくでもない出会いだった。
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　幸こうか不幸か判断はできないが、その一件以来──秀影は興味を抱いだき、長くこの土地に滞たい在ざいすることになった。どこの土地に行っても素す通どおりすることが多かった秀影には、えらく珍めずらしいことである。


　そもそも、何かに関心をもつということが、滅めつ多たになかったのだ。お供のものたちは慌あわてふためき、当初の予定どおり旅を進めることを提言してきたが、秀影は鮮あざやかに無視した。どうせ故郷へ戻もどってもやることなどないのだ。


　それよりも、不思議な親子──とくに、さくらとの対話が抜ばつ群ぐんに面おも白しろかったし（まだ権力について無知なのか、さくらは無む駄だにへりくだることがなく、そこが新しん鮮せんだった）、いつのまにか手伝わされていた野の良ら仕事も性にあった。


　強こわばっていた秀影の表情はいつしか和やわらぎ、数カ月も暮らすと、さくらも打ち解けていった。お供が聞けば卒そつ倒とうしそうな軽口を交かわしあい、同年代の友人のように──あるいは恋こい人びとのように、いつもそばにいた。


　秀影はさくらの歯に衣きぬ着せぬ物言いと、その奥に隠かくれた優やさしさを尊いものだと思っていたし、さくらは秀影の何もかもに無知で、だからこそ真しん剣けんで純じゆん粋すいなその為人ひととなりに同情し、また自分が導いてやらなくてはと保護欲よくをかきたてられたらしい。


　ふたり農衣をまとい、畑にでて、汗あせみずくで働く。


　ちなみに、この地域は貧びん乏ぼうだが──もちろん、お姫さまであるさくらが自ら働かなくてはいけないほどではない。単純に、彼女は植物が、この大地が、故郷が大好きなのだ。


　みんなと一いつ緒しよに働き、食べて、遊んで、眠ねむる。


　それが、このお姫さまらしからぬ少女の、いちばんの幸福なのだ──きっと。


　自分の血筋を鼻にかけて自分が口にする食べ物がどうやってつくられているのかも知らない、一いつ般ぱん的な大名たちよりも、秀影は彼女の泥どろくさい生きかたに共感した。


　ともに土をこねながら、さくらは秀影の知らなかったことを次々と教えてくれる。


　気味の悪い毛虫やみみずに驚き、思わず放ほうり捨てた秀影に。


「こら、その子らだって必死に生きてるんです、無下に死地に追いやってはいけません」


　炎えん天てん下かに放りだされ、蠢うごめいていたみみずを指先でつまんで、さくらはそっと畑の柔やわらかな土のなかに戻してやる。


　その労いたわるような手つきと、慈じ母ぼの笑えみに、秀影は胸の高鳴りをおぼえる。


　理由はわからない。病気なのかもしれぬ。だが不ふ愉ゆ快かいではない。


　初めての気持ちに戸と惑まどいながらも、秀影は思ったままを素す直なおに口にだした。


「おまえは優しいな」


「あなたは無知ですね──みぎゃああ!?」


　遠くから飛んできた泥団子の直ちよく撃げきを食くらって、さくらが引っくりかえった。見ると、茂しげみの奥でこっそり成りゆきを見守っていたさくらの父が、せっせと次じ弾だんをこねている。


「がんばれ、さくら！　父ちゃんはここで見守っているぞ！　おまえが刑けい法ほうに抵てい触しよくするような無礼なことを言ったら、実力行使で黙だまらせるからな！　これが親の愛だ！」


「余計なことを……自分の仕事しろ！　馬鹿親おや父じーっ！」


　ぎゃあぎゃあ喚わめく彼女に、秀影がぽつりと問うた。


「おまえは、さくら、という名前なのだよな。どういう意味なのだ？」


　これまでは、そんなことに興味を抱かなかった。


　自分は特別で、周りはただ傅かしずくだけの召めし使つかい。ひとりひとりの名前など、覚える必要すらなかった……。


「意味って──これですよ。この花の名前です」


　奇くしくも季節は春。


　ふたりが出会った畑（さくらの所有する、彼女が丹たん誠せいこめて開かい墾こんから始めた畑らしい）のそばにある、樹じゆ齢れい数千年の大木。そこには、満開の桜が咲さいていた。散りゆく花びらが舞まうなか、それを見あげるさくらこそ、この世の何よりも麗うるわしかった。


　秀影は、やはり単刀直入に述べた。


「美しいおまえに、ぴったりの名前だ」


「…………」


　さくらは色素が薄うすい肌はだを、見る見る紅潮させて。そっぽを向くと、「あぁ忙いそがしい忙しい」と雑草を抜ぬき取る作業をつづけようとしたが、秀影が彼女の手首を握にぎった。はっとして顔をあげ、目を白黒させる彼女に、秀影は真顔で告げる。


「さくら」


「は、はいっ」


　吐と息いきが触ふれる距きよ離り。互たがいの体温を感じ、世界にふたりだけみたい。


　桜の花びらが地に落ちる音すら、聞こえそうな静せい寂じやくのなか。


　秀影は大おお真面目まじめに言った。


「俺の子供を産んでほしいのだ」


「…………？」


　さくらは耳まで真っ赤になると、急に汗で貼はりついた髪かみの毛などを、せっせと整えて。


「その、それはえっと──お嫁よめさんにって、ことですか？　あの、あなたのこと嫌きらいじゃないけど、まだよく知らないし、身分もちがいますし……あの、光栄なことですけど。もうちょっと時間、時間があればわたし……」


「言いかたが悪かったか」


　うまく伝わってない気がして、秀影は端たん的てきに述べた。


「つまり、……俺の肉奴ど隷れいになってくれないだろうか」


「………？」


「俺の言うことを何でも聞く、いやらしい肉奴隷になって欲しいのだ」


「このっ……ド変態がぁああああああああああああ!!」


　殴なぐられた。


　後ろ向きに引っくりかえり、きょとんとして、秀影は思案する。


「怒おこらせてしまったか……？　理解できない、女とは俺の所有物であり、俺の肉奴隷になるということは女にとって最大の名めい誉よ──」


「このっ……このっ、このっ……」


　何だかがっかりしたような態度で、ひたすら蹴けりをくれてくるさくら。相手が将軍の跡あと継つぎであろうと関係なかった、傷つけられた乙おと女め心ごころの代だい償しようは重かった。


「こらこら、何しとるんださくら！」


　茂みの奥からおっさんが野や次じを飛ばしてきた。


「せっかく貧相なおまえに秀影さまが欲よく情じようしてくださったのだ、おてんばで嫁の貰もらい手のないおまえにとってこんな栄えい誉よはあるまい──肉奴隷でも愛人でも何でもいい、うっかり子供でもできてしまえばこっちのもの！　次期将軍の子供を産んだとなれば、貧びん乏ぼうなこの国も一発逆転で大々名の仲間入りじゃあワハハハハ！」


「それが親の言うことかぁあああああ!?」


　おっさんに石を投げつけているさくらに、ようやく身を起こした秀影は語りかける。


「機き嫌げんを損そこねさせてしまったなら、すまない。俺は、少し常識にうといところがあるのだ」


「『少し』と言いましたか。……まぁ悪気がないのはわかりますけど」


「俺はただ、美しいおまえと、ともに生きていきたいと思っただけなのだ」


「…………」


　さくらは「あぁもう……」と熱せられた頰ほおに手を添そえて、火ほ照てりを冷ましていたが。


　おっさんが木こ陰かげで拳こぶしを振ふりあげ、いらんことを騒さわいでいた。


「何をしとるさくら！　そこだ押し倒たおせ！　父ちゃん見ないふりしてるから！　この国の未来はおまえの貧相な身体からだにかかっている！」


「貧相貧相うるせーよ!!」


　照れ隠かくしにか、ひたすら石を投げる作業に没ぼつ頭とうしているさくらの、その舞い踊おどる桜色の髪の毛と──赤みのさしたかんばせを眺ながめて。


「美しい」


　秀影は微び笑しようを浮うかべて、うんうんと頷うなずいていたのだ。
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　幸せな夢を見ていた。だから目覚めは苦痛だった。秀影は過去の残ざん影えいと、その真ん中で輝かがやきを放っていたさくらの面おも影かげに、しばし目め頭がしらを熱くして──。


　そうだ、すべては過去ではない。さくらとまた巡めぐりあえたかもしれないのだ、と思いだす。眠ねむりこけている場合ではない。


　両目を見開いた。同時に、顔面に刻まれた火傷やけどの痕あとが引きつり、痛みを喚かん起きする。眉まゆをひそめ、だが慣れている。気にしなければどうということはない。


「…………」


　しばし倦けん怠たい感に支配され、ぼうっとした。


　どこまでが夢だったのだろうか。


『阿呆鳥』とともに、あの奇き妙みような『大奥』へ向かい──そこで殺しあう少女たちを見た。ひとりは、成長していたものの、間ま違ちがいなくさくらだった。『百手姫』と呼ばれ、四本の刀を見せびらかすようにして戦っていた、彼女……。


「さくらちゃん……」


　その面影を手た繰ぐり寄せるように、手を伸のばして。


「あヒんっ☆」


　むにょん、と不可解な感かん触しよくがして、秀影は当とう惑わくする。


　慌あわてて身を起こし、掛かけ布ぶ団とんをめくりあげると──。


「んもう、兄者上ったら本能に忠実なんじゃから☆　そうかそうか、兄者上は黒の可愛かわいらしい肉体でも満足できる、否いな、黒のような幼女にこそときめいてしまう、真性の変態ロリコンさんなのじゃな……☆☆」


　何やら妄もう言げんを吐はきながらくねくねしている、妹が同どう衾きんしていた。


　ちなみに秀影の手のひらはそんな彼女のお腹なかを鷲わし摑づかみにしており、胸などでなくてよかったと思うべきか、どうなのか……。


「でも、でも──黒は、そんな兄者上のことが、だぁぁい好きっ☆☆☆」


「……何してんの姫様」


　永久凍とう土どみたいな声で、秀影は問いかけた。


　黒姫はにっこり微笑む。


「無論、兄者上の看護じゃ♪」


「なるほど、言われてみれば頭痛がする……」


　たぶん黒姫の意味不明な行動のせいだが。


　くらくらしながら周りを見ると、驚おどろいたことに自宅であった。見慣れた家具たち。煤すすっぽい天てん井じようと壁かべ。ほんとうに、すべてが夢だったみたいだ。


　だが、窓の外はすっかり夕暮れ色で──いつもの目覚めとは異なっている。『大奥』でどういう理由か不明だが失神し、その間に自宅に運びこまれ、しばらく眠っていた……というのが、妥だ当とうなところだろうか。


「兄者上、兄者上」


　思案している秀影の服をちょんちょん引っぱって、黒姫が立ちあがると一回転。


「じゃーん☆」


　よく見ると、そんな彼女は珍ちん妙みような服装をしていた。


　清潔で禁きん欲よく的な、いわゆる看護ナース服であった。ただし色しき彩さいは白衣の天使らしからぬ真っ黒で、頭にちょこんと載せた看護帽ナースキヤツプまで黒い。片かた脇わきに注射器を模したぬいぐるみを抱かかえているが、いつもどおり両りよう腕うでは先せん端たんが縫ほう合ごうされた袖そでで隠されていて見えない。


「見るがよい、兄者上。たっぷり愛めでてよいのじゃぞ？　下々のものたちは病気や怪け我がのとき、このような格好をした女によ人にんどもにあんなことやこんなことをされて元気になるという──どんな難病だろうとも、黒がたちどころに治ち療りようしてやろう！　処しよ方ほう箋せんは当然、『愛』なのじゃ☆」


　まくしたてると、黒姫は全身で秀影に跳とびついてきた。


　胸むな元もとに頰ほおずりして「あ～に～じゃ～うえ～ごろごろ♪　ごろごろごろ♪」などと甘えてくる。秀影はかろうじて彼女を抱だきとめると、その頭を撫なでてやった。


　たまに言動がおかしいが、この年の離はなれた妹のことを、これでも可愛く思っているのだ。


　彼女だけは。


　黒姫だけは、この国に──豊臣の血族に渦うず巻まく愛あい憎ぞう劇に、穢けがされることのないように……。


「えへへ～☆」


　至福な黒姫をあやしながら、秀影は思案する。


「何がどうなったんだ……？」


　状じよう況きようがさっぱり把は握あくできず、秀影が困こん惑わくしていると。


　黒姫がくちびるを尖とがらせた。


「それはこっちの台詞せりふじゃ、兄者上」


　むくれて、不満そうに。


「今日はどたばたしておったから、いつもどおり兄者上の尾び行こうをすることができず、他人に任せておったのじゃがな？」


「待って、いつも俺を尾行してるのかい、姫様」


「兄者上が好きっ、ぎゅうっ♪」


　無意味に抱だきつかれて、ごまかされてしまった。


「ふだんは秒刻みで兄者上の日程スケジユールを把握しておるのじゃが、今日はいつもとちがったようじゃな──何かの任務を帯びて、どこかへ向かったようなのじゃが。調べても、それ以上はわからんかった」


　黒姫が一いつ瞬しゆんだけ怜れい悧りな表情になって、真しん摯しに問うてきた。


「まさか、『大奥』などには行っておらんよな？」


　ぎくりとした。


　そういえば、黒姫は『大奥』に預けられている。そこで英才教育を受けている、という──だが、『大奥』はあのような血なまぐさい場所だった。


　まさかこんな可か憐れんで、華きや奢しやな、それに豊臣の一族である彼女があんな殺しあいに参加しているとは思いたくないが──。


　今日はどたばたしていた、と言っていた。それはあの、『百手姫』VS『熊女』の一戦のせいで、『大奥』全体が慌ただしかったということではないか？


　思考がまとまらない。くらくらする。


「お、『大奥』になんて行くわけないだろ、だいたいあそこは男子禁制じゃないか……」


　そう言って、秀影は話題を逸そらした。


　黒姫の立場が把握できない以上、迂う闊かつな発言はしないでおくべきだ。妹のことを信じてはいるけれど、今は何よりも、再びさくらと巡めぐりあうのがいちばんの願いだ。


　他ほかの何もかも、まずはいったん、措おいておこう。


「であるか」


　黒姫はほっとして、吐と息いきを漏もらした。


「よかった、紅白の報告どおり──兄者上は、『大奥』とは関かかわっておらぬのじゃな……」


「………？」


　小声だったので、秀影には聞きとれなかった。


　お互たがいに何だか違い和わ感かんと気まずさを抱えて、しばし沈ちん黙もくしてから。


「忘れておくれ、兄者上。『大奥』になど、関わっても不幸になるだけ。けして近づいてはならぬ──黒は、兄者上に幸せになってもらいたいのじゃ」


「ありがとう、姫様」


「『姫様』だなんて……」


　すこし寂さびしそうな黒姫に、さらに噓うそをつかなくてはいけないことが、心苦しいが。


「そうそう、しばらく仕事で自宅を留守にすると思うから」


「？　ふむ……働きすぎは毒じゃぞ、兄者上」


　ぼうっとしていた黒姫は、素す直なおに頷うなずくと、そっと立ちあがる。彼女とてさほど暇ひまではないのだ、今回は秀影の無事を確かく認にんしにきただけなのだろう──帰り支じ度たくを整える。


「そうそう、兄者上のために、黒が手料理をつくっておいたからな」


　その視線の先に、何やら「がたぼこっ、ぐっちゃあ」と異音を放つお鍋なべが置かれていて、秀影は硬こう直ちよくする。「………？」「………（にっこり♪）」「ありがとう、姫様……」と項うな垂だれて、秀影は見なかったことにした。


　むかしから、黒姫はびっくりするほど手先が不器用である。『大奥』では嫁よめ入いり修しゆ業ぎようをしているはずで、料理なども教わっているはずなのだが──。


　否いな、『大奥』の本質が『阿呆鳥』の言っていたとおりに、女たちの戦国であるなら……。


　戸口に立ち、名残なごり惜おしそうにしている黒姫のそばに歩み寄って。


　秀影は、彼女の頭をそっと撫でた。


「近ごろ、何だか無理してないかい。疲つかれた表情をしているよ、黒姫……」


　久しぶりに、礼れい儀ぎを無視して名前を呼ぶと、妹は「はっ」と顔をあげた。


　そして、くしゃくしゃと表情をゆがめる。


「ん……」


　それから顔をあげると、もう弱々しさは消えて、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな黒姫だった。


「心配せずともよいのじゃ、黒は兄者上の妹じゃから、強い子じゃから……」


「何か悩なやみがあるなら、頼たよってくれよ。俺は──」


　黒姫のお兄ちゃんなんだから、と告げようとしたけれど。


「すでに、兄者上は、おおくを抱かかえておるのじゃろ？」


　小声で言い捨てて、黒姫は幻げん影えいのように、するりと去っていった。


　古びた長屋の廊ろう下か──その薄うす暗くらがりに、ちいさな背中が埋まい没ぼつしていく。


「ごめん、黒姫」


　口のなかで、謝った。


「君の言うとおりだ、俺はもう二度と手放しちゃいけない、かけがえのないものと──再び巡りあえたんだ。だから俺は、君の信しん頼らいを裏切って『大奥』へ行くんだよ」


　そこには、永遠に失われたはずの、大切なものがあるから。
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　圧あつ倒とう的存在感。


　むしろ、それは城じよう壁へきのようである。とても人間とは思えない。『大奥』には数多あまたの格言があるが、代表的なものとして、『序列百位以上は化け物、十位以上は魔ま神じん』──というものがある。実際、人間離ばなれしている。化け物離れすら……。


　血で血を洗う『大奥』女学院においても、畏い怖ふされる逸いつ脱だつ者。その威い圧あつ感かんは、力量は、神の呼び名に相応ふさわしい。神しん妙みようにして不ふ可か侵しんな、超ちよう越えつ者──。


　目の前に、そんな途と方ほうもない存在のひとりが、まさに鎮ちん座ざしている。


　大奥女学院序列十位──『女王蜂』である。


　巨きよ大だいな女だ。遠近感がおかしくなる。肥ふとっているとか、手足が長いとか、頭がでかいとかではない、黄金比を用いたように均整のとれた身体からだつきで、そのままおおきい。身体のあらゆる部品が常人の二倍から三倍ぐらいの質量をもつのだ。


　全長は、おそらく平均の二倍ほど。平安貴族のような白しろ塗ぬりの化け粧しように貴族眉まゆ、顔立ちは地味で奥ゆかしくすらある。髪かみの毛もえらく長く、まとうのも十じゆう二に単ひとえで、すべてにおいて膨ぼう大だいな『量』がある。


『女王蜂』と相対したとき、誰だれもが、自分が無力な赤ん坊ぼうのころに戻もどったように錯さつ覚かくする。城のようにそびえる巨大な女は、どこまでも理り不ふ尽じんで、非人間的だった。


『大奥』女学院は、その内部においてさらに小奥、中奥、最奥に分けられる。外部のものが（硝子壁シヨーケース越ごしとはいえ）観賞できるのは、試合場が存在する小奥まで。少女たちの学まなび舎やである中奥、そしてその寝ね泊とまりする生活の場である最奥までは、どんな大名でも特定の手段を用いなければ見ることすらかなわない。


　そんな『大奥』の奥の奥、最奥に建つ絢けん爛らん豪ごう華かな屋や敷しきの、広間である。序列十位以上のものは他の生徒を部下にし家臣団レギオンをつくり、さらにひとつの建物が与あたえられ、『大奥』のなかにひとつの自治区をつくることができる。


　ここは序列十位『女王蜂』が築きあげた、その家臣団レギオン『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』が本ほん拠きよ地ちとする通つう称しよう『蜂はちの巣す屋や敷しき』である。


　攻せめこんできた他ほかの生徒を迎むかえ撃うち、その体内に内蔵された無数の重火器を乱射して『女王蜂』が応戦した結果、常に銃じゆう弾だんの跡あとなどで穴ぼこだらけになっていることからそう呼ばれている。


　内装は豪ごう華かだが、いつも火薬の匂においが漂ただよい、慣れぬものは気分が悪くなりそうだ。


　嘔吐はきたくなるのを堪こらえながら、『熊蜂』は居並ぶ『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』のものたちの最前列で、ひたすら平へい伏ふくしている。


　派手な印象の、きつい顔立ちだが幼さも残した、いかにもお嬢じようさまといった見た目。丹たん念ねんに手入れをされている掘削機ドリルめいた巻き髪がみ。どこか意地悪そうな、細い目とアヒル口。


　家臣団レギオンに組みこまれれば、序列十位以上のものの庇ひ護ごを受けられるが、その許可がなければ試合が行えなくなる。いちいち手続きをするのが煩はん雑ざつだし、『女王蜂』の補ほ佐さや支し援えんで忙ぼう殺さつされるから、家臣団レギオンに所属すると序列があがりにくくなる。


　自分のために、戦いにくくなるのだ。


　とはいえ、『熊蜂』は納なつ得とくしている。自分には、この程度の立ち位置がいい。とてもとても、序列上位の化け物どもと殺しあう根こん性じようはない。


　家臣団レギオンに所属してるものは、そんなふうに、『大奥』の生存競争に音ねをあげて──諦あきらめてしまったものばかりだ。野心はなく、卑ひ屈くつに、強者におもねって生きている。


　だから単独で行動している生徒より、序列は低くなる傾けい向こうにある。『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』には幹部と呼ばれるまとめ役が三人いるが、最高でも序列七十八位の『雀蜂』、二番目が序列二百三十八位の『蜜蜂』、『熊蜂』は四百位ぐらいをふらふらしている。


　まぁ、あの『熊女』を序列二十位にあげて、『百手姫』にぶつけるため──試合においてわざと『熊女』に八百やお長ちようで負けてやり、自ら序列をさげたせいでもあるのだが……。


「『熊女』が敗れたそうであるな」


　厳おごそかに、『女王蜂』がつぶやいた。


　古風というか、時じ代だい遅おくれな、雅みやびやかな口調である。『大奥』の歴史は四百年──かつての形式にのっとって、『女王蜂』は昔ながらの伝統を守り、身だしなみや態度、口調などに気を遣つかっている。


　彼女が喋しやべるごとに、違い和わ感かんをおぼえる。『熊蜂』は聴ちよう力りよくに秀ひいでているが、どうも、不自然な声に思えるのだ。人間が喋っている気がしない。


　だが、疑問を口にはできない。絶対服従するしかない。


　序列十位以上の存在には、特権として重火器および最さい新しん鋭えいの兵器の装備が許可される。『女王蜂』の全身には『大奥』最多と謳うたわれる銃じゆう器きが搭とう載さいされており、下手へたに口答えでもしようものなら一いつ瞬しゆん後には蜂の巣だ。


「はっ、申し訳なく──」


『熊蜂』の横、三人の幹部の真ん中でひれ伏ふしている『雀蜂』が、涼すずやかな声で言った。


　少女というより、美少年──と呼びたくなる見た目である。短たん髪ぱつに凜り々りしいかんばせ。まとう制服も男子風に改造しており、胸むな元もとには薔薇ばら。腰こしに細身の剣けんなどを差していて、どこまでも王子様然としている。


「善戦ぐらいはするものと思っておりましたが、さすが元・序列十位──軽くあしらわれてしまったようです」


「よい」


『女王蜂』は無表情のまま、歯車が廻まわるような声で告げてきた。


「あんな小物をぶつけた程度で、あやつを倒たおせるとは思っておらぬ。消しよう耗もうさせ、また爆ばく薬やくによって手傷を負わせられたなら、万々歳ぞ」


　壮そう絶ぜつに自じ爆ばくした妹──『熊女』を小物などと言われても、『熊蜂』には何の痛つう痒ようもない。


『大奥』は、女たちの戦国だ。


　弱肉強食の狩かり場ばだ。


　弱ければ死ぬ。死んで餌えさになる。いちいち哀かなしんでいられない。


「『百手姫』には専属の治ち療りよう者がおります」


[image: ]


『雀蜂』が不安そうにつぶやいた。


「さほど深刻な怪け我がは負わせられませんでしたし、すぐに回復してしまうのでは……？」


「いかに『大奥』において名高い薬くす師し、『水みず蛇ち』であろうとも──限度はあろう。多少なりとも『百手姫』が消耗しているうちに、わらわが潰つぶす」


　ぞっとするほど酷こく薄はくな声で、『女王蜂』が断言した。


　もともと万ばん全ぜんな状態の『百手姫』と対決してでも、『女王蜂』は圧勝したのだ。相手が多少なりとも損そん耗もうしていれば、ほぼ間ま違ちがいなく勝利しうる。


　そのため、まず『熊女』をぶつけ、あらためて『百手姫』に試合を申し込み（上位者からの挑ちよう戦せんは拒きよ否ひできない）、ここで完全に再起不能にするつもりなのだ。


「くくく、『百手姫』──地じ獄ごくの底に、叩たたき戻もどしてくれるわ」


　かつて『大奥』の名だたる闘とう士しを華はな々ばなしく打ち破り、一いち躍やく、『大奥』の風雲児となった『百手姫』──『女王蜂』は、そんな彼女の伝説に終しゆう止し符ふを打った存在である。『百手姫』にとって因いん縁ねんの相手にして、乗りこえざる壁かべ……。


「傷つき、弱った虫けら一匹ぴき、わらわの敵ではないわ」


　嘲あざ笑わらいつつも、『女王蜂』は慎しん重ちようである。


　猪ちよ突とつ猛もう進しんなだけでは、序列十位になどなれはしない。


「『百手姫』は、あの忌いま々いましい『銀狼』の庇ひ護ご下にある──これ以上の手出しは難しいやもしれぬが、可能なかぎりあやつを磨すり潰せ」


『大奥』における試合は、無事に開始できたら御おんの字じと言われている。たいてい、試合前に勝負は決している。妨ぼう害がい、毒殺、闇やみ討うち、汚きたない裏取引……。何でもありが『大奥』の常識だ、対戦相手は勝負の前に潰しておくに越こしたことはない。


　そのために手足となって働くのが、『熊蜂』たち家臣団レギオン──『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』である。


「お任せください、『女王蜂』さま。我らの働き、きっとご満足いただけますぞ」


「期待している」


『雀蜂』の言葉に、『女王蜂』が頷うなずき、高らかに号令を放った。


「『百手姫』を──小こ癪しやくな虫けらを、存分に嬲なぶり殺すがよい!!」


「すべては偉い大だいなる、我らの無む慈じ悲ひな『女王蜂』陛下のために!!」


　全員が唱和し、同時に立ちあがり、広間から退室していく。『大奥』には、絶対に勝てない相手がいる。『女王蜂』はそのひとりだ。だから、『熊蜂』は彼女におもねり、利益をかすめとる。寄生虫と呼びたければ呼ぶがいい。


　強者に従属する兵隊蜂ワーカー・ビーにも、喜びはある。


　そっと、ほのかな憧あこがれを抱いだくお姉様──『雀蜂』に視線を向けると。


　彼女が振ふり向いた。


「『熊蜂』」


「は、はいっ、『雀蜂』さまっ」


　きゃあ何かしら、何かしら──と焦あせっていると、『雀蜂』は意外なことを告げてきた。


「『熊蜂』……、君はしばらく『蜂の巣屋敷』で待機だ。休んでいて構わない──」


「は、はぁ？　わたくしも、『女王蜂』さまのために働きますわ！」


「その志は立派だと思うけど、君は妹を失ったばかりだ──精神的に不安定だろうし、休息が必要だろうと、僕は思うんだ。安心して、今回の敵……『百手姫』は格下だ、心配しなくても『女王蜂』さまの勝利は揺ゆるがないさ」


「そ、そんな、わたくし──」


　妹の死なんてどうでもいい。暑苦しく鬱うつ陶とうしかった『熊女』など、むしろ死んでくれてせいせいした。だが、そんな正直な気持ちを述べれば、幻げん滅めつされるかもしれない。しおらしく、亡き妹のために涙なみだを零こぼす、そんな健けな気げな少女が『雀蜂』の好みだ。


　二律背反ジレンマに、『熊蜂』が何ひとつ声をだせないうちに──。


「君には、『女王蜂』さまの警護をしてほしいんだ。『銀狼』や『百手姫』は卑ひ怯きような手段を用いないけど、万に一つってことがあるからね……。ま、たぶん何もないだろうけど、これも重要な役目だよ。用心に越したことはないしね」


　爽さわやかに、『雀蜂』は少年めいた笑え顔がおをみせた。


「『百手姫』たちへの攻こう撃げきは、僕の一番隊と『蜜蜂』の二番隊に任せてくれ」


「は、はわわっ」


　名前を呼ばれたのに気づいて、やや前方を歩いていた『蜜蜂』が一いつ生しよう懸けん命めいに振り向いた。


　儚はかなげな少女である。よく見れば誰だれよりも顔立ちは整っているのだが、髪かみ型がたも服装も控ひかえめで、よく新入りに幹部だと気づかれずに下働きの子供と勘かん違ちがいされている。たやすく手た折おれそうな、野に咲さく、一輪の可か憐れんな花みたい。


「えぇっと……」


　事情を説明されて、彼女は何度も頷いた。


「わ、わかりましたっ。『熊蜂』先せん輩ぱいの代わりがつとまるかわかりませんが、精せい一いつ杯ぱいにがんばりますうっ」


　代わり。


　この、『熊蜂』の……。


「じゃ、行こうか──『蜜蜂』。君はこういう仕事は初めてだったね、手取り足取り教えてあげる。ふふ、そう緊きん張ちようしなくてもいいんだよ」


「は、はいい、『雀蜂』さま……」


『雀蜂』に手をとられ、引きずられるように移動しながら、『蜜蜂』がそっとこちらを見た。申し訳なさそうに、深々と頭をさげられる。侮ぶ辱じよくされた気がした。


『熊蜂』は取り残されて、周りには、その配下の少女たちが立ち並ぶ。


　みんな居残りを命じられたのだ。


　血気盛んな『熊蜂』の三番隊が、不満を抱かないのは難しかった。


　腕うでを絡からめ、幸せそうに歩いていく『雀蜂』と『蜜蜂』──初うい々ういしい恋こい人びとのようなふたりを眺ながめて、『熊蜂』は爪つめを嚙かんだ。ぎりぎりと、音をたてて。


　自分はすべてを捨てて、這はいあがってきた。生き残ってきた。汚いことでも何でもした。身体からだはとうに傷だらけだ。妹が死んでも涙すら零さなかった。ぜんぶ捧ささげて、最後に残った淡あわい恋こい心ごころを──あんな、何の苦労もしていないはずの、ぽっと出の小こ娘むすめにさらわれた。


　ゆるせるわけがなかった。


「あの娘こ、邪じや魔まね……」


　知らずに零れた独り言は、どこまでも冷ややかだった。
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　そのころ。


『鴉』はいちど『腐肉食堂ハゲタカ』詰つめ所しよに顔をだしてから、再び『大奥』へ向かった。


『大奥』の調査をする、という『阿呆鳥』に提案された任務が言い訳になってくれた。秀影の目的は当然、さくららしき少女との再会だが──彼女に肉にく薄はくするための権利や、情報が記された資料などを、任務を名目にして入手できたのだ。


　相棒の『阿呆鳥』もわりと乗り気で、最初は息せききって詰め所に飛びこんできた『鴉』にびっくりしていたが──『大奥』の調査が進むのは彼女の目的とも合がつ致ちしたのか、協力してくれることになった。


「ふふん、『鴉』ちゃんがやる気なのは珍めずらしいね。ようし、おねいさんが一ひと肌はだ脱ぬいであげる♪　ま、どうせ止めても無む駄だっぽいし──『鴉』ちゃんが自ら鉄火場に飛びこんでくれるぶん、あたしは楽に成果をあげられそうで願ったり叶かなったりだよ～」


　とのこと。


　いかにも何か企たくらんでそうだが（とんとん拍びよう子しに話が進みすぎる）、こちらに文句を言う筋合いはない。ちからを貸してくれるなら、今の秀影は猫ねこの手だって借りたい。


　ちなみに、『阿呆鳥』の目もく撃げき証言により、曖あい昧まいだった事実に少しだけ光が当てられた。


　あのとき──さくら＝『百手姫』と『熊女』の対決が『百手姫』の勝利で終わり、けれど『熊女』の凄せい絶ぜつな自じ爆ばくによって状じよう況きようが混こん沌とんとしたとき。『阿呆鳥』は混乱する群衆にもみくちゃにされ、爆ばく煙えんも邪魔してこちらの姿を見失っていたとか。


　どうも通常の砂すな埃ぼこりや爆ばく発はつによって生じた煙けむりだけでなく、刺し激げき臭しゆうのする煙えん幕まくも焚たかれていた模様だ。誰かが、秀影とさくらの接せつ触しよくを人々の目から隠かくそうとしたみたいに（あるいは将軍の後こう継けい者しやである、秀影の素す顔がおをかもしれないが）……。


　最後に『阿呆鳥』は、謎なぞの赤と白の頭ず巾きんをかぶった忍にん者じやっぽいの（？）二人組に抱だきかかえられ、どこぞへ連れさられる『鴉』を目撃したという。


　状況を混乱させ、秀影を気絶させ、自宅まで送り運んだのはどうやらその怪あやしい連中らしいが──さっぱり心当たりがない。秀影が世間に正体をばらさないよう監かん視ししていた、父親の派は遣けんした公こう儀ぎ隠おん密みつなどだろうか……。


　不可解だが、今は情報が少なすぎて推測もできない。


「これから、『鴉』ちゃんには『大奥』の出資者スポンサーになってもらう」


『阿呆鳥』が告げてくれた言葉を思いだす。


「死し聴ちよう覚かく室──あの戦せん闘とうがあった試合場をそう呼ぶんだけど──あそこで呑のん気きに盛りあがっていた観客がいるでしょ？　あいつらは地方大名や富ふ貴きな商人などのお大だい尽じんで、彼らは賭と博ばくと後こう援えんによって『大奥』に関かかわれる」


　賭博はわかる。闘とう犬けんと同じだ、二匹ひきの少女を嚙みあわせて、勝つほうにお金をかける。


　参勤交代などと同じく、地方大名が反逆する地力を保てぬように、幕府は彼らに散財を推すい奨しようする。あらゆる手段で金をむしりとろうとする……。


「『大奥』は将軍様の盛り場でもあるし、そこで目立てば将軍様のお手つきになって、子供を──つまり次期将軍を孕はらむ名めい誉よを与あたえられる。だからこそ、次期将軍の父親になるために、みんな自分のとっておきの娘むすめを、お姫様を送りこんでくる」


　そこまでは聞いたし、将軍と関係をもって家族となるということはそれだけ重要なのだ。


　秀影が素す性じようを隠しているのも、将軍の跡あと継つぎとばれたら、黙だまって歩くだけで太たい鼓こ持もちが鈴すずなりになって現れて、鬱うつ陶とうしくてたまらないからである。


「そして、『大奥』に入った自分の娘を応おう援えんするため、地方大名などは資金を提供することができる。出資者スポンサーとなり、『大奥』で暮らす娘たちに良い着物や、強力な武器を与え、『大奥』を順調に勝ち抜ぬけるようにするんだ」


　何の生産力もない、言うなれば只ただ飯めし食ぐらいの『大奥』が四百年も存続してきたのは、そうした大名たちの功名心に裏打ちされた資金援えん助じよがあったおかげらしい。


　将軍家の家族となるためなら、それこそ金に糸目をつけずに、身を持ち崩くずすほどに資金をひねりだす大名もいることだろう。


「基本的に自分の娘に援助をするのが普ふ通つうだけど、それは規則じゃない。誰だれだって出資者スポンサーになれる──その見返りとして、自分の援助した女の子とは会えるようになるし、『大奥』にもふつうの観客より深入りできるようになるって話だよ」


　無論、制限はあるのだろうが──かなり閉鎖的な『大奥』において、たったひとりの少女を捜さがすには、まず『大奥』のなかを歩き回れる程度の権利が最低限必要だった。


　さくらとまた会える、話ができる──そう思うと、秀影の心に熱いものがこみあげてくる。


「ま、『鴉』ちゃんには何か他ほかに目的があるっぽいけど、ちゃんと『大奥』の噂うわさ話ばなしとかも集めてくれなきゃだからね。いちおう、それが建前上はあたしらのお仕事なんだからさ──あたしは後方支し援えん、外でできるかぎりで調査をしとくから、『鴉』ちゃんは『大奥』に飛びこんで出たとこ勝負でがんばって」


　最後に、『阿呆鳥』は声をひそめて忠告してくれた。


「ただ、じゅうぶん気をつけてね。あたしらは泰たい平へいの世の中に生まれた、ほんとの地じ獄ごくを知らない世代──『大奥』は四百年前に終わったはずの殺さつ戮りくの時代を色いろ濃こく引きずった、女たちの戦国……油断してると、死んじゃうぞぉ？」
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『阿呆鳥』は手っ取り早く、『大奥』や『百手姫』についての情報を資料にまとめて提供してくれた。『阿呆鳥』が言動に反して敏びん腕わんとはいっても、いくらなんでも用意がよすぎる気がしたが、こちらに文句を言う筋合いはない。


【『百手姫』／本名不明。出身地不明。一年前に大奥女学院に入学。瞬またたくうちに強きよう豪ごうたちを討うち果たし、序列十位にまで躍やく進しんするも、『女王蜂』に敗北──重傷を負って再起不能になったと思われていたが、華はな々ばなしく復活。現在、序列二十位】


『百手姫』の故郷はすでに滅ほろんでいるし、そのとき戸こ籍せきなども失われているのだろう、彼女の素性は明らかにされていないようである。


　秀影がさくらと決別したのは三年前──彼女が『大奥』に入学したのは一年前、その間の二年間の空白が気になるが、『阿呆鳥』もそこで何があったかは調べられなかったようだ。


【『百手姫』の戦闘は極きわめて短時間で終わる傾けい向こうにあり、その能力の全容は不明である。植物を操あやつる能力？　今のところ敗北の経験は手も足もでずに終わった序列二位『赫竜』との対戦も含ふくめて五回と多く、けして勝率は高くない。勝てる相手は瞬しゆん殺さつ、勝てない相手だと逃にげ回る──どうやら対戦相手によって得意不得意があるようだ】


　そういえば、さくらは『熊女』との戦闘も一方的に、ほぼ即そく座ざに終わらせていた。


　三年前は、あのような戦闘力などない、ふつうの女の子だったのだが……。


【『百手姫』は素性不明であり、本来なら『大奥』には入学できないはずだったが（『大奥』は生徒の人格よりも、その家いえ柄がらや資産を重視する）──姫君である『銀狼』（別記）が後見人となり、その身み柄がらを保証している。『銀狼』は『百手姫』とともに『銀狼長屋』（別記）という極めて小規模の『家臣団レギオン』（別記）を構築しており……】


　などと、膨ぼう大だいな量の資料を参照しながら。


　秀影は駕籠かごで大おお阪さか城へ辿たどりつき、怪あやしい『腐肉食堂ハゲタカ』の男にうろんげな視線を向ける門番などに検査され、手続きを経へて『大奥』へ踏ふみこんだ。


　資料は『腐肉食堂ハゲタカ』の専門携けい帯たい電でん話わに詰つめこまれており、これは法によって保護されているので、没ぼつ収しゆうされることもなかった。ただ、武器の類たぐいは持ちこめなかった。仮面はもともと、むしろ『大奥』に入る部外者は全員つける規則になっていたので、問題なし。


『大奥』の入り口になっている建物に存在した役所にて、出資者スポンサーになるための書類などをもらった。出資は最低額でも悲鳴をあげそうになるほど高値だったが（冗じよう談だんでなく、屋や敷しきが建ちそうな値段だった）必要経費として『腐肉食堂ハゲタカ』が負担してくれる。


　すべて滞とどこおりなく済ませて、役所の出口を脱けて、そのまま歩いていく。
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「ここが『大奥』……」


　扉とびらを開けた先は、奇き妙みような空間だった。


　最も近いと思うのは、やはり水族館である。秀影のような部外者が歩くための、細長く薄うす暗ぐらい通路があり、その四方は透とう明めいで頑がん丈じような硝子壁シヨーケースに囲まれている。その向こうには芝しば生ふが敷しきつめられた健康的な庭と、建ち並ぶ風ふう光こう明めい媚びな建物の数々……。


　夕焼けが照らすその光景は美しく、けれど硝子壁シヨーケース越ごしでは、何ともいえない違い和わ感かんがつきまとう。硝子壁シヨーケースはほとんど視し認にんできないほどの透明度で、たまに頭をぶつけた。


　曲がり角ごとに貼はりつけられた案内図に従って、秀影は歩いていく。


　秀影の他ほかに、通路を歩くものの姿はない。ここまで入れるのは出資者スポンサーのみで、そんな彼らは地方に本ほん拠きよ地ちがある大名か、本業がある商人が多い。呑のん気きに散歩している暇ひまもないのだろう。


　その代わりに、硝子壁シヨーケースの向こうは意外なぐらいに活気があった。


『大奥』で暮らす三千人の少女たちが、あちこちで小集団をつくって、あるいは談だん笑しようしていたり、くるくると追い駆かけっこをしていたり、手て鞠まりをてんてんと跳はねさせていたり。


『阿呆鳥』に手て渡わたされた『大奥』の予定帳によると、いまは『部活動』の時間なのだという。同じ趣しゆ味みをもつものたちが集まって、青春を満まん喫きつしている……。専属の家庭教師に厳しくしごかれるだけだった秀影にとって、すこし羨うらやましい。


　あと関係ないが、やはり『大奥』の生徒はびっくりするほどの美少女ばかりだ──目的は将軍に目をかけられ、可愛かわいがっていただくことなのだから当然だが、女の園ゆえの無む警けい戒かいでもろ肌はだを脱ぬいでいたりするので、目の遣やり場ばに困るのだ。


　おまけに、彼女らはこちらに気づくと可愛らしく、ひらひら手をふったり声をかけてこようとする──ここを歩いているということは出資者スポンサー＝金づるなので、あわよくば気にいってもらい、仲良くしようとするのだろう。何だか、肉にく食しよく獣じゆうの檻おりに放ほうりこまれたちいさなうさぎか何かの気分だ。


　足早に遠ざかり、ゆっくりと人ひと気けのないほうに歩いていって──疲ひ労ろう感かんをおぼえて立ちどまると、同時に気づいた。


　ひとりの少女がしゃがみこみ、顔を手で覆おおって、啜すすり泣いている。


　硝子壁シヨーケースに背中を預け、独りぼっちで。


　前方に茂しげみがあるから、硝子壁シヨーケースの向こうにいる女の子たちからは隠かくれられているが、通路を歩く秀影には丸見えだった。どうしたものかと思ったが、弱々しいものにこそ優やさしかったさくらのことを思いだし、そっと歩み寄ると。


「どうかしたのかい？」


　声をかけた。


　あの死し聴ちよう覚かく室とちがって、ここでは互たがいに声が届くようである。あくまで死聴覚室では、外から戦せん闘とうに影えい響きようを及およぼせないように、音声を遮しや断だんしているだけなのだろう。


「はうう」


　少女はびくんと反応して、慌あわててこちらを見た。


　派手さはないが優しそうな、可愛らしい顔立ちをしていた。思わず抱だきしめたくなる愛くるしさ、というか──妖よう艶えんさとはちがうが、ひとを惹ひきつける雰ふん囲い気きをもっていた。


「ほ、放っといてくださいぃ」


　きゅっと身を強こわばらせ、俯うつむいて、女の子はかたくなにこちらを拒きよ絶ぜつする。


　秀影はめげずに、素す直なおに思ったことを述べた。


「でも、泣いているということは、何か困ったことがあったのだろう。俺がちからを貸せるかもしれない、話すだけで心安らぐこともある──よければ相談に乗ろうじゃないか」


「は、はうう……変なひとですう……」


　困ったように目を白黒させて、彼女は首をぶんぶん振ふった。


「身体からだですか、『蜜蜂』の身体が目的なんですか──はうう、『蜜蜂』はまだ子供だから男のひとの欲よく望ぼうには耐たえられる自信がないです……！　それに、『大奥』に入学した時点で『蜜蜂』の肉体は将軍さまのもの……！　でも『蜜蜂』は押しに弱いから強く望まれたら逆らえない、そんな気がするですう──」


「落ちついて、そんな気はないから」


　何やらいろいろ危なっかしい女の子のようである。あと名前は『蜜蜂』というらしい──どうも、『大奥』の少女たちは入学すると同時に本名を捨て、渾名あだなというか源氏名というか、そういうもので呼ばれるようになるみたいだ。


「でも、ちょっとは元気がでたみたいで安心したよ」


　騒さわいでいる『蜜蜂』を眺ながめて、秀影はほっこりした。


「こんな場所じゃあ、つらいことも多いだろうけど──あの、何て言えばいいかわからないけど、がんばって」


「『こんな場所』なんて、言いかたは……」


『蜜蜂』は項うな垂だれて、ふらふらと立ちあがった。


　よく見ると、土のうえなのに裸足はだしである。どうやら、履はき物を誰だれかに盗ぬすまれたとか、そういう事情らしい。


　いじめられているのだろうか……。


　たしかに、どこか嗜虐心をそそる少女である。


「たとえ外から見たら地じ獄ごくのようなところでも、ここが『蜜蜂』たちの居場所ですう。仲間がいます──夢もあります、『蜜蜂』は、『大奥』が好きですう。痛みとか、苦しみばかりがあるわけじゃない、だから『こんな場所』なんて言わないでほしいですう……」


　それだけ告げて、彼女は独りぼっちでとぼとぼと、『大奥』のなかを歩いていった。
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　日本全土を荒こう廃はいさせた時空間爆ばく弾だんは、当然、その使用者である豊臣軍の本ほん拠きよ地ちである大おお阪さか城にはほぼまったく被ひ害がいを与あたえていない。日本全土に飛び散った破は片へんもここには飛来しておらず、豊かな自然と心地ここちよい安定した気候が保たれている。


　あちこちに季節の花が揺ゆれているのを見て、秀影はさくらとともに育てたたくさんの植物を思いだす。見た目だけなら、まるで天国みたいな場所だが……。


　そんなわけがないのだ。


　あちこちで、戦闘訓練をしている小集団がいる。模も擬ぎ刀を両手に握にぎりしめ、うら若い少女たちが鍔つば迫ぜりあいを……。事故でもあったのか、頭から血を流している少女もいる。凄せい惨さんな、戦場さながらの光景だった。


　否いな、ここは間ま違ちがいなく戦場なのだ。


　女たちの戦国──。


「慎しん重ちような『女王蜂』さまが、自ら試合を申しこむなんて珍めずらしいよね」「しかも、いちど倒たおした相手にだよ。勝ってもこっちに利益なんてほとんどないのに」「それだけ『百手姫』を警けい戒かいしてるってこと？」「前に戦ったときは完かん封ぷうしたじゃん、完全勝利だったじゃん、何を警戒することがあるの？」


　硝子壁シヨーケースにもたれかかり、休きゆう憩けい中の少女たちが会話を交かわしている。


　大奥女学院の制服に、お揃そろいの黄色と黒の縞しま模も様ようをした腕わん章しようをつけている。


　べつに聞くつもりはなかったが、声が届いて、そのなかに『百手姫』という単語があったから気になったのだ。秀影は足を止めて、耳をそばだてる。


「慎重っていうか、臆おく病びようなんじゃないの。幹部ですら寝ね床どことか、生活空間には近づけないって話だよ」「たしかにどうやって寝ねてるのか気になるわ～、あのデカさじゃあ、お布ふ団とんとかも特注だろうね」「しっ、『女王蜂』の悪口なんて言ったら叱しかられちゃうよ？　それどころか、始末されるかも──いつだったか『女王蜂』さまに取り入ろうとして、背中を流しにお風ふ呂ろに行った娘こがさあ……」


　などと、話は横道に逸それて、だんだん怪かい談だんばっかりになっていった。


　いちおう、怪談みたいなのを調べるのも仕事なので（むしろ、そっちが『腐肉食堂ハゲタカ』の局員としての任務である）、秀影は声をかけてみた。


「もし、もし。そこの君たち──」


「ん、あれ。見ない顔だね、あんた」「出資者スポンサーさま、おいでませ♪」「何なに、聞きたいことがあんならどうぞ？」「やけに『熊蜂』さまが張りきっちゃってさあ、いつもの三倍も訓練させんだもん、やってられなくてさあ──」


　などと、少女特有の馴なれ馴れしさで、立て板に水で話しかけてくる。


　たじろぎながらも、『鴉』は怪談について聞いてみた。


　将軍・豊臣吉刳が夜な夜な、処女の生き血を啜すするとか何かそんな……。


「あ、聞いたことある」「実際、消えちゃった娘ことかいるよ──まぁ『大奥』じゃ珍しくないんだけどさ」「でも女の子の血を啜ってるとか食べてるとかないでしょ、むしろこないだ見た将軍さま、やけに窶やつれてなかった……？」「そうそう、ちゃんと食べてるか心配だよもう、人肉でもいいからもりもり食べてよ──みたいな、ね」


　要領を得ないが、馬ば鹿か馬鹿しいと思っていた噂うわさ話ばなしは、わりと信しん憑ぴよう性せいをもって『大奥』に流通しているようだった。まぁ彼女らにとって他人ひと事ごとではないし、怖こわいのだろう。


　空気が重くなったので、秀影は話題を変えてみる。


　目的地である、『百手姫』の住み処か──『銀狼長屋』とやらの位置を聞いたのである。どうも、ちいさな建物らしく、地図にのっていなくてわからなかったのだ。


「『銀狼長屋』？」「お兄さん、『百手姫』の関係者さんですか～？」「マジで？　じゃあ『百手姫』に伝えてよ、応おう援えんしてるって！」


　などと、興奮気味に伝えられてしまった。


　話を聞くかぎり、どうも彼女らは『百手姫』の次の対戦相手に決まった『女王蜂』の部下らしいのだが……。


「最近、『女王蜂』さまおかしいのよ」「ちょっと失言しただけで殺されちゃった娘こもいるし、ちっとも楽しくないの！」「でも今から『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』を脱だつ退たいしたいって言っても、ゆるされそうにないし、むしろ『裏切りもの！』って処しよ刑けいされそうだし」「『女王蜂』さまが穏おん便びんに負けて死んでくれるのがいちばんなの～」


　どうも、『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』というのは『女王蜂』とやらの『家臣団レギオン』──部下であり仲間である小集団らしいが、一枚岩でないどころか、内部事情はぼろぼろみたいだった。


「おかしいって、どういうことだい？　その『女王蜂』というひとは、どこが変なの？」


　素す直なおに、秀影は疑問をそのまま口にした。


　喋しやべりたがりの女の子にとって、自分の話に興味を抱いだいてくれるのは（それも打算でなく、純じゆん粋すいに）嬉うれしいらしく、歯止めがきかなくなる。そういうふうに、秀影は誰だれとでも知らないうちに多くの会話を交わしていることがあり、『腐肉食堂ハゲタカ』の職務に意外と役立っている。


「変っていえば前から変よ」「ね、いくら時空間爆弾の後こう遺い症しようがあるからって、あんな巨きよ大だいなのはおかしいし」「それより性格よ、昔は優やさしかったじゃん──最近は怖いよ、人間じゃないみたいで……」「まるで中身が入れかわって、別人になったみたいよね」


　みんなで肩かたを寄せあい、ぞっとしたように身を竦すくませた瞬しゆん間かんだった。


「こら、そこ！　何をサボってますの!?」


　がみがみと怒ど鳴なりながら、小こ柄がらな──けれど服装といい、目鼻立ちといい、華か美びな女の子が近づいてきていた。いかにもお嬢じようさま、といった雰ふん囲い気きだ。


　集まっていた女の子たちは「やばっ、『熊蜂』さまだ!?」と慌あわてて離はなれていき、去り際ぎわに「『銀狼長屋』はこの道を真っ直すぐ行ってその先の曲がり角を……」などと早口に教えてくれた。「また遊びにきてね、おにーさん♪」と愛あい嬌きようをふりまくおまけつきだ。


　何だかポカポカした気持ちになりつつ、秀影は歩いていく。


　だいぶ歩くと、こぢんまりした建物が見えてきた。


　ほんとうにここにひとが住んでるの？　と疑問を呈ていしたくなる、みすぼらしい建物である。ここが『銀狼長屋』なのだろうか。長屋、という名前どおり横に長い背の低い建物で、安やす普ぶ請しんなのかあちこち壁かべが崩ほう落らくしていたり、瓦かわらが落ちていたり……。


　ともあれ出資は『家臣団レギオン』に対してのみ行えるらしいので、さくら＝『百手姫』の所属する『銀狼長屋』の盟主、『銀狼』なる人物に出資者スポンサーとして認められねばならない。


　見み渡わたすかぎり誰もいない、いかにも辺へん鄙ぴな通路を歩き、奥まった位置にある扉とびらを開いた。施せ錠じようされているかとも思ったが、開けっ放しである。勝手がわからず、建物のなかまでつづいている通路を進み、次々と扉を開いていく。


　台所や本ほん棚だなが並んだ部屋、なかにはトイレなど、それぞれの部屋を確かく認にんしてみたものの誰もおらず──すこし不安になったが、めげずに次の扉を開いて。


　秀影は硬こう直ちよくした。


　これまでで、いちばん広い部屋だった。たぶん居間というか、この建物の住民がくつろぐための空間なのだろう。『鴉』のいる通路には硝子壁シヨーケースがそびえ、その奥になつかしい桜色の髪かみの、さくらが女の子座りをしている。


「へ……？」


　ただし、彼女はまさに上着を脱ぬぎ、上半身を露ろ出しゆつした瞬間であり──。


　その小こ振ぶりな胸むな元もとを覆おおった、ひよこ色の下着ブラ……。


　色素の薄うすい頰ほおを、ゆっくりと紅潮させて、きゅっと瞳どう孔こうをすぼめると。


「きっ、きぃっ、きぃやぁぁぁあああああああああああああ!?」


　さくらは悲鳴をあげて、手近にあったものをやたらめったら投げつけてきた。
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　不ふ慮りよの事故とはいえ、嫁よめ入いり前の少女の恥はずかしい姿を見てしまった。


　これはよくない。反省した。


　秀影は深々と頷うなずき、紳しん士し的に対応することにした。


「落ちつきなさい。俺には悪気はないし、君の恥ずかしい姿を見るつもりなどなかった。そして、君は美しい。半はん裸らを見られたことを恥じる必要はないし、もちろん俺も嬉しい。冷静になって話しあおう、人間は言語をもつ理性的な生き物なのだから……」


「いいからこっち見んな変質者ーっ!!」


　ぼよんぼよん、と硝子壁シヨーケースに投げつけられたぬいぐるみが跳はねかえるのを見てから、秀影は両手を挙げて武器をもっていないことを示しつつ。


「見解の相そう違いがあるようだ、これは事故だ。問題視するべきは施錠の不備と、それを確かめずに無む警けい戒かいに着き替がえていた君と、もちろん入室前に声のひとつもかけなかった俺だ。ここは『誰も悪くなかった』、ということで笑って済ませようじゃないか、……どうだい？」


「だって普ふ段だんこんなところ誰もこないし──ていうか、こっち見んな！」


「すまないが、俺の意思ではどうにもならない。人間は、至高の美に直面したとき、おいそれと目を閉じることも、逸そらすこともできないのだ。芸術的なまでに麗うるわしい、君の存在を後こう悔かいするがいい……悪いのは、罪深いのは君だ──」


「変態だぁぁああ!?　しかも『悪いのは君だ』とかこっちに責任転てん嫁かする性質たちの悪い変態だぁぁああああ!?　もう、やだぁぁあああああ!?」


　脱いだまま放ってあった上着をもろ肌はだにかぶせて、我が身を守るように抱だきしめ、さくらが恥じている。顔はもう真っ赤だ。可愛かわいい、と秀影は思った。硝子壁シヨーケースに全身で貼はりつき、三年ぶりに、あらためて再会した彼女を丹たん念ねんに自らの網もう膜まくと脳のう細さい胞ぼうに……。


「何の騒さわぎなのよ」


　不意に硝子壁シヨーケースの向こうで扉が開き、ひょこりと新たな人物が顔をだした。


　どこか物もの憂うげで、気怠げだが──『大奥』の生徒らしく、はっとするほどの美形だ。年ねん齢れい制限があり一定の歳になれば『卒業』しなくてはいけないという『大奥』では、おそらく最年長に属するだろう、秀影と同年代らしい成人おとなである。


　まとうのは『大奥』の制服だが、少女がまとうべき装束を大人らしい肉感の乳ち房ぶさや尻しりが膨ふくらませており、どこか官能的である。背徳的ともいえる……。


　飛んだり跳ねたり殺しあいをしたりする『大奥』の生徒らしからぬ、手入れが大変そうな、濃こい緑色の長ちよう髪はつを三つ編みに結ゆわえている。その三つ編みには蛇へびのかたちをした髪かみ飾かざりが絡からみついている。


　両手に氷の浮ういた水の満ちた、金かな盥だらいを抱かかえている。


　これが噂うわさの、『百手姫』＝さくらの保護者だか何だかという、『銀狼』なのだろうか。たしかに保護者、という感じである。ただどこか世せ間けん擦ずれしたような、油断ならぬ存在感は、『銀狼』というより『女め狐ぎつね』といった感じだが……。


「あ、『水蛇』～」


　可哀かわい想そうにすっかり怯おびえきったさくらが、ぶるぶる震ふるえながら秀影を指さした。


「へへへ、変態です。変態がでました。早く駆く逐ちくしないと──ど、どど、毒瓦斯ガスか何かで……くろっ、黒いやつは邪じや悪あくなのです、『腐死蝶ういるす』とか……滅ほろぼさないとおおお」


「落ちつきなさい、『百手姫』」


　ゆったりとした、やや冷ややかな口調で『水蛇』と呼ばれた女（『銀狼』ではなかったようである）は告げると、こちらに視線を向けた。


「あたしは『水蛇』。薬くす師しよ。『銀狼長屋』に所属してるわけじゃないけど、優先で治ち療りようを請うけおってる」


　端たん的てきに名乗られた（やたら早口で、どうも声をだすのが嫌いやらしい……？）。


「話には聞いてるわ。あなた、『銀狼長屋』の出資者スポンサーになりたいんだって──『銀狼』が不在だから正式な手続きはまだできないけど、お互たがいに自己紹しよう介かいぐらいはできるかもね。たしかお名前は『鴉』さん、といったかしら？」


「いや、俺は……豊臣秀か──」


　そこまで語った瞬しゆん間かんだった。


　脳に、激しい痛みが走った。思わず苦鳴をあげて、身をよじって悶もだえた。頭部に全方位から針を突つき刺さされたような……。


　豊臣秀影、という本名を名乗ろうとしたのが、引き金だったように思える。いったい何故なぜ──こんなこと、これまではなかったのに……。


「ど、どうしたんですか？」


　基本的に良い子なさくらが、慌あわてて硝子壁シヨーケースのそばまで駆かけ寄ってきた。だが、そこで彼女の歩みはとまる。手は届かない。彼女に名乗りたい、三年間の空白を埋うめたい、愛をたしかめあいたいのに──。


「な、何でもない……だいじょうぶだ」


　不思議と、正体を明かそう、という思考から離はなれると──噓うそみたいに頭痛がひいた。よくわからないが、命の危機すらおぼえる痛みだった。二度と体感したくはない。


　自分はいったい、どうなってしまったのだ……？


　混乱している秀影だったが、『水蛇』が小首を傾かしげてから、ぶつぶつと。


「病気の発ほつ作さや後ご催さい眠みんにも見えないわね──外部刺し激げき？　何か埋めこまれてる？」


「とにかく」


　まだ心配そうにしながらも、努めて冷れい徹てつに振ふる舞まおうとしているみたいに。


　さくらが、きっぱりと断言した。


「『銀狼』姐ねえさんの意見を聞かないと、わたしの独断じゃあ出資者スポンサーの許可不許可は決められないんです──でも個人的意見を述べさせてもらうと、出資者スポンサーなんていらない」


　その場に正座し、手早く上着をまとって、お腹なかのあたりはまだ露ろ出しゆつさせたまま。


「醜しゆう悪あくな幕府とその恩おん恵けいに与あずかるだけの腐くされた大名たち、己おのれの権益にしか興味のない大商人たち──この『大奥』をつくり維い持じし、しゃぶっているあらゆる人間を嫌けん悪おします。わたしたちは、そんな連中の助けなんていらない、あなたたちに用なんてない！」


　その両目には、炎ほのおのような憎ぞう悪おがあった。


　あぁそうか、三年前のあの日に──ひとを憎にくむことを知らず、野の花をただ愛した純じゆん朴ぼくな少女は死んだのだ、と秀影は思った。儚はかなくなって、硝子壁シヨーケースに手をつき、唸うなった。


「俺は」


　何と言えばいいのかわからない、口下手べたな自分が情けない。


「君を守りたいんだ」


「おおきなお世話です」


「助けたいんだ、せめて傷ついてほしくないんだ」


「平行線です。余計なことをしないで、関係ないでしょう──」


「まぁまぁ」


　硝子壁シヨーケースを間に挟はさみ、それがなければ額をぶつけあっているような距きよ離りで向きあうふたりを興味深げに眺ながめつつ、『水蛇』が仲ちゆう裁さいしてきた。


「仲がいいのは結構だけどさ、『銀狼』がいないとこで出資者スポンサーについてどうこう言ってもしょうがないでしょ、ね。落ちつきましょ、何を苛いら々いらしてるのか知らないけど」


「仲がよくなんてないです。馴なれ馴れしい男……、不ふ愉ゆ快かいです」


　つんとそっぽを向くさくらだったが、たしかに彼女に出資者スポンサーをどうこうする権利はないのだ、だが言わずにはいられなかったのだろう。彼女が幕府を、それにともなうすべてを憎悪する理由が、秀影にはわかる。


　むしろ、同じ痛みを、気持ちを抱かかえているつもりだ。


　それが伝わらないのが、共有できないのが苦しかった。


『水蛇』は小首を傾げ、布ふ巾きんを金かな盥だらいに沈しずめ、じゃあっと絞しぼりながら。


「それよりも、あたしのお仕事をさせて欲しいにょろ」


「にょろ？」


　不自然な語ご尾びに秀影が疑問を覚え、『水蛇』を見て──ぎょっとした。


　その蠱こ惑わく的な、ぷっくりと色気のあるくちびるの隙すき間まから、舌がでていた。


　それも、やけに──細長い。


　あくまで平均と比べてやや長い、という程度だが。無視できない、ある種の存在感があった。隠かくし芸げいで自分の鼻どころか、目の玉ぐらいは舐なめられそうだ。


「あわわ」


『水蛇』は慌てて、両手で自分の舌を口元に押しこんだ。


　それから、恥はずかしそうに。


「……見たわね」


「あの、その舌──すごく、長っ……」


「……もう死にたい」


　顔を抱えて、『水蛇』はしくしくと啜すすり泣いている。ばんっ、とそれを見たさくらが硝子壁シヨーケースをぶん殴なぐり、血相を変えて怒ど鳴なった。


「こら！　長いとか言うな！　『水蛇』ったら気にしてるんですから──長いとか赤いとか気持ち悪いとか言うな！　他人の身体的特とく徴ちようを嘲あざ笑わらうなんて、この鬼き畜ちくめーっ！」


「『気持ち悪い』とかは言ってない……！」


　慌てて弁明した秀影だったが、『水蛇』は慣れているのか、すぐに気を取り直した。


「いいのよ、生まれつきだもの。もう諦あきらめてるわ──油断してると舌が飛びでて他人がびっくりするし、呂ろ律れつがまわらなくなるけど、便利なことも多いし……」


　おそらく、『水蛇』は関ヶ原の合戦後に大量発生した、時空間爆ばく弾だんの被ひ爆ばく者なのだろう。あの恐おそるべき爆弾は人間の遺伝子にまで干かん渉しようし、改変し、その肉体を変へん貌ぼうさせる例も多い。


　肉体に変化があるほうが強い異能力を発揮する場合が多いし（肉体の変化は、異能力に親和性をもつように身体からだが自らをつくりかえた結果といわれている）、『大奥』には身体的に特徴のあるものは、わりと数多いはずだ。


　ここは強大なちからをもつ、特異なお姫様が集められた箱庭なのだから。


「ま、あたしのことはいいわ──あなたの処置を終わらせちゃうわよ。今日は、そのためにきたんだから……」


「わかりましたよ、あなた、そっち向いてなさい」


　じろりと秀影を睨にらみつけ、さくらはまず可愛かわいらしい寝ね間ま着きになった。どうも、さっき服を脱ぬいでいたのは、着き替がえの最中だったかららしい。


　そのまま、両足を投げだす。太ふと股ももといわず足首といわずぐるぐる巻きにしている革帯ベルトに手を伸のばし、留め具を苦労して外していく。


「くっ……ふっ──」


　痛みを堪こらえるように眉まゆをひそめて、さくらは脂あぶら汗あせを浮うかべながら、その作業をつづけた。


「んううっ……」


　露あらわになった彼女の足はごく普ふ通つうの、きめ細かな肌はだをした少女の脚きやく線せんだったが──熱をもっているのか、えらく紅潮している。ほとんど、桜色だ。


「酷こく使ししたからね、しばらくは休ませなさい。冷やすわよ、染しみるから我が慢まんして」


『水蛇』が医者の冷静さでそう告げて、冷やした布巾でさくらの足を拭ぬぐっていく。噓うそみたいに、水蒸気があがった。どんな高温なのだろうか。


　どうやらただの氷水でないようで、金盥に満ちた液体は、奇き妙みような緑色だ。何らかの薬液なのだろうか……。


　さくらが、涙なみだ目めで喘あえいだ。


「うう、毎回これが嫌いやです──この革帯ベルト、ずっとつけたままってのは無理なんですか？」


「この革帯ベルトは神経を無理やり外部刺し激げきで動かすための装置だし、つまりあんたの身体を常に痛めつけてる拷ごう問もん器具みたいなもんなのよ。装着しつづけたら細さい胞ぼうが疲ひ弊へいしきって壊え死しするわよ。また両手両足を失いたいなら、いいけど」


　そういえば。


　三年前の事件で、さくらは両手両足を失っている。このときまで疑問に思わなかった自分に呆あきれるが、なぜその欠損を取り戻もどしているのだろうか。現代医い療りようでも、義ぎ肢しを繫つなぐのが精せい一いつ杯ぱいで、新しく手足を生やすことなど不可能だろうに。


　こちらに説明するつもりはないのか、『水蛇』とさくらは淡たん々たんと作業をつづける。


　すべての革帯ベルトを取り外し（おぞましいことに、革帯ベルトのさくらの身体に接していた部分には、細長い針がびっしりと生えていた……）床ゆかに山盛りにして──。


「ふ、はあ……」


　全身を脱だつ力りよくさせ、とろんとした目つきで、さくらが仰あお向むけに倒たおれた。


　そばに転がったぬいぐるみを抱だきよせて、甘えるように頰ほおずりし、ごろごろ。


「こら寝ねるな」


『水蛇』が動いた拍ひよう子しにまろびでたさくらの身体を隠すためか、彼女の上着の釦ボタンを丁てい寧ねいにとめてあげている。


　それから、思いだしたようにこちらを眺ながめて。


「見てのとおり、この娘こは常人なら痛みで頭がおかしくなるような器具を両手両足につけて、ようやく人並みに動ける。だから長時間の戦せん闘とうはできないし、革帯ベルトがないとほとんど活動できない。この器具はえらく全身に負荷ストレスをかけるから、取り外すとこんなふうに、解放感で骨ほね抜ぬきになっちゃうにょろ」


　また飛びだした舌を、慌あわてて口のなかに押しこめて、『水蛇』は肩かたをすくめる。


「今の『百手姫』はすべてを受けいれる賢けん者じや状態モードだから、まぁあなたを無理やり追い払はらうことはないでしょ──『銀狼』はどこをほっつき歩いてるのか謎なぞだけど、ちょっと探して呼んできてあげるから、それまでこの娘こを見ていてあげてね」


　言い残して、彼女は長い三つ編みを揺ゆらし、扉とびらに手をかけて。


　立ち去り際ぎわに、真しん摯しな表情で。


「この娘こを守りたいと、助けたいと言ったわね、……あたし信じたいわ」


　そして足音も静かに、遠ざかっていく。


　さくらには、どうやら少なくともひとりは──味方がいるみたいだ。


　その事実に安あん堵どしつつ、さて二人っきりで取り残されたがどうしようか、できればさくらを抱きよせて良い子良い子してあげたいが、硝子壁シヨーケースが邪じや魔まだ。否いな、それよりも……。


　なぜか頭痛のせいで名乗れないが、こうしてまた巡めぐり会えたのだ。


　これから先、何があるかわからないけど──まずは、それを喜びたかった。


　仮面の内側で、秀影は涙を溢あふれさせた。硝子壁シヨーケースに頭をつけて、低く呻うめいた。


「さくらちゃん……」


　その名を呼んで、すぐそばにいるのに、触ふれられない彼女に告げた。


「君に謝りたいことがあるんだ、ううん、それだけじゃなくて伝えたいことがたくさん──君は俺の話なんて聞きたくないかもしれないけど。せめて、そばにいたいんだ。それが許されなくても、君が生きていてくれさえすれば……」


　さくらは突とつ然ぜんに呼ばれた自分の本名に、すこし驚おどろいたように薄うす目めを開いたが、眠ねむ気けに負けたのか──ごろりと背中を向けて、むにゃむにゃと。


「ひで、かげ……さま」


　寝ね言ごとをつぶやいた。


　ここにいるよと、秀影は伝えたかったけれど。




　第三幕　銀狼長屋　ぎんろうながや
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「美しい」


　その言葉が口くち癖ぐせになりつつあった。


　乱れ咲さく桜。舞まい散る花びらは極楽にふる雪のようで、春の穏おだやかな日光のもと、ひらひらと目に楽しい。遠い稜りよう線せんにもいくつもの桜色が溢れ、それは平和そのものを色しき彩さいにしたかのようだった。


　まだ秀影もさくらも何ひとつ奪うばわれていなかった、幸せな時代の記き憶おくである。


　どちらが言いだしたか思いだせないほど、ふたりは当たり前のようにお花見を開かい催さいし、ふたりが巡り会った樹じゆ齢れい数千年の桜のそばで、ほろ酔よい気分。普ふ段だんはあまり着き飾かざることのないさくらも、とっておきの晴れ着姿で、きちんと正座してお猪ちよ口こを口元に運んでいた。


　秀影にとって、この地で迎むかえる二度目の春であった。


　何度見ても飽あきることはなかった、桜も、さくらも──。


　諸国漫まん遊ゆうを停止し、この土地に骨を埋うずめるのかと思うほどだらだらずるずると、滞たい在ざい期間を二日のばし三日のばし……気がつけば己おのれでも危あやういと思うほど、長い滞在となっていた。滞在はそのまま、大罪なのである。全国を巡るのは父である将軍吉刳からの命令だ、それに逆らうなんてこれまでの秀影には考えられなかった。


　だが、離はなれがたい。


　さくらは、もしかしたらこちらが次期将軍だから──仕方なく、相手してくれているのかもしれない。本音では、さっさと出て行ってほしいのかもしれない。そう考えて不安になることもあったが、それでもよかった。迷めい惑わくがられても、そばにいたかった。


　そんな秀影の、いっそ卑ひ屈くつとも、甲斐かい甲斐しいともいえる素そ朴ぼくな好意に──さくらも気づいているのか。この何も知らない手のかかるおおきな弟のような次期将軍を、自分が守ってやるんだ、導いてやるんだと腕うでまくりをしているようだった。


　何気ない日々が、積み重なって。


　つぼみが花開くように、ゆっくりと。


　じれったいほどに、けれど一歩ずつ、ふたりの仲は進展していった。


　何も見ず何も聞かず何も知らず何も考えず、唯い々い諾だく々だくと父に従い、この国の支配者にならんとしていた秀影。そして、畑仕事と植物にしか興味を抱いだかずに、この時代には珍めずらしくさっさと嫁よめにいかずに部屋で本ばかり読んでいたさくら。


　お互たがい変わりもので、だからこそ共感があった。


　曇くもりのないまなこで、各おの々おのの奥に自分と同じたましいが眠ねむっていることを、察して。


　つぼみを膨ふくらませた恋こい心ごころは、やがて熾おき火びのように燃えあがる。


　もう誰だれにも止められなかった。


「草も木も花も」


　秀影はさくらがつくってくれた、きちんと重箱に収まった弁当に箸はしをのばして、丁てい寧ねいにもぐもぐやりながら。


「とても、美しい」


「他ほかの語ご彙いはないんですか。何を見ても『美しい』と言いますよね」


「当然、さくらも美しいぞ。とても、とてもだ。この世でいちばんだ」


「聞いてませんったら」


　催さい促そくしたみたいになっちゃったなあ、と言わんばかりに頰ほおを赤らめ俯うつむいて、さくらは魔ま法ほう瓶びんからお茶を湯飲みに注ぐ。さくらは、自分を着飾らず愛あい想そもふらないので、その美しさを誰にも知られていなかった。


　けれど、書物の山から顔をあげたときの、はっとするような眼まな差ざし。野の良ら仕事を終えて頰の泥どろを拭ぬぐったときの、鮮せん烈れつな笑え顔がお。時空間爆ばく弾だんの影えい響きようか、他にない（それゆえ、普段はほっかむりをして隠かくしている）きれいな桜色の髪かみの毛……。


　すべてが美しかった。秀影は、彼女を讃たたえる語彙が見当たらずに、自分の不勉強を恥はじた。けれど、さくらはただ『美しい』と言われるだけで面おも映はゆいようだった。


「何に対しても『美しい』などと言っていたら、言葉の価値がさがりますよ。それに、わたしなど──野の花に比べたら、貧相ですし。やせっぽちで、可愛かわいくないですし……」


「そんなことはない、おまえは美しい」


　断言する秀影に、照れ照れと俯いて、指遊びをするさくら。


　そのいじらしい態度に、秀影は感かん銘めいを受けて、頰についた米こめ粒つぶを「もう秀影さま、だらしのない」とさくらに取ってもらいながら。


「俺はこれまで、蓋ふたをされたちいさな箱のなかで生きてきたみたいだ。知らなかった、空がこんなに広いなんて。懸けん命めいに生きる人々が、動物たちが、植物が──丹たん念ねんに磨みがかれたどんな宝よりも、貴く美しいなんて」


　されるがままになりながら、秀影はさくらを真っ直すぐに見み据すえる。


「ありがとう、さくら。おまえは、俺に世界を見せてくれた。教えてくれた、おまえは恩人だ。もちろん、この世界にあるありとあらゆるもののなかで、おまえがいちばん美しい」


「あぁそうですか、まったく──」


　暑そうに胸むな元もとへと手のひらで風を送って、さくらは冗じよう談だんめかして。


「もしかして、さっきから、わたしを口説いているのでしょうか」


「思ったままを、述べているだけだ」


「そうでしょうね、あなたは──ほんとうに、子供みたいなひと」


　さくらの口元がほころんだ。


「放っておけない、ひと……」


　ふたりの距きよ離りが、ほんの少しだけ縮まった。さくらが秀影の頰に手を添そえたまま、前ぜん傾けい姿勢になって、動かなくなったのだ。秀影は間近から彼女の、滅めつ多たに笑わないからこそ貴いその表情に、吸いこまれるような気分で。


　泣きそうに、顔を歪ゆがめた。


「秀影さま？」


　驚おどろいて目を見開くさくらに、秀影は情けなくも呻うめいた。


「どうしよう、俺はおかしい──おまえのそばにいると、こんなにも幸福だ。きっと、これが幸福なのだ。だが、幸福であればあるほど、怖こわい。おまえを失うのが、嫌きらわれてしまうのが、距離を置くだけでも……」


　己の頰を撫なでるちいさな手のひらに、秀影は自らのそれを重ねた。


　体温が循じゆん環かんする。


「言いかたがおかしかったら、指し摘てきしてくれ。怒おこってくれ、直すから──さくら、おまえから離はなれたくない。おまえが欲しい、他の何よりも。この国よりも、ずっとだ」


「次期将軍が、そんなこと言っていいんですか」


　はっと息を呑のんでから、さくらは己おのれの過あやまちに気づいたように、俯く。


「わたしは、卑ひ怯きよう者ですね。何も知らないあなたに、優やさしくして、教え導くふりをして。寂さびしさを埋うめていただけなのに。あなたはきっと、わたしの他に誰も知らないから──わたしなんかを、そんなに求めてくれるのです」


　けれど手は離れず、目も逸そらせず、さくらは肩かたを震ふるわせる。


「今日だって、お花見だなんて口実──わたしがどんな浅ましいことを考えていたか、あなたにはきっとわからない。今日はね、父は大おお阪さか城に呼びつけられて出しゆつ勤きんしているのです。『おまえが秀影さまと仲良くなったおかげで、将軍様に目をかけてもらえたのだ』とか言ってね」


　そういえば、今朝からあの暑苦しいさくらの父の姿を見なかった。


　大阪城に呼びつけられた？　秀影の父が、さくらの父に何の用だ？


「そう、結局はそうなのかもしれない。わたしは自分の気持ちがわからない、あなたが大事です、そばにいたいです、だけどそれは家のため？　この土地のため？　親に言われたから？　不純で、穢けがらわしいです──わたしは、美しくなんてない」


「そんなことない、おまえは美しい」


　さらに、距離が。


　互たがいの吐と息いきが絡からまる距離で、ふたりは熱を高めていく。


「そんなふうに、己に厳しいおまえだから──誇ほこり高いおまえだから、俺は愛いとしいのだ。俺だって、将軍の跡あと継つぎなんかでなければ、おまえなどに目もくれられない、つまらない男だ。何も知らず、知ろうともしてこなかった、愚おろかな……似たものどうしなのだ、俺たちは」


「似たもの、どうし……」


　さくらが、ほんのりと微笑ほほえんだ。


「ならば、この胸の不安を、あなたも抱いだいているのですね。互いに同じおおきさの欠落を抱かかえて、だからこそ、埋めあえるかもしれません。秀影さま、もしかしたら騙だますかもしれない、利用してしまうかもしれない、わたしに愛しいなんて言ったこと──いつか後こう悔かいするかもしれない。だけど、今だけは」


「永遠にだ、さくら」


　言葉を遮さえぎり本音を吐はきだしたら、さくらは頰ほおを、その名のとおりの色に染めて。


「どうしたらいいか、わからないでしょう──言葉で愛しいとか、美しいとか繰くりかえしても、奥の奥までは届かない。わたしが知っているすべてを、あなたに教えます。その気持ちを示すには、きっとこのように……」


　両手を伸のばして、さくらは、秀影の頰にちいさく口づけた。


　視界のすべてが、桜色に染まる。


　すぐに離れて、見る見る紅潮するさくらに、秀影は呆ぼう然ぜんとして。


「い、いま、何をしたんだ──む、胸が、強く震えた」


「こ、これが愛の究極のかたちです、ええ、ほっぺにチュウ──と、呼びます。そうです、これが終点です。女の子のいちばん大事なものをあげたんです。どうです、感動しましたか？　こ、ここから先はまだもうちょっと……お互い思い出を積み重ねてから……」


　それは、いつか散りゆくさだめの、けれど燃えあがるような恋こいだった。
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　全身汗あせだくの目覚めだった。


　幽ゆう玄げんな桜さくら吹雪ふぶきの夢はかき消えて、両目を見開くと暗くら闇やみ。しばらく荒あらい呼吸を繰りかえし、銃じゆう弾だんでも撃うちこまれたように身み悶もだえした。悪夢など、見慣れているはずだったのに。今回の夢はあまりにも幸せで、貴すぎて──すべてがぐちゃぐちゃに踏ふみつぶされた今となっては、この上なく残ざん酷こくだった。


「はぁっ、ぐう……」


　頭を抱えて、歯を嚙かみしめた。


「う、う──」


　啜すすり泣くような声をあげて、しばらく秀影は唸うなった。


　ふと気づく。手のひらに触ふれる、違い和わ感かん。どうやら『鴉』の格好をしたまま眠ねむってしまったらしい。仮面越ごしの、やや狭せまい視界。そう、なぜか『大奥』のなかでは、『鴉』の仮面を外そうとすると頭に激痛が走るのだ。


　さくらに名乗ろうとしても、また同様に。どうしてだろうか、正体を明かせなくなっているのだ。理由は不明だ、想像もつかない。精神的なものかもしれない。


　この仮面は『腐肉食堂ハゲタカ』謹きん製せいの超ちよう技術の結けつ晶しようであり、見た目よりも快適で、様々な機能を有してもいる。装着したまま二カ月は活動ができるが、さすがに寝ね苦ぐるしい。おかげで悪夢を見てしまった。


　悪夢と呼ぶには、あまりにも甘美な──。


「ちょっと、あなただいじょうぶですか」


　こんこん、と何かを叩たたくような音とともに、心配そうな声が響ひびいた。


　まだ夢がつづいていたのかと、一いつ瞬しゆん疑ってしまった。ひいっ、と息を呑のんでしまったぐらいだ。横を見ると、ぼんやりと少女の姿が浮うかんでいる。幽ゆう霊れいみたいだ。


　否いな、ちがう──彼女は亡ぼう霊れいではない。


　生きていてくれたのだ。


「あのねえ」


　どうも蠟ろう燭そくで照らされているらしく、ゆらゆらとした光のなか、彼女──さくらは寝ね間ま着き姿のまま、ふたりの間を隔へだてる硝子壁シヨーケースに手を押しつけて、不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。


「『帰る場所がないから、今日はここで寝ねる。安心してくれ、迷めい惑わくはかけない』とか言ったのはあなたでしょうが。すでに迷惑ですよ、夜中に大声だしてもう……。何ですか、怖こわい夢でも見たんでちゅか、赤ちゃん怖かったでちゅねえ」


　嫌いや味みったらしく「ばぶばぶ」などと言ってみせて、さくらは目元を擦こすっている。


　愛らしい。抱だきしめたい。それはともかく、彼女の言うとおりに──秀影は『大奥』に泊とまりこんでいた。外と出入りするにはいちいち手続きが面めん倒どうだし、せっかくまたさくらと巡めぐり会えたのだ、距きよ離りをおきたくなかった。


　まだ『銀狼』とやらが姿を見せないので、出資者スポンサーとして認められるかはわからない。だが、だからこそさくらも立場の定まらない秀影を強制的に追い払はらうことができずに、言いくるめられてここで眠ることを認めた。


　どうせ、硝子壁シヨーケースがあるから秀影が邪じや心しんを抱いだいていたとしても、危険はない。


　そんな判断なのだろう。


　ずいぶんと剛ごう胆たんだが、さくらは消しよう耗もうしきって眠かったから、てきとうに許可しただけかもしれない。まぁ、とくに悪さをするつもりはないので、警けい戒かいされても困るが。


　ちなみに『大奥』全体の就しゆう寝しん時間は午後十一時に設定されているらしく、その時刻になると全体が消灯された。それまでに秀影は寝しん具ぐや生活用品を調達してきて（事務所に頼たのんだら用意してくれた）、ここに寝ね床どこをつくったのである。


　ちなみに透とう明めいな硝子壁シヨーケースに区切られた通路は建物のなかまで通っており、ここは畳たたみ敷じきの寝しん室しつだ。通路の面積としては部屋の四分の一ほどもなく、けして小こ柄がらではない『鴉』では、寝ころんで両手を広げることもできない。


「だから言ったんです、そんなところで眠れやしないって──出資者スポンサーになろうとするなんて、どうせ良いところのお坊ぼつちゃんでしょ、あなた……。つらかったら、今からでもおうちに帰ってよいのですよ」


「こんな時間じゃあ、門番が通しちゃくれないさ」


「急病だと言えばいいんです、『怖い夢を見たんだよぉ』でもいいですよ、きっと呆あきれて頭を撫なで撫でしたうえで外にだしてくれるでしょう」


　鼻で笑うような物言いだったが、秀影は理解している。ほんとうに秀影のことをどうでもいいと思っているなら、無視すればいいのだ。こうして声をかけて、馬ば鹿か馬鹿しいことを言ってくれるのは、こちらを心配してくれているからだ。


　さくらは、昔と変わらない──優やさしい女の子だ。秀影は、それを信じた。


　だから、秀影はそっと告げた。


「ありがとう」


「何がですか、嫌いやなこと言われて感謝するなんて、蔑さげすまれるのが好きな変態さんですか」


「そばにいてくれて、ありがとう。とても、安心する──」


「子供みたいなひとですね」


　その言葉を口にして、何だか嚙みしめるようにもぐもぐしてから、さくらは目を逸そらした。のっそりと自分の寝床に戻もどって、枕まくらに顔を埋うずめた。


「ともかく、もう夜も遅おそいんですから、寝てください。わたし、疲つかれてるんですから……。さっさと眠って、明日に備えたいんです。わかりましたね、頼みますよ……」


「うーむ。硝子壁シヨーケースで区切られているとはいえ、同じ部屋にいるのだ──さっさと寝てしまうのも勿もつ体たいない。できれば眠くなるまで、何かお話でもしてくれるといい」


「…………」


　さくらは胡う乱ろんげにこちらを見ると、深々と溜ため息いきをついた。お互たがいの布ふ団とんは、硝子壁シヨーケースを挟はさんですぐ間近にある。さほど広い部屋ではないのだ。顔の位置も、近かった。ほとんど同どう衾きんしているようなものだが、それでも遠い。


　秀影は寂さびしかった。


　すぐそばに、さくらの顔があるのを、何度も確かめてそれでも不安だった。


「駄だ々だをこねられても、わたしには何もできませんよ。あなたの頭を撫でてあげることも、手を繫つないであげることもできません」


　硝子壁シヨーケースに手を触ふれて、眠ねむたそうな、それゆえに甘くてか細い声こわ音ねで。


「せいぜい、届くのは──子こ守もり歌うたぐらいでしょうか」


「それは是ぜ非ひとも聞きたいな、さくらちゃんの声はきれいだから」


「あなた、どうしてわたしの名前……」


　彼女は『大奥』では『百手姫』という名前である。『大奥』に入った瞬しゆん間かん、彼女らは本名を、生おい立ちのすべてを捨てて将軍さまの所有物になる。だから、本名を知っているというのは、『大奥』以前にどこかで既き知ちである可能性が高いのだ。


「どこかで、お会いしたこと、あったでしょうか……？」


「俺は、ぐっ──」


　本名を名乗ろうとすると、また頭痛がする。頭ず蓋がい骨こつのなかで、ちいさな生き物が暴れまわっているような。必死で堪こらえようとしたが、無理だった。


「俺は」


　かろうじて、遠回りな発言ができたのみ。


「俺は、君と会ったことがあるよ」


　正体を、明かすべきではないのかもしれない。この痛みは、その警告なのかもしれない。秀影は、さくらのすべてを奪うばった。愛していたのに、守れなかった。彼女の心、身体からだ、家族、故郷──ぜんぶを、失わせたのは、間ま違ちがいなく秀影だった。


　怨うらまれているかもしれない。


　素す顔がおを見せたら、唾だ棄きされ、憎ぞう悪おをぶつけられるかもしれない。


　けれど、また会えて嬉うれしい──そばにいられるだけで、たとえ彼女が将軍さまの所有物『大奥』の生徒になっていても、以前のように愛しあうことが、ゆるされなくても……。


「さくらという名前は、捨てました。過去といっしょに」


　さくらの声が冷える。


　自分に言い聞かせるみたいに。


「だから、あなたなんて──知りません。今のわたしは、『大奥』女学院序列二十位『百手姫』、それ以外の何者でもない……」


「ぜんぶ忘れたっていうのか、何もかもを捨ててしまえば、痛みも思いださないですむと信じてるのか。どんなに願っても、誰だれも自分自身を捨てられやしない」


「捨てられますよ、忘れられます──それが賢かしこい大人の生きかたってやつです」


「噓うそだ、君は子供だ。だから忘れられない、まだ苦しんでいるはずだ」


「あなたに、わたしの何がわかるんですか」


「わかるよ、君を傷つけたのは俺だ」


　知らずにお互い、語気を荒あららげて──けれど、落ちつけ、と秀影は自責した。


　さくらを叱しかりつけても意味はない。彼女は必死で、磨すり潰つぶされそうな絶望と喪そう失しつに抗あらがっている。必要なのは、そんな彼女を叱しつ責せきする言葉ではなく、守り慈いつくしむ現実的な行動だった。


「俺は、君を助けたい」


　宣言すると、さくらは目を白黒とさせて。


「出資者スポンサーは、大変ですね」


　それが出資者スポンサーとして、自分が目にかけた生徒が勝ち進めるように励はげましている、下世話な発言に思えたのだろうか。今はそれでもいい、彼女が少しでも楽になるなら、どう思われても構わない。


「だけど、今からそんなに背負いこまなくてもいいんですよ。ここは、わたしたちの戦国ですし。あなたは、ただのお客さん。それに、あなたを出資者スポンサーと認めるかどうかは、『銀狼』姐ねえさんが──」


「俺が守りたいのは、君なんだ、さくらちゃん」


「よくわかりません。わたし、あなたを知りません……」


「せめて、君をさくらと呼んでもいいかい」


『百手姫』でなく、あのころ愛した少女の名前で。


　さくらは──自分の愛した少女は、まだ失われていないのだと実感したいから。


「べつに。それであなたが満足なら、好きにすればいいですけど」


　面めん倒どうになったのか、さくらは蠟ろう燭そくを吹ふき消して、布ふ団とんを目ま深ぶかにかぶって。


「だけど、できたら、あまり呼ばないで──せっかくの覚かく悟ごが、汚よごれてしまいそう」


「君は汚れたりしないさ、さくらちゃん。さぁ、子守歌を唄うたってくれ」


「覚えてたんですか。んもう、面倒な……」


　ぼやいて、さくらはしばらく押し黙だまっていたけれど──。


　やがて堪えかねたように、歌声が零こぼれだす。


　もう悪夢は見ない。秀影はそう信じた。
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　翌朝である。


『大奥』の朝は早い。


　そう理解したのは、久方ぶりの深い眠ねむりから目覚め、秀影が物音に気づいてかたわらに視線を向けたときだった。まだ時刻は早朝の五時ぐらいだと思うが、すでにさくらは起きており、寝しん具ぐや寝ね間ま着きはきちんと折りたたまれていた。


　さくらはすでに『大奥』の制服姿になっており、例の革帯ベルトはまだ巻いておらず、きれいな両りよう腕うでと生足を晒さらして何やら柔じゆう軟なん体操をしていた。


　彼女が身体を動かすたびに、舞まい踊おどる桜色の髪かみの毛が、色いろ鮮あざやか。


「美しい」


　思わず吐と息いき混じりにつぶやくと、聞こえたのか、向こうを見ていたさくらが気楽に振ふり向いてきた。


「おはようございます」


　昨夜の遣やり取りのおかげか、少しだけ態度が軟やわらかくなっているように見えた。


「寝ね坊ぼ助すけなんですね、普ふ段だんどんな生活してるんですか」


「君が早起きなんだよ」


「ま、ぐっすり眠れたなら、良うござんした」


　興味なさそうに言い捨てると、床ゆかにぺたんと尻しりをついて、長座体前ぜん屈くつ。それから、両足を開いたり、身体を横に傾かたむけたり。ぐにゃぐにゃ。


　軟なん体たい動物みたいだった。ずいぶん身体からだが軟らかい。


　秀影は寝具を片付けながら、ぼんやりと。


「それは何の体操なんだい──ははぁん、豊胸バストアツプ運動」


「殺しますよ」


　さくらは一いつ瞬しゆんぎらりと本気の殺意を眼光に宿らせて、くちびるを尖とがらせる。


「早朝は自由時間ですからね、訓練をしてるんですよ。わたし、両手両足ともに借りものですからね、馴らしリハビリが必要なんです。いつまでも、あの革帯ベルトに頼たよりきりってのも問題ですしね」


『大奥』の生徒たちの予定表は、秀影も把は握あくしている。『阿呆鳥』がくれた資料に載のっていたのだ。彼女らは午前十時ごろから授業を始めて、午後三時ほどにそれを終える。その後は課外活動などが行われるが、自由時間だ。


　常に殺しあいをしているような印象の彼女らだが、ここは教育機関でもあるのだ。通常よりは短めだが、授業もある。それを免めん除じよされているのは、序列が高く特権を有するいちぶの権力者のみだ。


　授業は欠席すると懲罰ペナルテイが科せられるらしく、休めないので、残りの自由時間をどう使うかが彼女らの運命の分かれ道ともいえる。


「ま、普段は比ひ較かく的にのんびりしてるんですが──今朝、通達がありましてね」


　ぐっぐと手のひらを握にぎったり開いたりして、さくらが呆あつ気けなくつぶやいた。


「次の対戦が決定したんです。一週間後、対戦相手は序列十位の『女王蜂』です」


「馬ば鹿かな」


　秀影は唸うなった。


「君は昨日、戦ったばかりだろう──競技スポーツ選手だってそんな頻ひん度どで試合はしない、消しよう耗もうがおおきすぎる、それに君は怪け我がをしてるんじゃないか。無む茶ちやだ、死ぬぞ」


「ええ、滅めつ多たにない事態です。ですが、仕方ないんですよ、今回の取り組みは──上位者からの挑ちよう戦せんは、基本的に拒きよ否ひできないことになってるんです。強制的に下位のものを対戦の場に引きずりだせる、それも上位者の特権ですから」


　淡たん々たんと、さくらは事実を語っている。


「ま、どうせ次に戦おうと思っていた相手ですから、都合はいいです──願ったり叶かなったりですよ。今度こそ、あの巨大なジヤイアント女をわたしの足あし下もとに這はいつくばらせてやるんですから」


「対戦相手は『女王蜂』と言ったね、君、いちど負けてる相手じゃないか……」


　秀影は『阿呆鳥』にもらった資料で、そのことを知っていた。およそ二カ月前、さくらは『女王蜂』と対戦し瀕ひん死しの重傷を負い、再起不能になりかけたのだ。


　資料によると、序列十位以上の生徒には重火器の使用が許可される。『女王蜂』は全身に銃じゆう器きを装備し、相手を蜂はちの巣すにする──ほとんど、人間のかたちをした戦車だ。


「勝てるわけない。いいや、今度こそ殺されるぞ」


「ま、皆みなさんそう言いますね。賭かけの倍率も、そんな感じですね」


　腕うでを十字に交差し、腰こしをひねって、さくらは微笑ほほえんだ。


「制限時間内──逃にげつづけることができたら、引き分けになります。最悪、それを狙ねらいますから、そんなに心配しなくても……」


「おくしたか」


　不意に、声がした。


「かてる　と　おもわば　かてぬぞ──さくら」


　さくらと秀影は、同時にそちらを見る。硝子壁シヨーケースの向こう側、さくらの間近で出入り口の扉とびらが開いて、ひとりの少女が姿を見せていた。


　涼すずしげな、まるで一本の小刀のような存在感だ。


　服装は武士か何かのような、前時代的な着流しだ。ただし、刀は差していない。鋼色をした髪の毛を、これまた侍さむらいのようなひとつ結いポニーテールにしていて、その髪の房ふさは動物の尻尾しつぽみたいに歩くたびに左右に揺ゆれる。


　さくらとはまたちがう、お人形さんか野生の獣けもののような無表情で、いまは眠そうに目元を手の甲こうでごしごしと拭ぬぐっている。草鞋わらじをぺたりぺたりと鳴らしながら歩いてくると、おおきく口を開いて大おお欠伸あくび。


　そんな彼女を見て、秀影は端たん的てきに。


「子供……？」


　と独りごちていた。


　そう、その少女はやたら幼かった。ほとんど、幼女である。十歳にも満たないように見える。あどけなく、いたいけである。未発達な胸むな元もとに尻しり、両手両足……。動きも、どこか不安定で、危なっかしい。抱だっこして「よしよし」とあやしていなければ、父パパと母ママを求めて泣きだしてしまいそうだ。


「失敬なことを言うものではありません」


　さくらが姿勢を正し、じろりと秀影を睨にらんできた。


　そして咳せき払ばらいをすると、誇ほこらしげに紹しよう介かいした。


「このかたこそ、『大奥』にそのひとありと謳うたわれた義ぎ俠きようの雷らい光こう☆無手勝流喧けん嘩か殺法の大おお御ご所しよ、『大奥』をさまよう終末の獣──序列六位、『銀狼』さまであらせられます」


　何だその二つ名みたいなのは。


　思いつつ、どうにも納なつ得とくできず、秀影は首を傾かしげる。


　このいかにも可愛かわいらしい、つまり頼りない女の子が──さくら＝『百手姫』の保護者であり、血なまぐさくも殺さつ伐ばつとした『大奥』でも畏おそれられる武ぶ闘とう派はの戦士なのか。とてもそうは見えなくて、秀影は疑わしげにぼやいた。


「この、ちっちゃい子が？　『銀狼』？　ほんとに？」


「こら、指さすな！」


　失敬すぎる秀影と大おお慌あわてのさくら、どちらにも頓とん着ちやくせず──『銀狼』らしき女の子はぽてぽて歩いてくると、物もの珍めずらしそうに硝子壁シヨーケースに手をつき、こちらを見てきた。


　肉にく食しよく獣じゆうじみた、黄金きん色の瞳ひとみである。


「えっと……」


　もしかして不敬なことを言ったせいで怒おこらせたのか、と秀影は居住まいを正し、どうしたものかと戸と惑まどってしまう。不思議そうに首を傾げられたので、とりあえず名乗った。


「あの、『銀狼』さんかい？　失礼したね、俺はえっと……『鴉』という、君たちの出資者スポンサーになりたいんだけど、許可をいただけるかな？　っていうか、その話はちゃんと伝わってるね？」


「おぬし」


『銀狼』のわずかに開いた口元から、たらり、と涎よだれが零こぼれた。


「よい　におい　が　する　で　ござる」


「は、はい？」


『銀狼』の発言は、一いつ瞬しゆん、意味がとれなかった。


　どうにも聞きとりにくい口調だった。抑よく揚ようがまったくないのだ。その視線を追って、どうやら秀影が昨日のうちに調達しておいた、『大奥』名物だという饅まん頭じゆうを見ているのだとわかった。


「もしかして、これかい？　食べたいの？」


　紙かみ袋ぶくろに収まったそれを持ちあげると、『銀狼』が好反応。


　こくこく頷うなずき、そのたびに尻尾のような髪かみの房が左右に揺れた。


　しかしまぁ、よく気づいたものである。硝子壁シヨーケースに密みつ封ぷうされているから、匂においもろくに届かないだろうに。本人すら忘れていた饅頭に、すぐ気づくとは……。


　やはり『銀狼』、只ただ者ものではないのかもしれぬ。食い意地が張ってるだけかもしれないが。


「その饅頭は──」


　さくらが眼光を煌きらめかせた。


「『大奥』有数の人気店、『篤あつ姫ひめ』の数量限定もみじ饅頭……。数時間並んでも入手困難な一品を、いったいどこで……」


「え？　これ、そんなにすごいものなの？」


　びっくりして、秀影は手元のそれを見る。ふらふら歩いていたら売り子っぽい女の子に声をかけられ、お役所をとおして届けられたものなのだけど……。お金すら払はらっていない。どうも、こちらを出資者スポンサーだと思って、特別にご奉ほう仕ししてくれたらしい。


「ふぅむ、驚おどろいた──どのような味がするのだろう、試しにひとつ」


「…………」


『銀狼』が尻尾しつぽ（？）を全力でふって凝ぎよう視ししてくる。居たたまれなくて、取りだした饅頭を抱かかえて移動すると、ついてきた。試しに饅頭を手に持って左右にふると、それにあわせて『銀狼』は手を伸のばし、硝子壁シヨーケースに頭を「ごんごん」ぶつけて無む駄だなあがきをしていた。


「あはは、この子、可愛い～」


「こら！　『銀狼』姐ねえさんで遊ぶな！」


　さくらがお叱しかりを放ち、『銀狼』をそっと抱だきよせてこちらを睨んできた。


「食べ物でつって出資者スポンサーの立場を買おうとは、なかなか考えましたね恥はじ知しらず──けれど、『銀狼』姐さんを侮あなどらないでください、その程度の誘ゆう惑わくなど」


「さくら　せっしゃ　まんじゅう　たべたい」


「あぁん、姐さん！　そんなもの、後でわたしがいくらでも買ってきてあげますから！　今は我が慢まんしてください！　あいつはあれを餌えさにしてわたしたちを意のままにするつもりなのです！　浅ましい男なんです！」


「でも　たべたい　いま　たべたい」


　涎まみれの『銀狼』の口元を、手ふきハンカチで拭ぬぐって、さくらは溜ため息いきをついた。


「姐さん、どうせ今すぐに食べるのは無理ですよ──あちら側からこちら側へ何かを提供するには、役所の手続きが必要で何時間かかかりますし。硝子壁シヨーケースがあるせいで、直接何かを遣やり取りすることはできませんし……」


「ぜひ　も　なし　ぶち　やぶる」


　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、硝子壁シヨーケースに手をついて本気の目をする『銀狼』だった。殴なぐって硝子壁シヨーケースを破は壊かいするつもりだろうか。『熊女』の大爆ばく発はつでもようやく亀き裂れつが走った程度のこの壁かべを、そう簡単に破壊することはできないと思うのだが。


「だ、だめですって姐さん！　こないだ同じことしてものすごく怒られたでしょ!?　おかげでこんな辺へん鄙ぴなところに『銀狼長屋』を引っ越こしさせられたんですから！」


「でも　まんじゅう……」


「武士は食わねど高たか楊よう枝じです、姐さん！」


「はら　が　へって　は　いくさ　が　できぬ　で　ござる……」


　そんな会話をしているふたりは、保護者と扶ふ養よう家族、師し匠しようと弟で子し、序列上位者とその部下というより、何だか仲の良い姉妹のようだ。それも、さくらのほうがお姉さんみたいだ。『姐さん』という呼こ称しように違い和わ感かんすらある。


　だが、『阿呆鳥』の資料が正しければ、『銀狼』はとんでもない大人物だ。


　東北の雄ゆう、奥州全域を支配する独どく眼がん竜りゆう・伊達だて政まさ宗むねを祖とする血統をもつ姫君。見た目に反して年ねん齢れいは二十歳はたちらしく、『大奥』に入学してから数えて四百戦以上をこなし、そのすべてに無傷で勝利している。


　その華か麗れいな戦績に比して、序列六位というのは低すぎる気がするが──諸事情あって、彼女はかたくなに序列五位以上に昇しよう進しんしようとしないのだ。五位以上のものも、迂う闊かつに『銀狼』に挑いどんで敗れ、今の地位を失いたくないので仕し掛かけてこない……。


　序列一位の、つまり『大奥』の頂点に立つ『絲あら妃くね』も、一目置いているという──実力でいえば『大奥』最強との噂うわさもある、女たちの戦国における天下無む双そう。


「そんな大層なひとには見えないけどなあ」


　秀影のぼやきに、さくらは顔を真っ赤にして憤ふん激げきし、『銀狼』をぎゅっと抱きよせる。


「の、能ある鷹たかは爪つめを隠かくすんですっ」


「かくしまくり」


　ぶいっ、と指ふたつピースサインをされてしまった。


　どんどん自分の敬愛する師匠が侮られていくのに堪たえかねたのか、さくらは地じ団だん駄だを踏ふみ「ね、姐さんはほんとはすごいんです、すごいんだぞーっ！」と騒さわいでいた。
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「それより、姐さん」


「きいておる」


『銀狼』が着流しの袂たもとに手をつっこみ、瞑めい目もくする。


「みっちり　しごいて　やる　で　ござる」


「ええ、お願いします──『銀狼』姐さん。正直、『女王蜂』相手にどう戦えばいいのか、見当もつきません。わたしを鍛きたえて、導いてください」


『銀狼』はあちこちほっつき歩く習性があるようだが、今回にかぎっては、弟子のさくらが窮きゆう地ちとあって駆かけつけてくれたのだろう。すでに、『百手姫』と『女王蜂』が一週間後に対戦することは『大奥』中で噂になっているにちがいない。


「それに伴ともなって、これから一週間は、授業を休んで訓練したいと思います」


　さくらの宣言に、秀影がつっこんだ。


「でも、懲罰ペナルテイがあるんじゃないのかい」


「ええ──でも、懲罰ペナルテイが執しつ行こうされるのは早くても一週間後以降……、その前に『女王蜂』に負けて死んだら関係ありませんし、すべてを捧ささげてでも努力しなければ、とうていあいつには勝てません。仕方ないですよ……」


　秀影は心配になる。『大奥』といえば、無数の規則に縛しばられていて、おまけに懲罰ペナルテイがきついことで有名である。髪かみの毛をすべて剃そられたり、携けい帯たい電でん話わを叩たたき割られたり……。もっと酷ひどくて残ざん酷こくな噂もあるが、さくらたちの気楽な態度からいって、そっちは眉まゆ唾つばだろうけど。


「懲罰ペナルテイは、たいしたものではありませんよ。わたしたちは将軍さまの所有物、という建前ですからね──その持ち物を傷つけるような真似まねはされませんって。まぁ、心配しないでください、それよりも当面の問題は『女王蜂』に勝てるかどうか、です」


「てき　を　しり　おのれ　を　しれば　ひゃくせん　あやうからず」


　うんうん頷うなずき、『銀狼』が断言した。


「おしえられること　は　すべて　おしえてやる　で　ござる」


　と言ったそばから、そのお腹なかが「きゅうん」と可愛かわいらしく音をたてて、格好がつかない。さくらは苦く笑しようして「姐ねえさん、お腹すいてるんですね。これ食べて元気だしてください」と木箱に収まったよもぎ餅もちを差しだした。


「おぉ　これは……」


　お気に召めしたようで、あんこで口元を汚よごしながら、『銀狼』はぱくつく。


「あまみ　が　しみわたる　で　ござる……☆」


　そんな彼女を満足そうに眺ながめて、さくらはおもむろに『銀狼』の背後に廻まわり──そっと、置かれていた竹刀しないを拾いあげた。そして息を殺し、足音を消して、愛らしく尻尾しつぽ（？）をぱたぱた揺ゆらしている師し匠しようの背後で必殺の構えをとって。


「油断大敵……」


　きゅぴぃん☆と眼光を輝かがやかせた。


「死ねえええ！」


　いったい何を──と秀影は慌あわてて声をあげたが、さくらがものすごい勢いで振ふりおろした竹刀は、しかし、むなしく空から振ぶりして床ゆかを強したたかに打つだけだった。


「………!?」


『銀狼』が消えた。いったい、どこに──。


「みじゅくもの」


　声は、さくらの真上から聞こえた。


　いつのまにか、よもぎ餅を大事そうに抱かかえたまま、『銀狼』がさくらの頭に「ちょこん」と腰こしかけていた。いつ移動したのか、まったくわからなかった。


「ふいうち　など　ひゃくねん　はやいわ」


『銀狼』は完食したよもぎ餅の木箱で、えぐい音をたててさくらのおでこを打った。信じがたい勢いで、さくらが床に叩きつけられる。桜色の髪が真上に跳はねた。


　寸前、『銀狼』はくるくると回転しながら跳ちよう躍やくし、着地。


　爪つま楊よう枝じで歯の間をこそぎながら、ぞんざいに手招きする。


「はらごなし　に　あそんで　やろう」


「こンの……！」


　さくらはようやく顔をあげると、竹刀を正しい姿勢できっちりと構え、床を蹴ける。革帯ベルトの補ほ佐さがないせいか、その動きは常人の範はん疇ちゆうに収まるものだったが──じゅうぶんに機き敏びんで、そして洗練されていた。並の相手なら、大の男でも薙なぎ倒たおしただろう。


　だが面、胴どう、突つき──とお手本どおりに繰くりだされたさくらの攻こう撃げきを、『銀狼』は驚おどろくことに爪楊枝で止めた。何が起きてるのかさっぱりわからない。さくらの鬼き気き迫せまる大おお振ぶりを、最低限のちからをちょっと加えて停止させているのだ、とすぐに理解した。


　神かみ業わざである。


「でりゃぁあああ！」


　埒らちが明あかないと思ったか、さくらの大上段からの渾こん身しんの一いち撃げきが放たれたが。


　それを見み越こしていたか、『銀狼』は今度は止めずに、避さけて踏ふみこんだ。


　野生動物みたいに無む駄だのない動きだ。


「りきみ　かくど　はやさ──たらぬ　たらぬ　たらぬ」


「ではっ……」


　やばいと判断したのか、さくらが跳躍し後方に退たい避ひ。ちからいっぱいに反動をこめて再び踏みだし、『銀狼』を迎げい撃げきせんとする。


　横よこ殴なぐりの一いつ閃せん。


「より強く、より鋭するどく、より速く!!　さすれば、人間は機き関かん銃じゆうの弾だん丸がんすら潜くぐり抜ぬけ、先手をとり、仕留められるというわけですね……！」


「ばかもの」


『銀狼』は呆あきれたようにしゃがみこんでその一撃を避け、ついでに素す早ばやく足あし払ばらいを繰りだしてさくらを宙で一回転させる。そのまま頭から落ちて、さくらは「ぎゃん!?」と呻うめいた。


「だんがん　より　はやく　うごける　にんげん　が　おるか　あほう」


　溜ため息いきをついて。


「さくら　おまえ　は　つよい。だが　まっすぐ　すぎる　で　ござる──さいしょ　の　いちげき　は　よかった。あのように　さく　を　こうじろ。おまえは　かしこい　の　だから。ちからまかせ　では　『じょおうばち』は　おとせぬぞ」


「ひ、卑ひ怯きような手段を使えということですね」


「しかり」


「でも、どうすれば──全方位に連続射しや撃げきをしてくる『女王蜂』に、死角はありません。あいつにはあの奥の手もありますしね。『女王蜂』は非人間的なほどに冷静で、慎しん重ちようですから。罠わなに嵌はめるにしても、不意打ちするにしても、難しいですし……どうすれば」


「われ　に　ひさく　あり」


　ぶいっと指を立てる『銀狼』に、さくらは破顔してぷるぷる震ふるえると──。


　竹刀しないを放ほうりだして、『銀狼』に抱だきついて頰ほおずりした。


「さっすが姐ねえさん！　頼たよれるひとなんだからぁ──そして可愛かわいい！　好すき好きっ♪」


　もっふもっふ。


　全力で抱ほう擁ようしてくる妹分を、『銀狼』は嫌いやそうに「あつくるしい」と押しのける。


　そして、あくまで冷れい淡たんに告げるのだった。


「すべて　を　かけて　まん　に　ひとつ　ぞ」


「最初から分が悪いんです、万に一つでも可能性があるなら儲もうけもの──とはいえ、試合までにあの『女王蜂』が何もしてこないわけがない……」


　さくらは思案げに、遠くを見み据すえて。


「その万に一つを確実に得るために、最善を尽つくさなくては。暗殺などに備そなえて、ぎりぎりまで革帯ベルトをつけて生活するべきかもしれませんね。『水蛇』を呼ばないと──」


　そんなことを、語っていたときだった。


　閉じられていた出入り口の扉とびらが、音をたてて開いた。


　噂うわさをすれば影かげと思ったのか、さくらが「『水蛇』？」と言いながらそちらに視線を向けて、不意に青ざめると竹刀を拾って身構えた。


「近ごろは、お客さんが多いですね……」


　姿を現したのは、ひとりの女の子だった。なかなか可愛らしい、華きや奢しやな少女なのだが、泣き癖ぐせがついているような表情をしていて、どこか弱々しい。


　秀影には見覚えがある。


　たしか昨日、茂しげみに隠かくれてしゃがみこんで泣いていた、いじめられっこの少女だ。


　何でここに？


　彼女はおどおどしながら顔をだして、竹刀を向けるさくらに気づくと、びくっと反応した。


「あ、あのう──」


「その腕わん章しよう」


　少女の肩かたのあたりに巻かれた、黄色と黒の腕章を見て、さくらが顔をしかめる。


「『女王蜂』の家臣団レギオン『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の……さすがに手が早い、もうわたしを始末するために刺し客かくを送りこんできたわけですね、『女王蜂』は！」


「え？　え？　あのう、『蜜蜂』はそのう──」


　状じよう況きようがわからないらしく、狼ろう狽ばいする少女に、さくらは「問答無用！」と挑いどみかかる。「ひゃうん!?」と頭を抱かかえて怯おびえる『蜜蜂』とやらの鳩尾みぞおちに、遠えん慮りよなく突つきをぶちこんだ。


「きゅぷう!?」


　変な悲鳴をあげて、『蜜蜂』はあっさりと後ろ向きに倒たおれ──。


　くるくる目を回して、失神してしまった。


「弱っ」


　さくらが驚おどろいて目を見開き、素早く距きよ離りをおいた。


「気をつけてください、『熊女』みたいに自じ爆ばくするかも……!?」


「かやく　の　におい　は　せぬぞ」


『銀狼』が不用意に『蜜蜂』のもとへ歩み寄って、くんくん匂においを嗅かいでいる。秀影はようやく反応できるようになって、ちからなく呼びかけてみた。


「あの、いきなり攻こう撃げきするのは酷ひどいんじゃないかな……その子、悪いことを企たくらんでそうには見えなかったし。刺客にしては弱いし……。戦うつもりはなかったんじゃないの？　何か話したいことがあったんじゃない？」


「あなたに何がわかりますか──この娘こは敵の部下で、ここはわたしたちの陣じん地ち。不用意に侵しん入にゆうしてくるなんて、刺客と疑われても仕方ないでしょう。……まぁ、とりあえず拘こう束そくして、無力化してから話を聞いてみましょうか」


　などと言いながら、さくらは丁てい寧ねいにそのへんにあった紐ひもで『蜜蜂』を縛しばり始める。


　殺すこともできただろうに、最低限の攻撃のみで、疑わしい相手にも対応する。


　何だかんだで、さくらはやっぱり優やさしい女の子だ──と秀影はうんうん頷うなずいた。
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『いろいろ動き始めてるみたいだねえ』


　電話の向こうで、『阿呆鳥』が告げてきた。


　様々な事情が錯さく綜そうし、自分ひとりでは対応しきれなくなったことを自覚した秀影は、この言動はてきとうだが頼れる先せん輩ぱいに相談したのである。無論、さくら＝『百手姫』との関係はある程度ごまかしたが……。


『阿呆鳥』は意外なほどあっさりと「『百手姫』に協力したいんだ」という秀影の気持ちを汲くみ取って、ちからを貸してくれるようだった。


　親切すぎて気になるが、ともあれ都合はいい。


「当面の最大の課題は、来週に迫せまっている『女王蜂』との対決なんだ。そこを乗りこえなくちゃ、さく──『百手姫』は……」


『それもいいけど、『大奥』の噂うわさ話ばなしを集めるのも忘れずにお願いね？』


「わかってる」


　正直忘れかけていたが、情報などの見返りとしては安いものだ。


『阿呆鳥』はそれすら見み透すかしているようだが、のほほんと。


『『大奥』の外でしか調べられないことがあるのと同様に、奥深くまで踏ふみこまなくちゃわからない事実がある──二に人にん三さん脚きやくでやっていこうよ、『鴉』ちゃん』


「すまない」


『いいの、『鴉』ちゃんはあたしの弟みたいなもんだから……。それに、あたしにとってもちょっと他人ひと事ごとじゃないんだなあ』


　謎なぞめいたことをつぶやいてから、話を切りかえるみたいに。


『わかった、とりあえず『女王蜂』っての調べてみる。時空間爆ばく弾だんの影えい響きようによる異能力は、その出身地におおきく左右される──その素す性じようをつきとめるだけでも、かなり相手の戦法とか読み解きやすくなると思うしね』


「助かる」


　心から感謝した。


　過去、さくらとの一件から──喪そう失しつ感かんにやさぐれて、たましいが抜ぬけたようになっていた秀影。そんな自分を何かと気にかけて、世話を焼いてくれたのが『阿呆鳥』だ。あのとき、彼女が優しくしてくれなければ、きっと生きてはこれなかった。


　死んでしまったら、またこうしてさくらと再会することもなかった。


　さくらにとっての『銀狼』が、自分にとっての『阿呆鳥』なのだろう。


　恩人だし、きっと──。


『なぁに、改まっちゃって』


『阿呆鳥』はけらけら笑った。


『あたしらは相棒じゃない、心の友よマイ・デイア──困ったことがあったら、何でもおねいさんに相談してくれたらいいのさ』


「うん、姐ねえさん」


『…………』


『阿呆鳥』は珍めずらしく、ひっくと息を詰つまらせた。


『ふ、不意打ちはやめようよ。んもう、可愛かわいいなぁ『鴉』ちゃんは。んふふ、あたしの弟になりたいんだ？　大だい歓かん迎げいだよ？　毎日甘やかすよ？　どっぷりだよ～？』


　照れたように冗じよう談だんめかして告げてから、やや早口に。


『じゃ、じゃあ切るね。あんまり長話して怪あやしまれてもしょうがないし』


「そうだな、『大奥』の警備体制は厳重だ、盗とう聴ちようされていないとも限らない」


　むしろ、『大奥』のなかにまで電波が届いたことが驚きである。『腐肉食堂ハゲタカ』謹きん製せいの携けい帯たい電でん話わだからか、他ほかに何か理由でもあるのか……。


『じゃね、がんばって──『鴉』ちゃん』


「うん、姐さん」


『姐さんはやめい！』


　大声が響ひびいて、電話が切れた。


　ちょっと楽しい。


　しばらくはこの方向でおちょくれるなと思いつつ、かたわらを眺ながめて。


「うーむ、どうしたもんか」


　独りごちた。


　硝子壁シヨーケースの向こう、寝しん室しつには──丈じよう夫ぶそうな縄なわで椅い子すに縛しばりつけられた、『蜜蜂』という少女が無造作に放置されている。


　ちなみに、さくらたちは思いの外に深く失神した（おそらく睡すい眠みん不足だったのだろう……とか）『蜜蜂』を置いて、授業の欠席をするための手続きなどをしに行ってしまった。


　とりあえず『銀狼』は『鴉』を出資者スポンサーとして認めてくれたようで（『篤姫』のもみじ饅まん頭じゆうを献けん上じようしたのが効果的だったように思う）、その届け出もしてきてくれるらしい。


　一いつ緒しよに行きたいと申し出たのだが、誰だれも捕ほ虜りよ（？）の『蜜蜂』を監かん視ししておかないのは危ない、とかで居残りを命じられてしまった。『鴉』がいても、硝子壁シヨーケースがあるから『蜜蜂』が悪さをしたらどうしようもないのだが……。


「う……ん」


　やることもないので『阿呆鳥』からの資料を眺めていたら、可愛らしい声が響いた。


　見ると、『蜜蜂』が身をよじって、うっすらと目を開いているところだった。


「こ、ここは──はわわっ」


　慌あわてて周囲を見回し、自分が拘こう束そくされていることを知って、『蜜蜂』は青ざめる。


「おはよう」


『鴉』はふつうに挨あい拶さつをして、状じよう況きようを説明してあげた。


「うう、勘かん違ちがいされちゃいましたあ──べつに刺し客かくとかじゃないのに、しくしく」


　ひとによっては不快に思えるほどおおげさに、『蜜蜂』は声をあげて啜すすり泣いた。


　それから、不思議そうに。


「えっと、あなたは……。たしか、どこかで」


「俺は『鴉』という。訳あって『銀狼長屋』の出資者スポンサーになっている」


　まだ確定ではないが、ややこしいので。


「すまないね、さく──『百手姫』が酷ひどいことをして、どこか痛んだりしないかい？」


「い、いいんですう。敵の陣じん地ちに踏みこむなんて、殺されたって仕方ないんですから」


「そこまでの危険を冒おかして、何でここにきたの？　やっぱり、『百手姫』の暗殺を──」


「そそそ、そんな！　滅めつ相そうもないですう！　『蜜蜂』の実力じゃあ返り討うちですう！」


『蜜蜂』はうろたえて、恐おそろしそうに身を震ふるわせた。


「『蜜蜂』程度の序列じゃあ、『百手姫』なんて雲上人ですう」


　この子は序列何位ぐらいなのだろう。弱そうだけど……。


　などと失礼なことを考えつつ、秀影は持ち前の純じゆん朴ぼくさでふつうに尋たずねる。


「暗殺とかじゃないなら、何でこんな場所に──自殺しにくるようなもんだろ」


「み、『蜜蜂』は、『百手姫』に頼たのみたいことがあったんですう」


　その裏のない、何気ない秀影の態度に、『蜜蜂』の口はつい軽くなる。


　偉えらい上司や気を許せない同どう僚りようには語れない愚ぐ痴ちも、関係ないお友達には気楽に喋しやべれる、みたいな感じで。


　だが口調の軽さとは裏腹に、その内容は深刻だった。


「『女王蜂』さまを、殺してもらいたいんですう」


「穏おだやかじゃないね」


　秀影は仮面の奥で眉まゆをひそめて、小首を傾かしげる。


「君はその『女王蜂』とやらの部下なんだろう、どうしてそんな──」


　問うと、『蜜蜂』は可か憐れんなほっぺたにポロポロと涙なみだの粒つぶを零こぼした。


「何もかもが、変わってしまったんですう。むかしは、『蜜蜂』が『大奥』に入ったころは、楽しかった。幸せでした。『女王蜂』さまは優やさしくて、『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』のみんなは仲良しで、他ほかの連中がどれだけ残ざん虐ぎやくでも、自分たちだけはひとの誇ほこりを失わずに、支えあっていこうって──そんな雰ふん囲い気きだったんですう」


　両手を縛られているから、涙を拭ぬぐうこともできないまま。


「だけど、『女王蜂』さまは別人みたいに変わってしまった──いまのあのひとは、ただの暴君ですう。『蜜蜂』には、友達がいました。いちばんの親友でした。変わってしまった『女王蜂』さまに意見を述べようと、入浴中の『女王蜂』さまに直じき訴そしに行って、そして二度と戻もどってきませんでした」


　声が震えている。演技ではないと信じたかった。


「みつ、『蜜蜂』は、友達が消えちゃう『大奥』なんていやです。誰も笑わない、いつもひとを陥おとしいれて、殺すことばかり考えている『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』がいやです。何を考えてるかわからない、恐ろしいだけの『女王蜂』さまも。変な手つきで触さわってくる『雀蜂』さまも。いじめてくる『熊蜂』さまも。みんなみんないやです、いやっ、いやあ……」


　首を振ふって、『蜜蜂』はむせいだ。


「いやだ、気持ち悪い、終わらせたいです──『女王蜂』さまがいなければ、いなくなれば、また昔みたいに……ひ、ひぐっ、ぅええええええ」


「それで、『女王蜂』の対戦相手である『百手姫』に、会いにきたのかい」


　仕えることを望んだ主君を、討ってほしいと望む。それはどんな心理だろうか。秀影には、わかる気がした。むかし、何も疑わずに、将軍を──父を信じていた。その言葉が神の託たく宣せんであるかのように、唯い々い諾だく々だくと従っていた。


　裏切られた。


　最も無む惨ざんなかたちで。


　秀影は打ち砕くだかれすぎて、父への殺意を抱いだくことすらできずに、抜ぬけ殻がらになったけど──少しでも自分が強ければ、全身全ぜん霊れいをもって、『蜜蜂』のようにすべてを壊こわしたその原因を排はい除じよしたいと望むかもしれない。


「わかった」


　秀影は頷うなずき、真っ直すぐに告げた。


「『百手姫』にそのこと、伝えてあげる。できれば、一いつ緒しよに頼んであげるよ」


「し、信じてくれるですか、『蜜蜂』の言うこと──」


「？　君は噓うそをついてるのかい？」


「そんな……」


　ちからなく首をふる『蜜蜂』に、秀影は首を傾げる。


「じゃ、信じるよ」


「何で、そんなに──あなた、ひとに裏切られたことないんですか？」


「あるよ」


　手て酷ひどく、踏ふみにじられたことがある。


　だからこそ。


「俺は他人を疑って苦しみながら暮らすよりも、信じて騙だまされたいと思うよ」


　その言葉を、理解できないというように──『蜜蜂』は当とう惑わくして。


　はじめて、ほのかに微笑ほほえんだ。


「へ、変なひとですう。き、きっと、すぐに死んじゃいますう。でも、ありがとう。『蜜蜂』のこと信じてくれて、す、すごく、嬉うれしいですう……」


　そしてまた泣きはじめてしまった。


　秀影は苦く笑しようし、ふと物音がするのに気づいて「『百手姫』たちが帰ってきたかな？」と様子を見にいくことにした。『蜜蜂』を、そっとしておきたかったのもある。


　扉とびらを開き、通路を進んで、少し歩くと。


　いちばん奥の扉の向こうから、女の子たちの声が響ひびいている。帰ってきていたのだ、けど何で別室に？　そう思いながら、施せ錠じようされていない扉をあっさりと開いた。


「さくらちゃん？」


　そこには桃とう源げん郷きようが広がっていた。


「うふふふ、逃にげないで『銀狼』姐ねえさん。あぁ姐さん、何て可愛かわいいの……」


「こわい　さくら　こわい」


「あんたら仲良しよねぇ」


　三人の女の子がいる。桜色の髪かみの毛を揺ゆらして、両手をわきわき動かしているさくら。その正面にちょこんと腰こしかけ、全身を緊きん張ちようさせている『銀狼』。いちばん奥には、いつ合流したのか──薬くす師し『水蛇』が呆あきれた表情で肩かたをすくめている。


　全員が一糸もまとわぬ全ぜん裸らだった。


　当然、ここは風ふ呂ろ場ばなのである。


　きれいに磨みがかれた桃もも色いろのタイル。ふわふわ泡あわあわが湯船から溢あふれて、あちこちに浮ふ遊ゆうし、また付着している。湯船に浸つかっているのは『水蛇』だけで、さくらと『銀狼』はちょうど身体からだを洗っているところらしく、ばっちり見えた。


「さぁ姐さん今日という今日はお風ふ呂ろ嫌ぎらいのあなたを足の裏から爪つめの裏までうふふうふふふ──怖こわくないですから汗あせを流すだけでそう背中を流すのは日ひ頃ごろの感謝の証あかしであぁ姐さん姐さんなんてきれいなの……」


「ふろ　は　すかぬ　におい　が　おちる」


「だめです姐さん女の子なんだからキレイキレイにしないと綺き麗れいきれい──あぁんすべすべつるんつるんで姐さんったらマジほんと女の子なんだからぁああ姐さん姐さん『銀狼』姐さんもう食べちゃいたい……」


　目の前にある『銀狼』の背中を、舐なめそうな勢いで洗っていたさくらが、不意に気配に気づいたか──棒立ちになっている秀影のほうに視線を向けた。
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　数秒、硬こう直ちよく。


　その間に、『銀狼』はやばい雰ふん囲い気きのさくらから逃のがれ、前を隠かくしもせずに硝子壁シヨーケースまで歩いてくると「どんどん」叩たたいて涙なみだ目めで呼びかけてきた。


「『からす』　たすけろ　さくら　が　こわい」


「あら、意外と大だい胆たんなのね──」


　さすがにこちらは羞しゆう恥ち心しんがあるのか、『水蛇』が湯船に深く肩まで潜もぐって、溢れた泡で身体を隠す。それでも、ほんのりと赤らんだ肌はだが色っぽい。


「理解したぞ」


　秀影は丸出しの『銀狼』に間近から見あげられつつ、あまりの事態に呆ぼう然ぜんとなっているさくらに、うんうん頷いた。


「各種の手続きを終えて、敵の暗殺者に狙ねらわれるかもしれないから仲間の『水蛇』と合流──今朝の訓練の汗を流そうと、みんなでお風ふ呂ろをしていたのだな。いや、失敬。とても反省している。嫁よめ入いり前の女の子のはだかを見てしまうなど、俺はとんでもないことをしてしまった。だけど心配はいらない、君たちは美しい……」


「言いたいことは、それだけですか」


　さくらは片手で慎つつましくも可愛らしい胸むな元もとを隠すと、項うな垂だれて、なぜか風呂場の隅すみに置いてあった刀置きに手を伸のばし、自分の日本刀を片手で抜ばつ刀とう──。


　毒々しい紫むらさき色いろの花びらが舞まい散って。


「ほんとうに、美しい」


　目を逸そらすこともなくガン見している秀影の、眉み間けんのあたりに、さくらが硝子壁シヨーケースを貫つらぬかんばかりの勢いで日本刀を突つき立てた。


「そう言えば何でもゆるされると思うなよ──この破は廉れん恥ち漢がぁああああああああ!!」


　日本刀から噴ふん出しゆつした正体不明の毒花粉が、通気性せいのある硝子壁シヨーケースをすりぬけて秀影の全身に絡からみついた。


　痛みと苦しみに悶もん絶ぜつし、『蜜蜂』のことを伝える余よ裕ゆうなどはなかった……。
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　あぁ退たい屈くつじゃ面めん倒どうじゃ、苛いら々いらする、兄者上に会いたい──そんなことを、豊臣黒姫は考えていた。ぼうっと突っ立って、その目には何も見えず、その耳には何も聞こえない。


　むかしから、黒姫にとって兄の秀影は特別だった。将軍家の娘むすめは一定の年ねん齢れいになると『大奥』に隔かく離りされ、英才教育を施ほどこされる。なぜなら将軍の娘とは次期将軍──つまり、次代のこの国を、世界を支配するものを産むかもしれない大事な身体で、貴重な財産で、血の繫つながった兄きよう妹だいといえども異性に触ふれることも、会話を交かわすこともゆるされない。お宝が、万が一にでも汚けがれてしまってはいけないから。


　黒姫と秀影は特別だった。幼いころから兄は自己主張の少ない、流されるままに生きている、ひとによっては『愚ぐ鈍どん』『無能』と囃はやしたてられる少年だった。だから、黒姫は頼たよりない兄を支えて、守って、教え導いて、ちいさな自尊心を満足させていた。


　お年とし頃ごろになり、兄と引き離はなされて、支えられていたのは──甘えていたのは、救われていたのは、自分のほうだと理解した。依い存ぞんしていたのだ、骨の髄ずいまで。


　いるのかいないのかわからぬ父と、残ざん忍にんな母と、こちらを蝶ちようよ花よとびくびくしながら育てる家臣たち……。人間の温かみがない世界で、黒姫を抱だきしめてくれるのは兄だけだった。


　愛している。


　あらゆる意味で。


　すべてを捧ささげてもいい。


　文字どおり、すべてを。


　豊臣の血を継つぐ子供を産む。それだけを求められ、さらに実母によっておぞましい存在として生を受けさせられた自分が、世を儚はかなまずにこうして生き恥はじをさらしつづけているのは。


　ぜんぶ、あの情けない兄を、放っておけないからだった。


　兄はいちど、あのさくらとの一件で──破は壊かいされ、踏ふみにじられ、弄もてあそばれてしまった。再び同じことが繰くりかえされたら、もう元には戻もどらない。だから、黒姫は命いのち懸がけでも秀影とさくらの再会をゆるさない。もし再び巡めぐりあえたことがあったとしても、あのときのような悲劇にならぬよう……。


　布石を打ち、策を講じ、横車を押すには権力がいる。


　だから嫌いやでたまらないけど、黒姫は女たちの戦国にて舞い踊おどる。


「ひいひひ！　黙だまりこんじまってどうしたのォ──」


　目の前に、奇き妙みように細長い女が立っている。まとっているのは『大奥』の制服ですらなく、身体からだにぴっちりと貼はりつく水着のような代しろ物ものだ。他人を惨ざん殺さつするのが三度の飯より好きです、みたいな顔つきで、頭からふたつのびた細長い髪かみの房ふさも毒虫の触しよつ角かくじみている。


『大奥』には珍めずらしくない、戦うことに特化したのが丸わかりの見た目である。『大奥』の生徒は基本的に将軍さまに可愛かわいがっていただくことが目的なわけで、見み目め麗うるわしいお姫様が多いが、戦せん闘とう能力が飛び抜ぬけて高ければそんなもの二の次、三の次……。


　ぼんやりしている黒姫を、怯おびえていると解かい釈しやくしたのか、女は舌なめずりをする。


「まぁ、怖おじ気づくのも仕方ないかぁ──アタシは『大奥』でいちばん恐おそろしい女、三姉妹の長女『熊くま虫むし』！　妹がみじめな死に様を晒さらして気が立ってるンだ、せいぜい可愛く鳴いてあたしの苛いら立だちを晴らしてちょうだいよォ！」


　弱い犬ほどよく吼ほえる。


　だがわかりやすい自己主張パフオーマンスに、硝子壁シヨーケースの向こうにいる聴ちよう衆しゆう──身なりのいいお大だい尽じんたちは盛りあがる。観客を喜ばせれば誰だれかが出資者スポンサーとなってくれるかもしれないし、そうしたら良い生活ができる。なかには下着を見せたり、いやらしい仕草をする生徒までいる。


　黒姫には興味がない。『大奥』には無理やり押しこめられたのだし、兄以外の好意など欲しくはない。こちらへ向けられる男たちの好こう奇きと期待の視線には、鳥とり肌はだすら立ってくる。


　教室をもした死し聴ちよう覚かく室。並んだ机のひとつにぼんやり腰こしかけて、黒姫は振ふり袖そで姿であらぬ方向を向いている。その顔面には、素す性じようを隠かくす無機質な仮面が嵌はめられている。仮面には独眼の模様。兄者上ひとつのものしか見えない、という自分なりの決意表明。


　黒い髪の毛を堕だ天てん使しの羽根みたいに、左右に垂らして──物もの憂うげに、黒姫は出入り口に表示されている液えき晶しよう画面を眺ながめる。


【血ち塗まみれ処女おとめ対たい盤ばん順位戦】


【主賓チヤンピオン　序列七位『腐死蝶』】


【来賓チヤレンジヤー　序列十七位『熊虫』】


　すでに黒姫は頂点に近い序列をもっている。定期的に義務としてこうして試合が組まれるが、やる気はとくにない。ある程度の自由と権力を保つために、仕方なく戦っている。黒姫が『大奥』にいながら自由に外へ出入りできるのも、権利を勝ちとってきたからだ。


　また兄のもとへ通い、他た愛あいない会話をして、頭を撫なでてもらうために。


　ほのかな、幸福のために。


　黒姫は今日も殺しあうのだ。


「あんたの噂うわさは聞いてるよ、本名不明・年ねん齢れい不明・出身地不明・何もかも謎なぞな漆しつ黒こくの戦士『腐死蝶』──だけどね、どんな敵が相手だろうとこのアタシの敵じゃないね！」


『熊虫』が【開始】と表示され、銅ど鑼らの音が鳴り響ひびくと同時に突とつ進しんしてきた。


「アタシは不死身！　どれだけ深刻な怪け我がを受けても、即そく座ざに回復する──傷は癒いえるだけでなく、超ちよう再生によってさらに強きよ靭じんに、頑がん丈じように、無敵になる！　戦えば戦うほど強くなる、血を流せば流すほど最強になる！　アタシに勝てるやつなんてこの世にいるもんか！」


「………ふむ、超再生か」


　黒姫は、ようやく口を開いた。


　仮面の奥で、つまらなそうに。


「道理で、どれだけ切り刻んでも死なんわけだ」


「ほえ──あらら、ら、らっ？」


　こちらに向かって突つっこんできていた『熊虫』が、おおきく体勢を崩くずした。彼女は違い和わ感かんを覚えているだろう、視界がくるくると回転している──否いな、目にも留とまらぬ速度で、その生首が切断されていたのだ。


　黒姫は、ぴくりとも動いていない。


　それで終わりではなかった。


『熊虫』の腕うでが、肩かたが、腹が、足首が、ありとあらゆる部分が──きれいな断面を晒して、ばらばらに切断される。遅おくれて出血が迸ほとばしり、自分で加速し疾しつ走そうした勢いのまま、『熊虫』の部分が教室の床ゆかにぶちまけられる。


　残ざん酷こくな場面を見慣れた観客たちすら、「ひい」と息を呑のんだ。


「ら、らぃ……らにが……？」


　ころころ転がる『熊虫』の生首が、黒姫の足あし下もとに辿たどりついて、きょとんとする。


「ふむ、そんな状態でも喋しやべれるのか──」


　黒姫は仕方なさそうに、戦闘中のみ縫ほう合ごうされていない袖そで口ぐちから、異様に黒々とした──まるで毒素に侵おかされているかのような、無む惨ざんな両腕を突きだした。


「とりあえず脳も内臓も何もかも磨すり潰つぶして挽ひき肉にくにすれば、おぬしは黙ってくれるかの……」


　その後に繰りひろげられた光景は、戦闘というよりまるで調理であった。


　つまり圧あつ倒とう的強者が、面めん倒どうくさそうに、目の前のものを加工する作業そのものだった。
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　超再生とはいっても中ちゆう枢すうである脳を破は壊かいされたあたりで元に戻もどらなくなったらしく、『熊虫』はまんべんなく死聴覚室にばらまかれたまま動かなくなったので、いまは清せい掃そう業者がゴミ袋ぶくろに詰つめこんでいる。


　それを見届けることもなく、また万ばん雷らいの拍はく手しゆをくれる観客たちに目をくれることもなく、黒姫は出入り口の向こうにある選せん手しゆ控ひかえ室にて、服を着き替がえる。縫合された袖の感かん触しよくを、熱をもった指先で感じ、ひとまず安あん堵どして深々と溜ため息いきをついた。


　黒姫は、独り立ち尽つくして──幼いころ、兄がくれた押し花を、そっと取りだして頰ほおに触ふれさせる。兄の残のこり香ががする……。


「兄者上、あなたの妹は、黒は──今日も人間ひとを殺したぞ」


　むなしい独り言を、つぶやいた。


「優やさしい兄者上が知ったら、えへへ、嫌きらわれてしまうの……」


「『腐死蝶』さま」


　天てん井じよう板いたが開いて、見慣れた赤と白の頭ず巾きんをかぶった二人組が顔をだした。こいつらは神しん出しゆつ鬼き没ぼつなので、どこから現れてもべつに驚おどろかない。黒姫は感傷的な表情を消すと、忌いま々いましそうに顔をあげた。


「黒姫と、そう呼べと言ったであろう。『腐死蝶』という名前は嫌いじゃ」


「失礼しました、黒りん～」「それより、ちょっくら報告があるんですよ、黒りんっ♪」


「おぬしら、薄うす々うすと気づいてはおったが黒のことまったく敬っておらんじゃろ……」


　ぼやく黒姫を無視して、紅白はふたり同時に言い放った。


「『百手姫』と『女王蜂』の対決が決定しましたっ」「上位の『女王蜂』からの挑ちよう戦せんですから、ほぼ間ま違ちがいなく開かい催さいされます。下位の『百手姫』に拒きよ否ひ権はないですからね──試合は一週間後、『百手姫』は怪我を癒いやす暇ひまもないまま連戦することになりますねっ」


「ふむ……」


　黒姫は眉まゆをひそめて、思案げに。


「『女王蜂』のやつは慎しん重ちような性格だったはずじゃが、そんなに好戦的じゃったかの──なぜ今回にかぎってそんなに積極的なのじゃ？　しかし、あまり良くないのう……『百手姫』の勝算はどれほどあるかの？」


「そりゃあ、かなり厳しいっしょ～」「いちど万ばん全ぜんの状態で負けた相手と、大おお怪け我がをしたまま戦わなくちゃいけないんスよ？」


「であるか──」


　黒姫は溜息をついて、ぽつりと独りごちた。


「黒が『女王蜂』のやつを闇やみ討うちでもできたらよいのじゃがの、あやつは警けい戒かい心しんが強いから難しいじゃろな……。『銀狼長屋』に資金援えん助じよをしたり、かるく警備をするぐらいが関の山か。『百手姫』には、勝ってもらいたいのじゃがの──」


　酷こく薄はくな、かけがえのない大切なものたったひとつ以外は、切り捨てた表情で。


「まぁ最悪、『百手姫』は死んでもよいのじゃがの」


「名前のとおりに腹黒だね、黒りん♪」「黒りん超ちようこわぁい♪」


「…………」


　無視して、黒姫は天てん井じよう裏の紅白をじろりと睨にらみつける。


「くれぐれも念を押しておくが、兄者上は『百手姫』の存在に気づいておらぬのじゃよな──兄者上を『大奥』に近づけてはならぬ、『百手姫』に会わせてはならぬぞ。兄者上が気づく前に、すべてを終わらせなくてはいかんのじゃ」


「その点は、抜ぬかりなく」「大船に乗ったつもりで、お任せくださいな♪」


　気楽に請うけおって、なぜか互たがいに目配せをして忍しのび笑ってから──二人の隠おん密みつは音もなく迅じん速そくに去っていった。


　それを見送って。


「あぁ退たい屈くつじゃ面倒じゃ、苛いら々いらする、兄者上に会いたい……」


　黒姫は項うな垂だれて、ちいさな胸を、そっと自らかき抱いだいた。




　第四幕　千本刀百手姫　ちがたなむかでひめ
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『死』『憂ゆう鬱うつ』『滅ほろび』──負の方向に属する言葉を聞くたびに、思いだす光景があった。秀影は、足下にぬかるむその悪夢から、どうにか這はいあがろうとして、今日も藻も搔がいている。


　炎ほのおだ。


　紅ぐ蓮れんの灼しやく熱ねつに、何もかもが押し潰つぶされていた。


　さくらと歩いた道が、ともに笑いあった建物が、肩かたを寄せあい汗あせを流して育ててきた田畑が──何ひとつ残さず丸まる呑のみにされていく。ひとつひとつの花に名前があることを、教えてくれた彼女との思い出とともに、幸せとともに、無む惨ざんに焼き払はらわれた。


　さくらの故郷は炎えん上じようしていた。


　大火事である。それも人じん為い的な。


　土地の中央にある、その城と呼ぶにはささやかな屋や敷しきのような建物が、秀影の目の前でめらめらと燃えていた。天守閣が焼け落ち、壁かべの亀き裂れつから炎がちろちろと舌をだしている。壁は崩ほう落らくし、金粉のように火のつぶが舞まっている。轟ごう々ごうと耳を聾ろうする大爆ばく音おんが──。


　周りを見回すと、すべての町が同様だった。そこで暮らしていた心根の温かな人々も、顔を見れば挨あい拶さつを交かわすようになっていた知人たちも、誰だれひとり生き残ってはいまい。天まで焦こがすほどの炎のなか、秀影の周囲だけが無む慈じ悲ひに静せい穏おんだった。


　ぽっかりと空いた、子供が走り回れるほどの空白。その只ただ中なかで地べたに倒たおれ伏ふし、指先も動かせない。その目の前ではとくに秀影と親しくしてくれた、城に勤めていたものたちが積み重なって焼かれている。肉がとろけ、眼球が白はく濁だくし、嫌いやな煙けむりをあげている。


　初代秀吉によって徹てつ底ていされた刀狩がりによって、侍さむらいたちは武力を失った。よって、突とつ如じよとして土地を襲おそったこの大災さい禍かに、彼らは抵てい抗こうすることなどできなかった。災害があったわけではない、大軍勢が襲ってきたわけでもない、ごく少数の化け物のような女たちが、この地じ獄ごくをつくりあげた。


　理解できず、苦痛と、身をもがれるような喪そう失しつ感かんを嚙かみしめていると──。


「そうだよ、秀影。もっと感じるんだよ」


　周りの景色など目にも入らぬ様子で、天下人が囁ささやいた。


　当代将軍──豊臣吉刳。秀影の実の父である。


　瘦やせた男だ。ただし、いちど限界まで肥満してから猛もう烈れつに肉を削そぎ落としたような皮のたるみが、彼の身体からだに無数の皺しわを寄せていた。両目は常に見開かれ、背中を丸めていつまでも指遊びをしている。どこか、人間の着物をまとった狒ひ々ひのような男だった。


　彼は場ば違ちがいに置かれた上等な食しよく卓たくに並んだ料理を、これも小こ綺ぎ麗れいな椅い子すに腰こしかけて、上品に食べていた。足下に転がった自分の息子むすこに、慈いつくしむ視線を向けながら。


　きれいな陶とう磁じ器きの皿にでんと置かれているのは、丁てい寧ねいに調理された、さくらの父親の生首だった。苦く悶もんに満ちた表情で、べろりと舌をだして、その頭ず蓋がいは切り取られて脳みそが露ろ出しゆつしている。飾かざり切りされた人にん参じんなどが添そえられている。


　大おお阪さか城に呼びだされ、それっきり音おと沙さ汰たがなかったさくらの父は──むごたらしい拷ごう問もんを受けて秀影とさくらの関係を逐ちく一いち吐はかされ、そのうえで惨ざん殺さつされたのだ。ちょっと豪ごう快かいすぎるぐらいの、でも善人だった、気のいいおじさんの末路がそれだった。


　吉刳は舌のうえに脳の切れ端はしをのせて、口のなかでむちゃむちゃと嚙みしめながら。


「おまえは痛みを知らなくてはいけないよ。哀かなしみを、絶望というものを知らなくてはいけないよ。秀影、可愛かわいい秀影。どうしてだかわかるかな？」


　口調はあくまで優やさしかった。けれど、狩かりの獲え物ものを踏ふみにじり、血ちまみれにして、生き様を教える野や獣じゆうの優しさだった。これは教育だったのだ、吉刳から秀影に対しての。


「おまえは支配者になるからだよ。この国でいちばん偉えらい権力者になるからだよ。つまり僕の息子だからだよ。だからおまえは愛を知り、それを踏みつぶされる痛みを知らなくてはいけないよ。楽しさを、幸福を知り、それを奪うばい去られる苦しみを知らなくてはいけないよ」


　素そっ気けないと思うほどの無感情で、吉刳は淡たん々たんと語った。


「貧びん乏ぼうを、失しつ恋れんを、激痛を、知らなくてはいけないよ──でなくては、満たされていても、それを自覚できない。感謝できない。感謝が必要だよ、秀影。僕たちはこの国を所有する、天下の大将軍。僕たちが抱かかえているものの重みの一いつ端たんでも、おまえは実感する必要があるんだよ」


　だから──。


　この優しい土地と、そこで暮らす人々に甘えて、呑のん気きに生活していた秀影を。吉刳は放置し、静観し、それを奪うのに最適な時期を計算していたのか。心の奥底まで優しさが染しみわたるのを待ってから、根こそぎ引っこ抜ぬいたのか。


　息子をいじめるためではなく、教え諭さとすために。むしろ、愛するために。


「民たみは常に餓うえているし不満だ、それに共感しなくてはいけないよ。慢まん心しんしてはいけない、自分は恵めぐまれているのだと理解しなくてはいけないよ。凍てついた霧インセクト・ケージによって諸外国との交流ができず、時空間爆ばく弾だんの副産物としての資源によってこの国はかろうじて生きながらえているが、あちこちに破は綻たんの兆きざしはある。油断していては全体が崩ほう壊かいする、それを理解して、おまえはひとりひとりの民に優しくできる立派な為い政せい者しやになりなさい」


「そんな、そんなことのために」


　痺しびれていた舌が、ようやく動いた。


　身体を支配されている。そんな自覚があった。ゆるされたから、ようやく発言できる。


　天下人に、せめて駄だ々だをこねることはできる。


「そんなことのために……」


「そうだよ、秀影。そのためにこの土地を焼いたんだよ。おまえが好きだったひとたちを殺したんだよ。そう、なぜ殺すのかを考えなくてはいけないよ。僕たちの殺意は国家の殺意だ、その意味を理解しなくてはいけないよ」


「あなた、あなたというひとは──」


「少しうるさいなあ。無む駄だなことを喋しやべってないで、よく周りを見たほうがいいよ」


　吉刳が指を鳴らすと、秀影のそばに足が現れた。不自由な身体をわずかに動かして、何とかそちらを睨にらみつけると──そこに、不気味な少女が立っている。


　白黒に統一された、異国風の衣装をまとっている。編みあげられた靴くつと手て袋ぶくろ。抱えているのは、八つの目玉を埋うめこまれたぬいぐるみ。片目を蜘蛛くもの絵え柄がらがついた眼帯で隠かくし、能面のような笑え顔がおでこちらを見下ろしている。


「わかりますゥ？」


　奇き妙みような発音だった。


「あたしは『絲妃』。糸使い。あらゆる糸を操作する。あんたの全身には神経が、血管が──糸がある。脳みそにもね。あたしはそれを操る。あんたが動けへんのはそういうことやねんなァ、きょひひ。あぁんなちっぽけな灰色の塊に、人間のすべてが収まってる、それを支配するあたしにはだぁれも勝てへんねェ」


『絲妃』と名乗った少女は、甘えるような声で。


「どう、愛しいひとダーリン。脳みそって美味おいしいの？　あたし、操るだけで味まで知らんのよォ」


「珍ちん味みだね。鼻にくる味だ。この不味まずさも知らなくてはいけないよ」


　爪つま楊よう枝じに刺した脳のいちぶを、吉刳が『絲妃』に手て渡わたした。『絲妃』はそれをひと舐なめして眉まゆをひそめ「わお、不味ゥ──秀影くんにあーげる♪」と秀影の口のなかに押しこんできた。味よりもそれが恩人の脳みそだという事実に、吐はき気けがこみあげる。


「味わわなくてはいけないよ、それは喪そう失しつの味だ。無力感の味だよ。もっと食べるかな」


「きょひひ、愛しいひとダーリンの食べるぶんがなくなっちゃうんとちゃうゥ？」


「だいじょうぶだ」


『絲妃』の指し摘てきに、吉刳は首をふった。


「もう次が届いた」


　直後、どんっ、と秀影の眼前に何かが突つき立った。


　それは日本刀である。


　ただし、あきらかに少女のものとおぼしき両りよう腕うでと両足を──いまだ切り取られたばかりといった具合の、鮮せん血けつの滴したたるそれを、まとめて串くし刺ざしにしていた。


　つづいて足音が響ひびいた。


　その日本刀を投げつけたのだろう、片手を前にだした姿勢で、ひとりの少女が歩いてくる。これまた、『絲妃』に勝まさるとも劣おとらぬ奇き抜ばつな服装をしていた。真紅に統一された魔ま女じよのような尖とんがり帽ぼう子しと、外套マント。なぜか外套マントの下はほんのわずかな面積しかない下着しか身につけておらず、若々しい肌はだが露ろ出しゆつしている。太ふと股ももに、二丁の拳けん銃じゆうを吊つるしている。


　珍めずらしい、異人である。ふわふわした小麦色の髪かみの毛に、そばかす。二ふた重えまぶたに、くっきりした目鼻立ち。異人なのでわかりにくいが、まだ十歳にもなっていないだろう。ひどく幼い。


「『地上の三分の一が焼け、木の三分の一も焼け、青草はぜんぶ焼けてしまった（A third of the earth was burned up a third of the trees were burned up and all the green grass was burned up）』」


　唄うたうように異国の言葉を口にして、その少女は眠ねむそうに欠伸あくびをする。


「久シブリニ全力ヲダシタカラ、チョット疲レチャッタ・ワァ、姉様──」


「ご苦労さま、『赫竜』」


　姉と呼ばれた『絲妃』が、にこりと微笑ほほえんだ。こちらは、服装は異国的だがあきらかに日本人だし、血の繫つながった姉妹ではなさそうだが。


　吉刳が、動物的な無表情のまま。


「偉えらいね、良い子だね、『赫竜』──個人戦が主体の『大奥』では『絲妃』より評価が低いが、おまえの炎ほのおを放つ単純で強力なちからは、こういう派手なやりくちに向いている。ひとりで国を滅ほろぼせるのはおまえだけだよ、どれ頭を撫なでてやろう」


「触さわルナ、クソ爺じじィ。ワタシニ触ッテイイノハ姉様ダケ、ヨォ？」


　逃にげるように姉の背後に隠れ、べーっ、と舌をだす『赫竜』だった。吉刳はとくに気にした様子もなく、秀影の間近に刺ささった日本刀と、その両手両足を指先でなぞった。


「さて秀影、賢かしこいおまえはもう理解していると思うけど、この両手両足は誰だれのものだと思うかな。おや泣いているのかい秀影、可愛かわいいね秀影。そう、もちろんおまえが愛したさくらとかいう小こ娘むすめのものだよ」


　秀影の全身が痙けい攣れんした。『絲妃』に支配された全身が、それでも細さい胞ぼうレベルで悲鳴をあげて、奮起しようとしていた。毛細血管が破れて、視界が真っ赤に染まる。「あらまぁ」と『絲妃』が指先を動かして、その狂きよう乱らんもすぐに強制的に鎮しずめられる。


　無力だった。


　歯がゆいほどに。


　目の前で、実の父が、最愛の少女の腕うでにがぶりと嚙かみついて、味わっていた。


「安心しなさい、さくらという女の子は殺さないよ。という言葉を、おまえに告げる意味がわかるかな。なぜ両手両足だけを持ってこさせたのか、その屍し体たいを確かく認にんさせないのか、わかるかな。うん、おまえに希望を与あたえるためだよ」


　やわらかく、頭を撫でられた。


「もしかしたら、愛した少女は生きているかもしれない。また巡めぐりあえるかもしれない。その『かもしれない』があるかぎり、おまえは生きられる。人間はね、強い生き物なんだよ秀影。絶望と痛みを抱かかえて、それでもおまえは生きていかなくてはいけないよ。良い支配者になりなさい、愛と優やさしさを忘れてはいけないよ。そうすれば、おまえの大好きなさくらちゃんとやらとも、また再会できるかもしれない、それを信じなくてはいけないよ」


　秀影は、呻うめき声すらあげられなかったが、それでも声なき声で叫さけんだ。


　何でこんなことをする。どうしてだ。お父さん。なぜ関係ないさくらを巻きこんだ、俺が憎にくいなら俺を痛めつければいい。俺自身を。なぜこんな非道な真似まねを──。


「その様子では、まだ僕の言いたいことが、ちっとも伝わっていないね」


　哀かなしそうに俯うつむいて、吉刳は独り言みたいに。


「もっと焼かなくちゃね。この土地も、人間も、おまえの心も、幸福も……」


「『第二の天使がラッパを吹き鳴らした（The second angel sounded his trumpet）』！」


『赫竜』が楽しそうに両手を挙げて、同時にその背後にあった城が、町々が──さらなる劫ごう火かに炙あぶられて焼しよう失しつする。生きていられるわけがない。両手両足をもがれて、どこかに放置されているさくらが、こんな状じよう況きようで……。


　何もできなかった。無む惨ざんに、すべて奪うばわれるのを見ているしかなかった。


　秀影は大口を開けて、音をださぬ喉のどをちぎれよとばかりに震ふるわせていた。


「おや、どうしたのかな、そんなに口を開いて。そうか、お腹なかが空いてるんだね」


　吉刳が優しく頷うなずき、さくらの手首を丹たん念ねんに切り取って、秀影の口に押しこんできた。


　その冷たい指先に輝かがやく、つい先日に自分が選んでさくらに贈おくった、異国の風習である婚約指輪エンゲージ・リングを見て、秀影の意識はついに限界がきて途と切ぎれた。
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　幸せな生活だった。


　奇くしくも吉刳があの日に言ったように、失う苦痛を知っているからこそ、かけがえのない日々だった。あの悪夢が噓うそだったように、さくらと再び巡りあい──こちらの正体を明かすことはできないでいるが、ゆっくりと日々を積み重ねていけている。


　無論、油断はしない。


　これもまた、父の不気味な教育なのかもしれないし──。


　実際的な問題として、一週間後に控ひかえている『女王蜂』との対戦があった。


　これに『百手姫』＝さくらが勝利し、生き延びられる確率はかぎりなく低い、というのが公平な評判だった。秀影は相手の『女王蜂』というものは見たことがないので、断定はできないが、さくらがただ危険に晒さらされるというだけで悲鳴をあげてしまいたかった。


　どうにかして、阻そ止ししたい。でなければ、さくらに勝たせてあげたい。


　思いながらも手だてがなく、ひたすら勝つために訓練をつづけるさくらを、そっと見守ることしかできなかった。最初はちょっと気味悪そうにしていたさくらだが、言葉を交かわせば情もでてくる。最近は当初のこちらへの憎ぞう悪おも少しは薄うすれて、軽口もでるようになってきた。


　というか、むしろ──。


「…………」


　意味ありげな視線を、向けてくるような。


　様々な憂ゆう慮りよの種を抱えながら、決戦までの日にちが刻々と削けずられていく。


　本名や素す顔がおを明かさずとも、ともに暮らしていればこちらの正体に薄うす々うすと気づくところもあったのか──さくらは、こちらを探さぐるように見てくると同時に、どこか態度を軟なん化かさせていく。受けいれて、好意すら抱いだいているような。


　けれど、秀影は複雑だった。


　彼女が親しく接しようとしているのは、出資者スポンサーの『鴉』だろうか、それとも奥にいる秀影なのだろうか。自分自身に嫉しつ妬としたり、正体を明かせないまま離はなれがたく、さくらと一秒でも長くともにいようとする自分を嫌けん悪おしたり、ぐらぐら。


　夜中になど、さくらが寝ね惚ぼけたふりをして「秀影様」と呼びかけてきたときもあった。秀影は寝ねたふりをした。酷ひどく頭痛がした……。


　周囲から見れば、おそらく、焦じれったい関係だっただろう。


　おそらくお互たがいに、相手のことを深く愛しているのに、ふたりの間を隔へだてる硝子壁シヨーケースのように──その真ん中には見えない壁かべがあって、手が届かない。温ぬくもりも。愛しあうことができない、様々なしがらみから……。


　確実に一歩ずつ近づいて、けれど、それ以上──踏ふみこむことができずにいた。


　ともあれ授業に出席せず、ひたすら努力をつづけるさくらと『鴉』＝秀影はずっとそばにいたことになる。『銀狼』はさくらに修しゆ行ぎようの方向性を伝えたらすぐにどこかへ行ってしまい、『水蛇』は毎晩やってきてさくらの身体からだを診みてくれた。意外だったのが頻ひん繁ぱんに足を運んできた『蜜蜂』である。


　彼女を拘こう束そくしたさくらだが、とくに敵意もなさそうだし捕ほ獲かくしておくのも『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』との間に角がたつし、解放──むしろ協力する気があるなら『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の情報を持ってきなさいと、間諜スパイになることを命じた。


『蜜蜂』は驚おどろくほど素す直なおに、そして何か思いつめたように一いつ生しよう懸けん命めい、その役目を果たした。彼女は手で触ふれることで他人を癒いやすちからがあり、その劇的な効果を見た『水蛇』が文字どおり舌を巻いて「こりゃあ、あたしの立つ瀬せがないわね」と言っていた。


「でもさ、あんた能力は治ち療りようだけなの？　個人戦じゃ勝てなくない？」


「あの、『蜜蜂』は能力を反転させて、相手の体組織を破は壊かいすることもできるんですう」


「意外とえぐい能力ね……」


　などと薬くす師しということで話があうのか、『水蛇』とふたりで会話しているのも見た。


　無論、『蜜蜂』は立場上は敵である──彼女と関かかわることに渋しぶい顔をしたのが『銀狼』で、『蜜蜂』が甘い毒ハニートラツプなど笑えぬぞ、というようなことをぼやいていた。


　さくらは当然、あんな悲ひ惨さんな目に遭あったというのに──基本的に、ひとを信じようとする女の子だった。『蜜蜂』を積極的に排はい除じよしようとはせずに、放置した。怪あやしさでいえば、同じような秀影が文句を言うわけにもいかない。


「あたし、いっしょに故郷からでてきた女の子がいてね……」


　疲つかれていたのか『銀狼長屋』の片かた隅すみで膝ひざを抱かかえて眠ねむった『蜜蜂』に、そっと毛布をかけてあげながら、『水蛇』がつぶやいた。


　その日も、さくらは『銀狼』の「われに　ひさく　あり」という言葉を信じて、その命令どおりの修行をしてぐったりとしていた。震える手のひらで髪かみの毛をすきながら、乾かし機ドライヤーを握にぎった『水蛇』にされるがままになっている。


　硝子壁シヨーケース越ごしに、ほんのりと花の香かおりが──。


「ちなみに、全国から派は遣けんされてくるお姫様は、ひとりだけ世話役として同どう伴はん者しやをつれてくることができるのよ。ほら、もともと蝶ちようよ花よと育てられたお姫様ばかりだから、自分じゃ何もできないし、身の回りのことをしてくれる召めし使つかいみたいなのが必要なわけよ」


『水蛇』が、『大奥』についてまだうとい秀影に説明してくれる。


「その同伴者も対戦に参加して、『大奥』の序列に組みこまれる。つまり、強いほうがいいわけだけど、時空間爆ばく弾だんの影えい響きようで発生する異能力は血統に由来する──直系のお姫様に比べて、弱い場合が多いわね」


　寂さびしそうに。


「あたしの同伴者も、死んじゃった。年下で、生意気だったけど、可愛かわいい娘こだったわ。だから、あたし若い女の子を見ると──あの娘こを重ねちゃって、放っておけないにょろ」


　また舌がでた。真面目まじめなことを喋しやべっていた彼女は、赤面して舌を回収。


　眠りこけている『蜜蜂』と、おとなしく話を聞いているさくらを、慈じ母ぼのような表情で見つめていた。秀影よりも年下だろうに、『水蛇』はみんなのお姉さんそのものだった。


「たしか、『百手姫』は『銀狼』の同伴者として『大奥』にきたのよね？」


「ええ」


　さくらが頷うなずき、むしろ傍そばで聞いている秀影に語るように。


「わたしは当時、両手両足を欠損していました。そのままでは、満足に生活することもできない身体です。だから『大奥』にきたんです、ここには幸こうか不幸か様々な能力者が集まっている──そのなかの誰だれかに、わたしの治療ができるものがいるかもしれないと、『銀狼』姐ねえさんが言ってくれたんですよ」


　逆転の発想である。殺しあうために全国から集まってくるお姫様たち。ここは、日本でいちばん強力な能力者たちが集まる場所である。ふつうの医者や技術者ではどうにもできない願いも、ここでは叶かなうかもしれない。


　事実、さくらは『水蛇』と出会い、こうして人並み以上に動ける身体になっている。


「だけど──」


　我が慢まんできずに、秀影はこの話題に触れるだけで始まる偏へん頭ず痛つうを堪こらえながら。


「四し肢しをもがれて、どうやって生きながらえることができたんだい。普ふ通つう、大量出血で死んでしまう。ま、まさか、生きているなんて……」


　ぎりぎりの発言だったらしく、頭への締しめつけがさらに強まった。


　我慢しきれず、苦く悶もんの声をあげる秀影に、寝ね入いっていた『蜜蜂』が「………？」と起きてしまった。『水蛇』とふたり、治療者としての本能でか、心配そうに見てくる。


　それに応こたえることもできず、項うな垂だれる秀影に、さくらは身を強こわばらせて。


「わたしも姫です。異能力を受け継つぐ、直系の娘。わたしは植物を操作できます。全身を仮死状態にし、『熊女』と対戦したときのように、保護膜まくにくるまれて──救助を待ったんです」


　その後、諸事情あって全国を巡じゆん遊ゆうしていた『銀狼』に奇き跡せき的に助けだされ、彼女の故郷に案内されて、世話になっていたらしい。あらゆる意味で、保護されたのだ。


「だから、姐さんには感謝してます。当時のわたしは故郷を、家族を、何もかもを奪うばわれて、生きる気力をなくしかけていました。けれど、姐さんはそんなわたしを導き、救ってくれたんです。恩人です」


　秀影にとっても、『銀狼』は恩人だった。


　よくぞ、さくらを助けてくれた。秀影ができなかったことを、してくれた。


「まぁ姐さんはあのとおり気まぐれなひとですから、何でわたしにそんな良くしてくれるのかわからないのですけど──『大奥』への同伴者は世話役のはずなのに、そのころ自分じゃ食事もできなかったわたしをつれてきたんですから、変わったひとですよね」


　さくらは微笑ほほえみ、優やさしい声こわ音ねで。


「あなたにも、感謝しています、『水蛇』。わたし、また自分の足で歩けるなんて思ってなかった──こうして、生きていけるなんて、こんなに嬉うれしいことはありません」


「べつに、感謝される謂いわれはないのよ」


『水蛇』がそっぽを向いたが、その耳は紅あかくなっている。


「当時、あたし調子に乗っててさ。『銀狼』に手をだして、叩たたきのめされて、命いのち乞ごいをしてさ──ゆるしてもらうかわりに、あんたを治ち療りようしてあげただけなんだからね」


　そういう経けい緯いらしい。


「だけど言わせてもらえるなら、無理して戦う必要はないのよ。むしろ、その両手両足は不安定で、脆もろい。再び失いたくないなら、おとなしくしてなさいよ」


　それは、秀影にも共通の疑問だった。我慢できずに、硝子壁シヨーケースに手をついて問うた。


「そうだ。どうして、君は戦うんだ？　今度こそ死ぬかもしれないのに？」


　さくらは、優しい。畑仕事をして、芽め吹ぶく生命を素す直なおに愛する、陽ひの光のもとでこそ輝かがやく女の子だった。花のように。だけど今は、こんな隔かく離りされ閉へい鎖さされた『大奥』の闇やみのなかだ。


「目的が、いいえ夢がありますから」


　さくらは秀影を、愛か憎ぞう悪おか見分けがつかない、激しい感情の宿った瞳ひとみで見み据すえた。


「ここは女たちの戦国、望みは自分のちからでもぎとれる。わたしは、たとえ傷つけても傷ついても、死んでも、ここで戦いつづける。勝ちつづけます」


「君の、夢って？」


　それを自分が叶えてあげられたら、彼女はもう損そこなわれずに済むのだろうか。


　そのためなら、次期将軍の地位も、命すら、差しだして構わなかった。


「……言えません」


　今はまだ、とさくらが吐と息いきを零こぼし、こちらを注視したまま。


「でも、もしもあなたが──」


　最悪の瞬しゆん間かんに。


　秀影の懐ふところで、携けい帯たい電でん話わが着信する。無視しようと思ったが、嫌いやな予感をおぼえて、一いつ瞬しゆんだけ見てみる。その内容に目を奪われ、添てん付ぷされた文章を読んでいく。


　その只ただならぬ様子に、さくらが戸と惑まどって。


「ど、どうしました？」


「いや、何でもない──。こっちの問題だ、君が気にすることはない」


　口にしてから、他ほかの言いかたがなかったのか、と秀影は悔くいたが。


　すでに遅おそくて、さくらは潤うるんだ双そう眸ぼうでこちらを見ると。


「……噓うそつき」


　たぶん、いろんな意味でそうつぶやいて、目を逸そらした。
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　豊臣黒姫は兄を信じていた。


　兄を愛している。


　兄が『大奥』となど関かかわっていない、と断言したなら、それはそのとおりのはずなのである──黒姫を騙だます理由がないし、そんなこと信じたくはない。


　けれど不安は拭ぬぐい去れずに、念のため、と兄の職場である『腐肉食堂ハゲタカ』へと向かってみた。兄の弁では、彼はいま何かの任務についていて、自宅へと戻もどれないという話だったが──。


　関係者以外立ち入り禁止です、とすげなく追っ払ぱらわれた。


「無礼者、黒は豊臣黒姫じゃ、将軍家第二子にして唯ゆい一いつの姫じゃぞ！」


　などと騒さわいでみても、相手は特とく殊しゆな権力をもつならずものの集団である、将軍の威光を笠かさに着ても無む駄だだった。


「よくわかんないけどさあ」


　応対してくれた『阿呆鳥』という女が告げた言葉が、黒姫の胸に突つき刺ささる。


「あんたのお兄ちゃんとやらがどこで何をしてるかはわかんないけど、あんたに内ない緒しよで活動してるってことは、それは妹よりも──つまり家族よりも大事なことなんじゃないの？　黙だまって見守ってあげたら？　うるさい女は嫌きらわれるよ、たとえ妹でもさ？」


　揶や揄ゆするというより、自分の失敗談でも語るみたいに、しんみりと語られたが。


　黒姫はもうよい、と腹を立てて、ぷんすか怒いかりながら『大奥』へ戻った。


　わけのわからぬ敗北感を抱かかえたまま授業などを受けたが身が入るわけもなく、ぼうっとしてしまい、教師に怒られた。兄者上のせいじゃ。と八つ当たりをしつつも友達がおらず、部活動もない黒姫は放課後はさっさと帰り、今日はもう何もやる気がせぬから自室に引きこもっていよう──と思った。


『阿呆鳥』とかいうやつの言うとおりだ。


　兄が黒姫のことを愛しているなら、大事な問題はひとりで抱えこまず、相談してくれるはずだ。それがないということは、何にも気づいていないということだ……。兄はさくらと再会しておらず、つまりまた傷つくようなことはなく、いつまでも安あん泰たいに──。


「お帰り、姫様」


　大おお阪さか城。将軍家のものが暮らす、最上階に程ほど近い階層の一室。家具の一いつ切さいを黒色で統一した、黒姫の趣しゆ味みである本ほん棚だなばかりが目立つ、だだっ広い部屋の真ん中。


　ぬいぐるみのそばに、当たり前のように『鴉』の姿をした兄が座っていた。


「姫様の部屋には初めてきたけど、あれだね、本が好きなのかい？」


「兄者上、どうして……」


　部屋の入り口で、黒姫は赤面した。


　見られたくないものがたくさんある。机のそばに貼はられている、いくつもの兄の写真。わりと悲ひ惨さんな点数の試験の答案。返り血がそのままの、黒い振ふり袖そで……。


「見たかえ、この部屋のもの、見たかえ」


　慌あわてて、縫ぬいとめられた振り袖で、写真立てを倒たおしたりしたが今さら遅いだろうか。


「うん？　何をだい？」


　すこし不気味なほどのほほんとした態度で、秀影が自分のとなりをぽんと叩たたいた。


「まぁ座りなさい、すこし話があるんだ」
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　少し話してわかった。最悪の事態である。兄は『大奥』に関わっている。『百手姫』＝さくらと再会している。彼女をまだ愛している！　誰だれが教えた、彼に『大奥』のことを──紅白が抜ぬかったか、自分が何か失言をしたか、父やあの女が余計な真似まねをしたのか、『腐肉食堂ハゲタカ』の仕事でか、ただの偶ぐう然ぜんなのだろうか、運命とでも？


「そうそう、姫様も──」


　すぐ横に座った兄が、いつ心臓を握にぎりつぶしてくるかと、黒姫は気が気ではなかった。


　黒姫も『大奥』で戦ってるんだね。『腐死蝶』とかいって、すごい強いらしいじゃないか。対戦相手は全員殺してるんだってね。これで何人殺したんだっけね。


「『百手姫』の、出資者スポンサーになってるんだって？」


　兄が告げてきた言葉に、一瞬、息が止まりそうだった。


　彼の言ったことは事実である。正確には『百手姫』個人にではなく、『銀狼長屋』の出資者スポンサーとなっている（出資は『家臣団レギオン』に対してのみ行える）。父母の命令により、正体不明の戦士『腐死蝶』として戦いながら……。


「姫様は、『大奥』について、どこまで知ってるんだい？」


　こっちの台詞せりふである。どこまで兄は、黒姫の罪を暴あばいたのか。血ちまみれのこの『大奥』の闇やみに、どこまで浸つかっているのか。


　怖こわい。顔をあげたら、秀影が素す顔がおでこちらを見ていたら。その表情に、わずかでも軽けい蔑べつが浮うかんでいたら。黒姫は潰つぶれてしまう。仕方なかったのだ。右も左もわからぬ幼いころに『大奥』にぶちこまれ、対戦相手を組まれ死ぬような目に遭あわされて、生きていくためには殺される前に殺すしかなかったのだ！


　傷つき、大おお怪け我がを負って、あるいは泣き叫さけぶ相手をこちらも涙なみだでぐちゃぐちゃになりながら殺して、それでも世を儚はかなむことがなかったのは──何も知らぬ兄に、抱だきよせてもらえたからだった。頭を撫なでてもらえたからだった。


　そんな彼に正論を吐はかれたらどうしよう。


　他人の血肉を糧かてにして生きるしかなかった、これまでの人生を、侮ぶ蔑べつとともに否定されたらどうしよう。


　仕方なかった。染まるしかなかった。殺すしかなかったのに。


「し、知らぬ」


　黒姫は命を削けずるような気持ちで、必死に噓うそをついた。


「黒は、何も、知らぬ。信じて、おくれ」


「そうかい」


　秀影は納なつ得とくしたのかどうなのか、こちらの頭をぐしゃぐしゃと撫でた。


「信じるよ、黒姫」


　愛されているのだ。


　それがわかって、涙がとまらなかった。


「ありがとう、姫様がどこまで自覚していたかはわからないけど──あの『百手姫』は、さくらは、俺の大切なひとなんだ。出資者スポンサーになって、ずっと守ってくれていたんだね」


　ちがう、守っていたのではない。


　あなたの妹は、もっと酷ひどい、残ざん酷こくなことを考えていたのだ。そうどれだけ懺ざん悔げしたかったかわからない。けれど黒姫の弱く、醜みにくい部分は、自分の罪を追つい及きゆうされずむしろ褒ほめられたことに──いびつな安あん堵どを得た。


　無言の黒姫に、秀影は唸うなる。


　深く考えれば『大奥』にいながら血まみれにならないわけがない、何も知らないわけがないと気づきそうなものだが、兄はそのあたり愚ぐ鈍どんで、つまり優やさしかった。


「お、『大奥』で、何か競技のようなものが行われているのは知っておる」


　黒姫は言い訳のように言葉を重ねた。


「む、『百手姫』は、授業とかでその──会ったことがあって、か、可愛かわいいやつだったからのう、応おう援えんしとるのじゃ。何かその、まずかったかの……」


「ふむ、出資者スポンサーの姫様ならわかるかと思ったんだけどな──さくらちゃんの目的が」


「さく、えっと、『百手姫』の目的じゃと？」


　あぁ、と黒姫は思った。


　秀影は、最終的に黒姫よりも、さくらのことが気になっているのだ──だから、こちらの些さ細さいな噓など、いちいち気にならないし、追及もしない。


　胸にじわりと、痛みが湧わいた。


「断定はできぬが、少しはわかるぞ」


　黒姫は、気づけばやや危険なところまで話を深入りさせた。


　派手なことを言って、兄の注意を自分に向けたかった。


「『百手姫』の保護者をやっておる『銀狼』はむかし、あろうことか、将軍──豊臣吉刳の命を狙ねらったことがある」


「父上の？」


　秀影はぎょっとした。


「それって、反逆罪じゃないか。最上級の罪だよ、良くて打ち首だ」


「なぜ『銀狼』が生かされておるのかは知らぬし、その暗殺未み遂すいの顚てん末まつにも詳くわしくはないがの──『銀狼』はいまでも虎こ視し眈たん々たんと将軍の命を狙っておるそうじゃ。その『銀狼』の妹分である『百手姫』も、きっと……」


　だから。


　そんな野や蛮ばんな、危ないやつなのだから。


　兄者上、あんな女に関かかわるのはやめておくれ。


「姫様は、それを知っていて、『百手姫』を応援しているのかい」


「あ。えっと、そうじゃの……」


　話の流れ的にそうなる。『百手姫』の危険なところを強調しようとしたのだが、自分はそんな彼女の出資者スポンサーなのだ。将軍の命を狙う不ふ穏おん分ぶん子しと繫つながりがあると、自分からばらしたようなものだ。どうにも空回っている。


「べ、べつに父君に死んでほしいとか、そういうわけではないのじゃ──けど、その黒は、何か『大奥』で禍まが々まがしいことが行われている気がして。『銀狼』たちならそれを変えてくれそうで、せめて応援しておるだけじゃ。は、反逆するつもりなど……」


「怖こわがらなくていい、密告なんてしないから」


　密告屋である『腐肉食堂ハゲタカ』の衣装が、あまりにも似合わない秀影が、断言した。


「むしろ、俺も気持ちは同じだよ。というか、安心した。そうか、『銀狼』やさくらちゃんも──うん、そうだね。誰だれだって思うはずだ、あの男のやりくちを見たら、正常な心をもっているなら。必ずそう考えるんだ、あんな男は死ぬべきだって」


　いつも無む邪じや気きともいえる兄から発はつ露ろした、濃のう厚こうな憎ぞう悪お。


　黒姫はそれにもろに打たれて、背筋を引きつらせた。


　それに気づき、秀影は雰ふん囲い気きをやわらげると、泣きそうな黒姫の肩かたを抱だいた。


「だいじょうぶ、俺は黒姫の味方だ──協力できる。そうか、『銀狼』の目的が父の死、あるいはこの国の転てん覆ぷくなら話は簡単だ。やっぱり、さくらちゃんの目的は復ふく讐しゆうなのかな。故郷を滅ほろぼした、俺たち将軍家を怨うらんでいるんだ……」


　哀かなしそうなその口調に、つい黒姫はさくらの応援をするように。


「わ、わからぬぞ。表向きは、『百手姫』は故郷を復興するために戦っていると噂うわさされておる。『大奥』で勝ち進めばそのものの出身地にも利益が還かん元げんされる──廃はい藩はんされた彼女の故郷も、きっと元通りになる。そのために、『百手姫』は勝ちつづけているのじゃと」


「故郷の再生と、あるいは将軍の死。それが、さくらちゃんの目的か──」


　秀影は苦笑し、俯うつむいた。


「そうか、そうだな……さくらちゃんに、俺のことなんか考えてる余よ裕ゆうはないか。でも、当たり前だ。俺はさくらちゃんからすべてを奪うばった将軍の息子むすこだし、彼女のために何もしてあげられなかった」


　憂うれいを含ふくんだ、自じ虐ぎやく的な声だった。


「むしろ、さくらちゃんの故郷が滅び──四し肢しをもぎとられたのは、俺が彼女を愛したせいだ。今さら彼女からの想おもいが消えていないなんて、むしが良すぎる話だった」


「よいのか、兄者上」


　黒姫は、消しよう沈ちんする兄が可哀かわい想そうで、何も考えずに言った。


「『百手姫』が『大奥』で勝ち進むということは、いつか将軍に──父君に、あやつが可愛がられるということ。よいのか、兄者上を苦しめている元げん凶きように、最愛の乙おと女めが手込めにされて、陵りよう辱じよくされてもよいのか。たとえそれが、あやつの夢への架かけ橋とても……」


　良いわけがあるか、と言わんばかりに、秀影が両拳こぶしを握にぎりしめた。


　仮面で見えないが、きっと血がでんばかりに歯を食いしばっている。


　けれど兄は、優やさしいか、あるいは底そこ抜ぬけに愚おろかだから──。


「それが、さくらちゃんの幸せなら……」


　その発言が、なぜか黒姫には不ふ愉ゆ快かいだった。他ほかの男に、しかも怨むべき相手に、愛する少女を奪われるのに。どうして抗あらがわない、戦わないのだ。さくらを攫さらって逃にげるのでもいい。さくらが可哀想だ。少なくとも黒姫なら──同じ立場だったならば、秀影と、ともに手をとり『大奥』から逃げたかった。


　故郷だの、復讐だの、どうでもよいから。


　望まぬ男に抱かれるぐらいなら、愛したひとと野垂れ死にたかった。


「兄者上の気持ちは、ようくわかった」


　黒姫は、我ながら不気味なほどに、優しく告げた。


「兄者上は、さくらとやらを応おう援えんしたいのじゃな──うむ、わかったぞ。そういう事情なら、黒にひとつ良い考えがあるのじゃ♪」


　あぁ今の自分の笑え顔がおは、きっと醜みにくいのだろうなぁ。
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　秀影は久しぶりに名実ともに『豊臣秀影』となった。


　将軍家の跡あと継つぎに。


　礼服をまとい、召めし使つかいどもに傅かしずかれ、いちだん高いところから他人に呼びかける。そんな存在に。取り外そうとすると頭痛がするため『鴉』の仮面は外さなかったが（黒姫にはえらく不評だった）それ以外はどこから見ても天下人の第一子である。


　父やその跡あと目めという立場から、なかば眠ねむるように、あるいは馴らしリハビリのように『腐肉食堂ハゲタカ』に勤め距きよ離りを置いていたから、少しは何かが変わっているかとも期待したのだが──すべては同じだった。強すぎる威い光こうと、卑ひ屈くつすぎる周囲の視線……。


　ともあれ今回の行動についていちおう許可を取ろうとはしたのだが、将軍は病で伏ふせっており、業務の一いつ切さいを取り仕切っている義母（黒姫の実母。秀影には面識がない）もあっさり許可してくれた。


　むしろ、ようやく跡継ぎとしての自覚がでたのではと──喜んでくれたらしい。


　やや忌いま々いましく罪悪感もあるが、ともあれ翌日。


『豊臣秀影』は正式な通達をもって、『大奥』勤めの女中『百手姫』を呼びだした。


「豊臣秀影である」


　御み簾すで全身を隠かくし、きちんと背筋を伸のばしている秀影。その横にて、漆しつ黒こくの礼服（やはり振ふり袖そでの先は縫ほう合ごうされている）をまとった黒姫が、代わりにそう宣言した。将軍家の跡継ぎは自分で喋しやべったりしない、などとこの妹に主張されたのだ。


　自分の口から語るには、つらい話題であるし──決意が揺ゆらいでしまいそうだったから、黒姫の申し出はありがたかった。甘くて、溺おぼれてしまいそうなほどに。


　無む駄だに縦に細長くえらく広い畳たたみ敷じきの空間である。数百人が整列できそうだ。将軍家の住居は大おお阪さか城の、最上階に程ほど近い階層だ。普ふ段だんは滅めつ多たにこの大阪城に近づかないが、秀影にはこの階層で生活し、また他人を呼びつける権利があった。


　他にこの階層まで自由にあがってこられるものは、父と義母しかいない。盗ぬすみ聞ぎきされる危険性も少ないし、大阪城の厳重な警備からいって、妨ぼう害がいされることもない。


「故ゆえあって兄者上は身を隠し、また声を聞かせることがかなわぬ身の上である。だが、この御お方かたが間ま違ちがいなく豊臣秀影殿でん下かであること、妹であるこの黒姫が保証しよう」


　黒姫は御簾に身体からだを隠しておらず、きちんと正座したその全身を晒さらしている。


　その正面──ずいぶんと離はなれた位置に、さくらが畏かしこまっている。全身を投げだすようにひれ伏していた。『大奥』の生徒＝女中には便べん宜ぎ的に位階が授さずけられるが、序列二十位のさくらの肩かた書がきでは、実際的に、将軍家の兄きよう妹だいとは天と地ほどに身分の差がある。


　遠すぎて声が届いているのかも不安になるが、さくらは『大奥』の制服の上から儀ぎ礼れい用の羽織をまとっており、ほのかに化け粧しようもしていて、麗うるわしい。


　それよりも、『豊臣秀影から呼びだされた』と知らされたときの、彼女の今朝からの浮うかれっぷりといったらなかった。食事も喉のどをとおらぬ喜びぶりで、ずっと大声で喋っていたかと思えばぽーっと明後日あさつての方向を見て呆ぼう然ぜんとしており、急に不安そうに泣きだしたかと思うと布ふ団とんにくるまってきゃあきゃあと黄色い声をあげていた。


　修しゆ行ぎようどころではなかった。


　その反応が、秀影には意外だった。彼女の目的は故郷の復興と将軍家への復ふく讐しゆう。そうかたく信じていた、けれど……。


　さくらはたまに、硝子壁シヨーケース越ごしに秀影のことを、期待たっぷりに見つめてもいた。幸せそうに、ようやく夢が叶かなったのだというように。


　なぜか、罪悪感が湧わいてくる。


　不安になってくる。


「挨あい拶さつを述べてもよい」


　さくらの美しさが気に食わぬように、やたらじろじろと彼女を上から下から凝ぎよう視ししながら、黒姫が素そっ気けなく告げた。


　もともと秀影以外には驚おどろくほど冷れい淡たんな妹だが、今日は殺気すら放っているようだ。


「ひっ、ふぃでっ、ひできゃっ」


　さくらは嚙かんだ。武士だったら首が飛ぶぐらいの恥はじだった。


「秀影さまにはご機き嫌げん麗うるわしく……」


　当然、平へい伏ふくしたままだし声がか細くて、よく聞こえない。


　それだけ緊きん張ちようしているのだ。


　あと本人に悪気はないかもしれないが、完全に黒姫のことを無視しているような挨拶になっていて、気位の高い妹は「むっ」と眉まゆをひそめた。


「およっ、お呼びだていただき、死して余栄あり──ぶ、不ぶ躾しつけでございますが、その」


「ごちゃついた美び辞じ麗れい句くなど不要ぞ、と秀影さまは申しておる」


　黒姫が面めん倒どうくさそうに告げた。もちろん秀影は何も言っていないが。


　さくらはさらに深々と頭を垂れて。


「よく、よくぞ生きて……」


　独り言のように。


「あなたさまは、わたしの故郷とともに──あの大火災で、帰らぬものとなったと。そう伝えられ、けれどわたしは信じられず、今日まで……。けれど、こうしてまた巡めぐりあえるとは。よくぞご無事で、秀影さま──」


　公式発表ではそうなっているのだ。


　将軍の第一子、豊臣秀影は地方漫まん遊ゆう中に不ふ慮りよの火災で焼しよう死し。だがそれは常に陰いん謀ぼうの渦か中ちゆうにおり命を狙ねらわれる秀影を『死んだ』ことにしておいて、危機を避さけるための方便だ。


　秀影は父に命じられ、また自ら望んで半ば身分を捨てて『腐肉食堂ハゲタカ』に勤めている──あそこの職員は、そのように訳あって真っ当な職に就つけない、けれど高貴なものや、事情のあるものが多いのだった。


　しかし、食くい違ちがいがあったことを秀影はようやく理解する。


　秀影は、さくらが死んだものと思っていた。けれど、さくらも同じだったのだ。互たがいに最愛の相手を失ったものと理解し、絶望に蝕むしばまれながら今日まで生きてきたのだ。


　だから秀影が『鴉』として姿を見せても、名乗らないこともあって──秀影が死んだものと思っているさくらは、いつまでも半信半疑だったのだ。


「あの、まことに秀影さまなのでしょうか」


　わずかに上うわ目め遣づかいでこちらを見て、さくらが泣きだしそうな声で。


「ご無礼でなければ、そのご尊顔を拝見したく──」


「余計なことを喋しやべるな、下衆！」


　黒姫が急に怒ど鳴なった。我が慢まんできないというように。


　その声で、秀影もようやく思いだす。自分がさくらを呼びだした目的を。


「身分を弁わきまえよ、恥はじ知しらずが！　元より兄者上とおぬしは身分がちがう、こうして同じ空間にいられるだけで感無量と心得よ！　それを不服と思うなら、死んで仏にでもなるがよいわ！　二度と勝手に喋るな、下女が！」


「ははぁっ」


　頭を畳たたみに擦こすりつけるようにして、けれど、さくらは声に未練を残していた。


「失礼を……。でも、わた、わたし嬉うれしくて──」


「黙だまりゃ！」


　喚わめいている妹を、さすがに「ちょっと、黒姫」と秀影が諫いさめる。


　声はださぬようきつく言われてはいるが、一方的に罵ののしられるさくらが可哀かわい想そうだったのだ。


「兄者上はこれだから……余計な期待をもたせてどうする、突つき放してやるのが優やさしさじゃろうが。優ゆう柔じゆう不ふ断だんがいちばん残ざん酷こくじゃ」


　憎にく々にくしげに黒姫が睨にらんできて、冷や水を浴びせられたようになる。


「おゆるしを──」


　さくらは謝罪しつつも、御み簾すを貫かん通つうするような眼まな差ざしで、こちらを見あげる。


　黒姫が爆ばく発はつした。


「顔をあげてよいと誰だれがゆるしたか！　己おのれの身分を知らぬか、廃はい藩はんされた落らく伍ご者の、いいや罪人の娘むすめが！　本来なら大おお阪さか城に踏ふみいることもかなわぬ卑いやしい犬っころが！」


「ま、まことに……」


　ここまで頭ごなしに罵ば倒とうされたら、さくらも凹へこむ。今度こそ平へい伏ふくしたまま動かなくなった。一転、満足したように──黒姫が口調をやわらかくする。


「けどな、『百手姫』よ」


　あえて廃藩されたとはいえ一国の姫ではなく、血まみれの名前でさくらを呼んだ。


「秀影さまはな、おぬしの窮きゆう状じように心を痛めておられるのじゃ。おぬしのような虫けらにすら、慈じ悲ひの心を抱いだいておられる。おぬしの故郷が滅ほろんだのは、まこと不幸な事故なれど、そばにいて守れなかった己の器量を恥はじ、せめてもの同情として──」


　素そっ気けなく、黒姫が告げた。


「おぬしの望みを叶かなえてやろう」


　さくらが、びくんとして顔をあげた。平伏していないとまた黒姫に怒鳴られるぞと、秀影ははらはらする。同時に、何だか見当外れのことをしているような、嫌いやな予感があった。


　今朝から、やけに嬉しそうで、甘えんぼさんだったさくら。


　そわそわして、こちらを見て、視線があうと真っ赤になって──。


　彼女は何を期待していた？


　秀影は、さくらの目的を正確に把は握あくし、その願いを叶えてやる。今これから、さくらは救われるのだ。そのはずなのに。


　まるで、むしろ地じ獄ごくに叩たたき落とすみたいな。


「喜ぶがいい、下民」


　扇せん子すなどを取りだし、あえて居い丈たけ高だかに、黒姫が嘲あざ笑わらうような口調で。


「聡そう明めいな秀影さまは、おぬしの望みをわかっておられる。そして慈悲深い秀影さまは、おぬしにとって願うべくもない栄えい誉よとして、哀あわれみを与あたえてくださったのじゃ。おぬしの望みは下げ劣れつなれど、ご理解を示されて、また後こう援えんしてくださるというのじゃ」


「あの、えっと……」


　ひれ伏ふしたさくらの頭のなかで、疑問が膨ふくらんでいくのがわかった。


　何かがおかしい、けれど──ばちんっ、と黒姫が勢いよく扇子を閉じて。


「誤ご魔ま化かさずともよいのじゃ、おぬしが秀影さまを……ひいては、豊臣将軍家を、幕府を、この国を憎にくんでおるのは察しておる。故郷を滅ぼされ、家族を焼かれたのじゃからな、おぬし自身も重傷を負ったと聞く──怨うらみ、骨こつ髄ずいじゃろうなあ」


「…………」


　さくらが、硬こう直ちよくする。図星なのか、あるいは疑問でいっぱいなのか。


　黒姫は断定する。


「おぬしは復ふく讐しゆうをするために『大奥』へきた、そうじゃろ？　故郷を滅ぼした豊臣将軍を弑しいするために四し肢しをもがれながらも、這はいずってきたのじゃ──『大奥』で勝ち進めば、そのものの出身地には将軍からの厚こう意いが、恩賞が与えられる。おぬしの滅んだ故郷も、復興できるかもしれぬ」


　それは事実である。過去の事例として、将軍は己の側室となった高位の『大奥』生徒のために、新しく藩をつくったことすらある。滅んだ藩の復活も現実的に可能なのだ。


　血まみれになり、命いのち懸がけで『大奥』のお姫様たちが戦うのは、己の欲よく望ぼうのためであることも多いが──愛いとしい民たみのため、故郷のためであることが大半だ。


　いちど生まれ育った土地のすべてを焼かれたさくらにとって、それは悲願だろう。


「さらに、序列があがるごとに『大奥』のものには特権が与えられる。十位以上で重火器の装備と家臣団レギオンの結成、七位以上で将軍との謁えつ見けんと出身地への増資、五位以上で将軍に可愛かわいがっていただく権利、三位以上では正式に側室となり将軍の部屋で夜を明かせる、一位だと正妻じゃ」


　他ほかにも『大奥』の外にでる権利など、細々とあるが、黒姫は割かつ愛あいした。


「七位以上ならば、将軍と対面できる。五位以上となれば、同じ布ふ団とんで寝ねることすらできる。三位以上となると、そばで監かん視しするものもおらず、二人きりになれる。裸はだか一いつ貫かんでの──おぬしの望みはそれじゃろ？」


　あえて下世話な言いかたをしているのか、黒姫の口調はいやらしかった。


「おぬしが序列をあげて、その貧相な肉体で父をたぶらかしてしまえば──故郷に黄金の畳を敷しきつめることも、そのまま将軍を刺さし殺すことも可能じゃ。あのときの男ほど、無防備なものはないからの。警けい戒かい心しんが強い将軍を殺す、唯ゆい一いつ無二の機会じゃろうの」


「……わたしは」


　さくらが何か抗こう弁べんしようと、顔をあげたが。


　黒姫はそれを遮さえぎるみたいに。


「誤魔化さずともよい、と言ったであろ。将軍憎にくしと思うのは、我らも同じぞ。もちろん秀影さまもな──何せ、将軍が死ねばその地位は秀影さまのものとなる。おぬしが父を殺してくれるなら、万々歳ぞ♪」


「そ、その」


　さくらが、消えいりそうな声で。


「そのために、わたし、が──あなたの、父親に、抱だかれても……」


「おぬし、何か勘かん違ちがいしておるようじゃがの」


　黒姫があえて秀影に手を振ふって、何も言わぬよう制してから、たっぷりの悪意をこめて。


「哀れよの、おぬしがどんな妄もう想そう・夢物語をその残念な脳内でたぎらせていたかは知らぬが、ぜぇんぶ的外れじゃ。身分を弁わきまえよと何度言ったかのう……。のう、秀影さまにとっておぬしは何じゃ？　ちょっと毛並みのよい犬っころじゃ、ちがうか？　遊興の最中に目に留とまって手て慰なぐさみに可愛がってやっただけじゃ、勘違いするでないぞ？　たわむれに遊んでやったが、一時の気の迷い、何せ犬に発情するものなどおらぬでの──」


　ちがう。愛だった。さくらを愛していた。


「犬っころ一いつ匹ぴき差しだして、邪じや魔まな父君が逝いんでくれるなら、安い消費じゃ♪」


　でも、このように言うしか……。


「兄者上のためにも、こういう言いかたをしておるのじゃぞ」


　遠くにいるさくらに聞こえない、ちいさな声で、黒姫が囁ささやいてきた。


「身分がちがう、何もかもちがう──愛して、報むくわれることなどない。ならばせめて、互たがいに利益を得る、そんな選せん択たくをするべきじゃ」


「秀影さまは」


　さくらが、ぐったりと突つっ伏ぷしたまま。


「それで、よろしいのですか。あの、あなたの気持ちが聞きたいです。ほんとうに、わたしのこと、どうでもよいと……ただの遊びだったというのなら、わたし──」


「まぁよい、話が逸それたわ」


　ぱんっ、と扇せん子すを開いて、黒姫がさくらの発言をほぼ無視した。


「おぬしを呼びだてしたのは、何も無む駄だ話をするためではないのじゃ。のう『百手姫』──おぬし、近ごろ授業をさぼっておるようじゃの？」


「ははっ」


「畏かしこまる必要はないぞ、ただ懲罰ペナルテイは受けてもらわねばならぬ」


「覚かく悟ごはできております」


「ちなみに、その懲罰ペナルテイの内容はそれを取り決める専門の役人の胸三寸での。上位者である我らからの圧力で、その内容を変じさせることが可能なのじゃ。本来ならば鞭むち打うち、剃てい髪はつ……その他、いくらでも残ざん忍にんな懲罰ペナルテイにできるのじゃが」


　不気味なほど満面の笑え顔がおで、黒姫が宣告した。


「『百手姫』、懲罰ペナルテイとして──おぬしに『大奥』序列三位の位階を授さずけようぞ」


「………？」


　意味がわからなかったのか、さくらが顔をあげる。黒姫はにこにこ笑っている。


「序列三位は永らく空位での──それは序列二位の『赫竜』がなぜか執しつ拗ように三位になったものに自ら挑ちよう戦せんし、焼き殺していたからじゃが。そのせいで地獄の第三位などと呼ばれ、誰だれもその位階になりたがらぬ。そのずっと不在だった第三位に、必ず死ぬと噂うわさされる第三位に、懲罰ペナルテイとして、おぬしを配してやろうというのじゃ」


「わ、わたしに死ねと……」


　青ざめて、さくらが歯の根の嚙かみあわぬ声でつぶやいた。


　過去、さくら＝『百手姫』はその問題の第二位『赫竜』と対戦したことがある、という話を資料で読んだ。逃にげ回ることしかできない、惨ざん敗ぱいだったという。


「ちがうちがう、そうは言っておらぬ──三位以上になれば、監視役がおらぬところで将軍に可愛かわいがっていただける。誰にも邪魔されず、将軍と二人きりになれるのじゃ。そこで将軍をたぶらかして故郷の復興を願うなり、ぶすりと殺やってしまうもよし……」


　可愛らしく忍しのび笑って、善意だけしかない、みたいな表情で黒姫は言った。


「そんな権利を与あたえようというのじゃ。序列三位の地位さえあれば、おぬしの目的は叶かなう。これが、秀影さまからのおぬしへの厚こう意いで、今日の呼びだしのすべてじゃ。わかったかえ？　『うん』と言えばよかろ、それでおぬしの夢はすべて叶う♪」


　素す晴ばらしい、と浮うき浮きした態度で。


「序列三位になれば、明日に控ひかえる『女王蜂』との対決も却きやつ下かできる。上位者は、下位のものからの挑戦を拒きよ否ひできるからの──絶対に勝てぬ相手と、戦わずとも済むようになるのじゃ。おぉ、万々歳ぞ。のう『百手姫』、秀影さまの知ち恵えと威い光こう、そして寛かん大だいなる処置に涙なみだにむせいで感謝するがよいぞ？」


「お断りします」


　さくらが顔をあげて、きちんと背筋を伸のばし、冷え冷えした声で言った。


　黒姫が両目を見開き、口元だけは笑みのまま。


「何と？」


「お断りしますと言ったんです」


「ちょっと意味がわからんのじゃが？」


「わたしは」


　拳こぶしを握にぎり、座した己おのれの膝ひざにのせて、さくらは火を吐はくように告げてきた。


「わたしは、あなたたちから一いつ切さいのものを受けとらない。わたしは、哀あわれみも施ほどこしもいらない。いらないのに──わたしは、わたしのちからで奪うばわれたものを取り戻もどす。秀影さま、あなたに、同情だけはされたくなかった……」


　立ちあがり、足を踏ふみ鳴らし、さくらはこちらを睨にらみつけた。


「ば、ばかに、馬ば鹿かに──しないでください！」


「よくぞ言うたわ、身の程ほど知らずが！」


　黒姫も立ちあがった。ぶるぶると興奮と憤ふん怒ぬに震ふるえ、顔を真っ赤にして、そばに立てかけられていた日本刀を拾いあげる。当然、さくらは丸まる腰ごしだし、無礼をはたらいたのは彼女だ──斬きり捨てられても文句は言えない。


「そっ首叩たたき落としてくれるわ！」


「よせ、黒姫！」


　そのまま駆かけだしていこうとする黒姫の腰こしに、秀影は抱だきついた。御み簾すを突き破り、一段高くなった御ぎよ座ざから転がりでて、ふたりで絡からまりあうように。暴れる黒姫を抱きよせ、そして、さくらが秀影の姿を目もく撃げきする。


『鴉』の仮面をかぶっている、いびつな、いまの秀影の姿を。


　このときの、さくらの表情を忘れない。


　すべてを奪われ、踏みにじられた、絶望そのものだった。


　自分に告げられた無む慈じ悲ひな言葉の数々が、その酷こく薄はくな内容が、ほんとうに秀影のもとから発せられたものだったと、彼女は理解したのだ。そう判断するしかない状じよう況きようだった。抱いていた何もかも、秀影に期待していた何もかも、たぶん粉々に砕くだけ散った。


　まさに夢から醒さめたみたいに、彼女は呆ぼう然ぜんとして。


「た、たいへん、失礼いたしました──」


　見る見る萎しぼむようになって、さくらは「ふらっ」と後ろ向きに倒たおれるようになって、膝をつき、頭を垂れて。


「か、かさっ、重ね重ね、ご無礼を……」


　その頰ほおに、雪解け水よりも冷たい涙が、つるりと落ちた。


「おゆるし、くださいまし──」


　土下座をし、頭を畳たたみに擦こすりつけながら、そのまま彼女は後退していった。障子の向こうまで這はいずってさがると、おもむろに立ちあがって足音高く走り去っていった……。


　いじめられて、逃げ帰るみたいに。
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「どぉしたってのよ、『百手姫』はさ──対戦は明日なんでしょ？」


『銀狼長屋』である。なぜか大おお阪さか城本丸に呼びだしをうけ、帰ってきた途と端たんに自室に閉じこもってしまったさくらを、『水蛇』と『銀狼』が心配している。彼女の部屋と扉とびら一枚隔へだてた居間にて、明日の準備をしているが、本人がこれではどうしようもない。


『水蛇』は扉のほうをちらちらと気にしながら。


「身体からだの傷なら癒いやしてあげられるわよ、だけど心はどうしようもないわ」


「ぜひ　も　なし　われら　は　ばんぜん　を　きす　べし」


『銀狼』は無む頓とん着ちやくに、机の上に地図を広げて、指でなぞっている。


『大奥』内部の、『銀狼長屋』から死聴覚室までの最短順路に、筆で墨すみ色いろをひいて。


「ないても　わらっても　あす　は　くる　で　ござる」


「そうよね。まったく、この肝かん心じんなときに──『蜜蜂』とも連れん絡らくがつかないし、『鴉』もここにきて姿を見せなくなったし、なぁんか、ばらばらね……」


　つまらなそうに独りごちてから、『水蛇』も地図に向き直る。


「ま、明日は棄き権けんをする権利すらないんだから、『百手姫』は引きずってでも死聴覚室までつれていくけど。問題なのは、確実に『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の妨ぼう害がいがあるってことよね」


『大奥』における対戦には、ほとんど規則がない。


　暗殺、妨害、毒殺──何でもありだ。死聴覚室に無事、辿たどりつけたら幸運ともいわれる。


「じゅんろ　は　まっすぐ　で　いかが　か」


「確実に待ち伏ぶせされるわよ、そりゃ死聴覚室までの最短距きよ離りを行ったほうが時間がかからなくて済むけど。ま、狭せまい小径を通って奇き襲しゆうを受けたら対応しづらいか……」


　相手のほうが人数が多いのだ。すべての順路は塞ふさがれていると考えていい。だとするなら、どこを選ぶかだ。


「われ　に　ひさく　あり」


　ぶいっ、と指を立てる『銀狼』に、『水蛇』は嘆たん息そくする。


「あんたのそれ、びみょうに不安なのよね……。ともかく、奇き策さくが通る戦力差じゃないもの。『女王蜂』は部下の命を何とも思ってないから、ぜんぶ投入してくるでしょう、とすると『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』は三百人──こっちは『百手姫』をいれても三人なのよ？」


「よゆう」


「あんたはね。ていうか、あたしも戦やんの？　もしかして？　戦力に数えられてる？」


「むろん」


「えー……あたし喧けん嘩かは得意じゃないんだけどなぁ」


　でもまぁ仕方ないか、と『水蛇』はまた扉を見る。さくらがあの調子では、周りが必死に補ほ佐さするしかない。くさくさするのが嫌きらいな『銀狼』が、いいかげん我が慢まんの限界なのか──もぎっ、と嫌いやな音をたてて施せ錠じようされている扉を強ごう引いんに開いた。


「さくら　いつまで　ふせっておる」


　室内は惨さん状じようを呈ていしていた。比ひ較かく的に可愛かわいらしかった、女の子らしい内装が切り刻まれ、踏ふみ砕かれ、ぐちゃぐちゃになっている。壁かべ紙がみは切り裂さかれ、ぬいぐるみは引きちぎられ、衣類が散乱し、その隅すみっこの壁かべに頭を傾かたむけて、さくらが虚うつろに立っている。


　彼女は声なき声をあげると、壁を叩たたいた。何度も、血がにじむほどに。


　こちらに気づいてもいない彼女に、『銀狼』は歩み寄ると、そっと自傷するその拳こぶしを両手で包みこんだ。いつも無表情な『銀狼』だが、今だけは哀かなしそうに見えた。


「よせ」


　涙なみだで化け粧しようが崩くずれひどい顔になっているさくらを、『銀狼』はそっと見あげる。


「あす　に　ひびくぞ」


「いいんです」


　ほつれた髪かみの毛で表情を隠かくし、さくらは掠かすれきった声でつぶやいた。


「もう、どうでもいい……」


　そんな彼女があまりにも可哀かわい想そうで、『銀狼』はそっと涙でべたつくその両頰に手を添そえた。そのまま胸むな元もとに導く。さくらの膝ひざが崩れて、跪ひざまずいた彼女を抱だきよせる。熱い。訳あって体温がほとんどない『銀狼』には、炎ほのおのように思えた。


「はきだせ」


『銀狼』はすりすりと、さくらの頭頂に頰ほおずりして、語りかけた。


「せっしゃ　ひと　の　きもち　が　わからぬ　けれど」


　本音を、彼女にだけは。


「じょうぶ　ゆえ──そなた　の　いたみ　かわり　に　うけとめる　で　ござるよ」


　嗚お咽えつを漏もらすさくらを、『銀狼』だけは抱きよせる。世界の誰だれもが彼女を軽かろんじ、虐しいたげようとも。一いつ匹ぴき狼おおかみを気取って何もかもに倦うんでいた『銀狼』に、明日への希望と守るべき家族を与あたえてくれた、この哀しい女の子を、自分だけは見捨てない。


「なく　が　よい　さくら」


　痛みを苦しみをいつも我慢してしまうさくらだから、それをゆるした。


　自分のそばでだけは、ありのままに、何もかもを吐はきだしてほしかった。


　受けとめてあげる。姐ねえさんと呼ばれたからには、家族になったからには──。


「『銀狼』姐さん」


　ひび割れた声で、さくらが喘あえいだ。


　こちらの胸に顔を押しつけ、赤ん坊ぼうみたいに泣きじゃくった。


「姐さぁん……」


「よし　よし」


『銀狼』は、さくらといれば、貪どん欲よくな肉にく食しよく獣じゆうではなく──。


　誰かを守り育てられる、ひとりの人間になれるのだ。


「おぬし　は　よいこ　さくら　は　よいこ……」


　出会ったころみたいに、そうして、『銀狼』はさくらを慰なぐさめた。


　明日殺しあいをするとは思えない、か細く儚はかない背中を、ずっと撫なでていた。
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　革帯ベルトが、さくらの白い肌はだに巻きつけられる。その内側にびっしりと生えた針がその肉に神経に食いこみ、刺し激げきし、機械の電源をいれるように活性化させる。留め具で固定し、両手両足をぐるぐる巻きにしたさくらは、四本の刀を装備。


　姿見の前で、丹たん念ねんに桜色の髪を梳くしけずる。ほのかな化粧を施ほどこして、戦いくさ支じ度たくは万ばん全ぜん。今日は決戦、運命の日──号ごう泣きゆうのあとはおしろいで隠され、その麗うるわしき立ち姿は、『大奥』の伝説に謳うたわれる序列二十位、千本刀の『百手姫』と化した。


　その視線が、硝子壁シヨーケースの向こうへ。そこには誰もいない。そう、あれは幻まぼろしだったのだ。自分の見ていた空想で、夢で、過去の残ざん滓し……。ほんとうの自分は、この血ちまみれの箱庭で、少ない仲間たちと肩かたを寄せあって、必死に堪たえているだけの──。


　ぽん、と腰こしのあたりを叩かれた。


　いつもと同じ飄ひよう然ぜんとした服装のまま、『銀狼』が無む垢くにこちらを見あげている。


「うしなった　もの　を　さがすな　さくら」


　前を向かせてくれる。


「ゆくぞ」


「はい、『銀狼』姐さん」


　応こたえて、前を見た。『銀狼長屋』の扉とびらを開け放ち、外に飛びでる。そこから先はもう戦場である。一いつ瞬しゆんの気も抜ぬけない──。


　そう思っていたさくらが、面おも白しろいほどに、腰が抜けそうなほど驚おどろいた。『銀狼長屋』の出入り口の先、『大奥』最奥の広々とした空き地、そこに通された管状の通路に、ぽつんと黒い影かげが立っていた。


『鴉』だ。


　否いな、その正体は割れている──豊臣秀影だ。


「何をしにきたんですか」


　その前を通りすぎながら、言わずにはいられなかった。


「あなたの提示した懲罰ペナルテイは受けない。わたしはこれから『女王蜂』と戦いにいく。あなたを出資者スポンサーとも認めない、だから関係ない──そう、関係ないでしょう。最初から、わたしとあなたは」


　硝子壁シヨーケース越ごしに、二人は見つめあった。


『鴉』はしばし痛みを堪えるように項うな垂だれていたが、やがて顔をあげた。


「教えてくれ。俺は間ま違ちがっていたのかい？」


「あなたは、いつもそうですね」


　何も知らないひとだった。


　だから、もしかしたら悪気がなかったのかもしれない。こっちが勝手に期待していただけで、でも──だからといって……。


「何ひとつとして、教えられなくちゃわからないんですか。あなたが、そんなあなただから。放っておけなくて、だけど、わたしは──」


　言葉にできなくて。


「さよなら。いいえ……わたしたちは、再会などしていなかった！」


　振ふりきるように、さくらは前進する。


　彼を愛していた。


　だけどそれは過去だった。


　それを思いだした。


　進むべき道には、敵しかいなかった。
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『鴉』＝秀影は、直進するさくらたちを追いかける。


　早足のさくらを野や獣じゆうのようにしなやかに駆かける『銀狼』が追い抜き、周囲を警けい戒かいしている。『水蛇』の姿はない。薬くす師しである彼女は戦せん闘とうに参加しないのか……。


　信じがたい身体能力をもつ彼女らを、安全な硝子壁シヨーケースから、必死に追いかける。自分だけがちがう場所にいる。それがもどかしい。けれど、他ほかにできることがない。頭のなかではぐるぐるぐるぐる思考が渦うず巻まいている。


　また失敗したのか、失ってしまうのか、それが嫌いやだから必死に行動したはずなのに、すべてが裏目にでている。否、自分は本来の問題から目を逸そらして、見けん当とう違ちがいの努力を重ねただけなのか……。


　教えられなくちゃわからない。


　その通りだった。


　わからなかった。


　だけど、今こそ最適な答えが欲しかった。


「止まれ、『百手姫』！」


　わらわらと、『銀狼』たちの進路に『大奥』の制服を着た少女たちが現れた。ものすごい人数である。といっても数十人単位だろうが、こちらは『鴉』が戦力に加われないことから考えて、たったの二人だ。


　洪こう水ずいに呑のまれる家を想像した。


　あるいはあの地じ獄ごくで見た、炎ほのおに舐なめ尽つくされる城を。


　日本刀や槍やり、弓矢で武装した少女たちは一揃そろえの黄色と黒の縞しま模も様ようをした腕わん章しようをつけている。さくらの対戦相手である『女王蜂』の家臣団レギオン『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』である。


　彼女らの待ち伏ぶせは想像の範はん疇ちゆうだったのだろう、そのまま蹴け散ちらして突とつ破ぱしようと、『銀狼』が前進して──不意に、その動きが硬こう直ちよくした。


　彼女の視線が、高い位置に向けられる。


　秀影とさくらもそちらを見て、等しく絶句した。


　何の建物かわからぬ、縦に細長い五ご重じゆうの塔とうだ。そのいちばん天てつ辺ぺん──屋根に、一本の槍が突つき立っている。ただし、その槍はひとりの少女の口内から尻しりにかけて貫かん通つうしていた。当然、身体の真ん中を貫つらぬかれて生きているわけがない。死んでいた。


　その少女は『蜜蜂』だった。


　可愛かわいらしいそのかんばせは無理やり槍で拡張され、押し広げられ、歪ゆがんでいる。目元に涙なみだの跡あとがある。串くし刺ざしにされ、刃は先さきが覗のぞいた股またぐらからは乾かわいた血液の筋がいくつもある。その屍し骸がいには虫がたかり、尊厳のすべてが踏ふみにじられていた。


「『蜜蜂』──」


　さくらが目を剝むいて、悲ひ愴そうな表情に染まる。


「あなたを最後まで間諜スパイではないかと疑っていた……だけど、あなたはほんとうに──あぁ、何てひどい……。あの娘こは、あなたたちの幸せを願ってたのに」


　刀の柄つかに手をかけて、さくらは怒ど鳴なった。


「何で殺したあ!?　あんな良い子を何で殺したんだ!?」


　理由はわかっていた。


『蜜蜂』は『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』を裏切ったのだから。少なくとも、そう疑われる行動をしていた。毎日のように、これから対戦する『百手姫』の住み処かに足あし繁しげく通って、ばれないわけがない。否いな、この未来を予想して、それでも『蜜蜂』はお互たがいの間を行き来し、情報を提示してくれていた。ほんとうに裏切りもので、間諜スパイだったのだ。


　自主的に、腐ふ敗はいした『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』を、彼女の居場所を元に戻もどすために。


　おかしくなった『女王蜂』を廃はいして、またみんなで仲良く暮らせるように。


　虐しいたげられ、ぼろぼろになっても、彼女は戦っていたのだ。


　その行動が誰だれかの逆げき鱗りんに触ふれ、その願いは叶かなわず、理解すらされずに──私し刑けいの果てに『蜜蜂』は惨ざん殺さつされた。それが結果だった。


　だけど。


「『蜜蜂』、あなたの願い、きっと叶える」


　両目を涙でいっぱいにして、さくらが喘あえいだ。


「なくな　さくら」


『銀狼』が一歩前にでた。


　その片手は着流しの懐ふところにいれられたまま、のほほんと散歩でもしている風ふ情ぜいだ。


「よくある　こと──『みつばち』を　おもうなら　なくな」


　けれど肉にく食しよく獣じゆうの瞳ひとみには、いつにない凄味が宿っている。


「ゆくぞ」


　そのまま、あまりにも大量の敵に怯ひるまず対たい峙じしている。さくらが遅おくれて、歯を嚙かみしめながらつづいていく。


「姐ねえさん、わたしも戦うっ──『蜜蜂』の仇かたき討うちです！」


『銀狼』はふるふると首を振ふって、「『からす』」となぜかこちらを見てきた。


　さくらの涙を拭ぬぐうこともできず、無力感に溺おぼれていた秀影に、彼女は告げてきた。


「さくら　を　たのむ」


　どういう意味だろう？　と秀影が首を傾かしげた、次の瞬しゆん間かんだった。


「さがっておれ」


　こちらに告げて、『銀狼』が地面を踏みしめる。噓うそみたいに芝しば生ふに亀き裂れつが走り、地じ響ひびきが『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』たちの足あし下もとを覚おぼ束つかなくさせる。直後、「ふっ」と呼気を吐はいた『銀狼』の右足が、秀影の間近にある硝子壁シヨーケースを粉ふん砕さいした！


　爆ばく弾だんの直ちよく撃げきでも罅ひびしか入らなかった硝子壁シヨーケースが、せんべいのように割れていた。人間ひとりが易やす々やすと入る大穴があき、そこに『銀狼』はさくらを押し入れる。あまりにも呆あつ気けなく、さくらは転がるように通路にでてきて、秀影に抱だきとめられた。


「え？　え？」


　目を白黒させ、こちらを見あげて、さくらは慌あわてて離はなれた。


　でもその体温は、秀影の胸むな元もとに残った。


「さくら　を　つれてゆけ──ここは　せっしゃ　に　まかせる　が　よい」


　しばし意味がわからず、秀影は硬直したが。


「ゆけ！」


『銀狼』が母猫ねこの峻しゆん厳げんさで怒鳴り、それに鼓こ舞ぶされるみたいに、秀影はさくらの手をとって走りだした。あまりにも華きや奢しやな、その指先。さくらはまだ状じよう況きように理解が追いつかないようだが、本能的に秀影の手を振り払はらおうともがく。


　秀影はゆるさずに、なお深いところを握にぎり、繫つながった。


「俺のことが憎にくいかもしれない、触れられたくなどないかもしれない──だけど今だけは我が慢まんしてくれ、君を守りたい。助けたいんだ、何ができるかわからないけど……」


「…………」


　さくらは何か言いたげにこちらを見たが、目元をごしごしと擦こすって、最後に『蜜蜂』の姿を目に焼きつけるように凝ぎよう視しすると──おとなしく従った。ふたりで走っていく。慌てて『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』が弓矢を放ってきたが、硝子壁シヨーケースに弾はじかれる。


　なるほど、ここは安全すぎる順路だ。最初から、敵の待ち伏ぶせを素す通どおりし──こちら側から死聴覚室へと向かう作戦だったのだろう。


　硝子壁シヨーケースを力ちから業わざで粉砕できる、『銀狼』がいてこその発想である。


　追いかけるには空いた穴から突とつ入にゆうするしかないが、その正面に『銀狼』が陣じん取どっている。『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の近接武器を装備した一団が「どけぇ！」と雄お叫たけびをあげて殴なぐりこむ。


　そんな彼女らを悠ゆう然ぜんと待ち受けて、『銀狼』がゆるやかに両手をあげ──。


　頭の天てつ辺ぺんに手を置くと、ぴこぴこっ、と可愛らしく動かした。


　そして叫さけぶのだ。


「わんわん！」


　地じ獄ごくのような沈ちん黙もくが場を覆おおった。


　あまりにも場ば違ちがいな『銀狼』の態度に、気勢を削そがれたのか足あし踏ぶみする『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』たち。逆に、さくらがなぜか興奮して握り拳こぶしをつくった。


「きゃあああ！　『銀狼』姐さんのわんわんがでたーっ！　姐さんが本気です！　あいつらみんなお終しまいですよきゃあん！　姐さん超ちよう可愛かわいい♪　目のなかにいれても痛くないーっ!!」


「さくらちゃん……？」


　戸と惑まどう秀影だが、それどころではない。先を急ぐ。


　当然『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』もすぐに役目を思いだし、「序列六位だか知らないけど、なめやがって……！」と突とつ進しんしていく。だが、いちばん先頭にいた少女たちが、不意にばたばた倒たおれた。


「んなっ……!?」


　その両足に、何かの液体が付着している。それは接せつ着ちや剤くざいのように見る間に硬こう化かし、彼女らの動きを束そく縛ばくする。驚おどろき、慌てる『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』に、空から次々と同様の粘ねん着ちやく質しつの何かが飛来し、無力化していく。


「ぎゃっ!?」「何、何なの!?」「狙そ撃げきだ、どっかから狙ねらわれてるぞ!?」


　最後の指し摘てきが事実だった。
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『蜜蜂』が晒さらしものにされているのとは別の、背が高い建物、その窓まど枠わくに腰こしかけて──指先を銃じゆう口こうのようにして、『水蛇』が狙撃している。くちゃくちゃとガムを嚙かむように口を動かして、口元に手のひらを置いてから、狙いをつけて発射。『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』が倒れる。


『水蛇』の能力は体液操作。自在に体液を動かし、またいちど覚えた液体なら即そく座ざに自分の体液を変化させてつくれる。ふだんは体液を薬液にかえて他者を治ち療りようしているが、攻こう撃げきにも用いることができる。


　直接的な戦闘に向いていない『水蛇』は、ここでみんなの援えん護ごをする。


　手を繫いで走っていく『鴉』と『百手姫』、変な姿勢の『銀狼』とその正面で右往左往する『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』……。状況は予定どおりに進んでいる。幸こうか不幸か、『水蛇』の位置からでは『蜜蜂』の無む惨ざんな屍し体たいは見えなかった。


「ま、最善を尽つくすわよ」


　冷れい淡たんにつぶやいて、狙撃を繰くりかえす。


『水蛇』はこの『大奥』で十年暮らしている。おそらく今いる生徒のなかでは最古参のひとりだ。規則として、『大奥』には十歳から三十歳までのあいだ在ざい籍せきできる。三十一歳になると頭を剃そり尼あまとなり卒業だ。


　とはいえ、たいていの場合──その年ねん齢れいに達する前に、殺される。


『水蛇』は二十二歳で、のらりくらりと生き延びてきた。多くは望んでいないし、序列も二千位ぐらいをふらふらして、義務として治療してあげた相手と八百やお長ちよう試合を行い、治療代のかわりとして負けてもらって、この立場を保っている。


　そんな、てきとうな──とうの昔に諦あきらめてしまった、自分だけれど。


「何でかしらね、あの娘こたちを見てると……」


　窓枠に腰かけ、足をゆらゆら揺ゆらして、微笑ほほえむ。


「人生ちょっと楽しいような、そんな気持ちに──」


「いましたわ！　あそこに『水蛇』がいましたわよーっ！」


　慌あわただしい足音が響ひびき、『水蛇』の真後ろにある大扉とびらが蹴け破やぶられた。でてきたのは、黄色と黒の腕わん章しようが目立つ『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の集団だった。先頭にいる、幹部か何かなのだろう──ひとりだけ威い圧あつ感かんが桁けた違ちがいの派手な少女が、見下すようにこちらを見てくる。


「年ねん貢ぐの納めどきですわよ、『水蛇』！　この『熊蜂』様が相手をしてあげるから、感謝しなさいよね！　命いのち乞ごいなら今ですわよ！」


　嘲あざけるように。


「あなたのことは知ってますわ──十年間も『大奥』にいて、序列はほぼ底辺の、落ちこぼれ。みじめに他人の慈じ悲ひにすがって生き延びてる、老害おばさん！　どう、あなたも痛い思いをしたくないでしょ!?　今すぐ『百手姫』たちを裏切って『銀狼』を狙撃し、わたくしたちに協力するなら命だけは助けてあげますわ！」


　そしてお嬢じようさまみたいに、オホホホホと高笑いをするのだった。


　何てわかりやすいやつ。『水蛇』は呆あきれながらも、やれやれと腰を叩たたきながら、あえて相手が言うとおりに「おばさんっぽく」疲つかれた顔で向き直った。


　肩かたをすくめる。


「悪いけど、『蜜蜂』の話を聞くかぎり、『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』は居い心地ごこち悪そうだし。あんたたちの仲間になんのは嫌いやだわ。『銀狼』には借りがあるしさぁ、これでもね──あたし近ごろは、義理と人情で生きてんのよ？」


「やろうっての、面おも白しろいじゃない」


『熊蜂』と名乗った少女の後ろから、複数の武装した『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』が飛びだしてくる。


「この人数を相手に、薬くす師しのあんたがどれだけ戦えるかしら!?」


「さぁって、ね」


　三つ編みを揺らして、『水蛇』は口元に指を寄せると──。


「たしかに、あたしは薬師よ。愛あい嬌きようふりまいて、みんなのお情けにすがって生き延びてきたわ。媚こびへつらうのが得意な、喧けん嘩かの苦手なかわいこちゃんよ」


　場ば違ちがいに、投げ接吻キスをした。


　ちゅっ♪　と。


　同時に、勢いよく突とつ貫かんしていた『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』のひとりが後ろ向きに吹ふっ飛んだ。『水蛇』はそれを見届けることなく、腰に武器のように吊つるしていた水容器ペツトボトルを手にとって、喉のどを鳴らして中身を飲み干していく。


　三本ほどあけて、「さすがに満腹」とぼやくと、またくちびるに手を寄せて。


　ちゅっ♪　と悪戯いたずらっぽく音を鳴らし、同時に弾だん丸がん並みの速度で射出された唾だ液えきが『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』を軽かろやかにぶっ飛ばした。殺すほどの威い力りよくはないが、痛みで悶もん絶ぜつぐらいはする。


　異様な状じよう況きように部下が怯ひるむなか、『熊蜂』が吼ほえた。


「体液操作──『水蛇』の能力ですわ！　体液ってことは、飲んで身体からだのなかにいれないと操作できないってこと……。人間の身体が保有できる液体の量には限界がある、いちどに大量の体液は操あやつれない、人数で押し囲めば潰つぶせますわよーっ！」


　もうバレた。


『大奥』で長くやってるとさすがに能力のすべてが周知のものとなり、対策を立てられてしまっている。『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』も対戦相手の『銀狼長屋』に関かかわるものの能力は調べたのだろう。


　何人かが投げ接吻キスでぶちのめされながらも、武器が届く距きよ離りまで肉にく薄はくしてくる。『水蛇』は能力に頼たよって武器が使えないから丸まる腰ごしだ、接近戦はよくない。


「ぐわあ!?」


　口から毒どく霧むを吐はき、間近に迫せまった相手の顔面を汚お濁だくさせる。だが次から次へと敵はやってくる。おまけに──。


「わたくしは三姉妹の次女、『熊蜂』……」


　いちばん奥に控ひかえていた『熊蜂』の背中が、異音を放ってめくれあがる。可愛かわいらしい衣装が破けて、少女の細い背骨と皮を突つき破って、不気味な何かが生えてくる。透とう明めいで細かく震しん動どうしている、昆こん虫ちゆうの羽根だ。


　荒あらく息をつき、粘ねん液えきをまとった羽根を震ふるわせて──。


「三姉妹わたくしたちの能力は肉体操作。不死身の長女、怪かい力りきの三女に比べたら、戦せん闘とうにおいては劣おとりますが……。わたくしはこの羽根で飛行と超ちよう加速ができますのよ。醜みにくいので、あまりこの姿になりたくはなかったのですけど、あなたも能力者というなら致いたしかたありませんわ」


　やや呼吸を乱しながらも、意地悪そうな笑え顔がおを浮うかべて。


「あなたなんかに、いつまでもかかずらってる暇ひまはありませんの。わたくしの栄光のため、愛と幸福のため──死ぬ！　が！　よろしくてよ!!」


『熊蜂』が床ゆかを蹴けった。『水蛇』は咄とつ嗟さに真横に飛ぶ。かろうじて超ちよう高こう速そくで突とつ進しんしてきた『熊蜂』の身体は回かい避ひしたが、代わりに空気の圧力ソニツクブームがもろに全身を殴なぐってきた。


　床をごろごろ転がり、壁かべに頭をぶつけて、ふらつく。


　まずいことに、走そう馬ま灯とうが見えた。


　十年間、『大奥』で生きてきた。痛みと苦しみには次し第だいに慣れて、他人を蹴け落おとすことにも感かん慨がいはなく、てきとうに良い暮らしができて、満足しているつもりで。自分をぼろくそに負かした『銀狼』の妹分──『百手姫』と対面して、その治ち療りようを頼たのまれて。


　むしゃくしゃして、言ってやったのだ。


「もしあたしがあんたを騙だまして、両手両足を元に戻もどすどころか、その身体に深刻な病や痛みのみを与あたえたら、あんたはどんな顔をするかしら？」


『百手姫』は応こたえた。


「わたしは他人を疑って苦しみながら暮らすよりも、信じて騙されたいと思います」


　馬ば鹿かな子。


　そんな可愛いこと言われたら、好きになっちゃうじゃない。


　きっと、あんなに優やさしい子はこの『大奥』じゃすぐに死んでしまう──だから、せめてそれまでは、見守ってあげようと思うことの何が悪い。


「くたばれ、『水蛇』！」


　邪じや悪あくな敵が寸前まで迫る。『水蛇』はよろめきながら、歯を嚙かみしめる。


　避さけようとしたが、間にあわずに──『熊蜂』の尖とがらせた爪つめがこちらの肉体を抉えぐった。『水蛇』のおおきく膨ふくらんだ胸むな元もとから腹、腰こしから太ふと股ももにかけて三本の血の筋が走る。脂し肪ぼうの層と骨の間から、血液が噴ふん出しゆつし……。


　あらゆる体液は、『水蛇』の武器だった。


　十年『大奥』で生き抜ぬいてきた古ふる強つわ者ものの誇ほこりが、眼光となって周囲を焼いた。


「おばさんなめんな、ガキんちょども！」


　噴出した血液は瞬しゆん時じに硬こう化か＆加速し散さん弾だん銃じゆうのごとく周囲にまきちらされる。不用意に接近してきていた『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の少女たちは残らず被ひ弾だんし、吹っ飛び、ぼろぼろになって動かなくなる。


「ぐあぁっ!?」


　素す早ばやく反応し直ちよく撃げきを回避した『熊蜂』だけが、おおきく弾はじけ飛んだもののすぐに体勢を立て直し、痛みに余よ裕ゆうをなくして怒ど鳴なった。


「くそっ、何よ──強いじゃない、あんた!?　その強さを何で隠かくすの!?　勝って他人を蹴落として栄光を摑つかみとるのが、『大奥』って場所でしょぉが!?」


「否定しないわ」


『水蛇』は微笑ほほえんだ。


「でも──あたしは他人を蹴落として独りぼっちになるより、弱いとか馬鹿にされても、仲間といっしょがいいにょろ」


　また舌がでて、肝かん心じんなときにこいつはもう──と慌あわてて回収。さすがに体液の絶対量がなくなって、頭がぐらぐらしてきた……。潮時だと判断し、開けっ放しの窓まで走ると遠えん慮りよなく飛びおりた。


「なっ!?」


　驚おどろく『熊蜂』が背中の羽根を震わせ、追いかけてくる。逃にげきれるかびみょうだが、この体調ではもうすぐ動けなくなってしまう──でも、生き延びなくては。『水蛇』が死ねばきっと、たとえ勝利しても、『百手姫』は泣いちゃうから。


「ごめんね。おばさん疲つかれちゃったから、おうち帰るわ♪」


「逃がすかぁああああああああ!!」


　そうして二人が追走劇を演じている間に、地上での戦せん闘とうも終結しようとしていた。
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「不敗にして無敵、『大奥』序列六位『銀狼』──君のような実力者を相手に何ができるかはわからないけど、これが役目なんでね。そこを退いてもらうよ。こちらは格下だ、大人数で相手をすることを恥はじとは思わない、なぶり殺しになりたくなければ……」


　美青年、と呼びたくなる中性的な美び貌ぼうの少女が、細剣レイピアをするりと抜いて宣告してくる。


『百手姫』が去っていった穴の前、珍ちん妙みような「わんわん」状態で立ちつくす『銀狼』に、どこか俳優みたいに。


「お願いだ、ちょっとだけ離はなれて、目と耳を塞ふさいでいてくれないか。これは『百手姫』と『女王蜂』の戦いだ、君が命いのち懸がけになる必要はないだろう。君のような勇者を数に頼たよって卑ひ怯きように倒たおしたくはないんだ、……わかってくれるね？」


「うせろ」


『銀狼』は端たん的てきに述べた。


「たとえ　しんでも　ここは　とおさぬ」


「残念だよ」


　さほど意外でもなさそうに、美青年は指揮者のごとく、その一挙一動に『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』を連動させ──じわりと、『銀狼』への包囲を狭せばめてくる。この動き、周りの反応、どう見てもこいつが『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』のまとめ役だ。


「僕は『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』一番隊隊長、『大奥』序列七十八位『雀蜂』だ。君に勝てるとは思わないけど、せめてそこから一歩でも動かしてみせる。それが最終的に、僕らの勝利に繫つながるだろうから。すべては無む慈じ悲ひな『女王蜂』陛下のために！」


　それが号令だった。


『雀蜂』と名乗った少女を先頭に、『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』が突つっこんでくる。


　貴公子然としていた『雀蜂』の表情が、晒さらされた『蜜蜂』の姿をちらりと一いち瞥べつし、ほの暗い憎ぞう悪おに染まる。


「僕は、僕は君たちをゆるさない……。よくも『蜜蜂』を殺したな」


「なんのこと　か」


　戸と惑まどう『銀狼』の態度を、『雀蜂』は挑ちよう発はつと受けとったようだ。


「ふざけるな！　報告は聞いている、君たちは迷いこんできた『蜜蜂』を捕とらえ、拷ごう問もんにかけて情報を引きだし、用済みになったら惨ざん殺さつしあのように晒しものにした……！　『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の全員、君たちを憎にくんでいる！　僕もだ、あの可愛かわいらしい『蜜蜂』を、よくも、よくもよくも──!!」


「ふむ」


　迫せまりくる『雀蜂』たちを見て、『銀狼』はおおよその事情を察する。


　どうやら『蜜蜂』は『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の誰だれかによって私し刑けいを受け殺され、おまけにその罪を『銀狼長屋』のものにかぶせた──身内を殺されたという強い怨えん恨こんを『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』に生じさせ、一いつ致ち団結させたようだ。


　目め障ざわりな『蜜蜂』を排はい除じよし、仲間の士気を高める。


　巧うまいやりくちだが、『巧い』と『汚きたない』は似ている。


　気に食わない。


『銀狼』は頭に手を置いた、もはや『降参』『お手上げ』にしか見えない、あきらかに無防備な姿勢のまま──。


「ぜひ　も　なし　ここ　は　せんごく　ゆえに」


「殺すぞ！　許せ！　僕は許さない！」


　真っ先に飛びこんできた『雀蜂』が、洗練された、お手本のような刺し突とつを放ってきた。速度、角度、力み、申し分なし。さくらに見習わせたいぐらいだ、と『銀狼』は思った。


　この『雀蜂』とやらは強者だ。


　けれど──。


「僕の能力は洗脳……」


　まさに血を吸ったような『雀蜂』の真っ赤なくちびるに、舌が這はわされる。


「僕の血液を体内にいれたものは、僕の忠実な奴ど隷れいになる……。序列六位の『銀狼』を下僕にできれば、僕は『大奥』の支配者にだってなれる！」


　その言葉と、細身の剣にしたたる赤い雫しずく──恐おそらく洗脳効果のある『雀蜂』の血液を見て、『銀狼』は最低限の動きでその突きをかわした。


　すぐに斬撃に切り替かわり、横よこ薙なぎの攻こう撃げきを『銀狼』はしゃがんで避さける。


　その場から動かずに、攻撃だけを的確にさばく。


「誰だって、僕の血を飲めば思いどおりになる！　僕が呼吸や発はつ汗かんなどで漂ただよわせるわずかな体液からでも洗脳は起きるから、『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の女の子たちはいつの間にか僕を好きになってる！　例外は治ち療りようのちからをもち、体内から僕の体液という異分子を選別して吐はきだせた『蜜蜂』だけだった……！」


　攻撃を繰くりかえしながら、『雀蜂』は吼ほえた。


「あの娘こだけだったんだ！　望むと望まないとに拘かかわらず周りから愛されてしまう僕を、ほんとの僕を見てくれるのは！　だから気味悪がられても、あの娘このそばにいた、嫌きらわれるのが心地ここちよかったんだ！　好きだった、愛していたんだ！　君たちが奪うばったんだぁ！」


　目め尻じりに涙なみだを輝かがやかせ、哀あわれな、自分の能力に狂くるわされた少女は慟どう哭こくした。


「簡単に僕のことを好きになる、馬ば鹿かな女の子たちを部下にして、警けい戒かい心しんが強くて誰もそばに近づけない『女王蜂』もいつか僕の能力で支配下において──序列上位の連中をすべて洗脳し、僕が『大奥』の、いいやこの国の女王になる！　そばには、唯ゆい一いつ、ほんとの僕を見てくれる『蜜蜂』がいる！　そんな僕の夢を、君たちが殺したんだ！」


「おろかもの」


『銀狼』は避けるのをやめた。


　真っ直すぐに迫ってくる細身の剣けんを前に、睫毛まつげを伏ふせて、哀れむように。


「それは　あい　などでは　ない　ゆめ　などでは　ない」


　異音が響ひびいた。


「こども　の　わがまま　で　ござる」


『雀蜂』が硬こう直ちよくする。その手にした剣はぽっきりと折れていた。先せん端たんが地面に突き刺ささっている。突きをもろに食くらったはずの『銀狼』には、傷ひとつない。


「は、はは……」


　けれど『雀蜂』は目を剝むいて笑った。


「触さわったな、僕の剣に──血液に！　君はこれで僕のものだ……！」


「せっしゃ　は　だれ　にも　しょゆう　されぬ」


　歓かん喜きの声をあげる『雀蜂』の背後に、まるで瞬しゆん間かん移動するみたいに、『銀狼』が移動した。視し認にんもできぬ動きだった。


「われ　は　こどく　われ　は　ねなしぐさ　われ　は　いっぴきおおかみ」


　こちらの姿を見失い、『雀蜂』が戸惑っているうちに。


「われ　は　『ぎんろう』　で　ござる」


『銀狼』の能力は硬こう化かである。


　質量保存の法則を無視した、よくある肉体強化能力の、その最さい北ほく端たんだ。


　単純な話、『銀狼』は肉体を無制限に硬化できる。普ふ段だんから鋼鉄よりも頑がん丈じようなのだが（そのため、『銀狼』は表情が動かず、また声帯が震ふるえにくいので声に抑よく揚ようがない）、さらに固くなるのだ。


　その肌はだはけして刃やいばなど通さぬ。ゆえに、先ほどの『雀蜂』の攻撃も、弾はじいてしまって──その体液は『銀狼』の内部に入ることがなかった。


　ちなみに『銀狼』は硬こう度どが増すごとに重量も増加し、ちいさなその拳こぶしが、時には山ひとつぶんもの途と方ほうもない質量を有することになる。そんなもので人間などという、やわらかいものを勢いよくぶん殴なぐればどうなるか。


　無論、抉えぐれるのだ。


「か、あ……」


　直ちよく撃げきを食らった『雀蜂』の身体からだは、ごっそりと消え失うせていた。まるで肉にく食しよく獣じゆうに捕ほ食しよくされたみたいに、その身体の半分が抉れてなくなっている。両足は無事だったのでかろうじて立っているが、肺も胃い袋ぶくろも肋ろつ骨こつも何もかも『銀狼』の拳に押し潰つぶされ、飛散している。


「僕のこと、気持ち悪いって言ってくれたんだ。初めて、気持ち悪いって……」


　ふらついて、瞳ひとみから色を失いながら、『雀蜂』はぼやいた。


「僕もそう思うよ、ずっと思ってた。ようやく、言ってくれるひとが……。だけどさぁ、ふふ、気持ち悪い僕を、君は見捨てずに、嫌いやそうにしながらも──話しかけたら応こたえてくれたよね。好きだ、よ、『蜜蜂』……僕の初はつ恋こい、だったんだ」


　前のめりに倒たおれて、動かなくなった。


　死んでいた。


「あわれ　とは　おもわぬ」


『雀蜂』がまきちらした体液を上手にかわし、『銀狼』が硝子壁シヨーケースの前に戻もどる。


「ほか　に　せっしゃ　の　えさ　に　なりたいものは　おるか」


　このなかで最強の実力者、『雀蜂』が何もできずに死んだ。無む惨ざんに。その事実と、『銀狼』の脅きよう威いに怯おびえ、さらに『雀蜂』が死んだことでその洗脳が解けたのだろうか、遠巻きに見守る『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』たちは竦すくんで動けない。


　このまま互たがいに動かずにいれば、時間稼かせぎができて、その間に『百手姫』は『鴉』とともに死し聴ちよう覚かく室に辿たどりついている。一安心か、と『銀狼』が思ったそのときだった。


「貴様ぁあああああああああ!!」


　真上から声が響いた。


　見ると、背中から羽根を生やしている派手な顔立ちの少女が、こちらに鬼き気き迫せまる勢いで飛来しようとしていた。やや離はなれたところに、避ひ難なん用に準備していた体液の綱つなにぶらさがり、建物の間を身軽に移動していた『水蛇』が、意外そうな顔をしている。


「貴様、貴様、貴様！　よくも！　『雀蜂』様を殺したな！　何してんのよぉぉおお──邪じや魔まな『蜜蜂』を殺して、それをぜんぶあんたらのせいにして！　きっと『女王蜂』様も勝って！　ぜんぶ巧うまくいくはずだったのに、何してくれてんのよぉおお!!」


　どうも『水蛇』を追いかけていたあの羽根つき少女が、『雀蜂』の死を知ってこちらに狙ねらいを変へん更こうしたようだ。


『雀蜂』の死とともに彼女の能力は解除されている。それなのに、夢中になって怒おこっている。ほんとに愛していたのだろう、能力などなくても──『雀蜂』を好きになってくれるひとが、ひとりはいたのだろうに。


　どこかで道を誤って。


　大事な歯車が壊こわれてしまって。


『蜜蜂』は死に、『雀蜂』も死に、あの少女も……。


「これ　が　『おおおく』　の　ならい──なれど　ふびん　に　ござる」


　ぼやいて、懐ふところから、こないだ『鴉』にもらった『篤姫』限定もみじ饅まん頭じゆうの箱を取りだした。呑のん気きに、ぱこんと蓋ふたを開いた。


「何を、こんな状じよう況きようで……」


　ぎょっとする空からくる少女に、『銀狼』はごく淡たん々たんと。


「くに　へ　かえる　が　よい」


　最後の宣告をした。


「おぬしら　にも　かぞく　が　いるだろう」


「いつまで、ふざけてますの──『銀狼』ぉおおお!?」


　突とつ貫かんしてくる少女に、『銀狼』は溜ため息いきをつき、箱の蓋を完全に取り去った。


　その下からでてきたのは、当然、饅頭などではなく……。


　ぎっちりと詰つめこまれた、超ちよう高こう性せい能のう爆ばく弾だんが十二個である。


　序列十位以上のものはその特権として、重火器の装備が許可される。基本的に空手をむねとする『銀狼』だが、大量の敵を倒すには便利なので爆弾を所持していた。


「んなっ……!?」


　少女が怯ひるんだが、遅おそすぎる。


『銀狼』は鮮あざやかな手つきで爆弾の安全ピンをまとめて引っこ抜ぬき、きらきらきら、と光を乱反射させながら放ほうり捨てた。そして箱を逆さまに振ふって、爆弾をぼとぼと落下させる。


「なむさん」


　直後、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが戦場を覆おおった。


　建物がいくつもまとめて吹ふっ飛ぶような大爆ばく発はつが発生し、遠巻きに見ていた『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』は吹っ飛び転がり、頭をぶつけるなりして失神。百数十人が一気に無力化される。


　深刻だったのは、間近から爆発を浴びた少女だった。


　彼女は『銀狼』に名乗る暇ひまもないまま、子供に悪戯いたずら半分に弄もてあそばれた虫けらみたいに、腕うでの先と羽根の一枚を残して、完全に焼き尽つくされてしまった。


　幹部を全ぜん滅めつさせられ、圧あつ倒とう的な力量の差を見せつけられて──。


「ひっ、ひいっ……」


　戦意を喪そう失しつした『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』は、誰だれともなく平へい伏ふくし、無条件で降こう伏ふくをしたのだった。


「うむ」


　舞まい降りてきた『水蛇』に、『銀狼』はごく平然として。


「『みずち』　すまぬが　ふく　を　とってきてくれ」


　くしゅん、と可愛かわいらしく、くしゃみ。


　身体からだを硬こう化かさせられる『銀狼』はどんな爆発が直ちよく撃げきしても無傷だが、服はそういうわけにもいかず──この攻こう撃げきをしたあとは、たいてい全ぜん裸らになるのだった。
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　死聴覚室まで、あとわずか。


　ほんの十数秒、走れば──正面に見えてきた、あの何の変へん哲てつもない扉とびらまで辿りつけたら、その向こうは死聴覚室だ、戦場だ、血で血を洗う地じ獄ごくなのだ。不意に、秀影は手をひいて走るさくらを、このまま『大奥』の外へつれだしたくなった。


　ぜんぶ捨てて。何もかも投げだして。今この瞬しゆん間かんもさくらのために戦っているだろう、『銀狼』や『水蛇』を置いて。愛してくれる、黒姫も見捨てて。行く当てなどなくとも、すぐに追っ手が放たれみじめに殺されようとも。


　二人で、どこかへ逃にげるべきなのではないかと──。


　ぎゅっと、指先にちからをこめた。


　さくらは、もう抗あらがわなかった。


　すぐに時間切れだ。扉の前に立つ。さくらが、一歩踏ふみだした。


　何も言えなかった。


　喉のどが、引きつっていた。


　敵は強大だ。勝てる可能性はあまりにも少ない。ほぼ確実に、さくらはむごたらしく殺されるだけだ。だから、それならせめて……。


「逃げようと」


　さくらが、ちいさな声でつぶやいた。


　桜の花びらが地に落ちるよりも、なおか細い、消えいりそうな小声だった。


「言ってくれないのですね」


「君は」


　秀影は、その背中を見つめて、何がなんだかわからなくて。


「復ふく讐しゆうをしたいのだろう、故郷の復興も──」


「あなたこそ」


　互たがいに、声には温かみがなかった。


「罪悪感だけなのですか」


　なのに、胸の奥に熱が、こみあげてくる。


　もどかしい。伝わらない。平行線だ、どうして交わらぬ。


「俺は、君が生きていてくれただけで」


「生きていた、だけでよいのですか」


「君が幸せになってくれるなら」


「わたしの幸せを、あなたは知ってるのですか」


「俺は、ずっと君のことを考えていた。君とまた会って、今度こそ守りたいと、助けたいと──なのに、俺はたぶん、君に何もできていない。哀かなしませている。どうしてだろう、わからないんだ、教えてくれ。さくらちゃん」


「名乗ってもくれないくせに」


　前を見み据すえたまま、さくらが呻うめいた。


「わたしに耳みみ触ざわりのいい言葉を並べ立てて、幸せを望んでいるなんて口だけ達者な、あなたはどなた？　誰ですか？　わたし、あなたを知りません──だから、関係ないでしょう。他人の生き死になど、どうでもよいでしょう。他人なら……」


　不意に気づいた。


　その指先に輝かがやく、煤すすでぼろぼろになった婚約指輪エンゲージ・リング。


　他人でなくなるために。ともに生きてゆくために。幸せになるために。


　でも、あの日に奪うばわれた、誓ちかいの証あかし。


　きっと焦しよう土どとなった彼女の故郷で、両手両足をもがれたまま、必死に探して見つけて──今日まで、忘れずにいたのだ。


「俺は」


　くそ。


「俺、は……」


　くそ。くそ。くそ。


　秀影は胸を搔かきむしった。頭痛どころではない、全身の神経系が悲鳴をあげる。身体がばらばらになりそうだった。だけど言うべきだ。名乗るべきだ。そして二人で──。


　さくらは、待っていた。


　けれど、返事がなくて、愚おろかな秀影は喘あえぐことしかできなくて、だから納なつ得とくした。


「わかりました」


　声は震ふるえていた。


「あなたは、誰だれでもない、どこにでもいる一羽わの鴉からす──わたしは、あなたがたまたま羽根を休めるための止まり木に選んだ、何てことのない、くたびれた桜の樹き……。そう、きっとそのとおりなのでしょう……」


　自分を抱だきしめて、きっと泣いていた。


「少しだけ、あたたかかった──」


　そのまま顔をあげ、思いっきり扉とびらを開く。さくらが行ってしまう。秀影は手を伸のばす。だが届かない。さくらは通路を走り、役人に事情を語って控ひかえ室しつまで案内され、秀影の目の前で扉が閉まり、その背中が消える。


　あちこちに配置された液えき晶しよう画面が一気に映像を垂れ流し始める。教室を模された悪あく趣しゆ味みな死聴覚室に、すでに対戦相手は待ちかまえていた。


【血ち塗まみれ処女おとめ対たい盤ばん順位戦】


【主賓チヤンピオン　序列十位『女王蜂』】


　巨きよ大だいな女だった。周りに置かれた机や椅い子すが小型模型ミニチユアじみている。馬ば鹿かでかい身体からだをさらに分厚い十じゆう二に単ひとえでまとい、髪かみの毛もやたら長く場の容積を占せん有ゆうする。真上から見下ろすようにして彼女は、『女王蜂』は、舌なめずりしそうな表情で哀あわれな生いけ贄にえを見据える。


「遅おそかったな」


　いびつな、何人もが同時に喋しやべっているような、密度の高い声こわ音ねだった。


「ようこそ『百手姫』──ここが地じ獄ごくの門である」


　両手を広げ歓かん待たいする宿敵に、勢いよく入室したさくらは何かを振ふりきるように、真っ直すぐに突とつ進しんして──。


【来賓チヤレンジヤー　序列二十位『百手姫』】


「うっ──ぁあああああああああああああああああああああああ!!」


　涙なみだ混まじりの雄お叫たけびをあげて、四本の刀を同時に抜ばつ刀とう、女たちの戦国──その渦か中ちゆうに、桜色の髪の毛を揺ゆらしながら飛びこんでいく。


【開始】


　直後だった。





　透とう明めいな硝子壁シヨーケースに、鮮せん血けつがぶちまけられる。




　第五幕　恋桜　さくらさくら
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　さくらの血統に受け継つがれた能力は植物操作。


　当然、純血であるさくら以外にもこの能力を保持していたものはいた。当代将軍・豊臣吉刳の暴ぼう虐ぎやくによりそんな地元の民たみ草くさは全ぜん滅めつしたが、彼はご丁てい寧ねいにもその屍し体たいを埋まい葬そうもせずに放置したので、さくらはそれらを余さず回収することができた。


　当初は荼だ毘びに付すことを考えたのだが、そこで悪あく魔まのような発想を思いつく。これらの屍体には植物を操あやつる異能が宿っている。それが数千人、ひょっとしたら一万以上……それらの屍体を他国の異能力者に依い頼らいし凝ぎよう縮しゆく＆結けつ晶しよう化──四本の刀としてしつらえなおしたのが、さくらの主力武器『血ち刀がたな』である。


　すべての刀にはあらかじめさくらが調合した種や苗なえ床どこが吸着しており、用よう途とによって使い分けられ、さくらが念じるとその肉体から栄養を奪うばうことで急成長する。他人を切り刻む花びら、幻げん覚かくを見せる葉っぱ、よりどりみどりに……。


　壱いちの太刀たち、『義よし元もと左さ文も字じ』には『自分の肉体に影えい響きようを与あたえる』植物が宿る。


　弐の太刀、『長なが船ふね長なが光みつ』には『試合場（床ゆかや壁かべなど）に影響を与える』植物が宿る。


　参の太刀、『無む銘めい光みつ世よ』には『空間（空気）に影響を与える』植物が宿る。


　四の太刀、『霊れい夢む東照大権現』には『敵の肉体に影響を与える』植物が宿る。


　それぞれの太刀につき、容量の関係で三～四種類の植物しか宿らせられないから、対戦相手によって考え抜ぬいたものを戦略的に組みこむ必要がある。


　その刀身は紅あかく、執しゆう念ねんが宿った刃はは常にさくらを鼓こ舞ぶし、ちからを貸してくれる。故郷を滅ほろぼした豊臣政権に滅びを、我らの仇あだ討うちを──。


　そんな罪深い刃を振りまわしているのだ、秀影に『おまえの目的は復ふく讐しゆうだろう』と思われても仕方がないのだ。むしろそう考えるのが当然なのだ。でも、さくらはたとえ死した民草に呪のろわれようとも、あのとき秀影に「ともに暮らそう」と言ってもらえたら。


　こんな刀など放ほうりだして。


　ふつうの女として──。


「うぅあぁぁあああ!!」


　浮うかんだ迷いを振りきるように、さくらは急制動を繰くりかえす。


　最初から全開だ。


　相手の『女王蜂』の戦法は単純な、圧あつ倒とう的な火力で相手を蜂はちの巣すにするやりくちだ。一いつ瞬しゆんでも気を抜けば機き関かん銃じゆうの、爆ばく薬やくの直ちよく撃げきを受けて近づけもしない。だから動き回る必要があった。


　参の太刀、『無銘光世』に宿らせた苔こけを死聴覚室にまんべんなくまきちらし、己おのれの植物を操る能力によってその苔に自分を運ばせる。これによって、足を動かさずとも滑すべるように、高速の移動が可能になる。


「ぬうっ──」


　死聴覚室の真ん中に鎮ちん座ざした『女王蜂』は、巨きよ体たいゆえか細かく動き回るとこちらを捕ほ捉そくできないが、全身に銃じゆう口こうと砲ほう門もんが搭とう載さいされており、たとえ背後にまわっても狙ねらいをつけてくる。


「ちょこまかと！」


　流ながれ弾だまが飛来したが、革帯ベルトを装備したさくらの全身の細さい胞ぼうは活性化している。見切って避よけた。どうしても難しい場合は、腕うでに巻かれた革帯ベルトで弾はじいた。そのくらいの硬こう度どはある。


　だが嵐あらしのなかを潜くぐり抜けるようなものだ、徐じよ々じよに生傷が増え、服も破れて白い肌はだが露ろ出しゆつしていく。気にしてはいられない。『百手姫』は体勢を低くして狙いをつけにくくし、その異名のとおり這はいずる虫のように死聴覚室を駆かけめぐる。


「おかしい」


　善戦しているが、さくらには不可解だった。


　変である。以前に戦ったときも、ここまでは同じだった。相手の銃じゆう弾だんを避けながら逃にげ回り、機会を窺うかがっているうちに力ちから尽つきて、当時のさくらは敗れたのだ。


　だからこそ、ここから先の戦法も考えてきた。二度目の対戦なのだ。当然、相手もさくらが前回と同じように床を這い回って移動することは予期していただろうに。


　まったく同じように翻ほん弄ろうされ、対応できていない。


　まるで、初めてこの戦法と直面したみたいに。


　それに──前回よりも、『女王蜂』の戦いかたが雑だ。狙いが甘く、こちらの誘さそいにもあっさりと引っかかる。百ひやく戦せん錬れん磨まの『女王蜂』らしくない。こちらを侮あなどっている？　そんな性格だったか？


　こちらは開始早々、何もかもを忘れて突つっこみ、『女王蜂』の攻こう撃げきを受けてしまった。そこで冷静になったが、もともと『熊女』との対戦で重傷を負い、心も秀影との事情で乱れている。万ばん全ぜんではないのだ、善戦できるのがおかしいのだ。


「もしかしたら、『蜜蜂』は正しかったのかも──」


　結果的に間諜スパイとして『銀狼長屋』と『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の間を飛び回り、無む惨ざんに命を散らしてしまった彼女のことを思いだす。その疑いと、忠告は、彼女が仲間に殺された事実を踏ふまえると、噓うそではなかった──事実だったと信じられるかもしれない。


　疑ってごめんなさい、『蜜蜂』。


　あなたは、ほんとうに……。


『蜜蜂』はこう言ったのだ。


　──『女王蜂』さまは、まるで別人みたいに変わってしまった……。


「あなた、『女王蜂』ではありませんね」


　爆ばく弾だんが炸さく裂れつした、その風圧にのって吹ふっ飛び、さくらは軽かろやかに壁かべに着地。いつの間にか壁にも苔を繁はん茂もさせていたのだ。今のさくらにとって壁も天てん井じようも床ゆかである。立体的な動きに『女王蜂』が対応できないうちに、さくらは告げた。


「中身が入れかわっている」


　別人になっているのだ。


『女王蜂』が焦あせったように長い髪かみを翻ひるがえし、大口を開いた。その奥から不気味な砲門がせりあがってくる。寒気を感じてさくらは飛んだ。


　直後、『女王蜂』の口から警けい戒かい色の怪光線が迸ほとばしった。びりびりと死聴覚室が震しん撼かんし、壁が崩くずれて奥にある丈じよう夫ぶな合金が姿を見せる。とっくに並べられた机や椅い子すは『女王蜂』の暴ぼう虐ぎやくによって粉ふん砕さいされており、ずいぶんと見晴らしがよくなっていた。


　銃弾や爆ばく裂れつで抉えぐられた苔は、散らばった机の破片などを養分に再び繁茂し、死聴覚室を席せつ巻けんする。さくらは上下左右を止めどなく這い回って──。


「『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』を引っかき回し、ほんとうの『女王蜂』を排はい除じよし、序列十位の地位に甘んじ──今ここでわたしを殺そうとしている、あなたは誰だれ？」


「わらわは『女王蜂』。この『大奥』の無む慈じ悲ひな女王」


　口元から硝しよう煙えんを吐はきだし、非人間的な態度で『女王蜂』は笑った。


「君臨するものには、己より弱い生き物の問いに応こたえる義務はない」


　その言葉に、むかっときた。


　こちらと御み簾す越ごしに対面し、さくらの気持ちを何ひとつ理解せず、哀あわれみ施ほどこしを与あたえてやろうとしたあの男──あいつと、同じだ。高いところの酸素は薄うすいのだ、引きずりおろしてやらないと、まともに会話もできやしない。


「どうでしょうかね……！」


　突っこんだが、途と端たんに十じゆう二に単ひとえの隙すき間まから震動する刃チエーンソーが飛びだしてくる。『女王蜂』の奥の手だ。こいつは接近戦にも死角がないのだ。ぎりぎりで避けたが、服が引き裂さかれ、薄うす桃もも色いろの下着が露出する。


　硝子壁シヨーケース越ごしに観客の男どもが盛りあがり「いいぞ！」「もっと脱ぬがせろ！」「おっぱい見せろおっぱい！」と野や次じをがなりたてるが、無視だ。あんな遠くにいるやつらの声など聞こえない。


『女王蜂』を倒たおす。全力で戦って、勝利する。


　何のためだったかも、もう思いだせない。
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　戦せん況きようは、秀影から見ると圧あつ倒とう的に不利に思えた。


「さくらちゃん！」


　硝子壁シヨーケースに手をついて、その陰いん惨さんな試合を観戦している。中央にどっしりと構えた『女王蜂』に、激しく動き回るさくら。近づこうと思ったら迎げい撃げきされて、試合が始まってからいちども触ふれられすらしていない。


　さくらは押されている。このままではジリ貧で削けずられ、いつか捉とらえられて穴だらけにされて死ぬ。火力差がありすぎるのだ、刀だけであんな重火器の塊かたまりに勝てるわけがない。


「しんじる　で　ござる　『からす』」


　不意に、聞き覚えのあるどこか強こわばった声が、真横から聞こえた。


　驚おどろいて見ると、いつの間にやら熱ねつ狂きようする観客のなか、ひときわ小こ柄がらな人物が涼すずしげな雰ふん囲い気きで立っていた。『銀狼』である。その奥には『水蛇』もいる。どうやらさくらを死聴覚室に届けるための、時間稼かせぎは無事に終わったらしい。


　その事実に安あん堵どしつつ、秀影は疑問を抱いだいて──。


「ぎ、『銀狼』、どうしてこっち側に……」


　尋たずねてから、あぁ序列十位以上なら特権があるから、自分を含ふくめて何人かまでなら硝子壁シヨーケースの外にだすことができるのだ、と思いだした。


　先ほど硝子壁シヨーケースを粉砕し、さくらを外にだした行こう為いも、その権利を振りかざしてうやむやにするつもりなのだろう（反則的な手段だし、懲罰ペナルテイぐらいは与えられるかもしれない）。


「ていうか、その服装は何だい？」


「じゃあじ」


　何だか野や暮ぼったい運動着ジヤージをまとった『銀狼』が、ぐっ、と親指を立てた。なぜかその奥で同じ格好をした『水蛇』も、ぐっ、と自信満々な態度だ。何でだ。


「あたしも『銀狼』も服がぼろぼろになっちゃったからさ、急いで購こう買ばい部に寄って買ってきたのよ。このぶんじゃあ、『百手姫』のぶんも必要かしらね？」


「おそろい　おそろい」


　こくこく頷うなずく『銀狼』だった。尻尾しつぽ（？）が楽しそうに揺ゆれている。


　ともあれ、彼女らがそんな被ひ害がいを受けるほど、激しい戦いだったのだろう。見たところ『水蛇』は顔色が悪い。彼女には治ち療りよう技術があるとはいえ、だいぶ消しよう耗もうしているはずだ。


「あたしたちより、問題は『百手姫』よ」


　死聴覚室では相変わらずの一進一退の焦じれったい攻こう防ぼうがつづいている。


「『銀狼』、あんた秘策を授さずけたんじゃないの。『蜜蜂』も何か情報をくれたんでしょ、これじゃ前回の対戦と同じじゃないの」


「うむ……」


『銀狼』は小首を傾かしげる。


「おかしい　いくらなんでも　もうじき　たまぎれ　の　はず」


　言われて初めて秀影も気づいた。銃じゆう器きを扱あつかうものとして納なつ得とくできる。『女王蜂』のように勢いよく連射していて、弾たま切れにならないわけがない。全身に銃じゆう口こうがあるというのは脅きよう威いだが、そのぶん弾だん薬やくを大量に消費してしまうということだ。


　当然、閉へい鎖さされた死聴覚室のなかでは弾だん丸がんの補給はできない。このまま時間を稼いでいれば、相手は攻こう撃げき手段を失う。


　そんな作戦だったのだろう。さくらも自らの肉体を苗なえ床どことして、養分として植物を扱うので持久戦は苦手らしいが、最低限の植物しか用いずに移動も苔こけに任せ、体力を温存していたのだ。


　だが、一向に相手の攻撃に終わりが見えない。


　さすがに戸と惑まどっているさくらに、『銀狼』が吼ほえた。


「ぜひ　も　なし　ゆけ　さくら！」


　その声は当然、遮しや音おん性の高すぎる硝子壁シヨーケースに遮さえぎられたが。


　師し弟ていの、あるいは姉妹の絆きずなが感じさせたか、さくらが好反応。急停止。『女王蜂』が好機と見て全砲ほう門もんをこちらに集中させ、斉射。道路工事のような異音が響ひびき、秀影たちの目の前の硝子壁シヨーケースに亀き裂れつが走っていく。ものすごい威い力りよくだ。


　だが、さくらは間かん一いつ髪ぱつで避よけていた。


　相手の攻撃が一点に集中するなら、むしろその軌き道どうを読むのはたやすい。ぎりぎりで避けて、その間に抜ばつ刀とう。


「覆おおえ、『義元左文字』！」


　抜ぬき放たれた血色の刀から、無数の葉っぱが噴ふん出しゆつする。それはさくらの全身をくまなく覆い、防護する。『熊女』の自じ爆ばくを防いだ、あの葉っぱの小型版といったところか。


「芽め吹ぶけ、『長船長光』！」


　もう一本の刀を地面に擦こすらせると、苔が活性化し、さくらの身体からだをかつてない速度で運ぶ。『女王蜂』に向けて一直線。


「なめるなぁ！」


『女王蜂』が素す早ばやく反応し、苦労して全身の銃器をさくらに向けようとするが、遅おそい。


「廻まわれ、『無銘光世』！」


　さくらが刀を抜くと同時に放り投げた。宙をくるくると回転しながら、血色の刀が大量の花粉を噴出する。煙えん幕まく？　毒どく霧む？


　どちらでもあり、どちらとも異なっていた。


「これは、わたしがあなたに対たい抗こうするために遺伝子改良した珍ちん種しゆ・落下傘綿花パラシユートドレツサー──」


『女王蜂』がでたらめに放った弾丸に反応するように、きらきらと輝かがやきながら舞まう花粉は集結する。高熱に反応しているようだ。弾丸は発射と同時に火薬と摩ま擦さつ熱で熱せられる──集まった花粉はその場でふくらし粉のように、ぼむっ、と膨ぼう張ちようする。


　弾丸の推進力と熱を成長の糧かてとして、落下傘綿花パラシユートドレツサーが膨ふくらむ。勢いをなくした弾丸を核かくとして、ふわふわと、まるで水中のくらげみたいに宙を漂ただよった。銃じゆう弾だんのすべてに同様の反応が起こる。何千発もの弾丸が空中で捉とらえられ、浮ふ遊ゆうするだけの無害な存在となる。


　美しくも、なかなかに奇き妙みような光景だった。


「これは──くそっ、ふわふわのせいでよく見えぬ……」


『女王蜂』が驚おどろき、その十じゆう二に単ひとえの隙すき間まから生えた震動する刃チエーンソーを振ふりまわした。


　だがその行動は間ま違ちがいだった。刃に触ふれると同時にふわふわは大爆ばく発はつ。先ほどの比ではない大量の花粉をまきちらす。視界が覚おぼ束つかなくなり、全身を細かい粉ふん塵じんで覆われた『女王蜂』の身体、その各所にある銃器が不具合を起こして炸さく裂れつ。


「ぐああ……!?」


　銃器といえど精密機械だ、粉塵は天敵である。たまらず、銃弾の発射をやめる『女王蜂』。だがさくらの目的はそこから先にあった。


「あやつは、『百手姫』はどこだあ──!?」


　さくらの姿が消えている。『女王蜂』が混乱しているうちに、花粉にまぎれて見えなくなった。観客のすべてがその姿を見失っていた、当然、秀影もだ。


　すぐに、さくらの居場所はわかった。


「女王を名乗るには、慌あわてすぎですよ。昔のあなたは、もっと泰たい然ぜん自じ若じやくとしていた」


　床ゆかを貫つらぬき、地中を移動していたさくらが姿を見せた。その全身にまとわせた葉っぱが高速で回転し、尖とがった先せん端たんで地中を掘ほり進んでいたのだ。目め眩くらましと、信じられない場所からの奇き襲しゆうに、けれど『女王蜂』は対応せんとした。


「猪ちよ口こ才ざいなああああああ!!」


　震動する刃チエーンソーがさくらを迎げい撃げきするため、真っ直すぐに一いつ閃せんされる。


　だが、さくらは名前のとおりに、花びらのようにふわりと回かい避ひして。


　最後の刀を、抜刀。


「四の太刀たち、『霊夢東照大権現』」


　彼女の眼光と刃が、湯ゆ煙けむりのごとき花粉のなかで、炯けい々けいと輝いた。


「食いつくせ、珍種・人食い桜カニバルピンク！」


　そのまま全身で体当たりするように、さくらが神速で刀を突つきいれる。その怨えん恨こんと生命に染まった血色の刃は『女王蜂』の鎖さ骨こつの間あたりに深々とさしこまれ、奇妙な色の体液を噴出させる。


　それで終わりではなかった。


　突き立てられたままの刀を中心に、『女王蜂』の身体がぼこぼこと膨れる。その内部で何かが急成長して──直後、彼女の全身の皮を突き破って血まみれの刃が生えてきた。それは、よく見れば樹きの根っこだ。だが、遠目からでは、まるで『女王蜂』の内部で日本刀が分ぶん裂れつし──無数の刃へと変じたようだった。


　千本刀の『百手姫』。


　その異名の意味を、誰だれもが理解したのだ。


「ぐ、お、お……」


　全身を植物に食い破られて、生きていられるわけがない。『女王蜂』は身体を震ふるわせ、ゆっくりと、仰あお向むけに倒たおれて動かなくなる。遅おくれて彼女の長い髪かみが、真上に跳はねた。その間にも千本刀は急成長をつづけ、その巨きよ体たいを埋うめ尽つくす。


　枝分かれした血まみれの刀は、鮮あざやかな桜の花を満開にして。


　その花びらが舞い散るなか、くるくる回転し、さくらが着地。


　糸をたぐるようにして（実際、見えない糸で根っこのように繫つながっているのか）死し聴ちよう覚かく室のあちこちに散らばった四本の刀を回収、同時に収刀する。


「うおおおおおお!!」


　観客が歓かん声せいをあげた。どう見ても、さくらの勝利だ。秀影も安あん堵どした。昨日からさくらは様子がおかしかったから、不安だったのだが──杞き憂ゆうだったようだ。彼女はずっと『大奥』で勝ちつづけてきたのだ、今さら秀影が心配することなどなかった……。


　だが直後、さくらが足あし下もとから崩くずれて、その場にへなへなと腰こしを抜ぬかした。


　荒あらく息をつき、そのおでこに脂あぶら汗あせを浮うかべて、悶もだえている。


「まずいわね」


『水蛇』がぼやいた。


「『百手姫』が勝つときは瞬しゆん殺さつ、負けるときは時間切れ……。あの娘こは自分の身体からだを苗なえ床どこにして植物を芽め吹ぶかせている。ひとつ攻こう撃げきを重ねるごとに消しよう耗もうするのよ、長期戦は苦手なの」


　さくらは『女王蜂』を倒すため、大おお技わざを連発した。華きや奢しやなさくらの肉体はその酷こく使しに耐たえかねて、いま限界に達したのだ。


「消耗せずに、相手の弾たま切れを待って確実に倒す──ってのが、理想だったのだけどね。結局、ごり押しになった……。これで決まってなけりゃあ、さくらは地じ獄ごくだわよ」


　さくらの戦いかたは、諸もろ刃はの刃なのだ。


　燃費が悪すぎる。


　ゆえに、確実に仕留められる作戦を練って、挑いどんだのだろうけど。


　もしも、『女王蜂』がこれでも立ちあがってきたら……。


「くくくくく」


　不気味な声が響ひびいた。


　倒れた『女王蜂』の位置からだった。さくらは振ふり向くこともできない。腰を抜かしたまま、必死に体力を回復させようとしている。


　そんな彼女の努力を嘲あざ笑わらうように──。


　否いな、誰にも理解できないことに。


「危ないなぁ、死んじゃうかと思ったよ……だけど内臓とか、身体の奥のほうを傷つけないのは優やさしさなのかもしれないけど、それは失策だよ。後こう悔かいするよ、きっと──」


『女王蜂』の身体が裂さけた。全身に血まみれの桜を咲さかせたままの、『女王蜂』の腹部から、まるで自ら生まれようとする異様な赤ん坊ぼうのように。べりべりと腹の肉が皮がめくれて、その奥から鮮せん血けつに彩いろどられたはだかの両りよう腕うでが生えてくる。


　遅れて、頭部が、肩かたが、蠱こ惑わく的な乳ち房ぶさが──腰が、太ふと股ももが、爪つま先さきが。ひとりの女が、『女王蜂』から生まれてきた。まるで寄生虫が、宿主が命を終えたので、共とも倒だおれはたまらぬと這はいあがってきたみたいだ。


「ぷはぁ、外の空気はいいね」


　全身を紅あかく染められた、一糸もまとわぬ奇き妙みような女が、腰に手を当てて深呼吸。


　さくらが、悪夢のように、ようやくそちらを見た。膝ひざをつき、まだ立ちあがれない。


「どしたのかな、もう疲つかれちゃったの？　若いんだからさぁ、がんばろうよ？」


　一歩ずつ、『女王蜂』だったものが、さくらに歩み寄っていく。


「──第二回戦ラウンドの開始だぞぉ♪」
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　その女の全身を彩った鮮血が、不気味に蠕ぜん動どうする。生き物のように。それは女の肌はだのうえを這い回り、濃のう度どをあげて、まるで服のように自ら変形した。『大奥』の制服をかたどっているようだが、すべて血液ゆえに、単色である。


　露ろ出しゆつした指先の爪つめも血液で染められ、ざんばらに乱れていた髪の毛も血液が自ら動き、美容師のようにくるくると三つ編みにこしらえて、髪かみ飾かざりも血液でつくられ留とめられる。御お伽とぎ噺ばなしみたいな真っ赤な靴くつ。最後に、その顔面を血色が覆おおい、鬼おにを模した角のある仮面となってその素す顔がおを隠かくした。


　太股には、これも血液でつくられた拳けん銃じゆうが何丁かぶらさげられている。


　その不気味としかいえない真っ赤な女の、素顔は一いつ瞬しゆんしか見えなかったけれど──それでも、秀影にはわかった。彼女が誰だれなのか、だが意味はわからなかった。


　硝子壁シヨーケースに手をつき、叫さけんだ。


「『阿呆鳥』……!?」


　その言葉に、その女は──『腐肉食堂ハゲタカ』における秀影の先せん輩ぱい、『阿呆鳥』は振り向いてきた。どうも、先ほどの『女王蜂』の乱射によって硝子壁シヨーケースが削けずられ、またいちぶに亀き裂れつが走り、声が届くようになっている。
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「やっほぉ、『鴉』ちゃん？　こうして会うのは久しぶりかな、元気ぃ？」


　手をひらひら振ってくる。


　秀影は目の前がちかちかした。


「どうして……？」


「女の子だもん♪　色々あるのさ、人生にゃあ──っと」


　いろんな意味をこめた秀影の問いを、その持ち前の道どう化けた仕草でごまかしている『阿呆鳥』に、さくらが迫せまっていた。いつの間にか呼吸を整えて、背後から『血刀』を構えて突とつ進しん。


「試合中ですよ『女王蜂』！」


　だが、その袈け裟さ斬ぎりはあっさりと空を切る。「なっ……!?」と目を見開くさくらの攻撃を避よけて、まるで『百手姫』のおかぶを奪うばうように、『阿呆鳥』が地面を滑すべって移動。さくらと距きよ離りをとって、やはりふざけた調子で。


「物まね、得意なんだ。まさか『女王蜂』の真似まねを見破られるとは思わなかったよ」


　さらに、彼女は跳ちよう躍やく。どころか、空中に足場があるかのように、何もない空間を踏ふみしめ──滞たい空くうする。『百手姫』のように床ゆかや天てん井じようを足場にしてすらいない。浮ふ遊ゆうしている。


「伊達だてに『鳥』とか名乗ってないんだよん？」


　正体を露あらわにしても、さほど動じることなく、『阿呆鳥』はやる気のようだった。『百手姫』と戦うつもりだ、『女王蜂』として……。


「地べた這いずるだけの虫けらちゃんが、あたしを倒たおせるかな？」


「串くし刺ざせ、『長船長光』！」


　抜ばつ刀とうし、さくらが血色の刃やいばを床に突つき立てる。同時に壁かべから天井から、床から、先せん端たんが鋭えい利りに尖とがった蔓つる草くさが伸のびていく。『阿呆鳥』は軽かろやかに、「おっと、触しよく手しゆ遊びプレイは勘かん弁べん」と空中を自在に移動してそれを避けた。


　動きが速すぎる。基本的に鈍どん重じゆうな『女王蜂』を相手に装備を調節したさくらには、難しい相手だ。どうするか判断に困ったのか、棒立ちになったさくらへ。


「んふふ♪」


『阿呆鳥』が太股から血液の銃じゆうを抜ぬいて、二丁拳銃で弾だん丸がんをばらまいた。さくらは地面を滑って回かい避ひ。かわしきれず、肩と太股のあたりに被ひ弾だん。


　明確に動きが鈍にぶくなっている。体力が限界なのだ。


「もうあの、くらげみたいなの使わないの？」


　それを見み越こして、嬲なぶるように、『阿呆鳥』は銃じゆう弾だんを連射。さくらは尖った蔓草による攻こう撃げきをつづけているが、集中が乱れているのか、『阿呆鳥』が素す早ばやすぎるのか、当たらない。


「あの能力──やっぱり」


　不意に声をあげたのは、秀影の横に立っている『水蛇』だった。


　彼女は身を震ふるわせ、『阿呆鳥』を凝ぎよう視しし、ぎりっ──と歯は嚙がみしてから、怒ど鳴なった。


「あんた何してんのよ、『水みず鳥どり』ぃい！」


　長い舌が零こぼれるのを嫌きらって、あまり大声をださない彼女にしては珍めずらしい金切り声だった。しかし『水鳥』？　誰だれのことだ？


　交戦をつづけながら、『阿呆鳥』がちらりとこちらを見た。


　否いな、泣きだしそうな表情をした、『水蛇』のことを。


「ありゃあ──ばれちゃった、久しぶりだね『水蛇』姐ねえさん」


「こっちの台詞せりふよ、あんた何で、何で『女王蜂』で、どういう……」


　普ふ段だんの冷静さをかなぐり捨て、乱れる『水蛇』に、『阿呆鳥』は溜ため息いきをついた。


「よぅし、何か観客がうるさいんで、わかりやすく解説してあげちゃう」


　優位な立場で『百手姫』を翻ほん弄ろうしているからか、余よ裕ゆうげに『阿呆鳥』は語った。


「あたしはそこにいる『水蛇』姐さんと同じ国で生まれて、その世話係──同どう伴はん者しやとして『大奥』にきたの。だけど、知ってのとおり『水蛇』姐さんは弱い。世よ渡わたり上手だけど、それだけで、未来がない。一生このひとの世話をして終わるのかと思ったら、我が慢まんできなくなって、あたしは姐さんと縁えんを切ってある家臣団レギオンに所属することにした」


『水蛇』と同郷──つまり、土地に縛しばられる異能力は、ほとんど同じ。たしか『水蛇』の能力は体液操作、と本人から秀影は聞いている。『阿呆鳥』の全身を彩いろどる衣装も何もかも、彼女がその能力で体液を操作して形成したのだ。


　宙に浮うかんでいるのは、操あやつり人形みたいに、目視できない体液で自分を吊つっているか、あるいは高い位置に張った糸のうえを綱つな渡わたりみたいに歩いているのだ。


「その家臣団レギオンってのは、その当時──『百手姫』を破って活かつ躍やくの目覚ましかった『女王蜂』の、『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』だよ。あたしは『蜂はち鳥どり』と名前を変えて、上手に立ち回って、『女王蜂』の世話係にまで出世した。幹部と仲良しのふりをして、取り入ったりしてね……」


　まさか、と秀影は思う。『蜜蜂』の話を思いだした。彼女には仲良しの友達がいた。だけどある日、『女王蜂』のもとへ行ったきり帰ってこなかった──。


「すぐに他人を信じる、幹部とは思えない、馬ば鹿かな娘こでね。あたしを推すい薦せんしてくれたんだよ、んふふ、おかげで用心深い『女王蜂』と接せつ触しよくすることができた」


　その嵌はめた仮面どおりに、鬼おにのように、ひとりの女の血まみれな物語が開かい陳ちんされる。


「あたしの能力は『水蛇』姐さんと同じ体液操作。だけど体液の構造をいじくっていろんな種類に変じさせる姐さんとちがって、あたしは体液を自在に操ることに特化していた。かたちを変え、その構造を理解していれば、そっくりそのまま偽にせ物ものをつくることもできた」


　彼女の手にする拳けん銃じゆうは、すべて血液でできているようだが、本物の性能を発揮している。


『女王蜂』が弾たま切れしないわけだ。彼女は実じつ弾だんを撃うち尽つくしたあとは、おそらくその巨きよ体たいに秘ひめられた膨ぼう大だいな量の体液を弾丸として形成し、放ってきていたのだ。


　床に転がった弾丸を再び回収すれば、またそれは弾丸として再加工し、解き放たれる。


　弾切れはない。


「あたしは発見したんだよ、ある日にね──ふと興味をおぼえて、試ためしてみたんだ。自分の体液で他人を操る『雀蜂』の能力を見てね、あたしにもできるんじゃないかって……」


　にっこりと笑った。


『雀蜂』がその能力でどれだけ悩なやみ、苦しんだか、まるで頓とん着ちやくせずに。ただ便利そうだからと、彼女は真似まねしたのだ。


「試行錯さく誤ごを繰くりかえして、できるようになったよ。あたしの体液を輸血して、ゆっくりと混ぜて同質化することで、他人の体液も操作できるようになる。最初はうまくできなくて、『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』の連中を実験に使って、何人か死なせちゃったけどね」


『蜜蜂』が語っていた。『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』では、『女王蜂』に呼びだされたものたちで、帰ってこなくなったものが多い。処しよ刑けいされたものも……。


　彼女らは陰いん惨さんな実験に利用され、使い捨てられていたのだ。


「そうして能力を強化しながら、あたしは『女王蜂』をゆっくりと改造していった。何せ、身体からだの頑がん健けんさだけで勝ち抜ぬいてきたようなやつだからね、どんなことにも耐たえてくれたよ。意識を奪うばい、血液を奪い、内臓を奪い、そして存在を奪った。今のこいつは、中身ががらんどうのお人形──あたしの乗り物だよ」


　おそらく最初は意識のみを奪い、徐じよ々じよに自分好みにつくりかえていったのだろう。最終的に、先ほどのように内部に収納され、着ぐるみのように『女王蜂』をまとって、自在に動かせるまでになった。


「あたしは生まれかわった」


『阿呆鳥』は誇ほこらしげに語った。


「みじめな、誰だれでもない、下働きの子供から──『大奥』序列十位、『女王蜂』になったんだ。この国で、十番目に偉えらい女にね。痛快だったよ、これまであたしを見下してきた連中がすべて、ひれ伏ふしてご機き嫌げんを伺うかがってくるんだ。こんなに楽しいことはない！」


「どうして……」


　さくらが、攻撃すら忘れて、瞳ひとみを揺ゆらめかせた。


「どうしてそんな、むごたらしいことを──」


「どうして？　馬鹿なことを聞くね、みんなそのために『大奥』にきたんでしょ？　偉くなるため、夢を叶かなえるため、何かを得るために……。綺き麗れい事ごとばかり口にしないで、あたしは欲よく望ぼうに正直になっただけ。とれる手段を総動員して、望みをもぎとっただけだよ」


『阿呆鳥』は幸せそうに、己おのれ自身を抱だきしめた。


「勝てば勝つだけ特権が与あたえられ、豪ごう勢せいな暮らしができる。わからないでしょ、下働きの女がどんなみじめな生活をしてるか。所しよ詮せんはお姫様のおまえらが想像できる？　できないでしょ──あたしはそこから這はいあがるためなら親でも殺すって決めたんだ。誰だれにも否定させない、とくに、おまえらみたいな恵めぐまれた連中には……！」


　仮面の奥で、憎ぞう悪おに満ちた瞳が煌きらめく。


　彼女の願いを下世話なものと切り捨てることはできない。誰だって美味おいしいご飯を食べて、きれいな着物をまとって、温かな寝ね床どこで眠ねむりたくて、ひとだって殺す。愛とか大義とかできれいに彩っても、根本的なところは変わらない。


　彼女は正直だっただけだ。


　必死で努力し、家族も友も裏切り、名前を捨てて、血まみれになってまで。


　幸せになりたかっただけなのだ。


　けれど──。


「悪いね、『百手姫』。あんたに怨うらみはないけどさ」


　攻こう撃げきが再開される。弾だん丸がんの雨が、『女王蜂』のときほど大量ではないが的確に、さくらを襲おそう。『腐肉食堂ハゲタカ』の面々は徹てつ底てい的に射しや撃げき訓練を施ほどこされる、その腕うで前まえはこの国でも随ずい一いちである。


「あんたを殺せば、あたしを序列三位にしてくれるってひとがいるんだ」


　その言葉に、秀影とさくらが同時に顔をあげた。聞き覚えのある言葉だった。


　とくに、さくらは嫌いやな想像をしたようだった。序列第三位、地じ獄ごくの第三位──それを懲罰ペナルテイあるいは報ほう賞しようとして、さくらに与えようとしたのは誰なのか。秀影だ。さくらのなかで疑いが芽生えるのが、目に見えるかのようだった。


　地獄の第三位を餌えさにして、他人を操あやつるもの。それは、秀影のことだ。秀影が、『阿呆鳥』＝『女王蜂』に自分を殺すように命じた？　さくらの頭のなかで疑いが生じたのが、はっきりとわかった。彼女の視線がこちらを向いた。秀影はちがう、と叫さけびたかった。


　偶ぐう然ぜんだ。自分は『阿呆鳥』にそんな指令をだしていない。彼女が『女王蜂』の正体なんて知らなかった。だが、激しい銃じゆう声せいと周囲の観客の蛮ばん声せいに、何を言ってもかき消される。


　悲ひ愴そうな表情をしたさくらに、『阿呆鳥』は心底楽しそうに。


「痛快じゃないか！　泥どろすすって生きてきたあたしが、おまえらに馬ば鹿かにされつづけてきたあたしが、この国の三番目になるんだ！　将軍の子供を産んでやれば、あたしはこの国の母親にすらなれる！」


「そんなことの、ために──」


　さくらがいまだ震ふるえている声こわ音ねで、唸うなった。


「『水蛇』を、『蜜蜂』を裏切り、仲間を殺し、何もかもを捨てて……」


「あたしに利用された連中は可哀かわい想そうだと思うけど、馬鹿だったんだから仕方ないんじゃないかな──負けたのは弱かったから、ここは戦国、それを自覚してない連中が悪いんだ」


「あなた、人間じゃありませんよ」


「そうだよ、人間扱あつかいをされてこなかった！　だからあたしは人間以上のものになって、おまえらみんなに仕返ししてやるんだ！」


　高笑いして、『阿呆鳥』はさくらを蔑さげすんだ。


「格好つけないでよ、『百手姫』──いいや、さくらちゃん。あんたのこと、調べたよ。情報が集まる立場だからさ。故郷を滅ほろぼされた可哀想な、亡国のお姫様。だけど、『大奥』にきたってことは、自分の故郷を滅ぼした将軍のお情けに縋すがろうとしてるんでしょ？　自分の故郷を焼き、民たみを滅ぼした、自分の恋こい人びとの父親と、喜んで寝ねる女！　あんたが、それだよ！　恥はじ知しらずな、虫みたいな女！」


「ちがう」


　さくらは、拳こぶしを握にぎりしめて、幼い子供のように。


「ちがうちがうちがう」


　頭を抱かかえて、か細い、ほとんど誰にも聞こえない声で。


「五位以上にならなければ、将軍に可愛かわいがっていただく権利は、ううん義務は生じない。だから、その直前で、序列を固持して。待っていようと……」


　恥はじるように。


「いまの将軍は『銀狼』姐ねえさんがいつか殺す、そうしたら次の将軍は秀影さま──そのときに、ようやくわたしは『大奥』を制せい覇はする。並み居る強きよう豪ごうを薙なぎ倒たおし、一位になって、正妻になって……。だって、国を失って、誰だれでもなくなったわたしは、そうしないとあのひとと結ばれることができない」


　涙なみだを頰ほおに伝わせて、独りぼっちで戦いつづけてきた彼女は、つぶやいた。


「あのひとと、いつか再び巡めぐり会って、今度こそと──それだけを」


　その指先に輝かがやく婚約指輪エンゲージ・リングが、彼女の覚かく悟ごの証明だった。かつてはお姫様だったとはいえ、今の彼女は国を失った平民、下手へたをすればそれ以下だ。将軍家の跡あと継つぎである秀影と結ばれるためには、『大奥』に入るしかなかった。


　だから彼女は両手両足をもがれていても、この血まみれの舞ぶ台たいに自らあがってきたのだ。


　恋こいのために。故郷とか、復ふく讐しゆうとか、大それたことよりもずっと──あまりにもささやかで、ちいさな願いのために、血を流していたのだ。


　愛されていたのだ。


　秀影は雷かみなりに打たれたように、棒立ちになった。


「卑ひ屈くつだね」


　なぜか『阿呆鳥』は苛いらついたように、銃じゆうの狙ねらいが雑にすらなる。


「気にいらないな、そういうの、純愛っていうの──ここは『大奥』、女たちの戦場、そんなふざけた理由で……」


「ふざけてなんて、ない」


　さくらの瞳ひとみに戦意が蘇よみがえる。四本の刀に手を添そえて、涙の粒つぶを散らして吼ほえた。


「愛するひとと会いたいがために戦う女がいて何が悪い！」


「悪くないけど、不ふ愉ゆ快かいかも！」


『阿呆鳥』が怒ど声せいを放ち、同時に異変が発生した。死聴覚室の床ゆかに無数にあいた弾だん痕こんから──血色の糸が迸ほとばしったのだ。それらはすべて、弾丸のかたちに加工された『阿呆鳥』の血液。体液操作の能力で、それらは『阿呆鳥』の手足となる。


『阿呆鳥』はいたずらにお喋しやべりをし、無む駄だ弾だまを放っていたわけではなかったのだ。


「………!?」


　激げき昂こうして周囲への注意がおろそかになっていたさくらの、腕うでに足に、首に、血色が絡からみつく。それで終わりではなかった。


「あたしは『水蛇』姐さんみたいに体液の種類を変化させることはできないけど、高速で震しん動どうさせて──沸ふつ騰とうさせることはできる」


　同時に、さくらの全身に巻きついた糸が、ぶれる。


「血の海で溺おぼれるといいよ、さくらちゃん」


　さくらの悲鳴があがった。


　細い糸そのものは強度もあまりないようで、全身が活性化し耐たい久きゆう度も増しているらしいさくらの肌はだを傷つけられない。だが、『阿呆鳥』の言葉どおり震動した血液は徐じよ々じよに温度をあげ、さくらの全身を灼やいていく。


　すべてを奪うばわれたあのとき、彼女の故郷を燃やした紅ぐ蓮れんの炎ほのおみたいに。


　さくらはこれまで浴びてきた返り血に復讐されるみたいに、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくで悶もだえ苦しむ。


　何発か被ひ弾だんし、彼女の体内に潜もぐりこんだ血液が、なお厄やつ介かいだった。それはさくらの体内で生き物のように暴れ、さくらの肉を食い散らかす。さくらが血の塊かたまりを吐はいた。
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　さくらが殺されてしまう──。


「さくらちゃん！　さくらちゃん！　さくらちゃん！」


　秀影は声が嗄かれるまで叫さけんだ。だが意味はなかった。あまりにも無力で、目の前で愛した少女が惨ざん殺さつされるのをただ見ていることしかできない。これでは、あの日と同じだ。否いな、なお悪いのだ。秀影はさくらを裏切り、踏ふみにじり、放ほうり捨てようとしている。そう、さくら本人に疑われている。ずっと信じて、待ちつづけ、愛してくれていたのに。


　最悪のどん底で、さくらは死ぬ。


　秀影は硝子壁シヨーケースを何度も叩たたき、狂きよう乱らんしている。黒姫は、その背中を見ていた。誰だれもが試合に集中していて、こちらには気づかない。もちろん秀影にも、さくらしか見えていない。最初から、そんなことはわかっていた。


　幼い我が儘ままで、大好きな兄者上があの女に奪われる気がして、それが嫌いやで怖こわくて──邪じや魔まをしたけれど、秀影を苦しめたいわけではなかった。もう、勘かん弁べんしてほしかった。運命に、これ以上、兄を弄もてあそんでほしくなかった。


　否、ひとのせいにはできない──『阿呆鳥』をさくらにけしかけたのは自分ではないが、さくらに秀影を疑わせ、その関係を引き裂さこうとしたのは自分だ。自分が、秀影の心に爪つめを立て、抉えぐり、血を流させている。


　いびつで、だけど幼く純じゆん粋すいな黒姫の心は、ようやく悔くいた。


　遅おそすぎるかもしれないけど。


　兄にもう、傷ついてほしくなかった。自分が嫌きらわれてもいい、見捨てられてもいい、寂さびしいけど──兄を幸せにしてくれるなら、他ほかの女と兄が愛しあってもいい。我が慢まんする。哀かなしいけれど。でも、どうすればいいのだろう。


　しゃくりあげ、無む垢くな涙なみだを零こぼしていた黒姫の背後に、不意に気配が発生した。


　驚おどろいて見ると、そこに赤と白の装束をまとった、異様な二人組が立っている。いつもの、おちゃらけた態度はなくて、ひたすら不気味だった。


　こいつら……。


「どうする、黒りん」「あんたが決めてもいいよ、黒りん」


　よく見ると、おおきいほう──白いほうは、糸で操あやつられているみたいに、かくかくとした動きだ。声も、腹話術か、ひとりが複数の声をだしてるみたいだ。黒姫は理解する。こいつらは、あの女の端たん末まつだ。あいつが糸で操っている、木偶でく人形だ。


　こいつらは黒姫の世話を焼くために派は遣けんされた隠おん密みつ、というのが建前だったが──ほんとは、あの女が黒姫を監かん視しするために派遣した、ただの手先だったのだ。


　ぎこちない動きで、紅白が肩かたを震ふるわせて笑った。


　硝子壁シヨーケースの向こうでは、さくらが生きながら炙あぶられている。


「あんたの命令に従って、あんたの兄さんの頭に糸を仕込んだ。そいつは脳みそのいちぶに絡みつき、あんたの兄さんが正体を明かせないように戒いましめた。名乗ろうとしたり、素す顔がおを見せようとするたびに、それを封ふうじこめた」


「何が、黒の命令じゃ」


　黒姫は掠かすれた声で、声を荒あららげた。


「楽しんでおるくせに、おぬしはそういう女じゃ──どうせ『女王蜂』をさくらにけしかけたのもおぬしじゃろ、序列三位の地位を与あたえるなぞ、黒や兄者上以外ではおぬしぐらいしか……」


「あたしのことは、どうでもえぇやん」


　二人組が、まったく同じ動きで首を傾かしげた。


「それよりも、選ばせたる──黒姫、あたしは今、どっちでもえぇのよん。そこそこ楽しめたから、このまま『百手姫』が惨殺されるのを駄だ菓が子し食べながら見守ってもいい。でも、もっと面おも白しろくすることもできる、もしもあんたが……」


　耳元に顔を添そえて、覆ふく面めんが囁ささやいた。悪意に満ちたその言葉を。


　背筋を震わせる黒姫に、覆面は声だけで笑った。


「どないする？　あたしは、どっちでもいい──だから、あんたが決めるんよ、黒姫。もちろん、あたしは悪い女だから、どっちを選んでも誰だれかが不幸になんで？」


　黒姫は、しばし迷ったが、その間にもさくらは命を縮めている。


　彼女が死ねば、兄はきっと今度こそ、壊こわれてしまう。


「兄者上は──」


　意を決して、黒姫はちいさな胸に縫ぬいつけられた袖そでを添えて、必死に言った。


「ここで、さくらを見殺しにする黒のことを、きっと嫌いになるじゃろう」


「ということは？」「もう一声！」


　おちゃらける二人組に、黒姫は涙混じりの声で怒ど鳴なった。


「これ以上、兄者上を弄ばないで！　解きはなっておくれ、あの二人を……！」


　泣き崩くずれる黒姫に、覆面の二人組はおおきく頷うなずいて──。


　指を、高鳴らせた。


　同時に、どこかで「ぷつん」と糸が切れる音がした。





　　[image: ]　[image: ]　[image: ]





「さくらちゃん！」


　熱でぶつぶつと沸ふつ騰とうをつづけ、朦もう朧ろうとしているさくらに──秀影が叫さけんだ。


　不思議と頭がすっきりしていた。余計な邪魔が取り払はらわれている気がした。とはいえ、秀影にできることはない。叫ぶだけだ。言えなかったこと──それが、どれだけさくらの助けになるかはわからない。けれど、今言わなくては一生後こう悔かいする。


「俺だ！　俺は豊臣秀影だ!!」


　その言葉に、周囲が停止した。観客たちがこちらを見て、さくらも、『阿呆鳥』すらも目を見開いて凝ぎよう視ししてくる。もどかしくも、秀影は『鴉』の仮面を脱ぬぎ捨てた。邪じや魔まで暑苦しいだけの外套マントも。でてきたのは、むかし死んだはずの将軍の跡あと継つぎの顔だ──。


　晴れやかだった。


「ずっと言えなかった、ゆるしてくれ──さくらちゃん！　死ぬな！　生きてくれ、君を助けたい、守りたい！　だけど何もできない、せめて……！」


　硝子壁シヨーケースに手をついて、いま生死の瀬せ戸と際ぎわにいる彼女に宣言した。


「待っていてくれ！　いいや、待っていてくれたんだな──すぐに追いつくから！　君に追いつくから！　もう迷わない、誤ご魔ま化かさない、足あし踏ぶみもしないから！　将軍が邪魔なら俺が父に挑いどむ、いずれ倒たおし、俺が将軍になる！」


　周りの観客たちがこの突とつ然ぜんの発言に色めきたち、携けい帯たい電でん話わで写真を撮とり、囃はやしたて、拳こぶしを振ふりあげる。場の空気に飲まれて盛りあがっているだけだろうが、秀影には応おう援えんに思えた。


「そして、君を迎むかえにいく！　ずっと待っていてくれた君を！　いいや、ちがう──そうじゃない、俺が言わなくちゃいけないことは他ほかにあるのに！　俺は、俺は……！」


　恥はじも外聞もなく、秀影は叫んだ。


「愛してる！　君を愛してる！　ずっと、ずっとだ──君だけを愛している！」


　息切れして、荒い呼吸を繰くりかえす。反応が怖こわくて、顔をあげられない。今さら何を言ってるのだ、とか。誰だれですかあなたは、とか。唾だ棄きされる、そんな光景しか浮うかばない。


　静かだった。


　不安になって、顔をあげる。


「あなた、は……」


　さくらの頰ほおに、涙なみだが伝っていた。それはすぐに、高温を宿した彼女の肌はだのうえで蒸発し、血色の煙けむりになる。けれど、追いつかないほどだった。さくらは呆ぼう然ぜんと突つっ立って、夢中で走っていたらいつのまにか目的地を通りすぎていたみたいに、戸と惑まどいながら。


　まだ言葉を覚えていない、よちよち歩きの子供みたいな声で。


「ひどい、ひと……ずるい、ひと──ゆるさないと、思ったんですよ。わたしのこと、裏切ったのだと。何とも思ってないと、それどころか、消しよう耗もう品のように捨てたのだと……。わたし、怨うらもうと、して。忘れようと、して。でも……」


　両手で顔を覆おおって、さくらが懇こん願がんした。


「愛してるって、言って。もっと、言って……」


「愛してる！　君が満足するまで何百回でも言ってやる！」


「わたしたちは、身分が……」


「知るか！　君を愛してる！」


「いちどは、わたしのこと、捨てたくせに──そのように、軽けい薄はくな……」


「謝る！　土下座でも何でもする！　愛してる！　結けつ婚こんしてくれ、さくらちゃん！」


「ばか……」


　俯うつむいて、さくらはおもむろに刀を抜ぬくと、自分の身体からだに突き刺さした。一いつ瞬しゆん、自殺したのかと思ったがちがった。彼女は身体のなかに埋うまった『阿呆鳥』の血液を、弾だん丸がんを摘てき出しゆつしたのだ。同時に、「姐ねえさんの真似まねです」とつぶやいて。


　発火した。


　さくらの小こ柄がらな身体からだ中に炎ほのおが躍おどる。さくらに絡からんでいた血液が蒸発していく。過激なお色直しを終えて、さくらは収刀。その身体は火傷やけどだらけで、桜色の髪かみの毛はほつれて、衣服は乱れて穴だらけ──酷ひどい有様だったが。


　初めて会ったときと同じように、それでも魅み力りよく的だった。


　泥どろだらけの彼女との、淡あわい逢おう瀬せ。あのころの幸福が、蘇よみがえった気がした。


「わたしとしたことが、つい忘れていましたが」


　笑え顔がおだった。


「桜はいちど散ろうとも、春にはまた咲さくのです」


　まさに、花はな咲さくような。


　それを黙だまって見過ごさぬ害鳥が、ようやく我に返って飛来する。


「いつまで、乳繰りあってるのかなあ……」


　拗すねたようにぼやくと、二丁拳けん銃じゆうを構えたまま。


「悪いけど、ご都合主義の物語みたいに、必ず最後に愛が勝つなんてことありえないんだ──大逆転なんてできないよ、あんたはもう立ってるだけで限界！　あたしはほとんど無傷で、自分の体液を混ぜて体液の保存庫にした『女王蜂』の身体から、無数の弾丸を……」


　そこまで語って、『阿呆鳥』はぎょっとした。


　先ほどまで千本の桜を生やして倒れていた『女王蜂』の姿がない。あの巨きよ体たいだ、見失うなんてありえない。『阿呆鳥』は空中に浮ふ遊ゆうしたまま、周囲を見回して。


　背後から襲おそいかかられた。


「んなっ──!?」


　超ちよう巨きよ大だいな質量が、『阿呆鳥』の背後からのしかかる。それは身体の前を開かれ、血液ばかりが溢あふれた空くう洞どうを晒さらした、『女王蜂』の肉体だった。長い髪も十じゆう二に単ひとえも乱れに乱れ、歌か舞ぶ伎きの亡ぼう霊れいのようだった。


『阿呆鳥』の体重を支えていた見えない糸がぶちぶちと切断され、重みに負けて落下──そのまま、『女王蜂』が『阿呆鳥』を羽は交がい締じめにして、顔をあげる。


　凄せい絶ぜつな表情だった。


「すまぬ、『雀蜂』、『蜜蜂』、『熊蜂』──おそらくみんな、生きてはおらぬであろう」


　もがく『阿呆鳥』だが、体格がちがいすぎる。銃じゆう弾だんを放つこともできず、羽根をもがれた鳥のように暴れるだけ。


「思えばわらわがこやつの邪じや心しんを見み抜ぬけず、重用したのがすべての原因。けじめは、つけねばならぬ。『大奥』序列十位の誇ほこりをもって、この『女王蜂』が……！」





　　[image: ]　[image: ]　[image: ]





『阿呆鳥』は自分の体液を他人のものに混ぜることで、操あやつる。


　だが迂う闊かつなことに、彼女は『女王蜂』の身体のなかにある血液を、弾丸として撃うちまくってしまった。『女王蜂』を縛しばる体液が目減りし、彼女は自由を取り戻もどしたのだ。


　もちろん内臓を残らず摘出されて、動けるわけがないのだ。だが、人体はときに奇き跡せきを起こす。その肉体能力だけで『大奥』の序列を駆かけあがった『女王蜂』なら、尚なおのこと。


「汝なんじなど、所しよ詮せんは虎とらの威いを借る狐きつね……」


「くそっ、放せ死にぞこない！　あんたの時代は終わったんだよ！」


　さすがに焦あせって、『阿呆鳥』は必死にもがく。その全身の皮を突き破り、血色の刃はが生えた。ぐさぐさと『女王蜂』に刺さっていく。だがそれは、自分の身体を『女王蜂』の身体に縫ぬいとめるようなものだった。なお動きが拘こう束そくされ、『女王蜂』は意地でも『阿呆鳥』を放さなかった。


「放せ触さわるなあたしに触るなあ──邪じや魔まするなああ、あたしは勝つんだ、ようやく報むくわれるんだぁああ、勝って序列三位になって……」


「汝に未来などない」


　閉じていた両目を見開き、血走った双そう眸ぼうで、『女王蜂』がさくらを見み据すえる。


「頼たのむ、『百手姫』──わらわが、頼めた筋合いではないかもしれぬが。始末をつけておくれ、終わらせておくれ。こやつも、きっと立ち止まる時期を逃のがしただけなのだ」


「あなたは敵です、けれど……」


　さくらが、音もなく血色の刀を抜ばつ刀とうする。


　そして、花びらのように優美に、宿敵に歩み寄っていく。


「『蜜蜂』に、頼まれたことがあります。あなたの言うことを、聞くわけではありません。この『大奥』において最後まで、他人の幸せを願って、でも誰だれにも理解されずに、無む惨ざんに殺されたあの娘このために……」


「やめっ、やめっ──やめろぉおお!!」


『阿呆鳥』の全身から放たれる血液の弾丸を、見事に見切って払はらいのけて。


　さくらが、真っ直すぐに。


「『水鳥』、『蜂鳥』、『阿呆鳥』、あるいは『女王蜂』だったひと──いいえ、名もなき誰かさん、あなたの野望は、ここで花散る。二度と、芽め吹ぶくこともない……」


　突つき刺さした。


　再び、千の桜を花はな咲さかせた。
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　身体からだ中を千本の刀に串くし刺ざしにされながら、『阿呆鳥』は思いだしていた。


　みじめな半生。ようやく辿たどりついた『大奥』での、やる気のないようにしか見えない『水蛇』との、口論。


　どうして勝ち進もうとしないのか、今の地位に甘んじてるのか、理解できなかった。


「あんたにも、いつかわかるわよ」


　悟さとったように語る『水蛇』が敗北主義者にしか見えずに、こんなところにはいられないと、彼女の元を飛びだした。


　あたしは『水蛇』とはちがう、何かができるはずだって信じていた。





『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』で。


　いちばん籠ろう絡らくしやすそう、という理由で近づいていった幹部の『蜜蜂』がいた。彼女はいじめられていた。当然、『阿呆鳥』がやらせていた。金品をちらつかせ、俗ぞく物ぶつの『熊蜂』に、あることないこと吹ふきこんで──。


　傷つき、打ちのめされた『蜜蜂』を、慰なぐさめる。


　ころりと、こちらのことを好きになった『蜜蜂』。


　あまりにも信じきっていて、何だか怖こわくなって、冗じよう談だんめかして問いかけた。


「ねぇ、あたしが『熊蜂』たちに、あんたをいじめさせてるんだって言ったら──どうする？　あんたのことなんか好きじゃなくて、ただ利用するために、こうして仲良しごっこをしてるんだって言ったら……」


『蜜蜂』は、はにかむように笑った。


「えへへ。そんなこと、あるわけないですよう」


　馬ば鹿かなやつだった。


「『蜜蜂』は、あなたのこと、いちばん大好きなお友達だと思ってますう」


　胸が痛かった。





　入浴中の『女王蜂』に近づいた。


　彼女は刀を構えたこちらの姿に、すべてを見通したように。


「汝なんじの気持ちはわかる」


　哀かなしそうに。


「勝ちつづけて、這はいあがりつづけて、その先に何を望む。そこには何もないぞ、刀を収めよ。忘れてやる、おまえの捜さがしものは自ら打ち捨てたもののなかにあって、今も、おまえの帰りをきっと待っておる」


　耳を塞ふさぐように怒ど鳴なりつけて、斬きりつけた。


『女王蜂』はずっと哀しそうだった。





『女王蜂』に成り代わって、序列十位の特権を利用して、『大奥』の外にでた。何かと外でも活動したほうがやりやすい。『阿呆鳥』と名乗って、『腐肉食堂ハゲタカ』に侵しん入にゆうし、『大奥』のなかと外を行き来して、腕うでっこきの情報屋として定評を得た。


　将軍の跡あと継つぎが、『腐肉食堂ハゲタカ』に預けられるらしい。


　そんな情報をいち早く得て、当然、接近した。いつかこの国の頂点に立つ男。こんなにすてきなものはない。優やさしくして、取り入って、いつものように仲を深めていった。誤算だったのは、あまりにも彼が無気力で、手取り足取り世話してやらなくちゃいけなかったことだが……。


　これまでは、権力者におもねって、ご機き嫌げんをうかがうばかりだった。


　誰だれかを導き、育てるようなこと、初体験だった。だから面おも白しろくって、いつの間にか『大奥』での血まみれの生活も忘れて、自分のほんとの名前が『阿呆鳥』だったと、錯さつ覚かくして……。


　ゆっくりと、秀影が心を開いて。


　姐ねえさん、なんて呼んでくれて。


　電話を握にぎりしめて、あのとき、『阿呆鳥』は啜すすり泣いた。わけがわからなかった。慌あわてて電話を切って、たまらなくなって床ゆかに突っ伏ぷし、わあわあと慟どう哭こくした。


　自分は何を捨ててきて、何を求めてきたのだろうか。





　身体からだから生える無数の刃はを見て、あぁお終しまいか、と思った。自分はここまでか。何を得られたのだろうか。家族を見捨て、友達を踏ふみつけ、主君に斬りつけて──。『女王蜂』が限界だったのか、拘こう束そくがゆるみ、『阿呆鳥』は投げだされるみたいに前へでた。


『水蛇』とちがって体液を薬に変えるなんて、器用なことはできない。傷つけるためだけの能力だ。ふらふらと足あし下もとが覚おぼ束つかないまま、硝子壁シヨーケースに至った。


　秀影と目があった。


　血まみれの手のひらを、彼の顔のあたりに、伸のばした。


　そこに捜しものが、あるような気がした。


「えへ、へ……ねぇ、『鴉』ちゃん」


　もう能力を制せい御ぎよするちからもない。素す顔がおを隠かくした仮面がとろけて、落ちた。我ながら幼い、ちいさな子供みたいな素顔が、硝子壁シヨーケースに反射している。涙なみだを零こぼしていた。


「あたし──いったい、何が欲しかったのかなあ？」


　その背後から、さくらが迫せまってきた。


　四本の刀がくるくると回転し、今にも力ちから尽つきそうな『阿呆鳥』の肩かたに、腰こしに、足に、腕に、標本を留とめるみたいに突つき刺ささる。最後に、さくらは動けぬ『阿呆鳥』の後頭部に、制服の裾すそが翻ひるがえるのも気にせずに渾こん身しんの蹴けりを見み舞まった。


　ぐしゃあ、と異音がして──『阿呆鳥』は何もかもに答えを得られぬまま。


　白目を剝むいて、力尽きた。


【勝者『百手姫』】


　液えき晶しよう画面にそう表示され、どうだ、とばかりにさくらが拳こぶしを高々と突きあげる。


　歓かん声せいが爆ばく発はつする。『銀狼』と『水蛇』が飛び跳はねて喜び、さくらと秀影はずっと見つめあって──その足下で、敗者の『阿呆鳥』は、何だか肩の荷にがおりた気がした。




　終幕
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『百手姫』と『女王蜂』の前ぜん代だい未み聞もんの対決が前者の勝利で結末を迎むかえて、数日後。


　いまだ『大奥』はこの取り組みに渦うず巻まく陰いん謀ぼうや様々な謎なぞ、『百手姫』の鮮あざやかな勝利や番ばん狂くるわせによって変動する序列、今後の未来などについて語り明かし興奮も醒さめやらぬ。


　もちろん、そんな『大奥』の騒さわぎなど、硝子壁シヨーケースの向こうには届かない。


　大おお阪さか城の城下町、そのどこかの建物で『阿呆鳥』は目覚めた。狭せまい部屋だ。自分が横たわっている寝しん台だいの他ほかには何もなく、やけに清潔で薬臭くさい。医院だろうか。窓まど際ぎわで、のんきに風車が回っている。


　素顔を隠していた仮面は取り払はらわれ、もちろん『女王蜂』の内部にいるわけでもなく、『阿呆鳥』は素顔を晒さらしている。身体からだ中の怪け我がには治ち療りようが施ほどこされ、包帯ぐるぐる巻きだ。その上から患かん者じや服をまとっているかたちだ。


　疵きず痕あとすらほとんどない、見事な治療には覚えがあった。まさか、『水蛇』だろうか。そんな馬ば鹿かな。あのひととは決別したのだし。酷ひどいことばかりしてきた自分が、生かされる理由はない。何で、殺されていないのだろうか……。


「起きたのかい、『阿呆鳥』」


　扉とびらが開いて、『鴉』の衣装をまとった秀影が姿を見せた。


　昼ひる行灯あんどんの面めん目もく躍やく如じよといったふうに、ぶきっちょに林りん檎ごの皮などを剝いている。


「あぁ、君の名前は『阿呆鳥』だから」


　かたわらに置かれた見み舞まい客きやく用の椅い子すに、『鴉』はちょこんと腰かける。


「『水鳥』も『蜂鳥』も『女王蜂』も、『大奥』のなかでしか通用しない名前だ。君は、今回の一件の処しよ罰ばつとして、二度と『大奥』に踏みこむことがゆるされない。『阿呆鳥』として、そんな名前のどこにでもいる平民として、この町で生きていくんだ」


「いや『阿呆鳥』なんて名前はないでしょ、ふつうのひとには」


「じゃあ何か適当に考えてくれ」


　面めん倒どうくさくなったらしく、林檎をそのへんに置いて、秀影は語った。


「君はたくさんのひとを不幸にし、殺しもした──けれど、『大奥』のなかで起きたことはすべて事故として処理される。困ったことに、君を罰ばつすることができない。外の法律ではね。さすがに他人に成り代わるのは反則とされて、『大奥』からは追放だけど」


　呆あつ気けない。


　何もかもを得られると思った、自分の戦場から、あっさりと解放された。誰だれでもないふつうの女として、今さら……。


「だけど、個人的に君には罰を与あたえたい」


　秀影の言葉に、『阿呆鳥』はびくんと背筋を震ふるわせる。そうだ、自分は彼をずっと騙だましてきた。利用するために、近づいたのだし。彼の愛いとしいひとを、殺そうとして──。


「今後、君の能力の使用を限定する。『水蛇』のように、治ち療りよう行こう為いにだけ用いるんだ。この医院と話はついてるから、動けるようになったら医師として勤めるように。書類はすべて揃そろえたから。あと能力を危ないことに使ったら今度こそ地じ獄ごくに叩たたき落とすからね」


　怖こわいことを言われた気がしたが、『阿呆鳥』はそれ以上に、理解できずに。


「あ、あたしが、医者に？　馬鹿じゃないの、あたしは能力をそんなふうに──『水蛇』姐ねえさんみたいに使えない。それに、こんな血まみれの手で……」


「努力をすればいい。時間はたくさんある──それに、君のその手だからこそ、いいんだ。君が治療し、命を救っていく。それが、君への罰で、きっと贖しよく罪ざいになる。と、勝手に判断したけど、どうだろうか」


　どうだろうかと言われても。


『阿呆鳥』は涙ぐみ、こういうとき、どういう表情をすればいいかわからなくて。


「あ、あたし、たくさんのひとを騙して、裏切って──だから、こ、こんな」


　ゆるされてはいけない。救われてはいけない、罪つみ滅ほろぼしなんてしては、いけないのだ。


「君は、生きる気力を失っていた俺を、かつて助けてくれた。君のおかげで、俺は生きられた。将軍の跡あと継つぎの命を救った、これはその恩おん赦しやだよ」


　あのころ、抜ぬけ殻がらだった『鴉』が、見ていられずに。


　自分ががんばっているのだからと、おまえだけ無気力に座りこんでいるのはゆるさないと、そんな幼い怒いかりから──彼に告げた言葉を、そっくり返された。


「生きようよ」


　それが、馬ば鹿か馬鹿しいほど、嬉うれしかった。


「俺も、そうするつもりだからさ──姐さん」


　捜さがしものは、ここにあった。
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　大阪城の頂点──天守閣。その内部は将軍の居室である。


　この国でいちばん高い建造物の、その最上階。まさに殿てん上じよう人びとの住み処かに相応ふさわしい。空気が薄うすくて、息苦しいほどだ。それにえらく狭い。狙そ撃げきを恐おそれてか窓もなく、丈じよう夫ぶさ優先の物々しい防ぼう壁へきでぐるりと取り囲まれ、この部屋の主の小心さ臆おく病びようさを表しているようだ。


　そんな部屋の片かた隅すみ。壁かべに背中をつけて、頭から布団をかぶって震えているのは、天下の大将軍──豊臣吉刳である。彼は先ほどから、いじめられた子供みたいに、かたくなにすべてを拒きよ絶ぜつして膝ひざを抱かかえている。


　それを正面から眺ながめながら、黒姫は疲つかれきっていた。ここに辿たどりつくまで無数の身体検査と認にん証しようが必要な隔かく壁へきがあり、丸一日もそれに忙ぼう殺さつされていたのだ。いくらなんでも常じよう軌きを逸いつしている。用心深いどころではない、もう病気だ。


　けれど、どれだけ億おつ劫くうでも、呼びだされたなら応こたえなくてはいけない。


　相手はこの国において神にも等しい、絶対権力者なのだ。


「よォきたね」


　不意に黒姫の背後に、気配が生まれた。ずっと緊きん張ちようし、警けい戒かいしていた黒姫のことを嘲あざ笑わらうみたいに、いつの間にか。不気味な女である。見た目の年ねん齢れいは黒姫と同じかわずかに上、といった程度か。少女だ。黒白の衣装をまとい、蜘蛛くもの模様の眼帯を嵌はめている。


　正座した黒姫の背後に、お人形のように微び動どうだにせず立ち、彼女は微笑ほほえむ。


「約束を守ってくれて、嬉しいわァ」


『百手姫』と『女王蜂』の対戦、その決着の直前に──黒姫はこの女と約束をしたのだ。今日はそれを果たしにきたのである。


「これから懲罰ペナルテイを与える」


　陰いん鬱うつな少女──『大奥』序列一位、つまり最強の女である『絲妃』は、にこりと笑う。


「あんたと秀影くん、そして『百手姫』との面会は監かん視しされ記録されている。そこで交かわされた内容に──あんたの将軍への反逆ともとれる、危険な発言があった」


　黒姫は舌打ちしたくなるのを堪こらえた。見られていたのだ。たしかに、あのとき話の流れで「将軍を倒たおす」みたいなことを言ってしまった。


　その将軍はびくんと反応し、さらに布団の奥に閉じこもる……。


「そもそも、かつて反逆を企くわだてた『銀狼』の一味に、出資者スポンサーとして協力するのも良くあらへんなァ。あんたの目的はわかっとるよォ。大好きな兄の、最愛の少女であるさくらが勝ち進めば、必然的に将軍に可愛かわいがっていただくことになる──」


　そうだ。


　さくらの出資者スポンサーとなったのは、彼女が好きだったからではない、逆だ。


　彼女を将軍の慰なぐさみものにして、そういう女なのだといつか兄に教えてやって、幻げん滅めつさせるために……。


「きょひひ、まこと女は怖い、怖い」


　悪戯いたずらっぽく笑う『絲妃』に、黒姫はこう言うしかなかった。


「ち、父君に、反はん抗こうするつもりなどなかった、仇あだ為なすつもりなど──」


「わかっとるよォ、可愛い子ベイビーちゃん……。だけどまァ、いくらあんたが将軍の娘むすめやいうても、疑わしきは罰ばつさんと、他ほかに示しもつかんからな。でもま、ほら、安心しィ？　懲罰ペナルテイの内容は、あんたもよく知っとう、むしろ恩賞みたいな──」


　言葉を句切りながら、楽しむように。


「豊臣黒姫、いやさ『腐死蝶』、あんたに序列三位の位階を授さずける」


「えっ……」


　黒姫は意外で、思わず『絲妃』を見た。彼女はにこにこと笑っている。


「えぇやん、ご褒ほう美びやん──もちろん、いつも三位のやつを焼き殺してた『赫竜』には、そんなことせんように言うといたるからなァ。何の危険もなく、権力だけが与あたえられる。今回、『女王蜂』に勝って序列十位になった『百手姫』より、地位が高くなんねんよォ」


　その言葉に、黒姫は内心で喜びを嚙かみしめる。同時に、活力も。


　そうだ、まだ取り戻もどせるかもしれない。卑ひ屈くつな陰いん謀ぼうでさくらを貶おとしめるのは、兄も不幸になるからやめた。だから、ようやく開始地点に立てたようなものなのだ。ここからが勝負だ、兄を巡めぐって恋こいの鞘さや当あてをするには、権力はあればあるほどいい──。


「あ、ありがたき幸せに……」


　深々と頭をさげたが、それが間ま違ちがいだとすぐに気づいた。


「まぁ、与えられるのは権力だけやのうて、義務もやけどなァ」


「え……」


「知っとるやろ？　黒りんは賢かしこい子やからなァ──序列三位以上のものは、正式に豊臣将軍の側室となり、将軍に可愛がっていただける。女として最高の栄えい誉よや、せやろ？」


「でも、そんな。黒は、黒と将軍は、おや、親子……」


　声が震ふるえている。信じたくなかった。


　ふるふる首を振ふり、後じさろうとしたが、なぜか身体が動かない。


　きりりりり、と糸を引き絞しぼるような、異様な音がした。


「近きん親しん婚こんなんて珍めずらしくあらへんやろ、各地のお姫様はそういうことを繰くりかえし、血統を損そこなわぬよう、異能力を失わんように調整されて生まれてくる──おんなじことをするだけや、のう？　あんたの望みやっていつかお兄ちゃんと結ばれることなんやろ。同じやてほら、似たようなもんや。常識的にも法律的にも倫りん理り的にも、問題あらへんよォ♪」


　同時だった。


　布ふ団とんが跳はねあがった。吉刳が立ちあがったのだ。天下の大将軍、という名前が似合わぬ骸がい骨こつのように瘦やせた男だ。否いな、以前に遠目で見たときよりもさらに衰おとろえている。まだ若いはずだが、臨終間ま際ぎわの老人みたいだ。両目だけが見開かれ、爛らん々らんと輝かがやいている。


　その知性なく開かれた大口から、涎よだれが零こぼれている。


　荒あらく息をつきながら、吉刳がじわりと近づいてくる。


「ひっ──」


　黒姫の背中を、無数の虫が這はい回るような悪お寒かんが走った。


　あきらかに吉刳の様子がおかしい。


「黒りん黒りん、こんな噂うわさ話ばなし聞いたことあらへん？」


『絲妃』が楽しそうに、指先をくいくいと動かしながら。


「近ごろ将軍の様子がおかしい。『大奥』で少女が行方ゆくえ不明になり、二度と戻ってこない。その娘たち、どこへ行ったと思う……？」


　まさか。


「あたしの能力なァ、まだ完全とちゃうくてな──いろいろ実験して、どこに神経や血管があって、どういうふうに動かせば上手に操あやつれるか確かめへんといかんのよ。あの『女王蜂』の中のひとも、似たようなことしてたってなァ？」


　こいつが、消えた少女たちを……。


「せやから、あの『阿呆鳥』って娘を序列三位にしたってな、ここに招いてねっちり拷ごう問もん、あ、いや、話を聞こうと思ったんやけど──何や当てが外れてしもうてな？　それは黒りんが『百手姫』のほうを応おう援えんしたせいやし、じゃあ黒りんがその責任とらんとなァ？」


　同時に間近に迫せまった吉刳の骨張った腕うでが、たやすく黒姫の着物の襟えり元もとを摑つかみ、華きや奢しやな身体からだを押し倒たおす。見た目以上の恐おそろしいちからだ。


「ちなみにィ」


『絲妃』は楽しそうに。


「今の愛しいひとダーリンは脳みそあたしがぐちゃぐちゃにして、相手が実の娘だろうが猿さるだろうが何だろうが関係なくなってまァす♪」


「ひいいいっ」


　動物に捕食されるような恐きよう怖ふに、黒姫は身をよじった。


「何で、こんなっ──やぁっ!?」


　身体が動かない。『絲妃』に支配されているのだ。黒姫も異能力をもっているが、それも発現できなくなっている。『大奥』の頂点に座する『絲妃』にとって、黒姫などそれこそ、赤ん坊ぼうみたいなものだ。


「面おも白しろいかと思って放置しといたけど、そろそろ『銀狼』も、『百手姫』も、あと秀影くんも……見み逃のがせんようになってきたからのォ。あんたにまで余計な動きをされて、あいつらとヤりあう邪じや魔まをされたくないねんよォ」


　当たり前のように。


「いちど痛い目に遭おうたら、二度とあたしに逆らわんやろォ？　なぁ黒りん──こんなふうに実の父親に可愛かわいがってもらえたらァ、今後は良い子にしとるよなァ？」


　言葉もでなかった。


　黒姫のおおきな双そう眸ぼうに、涙なみだが浮うかんでくる。だが、まだ最悪ではなかったのだ。


「安心せい。黒りんに自棄やけになられても、壊こわれられても困るしィ──ちゃあんと、楽しませてあげるからなァ。これから黒りんの脳みそぐちゃぐちゃにして、目の前の相手が大好きな兄者上にしか見えなくさせたる。な、嬉うれしいなァ、大好きなお兄ちゃんと結ばれるんやで？」


「あ、う、うう、あうあ──」


　黒姫の両目が、とろんとする。何も考えられなくなる。嫌いやだ。自分にのしかかっている男が、兄にしか見えなくなる。いやだイヤだ。ずっと想像していた。夢に願っていた。いつか兄と結ばれる、淡あわい恋こい心ごころ……。


「やだ、やだ──こいつは、兄者上じゃない、父君──じゃない、兄者上？　えへ、へへへ、兄者上、ようやく黒を選んで……さくらじゃなくて、黒を、ちがう、こいつは兄者上だから、黒はずっと優やさしい兄者上が大好き──」


　最後の理性で、黒姫は『絲妃』に手を伸のばした。


「やめ、て……こん、な──ひどい、こと、は、やめ……」


『大奥』序列一位、『絲妃』。


　それは同時に、豊臣将軍の正室であることを意味する。


　だから。


「お、母まあ、さま……」


　自分を産んだとは思えない、けれど血の繫つながった実の母に、黒姫は懇こん願がんする。『絲妃』は深く頷うなずき、目元を両手で覆おおい、まるで泣いているみたいに。


「うう、黒姫──ごめん、ごめんな……あたしが間ま違ちがってる。こんな酷ひどいことをするなんて。あんたをこんな苦しませて、でも、あんたは──こんなあたしを、まだ母と呼んでくれるんやな？　あぁ、黒姫、黒姫ぇ……あんたって、ほんまに」


　笑っていた。


「──アホな娘こ♪」


　その酷こく薄はくな表情に、一いつ瞬しゆん絶望しかけた黒姫だが。


「ほんなら、いちどだけ、猶ゆう予よを与あたえたる」


　脳の中身をかき混ぜられ、お人形のようにうつろになった黒姫を、ほんとに母親みたいにそっとかき抱いだいて……。


「良い子の黒姫、可愛い黒姫。お母さまの言うこと聞けるやろ？　あんたに、やってもらいたいことがあんねんよォ──」
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「ただいま」


　『大奥』の片かた隅すみにある『銀狼長屋』。不便な立地だが、もう慣れた。ただいま、なんて気軽に言える自分に少し驚おどろきつつ、秀影が居間の扉とびらを開くと、さくらが着き替がえちゅうだ。


　うんうん頷き、こちらを振ふり向いて硬こう直ちよくするさくらの、見る見る染まる頰ほおとか、可愛らしい胸むな元もとを隠かくした水玉模様の下着とかを、慈いつくしむように眺ながめてから。


「悪気はなかった」


　秀影は堂々と言った。


「君を愛している」


「そう言えば何でもゆるされると思うなよーっ……！」


　ぷるぷる震ふるえて、けれどさくらは以前よりは好感度があがってるのか、毒瓦斯ガスを放ったりせずに素す早ばやく制服から室内着になる。授業にでていたのだ。


「秀影さま、そこ正座」


「ははぁん、お帰りの接吻キスかい。苦しゅうないよ、さくらちゃん」


「硝子壁シヨーケースがありますし、しばらく見ないうちに秀影さまが変態に──いや、昔からこうだったような……。あ、あれぇ？　思い出のなかでこのひとのこと美化しすぎてた？」


　放課後は、こうしてみんなで顔をあわせることにしていた。


『女王蜂』との対戦と、それにともなう様々な出来事の事後処理に忙ぼう殺さつされていたから、こうしてあらためて向き直るのは意外と初めてだ。


　こほんと咳せき払ばらいし、さくらも正面に座った。ふたりの真ん中には当然、硝子壁シヨーケースがあるのだろうが、透とう明めい度が高くて見えない。


「あの、秀影さま」


「何だい、さくらちゃん」


「あの、死聴覚室でわたしに──ていうか、さっきも言ってくれたことについて、っていうか。えっと、あのときはそれどころじゃなかったし、聞き間違いもあったかもしれないし。だから、その……秀影さま」


　顔を真っ赤にして、でも意を決したように、革帯ベルトが巻かれていない手で床ゆかを叩たたいて。


「ほんとに、わたっ、わたしと結こ……」


「ただいまぁ」「ぬ　なにやら　おもしろそうな　けはい　が」


『水蛇』と『銀狼』が、両手にお菓か子しなどが突つきでたビニール袋ぶくろを抱かかえて入室してきた。正面から正座で向きあうふたりと、独特の空気を肌はだで察して、『水蛇』が口元に手をあてる。


「あら、お邪じや魔まだったかしら？」


「いえそんな──うう、秀影さまのせいです。自分からさっさと言ってくださらないから。こういうことは、早めにはっきりと……」


「さくらちゃん、結けつ婚こんしよう」


「空気を読め！　その話はあと、あと！」


　とか言いながらもやや嬉うれしそうに頰を染めて、さくらは風ふ呂ろ敷しきに広げられたお菓子に手を伸ばす。今日は『女王蜂』との戦勝祝い、ならびにお疲つかれ様さま会なのである。


　お菓子大好きな『銀狼』が目を輝かがやかせるなか、『水蛇』が苦く笑しようして。


「ま、のんびりしてる余よ裕ゆうはないのだけど──今日ぐらいはね」


「ええ、わたしの序列が十位となったことで、事実上、『大奥』にいる誰だれとでも戦えるようになりました。『大奥』最強の連中が、射しや程てい距きよ離りに入はいったということです。『絲妃』、『赫竜』、『金きん獅じ子し』、……最近、地じ獄ごくの第三位に『腐死蝶』が就任したという噂うわさもあります」


　さくらは生き真面目まじめに、お茶をいれている。硝子壁シヨーケースに隔へだてられ、美味おいしそうな甘い匂においのみかがされる秀影は生殺しに近いが、我が慢まん。


「そんな化け物どもに目をつけられ、叩きつぶされないうちに──わたしが『女王蜂』に敗北することで先延ばしになっていた計画を、実行したいと思います」


「うむ」


　居住まいを正し、『銀狼』が宣言した。


「くうでたあ　を　けっこう　する」


「現政権を打だ倒とうし、この国を蝕むしばむ巨きよ悪あくを弾だん劾がいし、この歪ゆがんだ女たちの戦国──『大奥』を終わらせる。無む惨ざんに殺されるひとが、二度とでてこないように」


　さくらはそう語ると、こちらを見み据すえる。


「結婚は、そのあと。あなたが将軍になった、あとです。それまでは、わたし、断固として気をゆるめません。これまで以上に理性をもって、けして安易な欲よく望ぼうに身を任せることなく、あなたとも一定の距きよ離りをもって──」


　その言葉に悲痛な表情になる秀影を見て、さくらは「こほん」と咳払いをした。


「……というのも可哀かわい想そうなので、特別にこの部屋だけ、硝子壁シヨーケースを除去しました。『銀狼』姐ねえさんに頼たのんで、一晩かけてです」


「…………」


　金こん平ぺい糖とうを食べながら、ぷいっ、と『銀狼』はなぜかそっぽを向く。


「ということは──」


　思わず前のめりになって、『鴉』が手を伸のばす。


「触ふれあってもいいのか？　抱だきしめてもいいのか？　それ以上のことも……」


「『それ以上』って何ですか、ろくに知識もないくせに。ふん、でもまぁ、正直イチャイチャしたいですし……。あなたも少しはがんばったようですから、ご褒ほう美びです。えへん。えへへ、これからは秀影さまと毎日いっしょ……抱だきあって眠ねむったりとかできるんです──」


　本音がだだ漏もれのさくらに、感極きわまって「さくらちゃぁああん！」と『鴉』が跳とびかかる。


　さくらも自ら手を伸ばし、それを受けいれようと前へと進みでて──。


　ごちんっ☆


　硝子壁シヨーケースに、ふたりとも顔面から激げき突とつした。後ろ向きに引っくりかえる。


「な、なぜ……？」


　さくらにも予想外だったのか、裏切られた表情で、『銀狼』を見る。


　彼女はこういうときだけ師し匠しようらしく、もっともらしい口調で。


「こい　は　ひと　を　だらく　させる……」


「この大事な時期にあんたに気が抜ぬけて色ボケられても困んのよ。だいたい、硝子壁シヨーケースまた壊こわしたらどんな懲罰ペナルテイ受けるかわかったもんじゃないんだからね？」


「でも……でも……」


　納なつ得とくいかない様子のさくらに、『水蛇』はどこか羨うらやましそうに。


「それに、たとえ触れられなくても、気持ちは届くでしょ？」


「あ──」


　その言葉に、まだ渋しぶい表情をしながら──さくらは座り直して。


「そうですね。物理的な距離など、今のわたしたちには関係ありません。そうです、勝てばいいんです。こんな硝子壁シヨーケースをつくって良い気になってる連中を、まとめて叩たたきつぶして、そのときこそ堂々と……」


「うむ。俺と結婚してくれ、さくらちゃん」


「か、考えといてやります」


「そして究極の愛のかたち──つまり、ほっぺにチュウをするのだ」


「うわ、まだ性の知識そこで止まったままなんですか秀影さま!?」





　お気楽に騒さわがしい『銀狼長屋』の庭で、枯かれ木のようだった桜の大樹が──苦く笑しようするように、季節外れのつぼみをつけ始める。













劇終　　





　あとがき







　角川スニーカー文庫ではお久しぶりです。あるいは初めまして、日あ日き日らです。


　本作『大奥のサクラ　現代大奥女学院まるいちっ！』はややキワモノ──じゃないや、変わったお話なので第一巻だしざっと解説を。


　戦国時代、天下分け目の関せきヶが原はらの合戦において豊臣側が勝利した、架か空くうの歴史の延長線上としての『現代』が舞ぶ台たいになったお話です。西せい暦れきは異国の文化なので物理的に鎖さ国こくされてる作中では提示されてませんが、だいたい西暦２０５０年ぐらいで考えてます。僕たちの暮らしている現代の、半世紀あとぐらいですね。異国では宇宙船とかが余よ裕ゆうで飛びまくってる設定です。


　わずかに入ってくる異国の技術や、関ヶ原の合戦で投入され歴史を歪ゆがめた『時空間爆ばく弾だん』により変動した地質から得られた資源、および進化した（ミュータント化した）人々によって文明レベルはそこそこ発達しており、けれどそれは幕府が独どく占せんしわずかに提供している～という過程で濾ろ過かされ、一いつ般ぱん人的には戦国時代に毛が生えた程度の生活です。


　舞台になっている大おお阪さか城近辺はわりと科学技術が下々にも提供されてる土と地ち柄がらで、あちこちに電波塔とうや電柱が立ち、人々は携けい帯たい電でん話わで通話しＴＶゲームで遊び、なのにこの時代の『当たり前』として牛ぎつ車しやで移動し、着物をまとい、草鞋わらじをはいている──いわば『和風パンク』（スチームパンクみたいな感じで）な、戦国時代と近未来が融ゆう和わした（してない気もする）特異な『現代』となっています。


　さて豊臣政権の基き礎そとなった太たい閤こう秀ひで吉よしが勝利し、その政策を推し進めていたらどうなるのか、と思考すると。太閤検地や刀狩がりが徹てつ底ていされ、まず武士は残らず牙きばを抜ぬかれます、つまり完全管理され戦せん闘とう能力を失います。


　けれど唯ゆい一いつ、武装がゆるされたのが、女好きで有名な秀吉なら絶対つくる大奥──将軍さまに捧ささげられるため、全国からよりすぐりの美少女が集められたハーレムなのです。


　より強いお姫ひめさまが生き残る血まみれの大奥にて、いずれ幕府を受け継つぐ若き青年・秀ひで影かげはかつて愛した少女と再会し、怒ど濤とうの歴史と運命の波に呑のみこまれていくのですが……。


　詳くわしくは本編を読んでいただくとして（ページが足りなくなった）、以下は謝辞です。


「校舎が硝子壁シヨーケースで区切られてて、愛いとしいヒロインに触さわることもできないんですよ！」とか無茶を言いだす日日日を「いいですねそれ！　やりましょう！」と爽さわやかな笑え顔がおでＯＫしてくれた新担当の山口さん、そして胡う散さん臭くさい設定のお話を華か麗れいかつ濃のう密みつに彩いろどってくれた絵師のみやま零ぜろさん、および関係者のみなさん、もちろん読者のみなさまにありったけの感謝を！







「ハーレムものを書こうとしたら大奥ハーレムものになったでござる」日日日
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大おお奥おくのサクラ


現げん代だい大おお奥おく女じよ学がく院いんまるいちっ！





日あ日き日ら
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